
ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

目

次

第
一
章
西
ド
イ
ツ
戦
後
史
に
お
け
る
過
去
の
克
服

第
一
節
戦
後
に
お
け
る
過
去
の
克
服
の
意
義

第
二
節
ナ
チ
ズ
ム
像
の
史
的
変
遷

第
三
節
歴
史
家
論
争
と
ナ
チ
ズ
ム
の
克
服

第
四
節
刑
事
司
法
に
よ
る
「
過
去
の
克
服
」
の
問
題
点

第
五
節
司
法
と
克
服
さ
れ
ざ
る
過
去

第
六
節
ナ
チ
ス
法
研
究
の
「
特
殊
性
」
と
「
客
観
性
」

（
以
上
四

0
巻
五
号
）

第
二
章
戦
後
占
領
政
策
の
展
開
と
ド
イ
ツ
の
法
状
態

第
一
節
連
合
国
に
よ
る
ド
イ
ッ
占
領
計
画
と
無
条
件
降
伏

第
二
節
占
領
政
策
の
執
行
組
織

第
三
節
ラ
イ
ヒ
連
続
説
と
没
落
説

第
四
節
非
ナ
チ
化
手
続

第
五
節
司
法
の
再
編
成
と
非
ナ
チ
化
手
続
（
以
上
四

0
巻
六
号
）

第
三
章
占
領
時
代
に
お
け
る
ナ
チ
犯
罪
の
追
及

ナ
チ
の

「
不
法
と
犯
罪
」

の
戦
後
処
理

山
（七）

中
四
五

第
一
節
連
合
国
の
ナ
チ
犯
罪
処
理
構
想

第
二
節
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判

第
三
節
占
領
地
域
に
お
け
る
ナ
チ
犯
罪
裁
判

第
四
節
管
理
理
事
会
法
一

0
号
の
適
用
の
法
的
諸
問
題

第
五
節
管
理
理
事
会
法
一

0
号
の
適
用
を
め
ぐ
る
政
治
的
動
向

第
六
節
占
領
時
代
の
ナ
チ
犯
罪
追
及
の
特
徴
（
以
上
四
一
巻
一
号
）

第
四
章
連
邦
共
和
国
に
お
け
る
ナ
チ
犯
罪
の
追
及

第
一
節
一
九
五

0
年
代
の
ナ
チ
犯
罪
の
追
及

第
二
節
一
九
六

0
年
代
の
ナ
チ
犯
罪
の
追
及

第
三
節
一
九
七
0
年
代
以
降
の
ナ
チ
犯
罪
の
追
及

第
四
節
ナ
チ
犯
罪
の
追
及
と
時
効
論
議

第
五
節
ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
け
る
謀
殺
罪
の
統
計
的
研
究

第
六
節
ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
対
す
る
非
難
声
明
（
以
上
四
一
巻
二
号
）

第
五
章
ナ
チ
犯
罪
の
現
象
学
的
・
刑
事
学
的
分
析

第
一
節
ナ
チ
犯
罪
の
概
念
と
類
型

第
二
節
ナ
チ
犯
罪
裁
判
の
典
型
例

（三

0
三）

敬



ル
に
し
た
議
論
で
は
な
く
、

一
人
の
正
犯
、

ナ
チ
犯
罪
は
、
組
織
的
犯
罪
で
あ
り
、
権
力
犯
罪
、
机
上
犯
罪
で
あ
る
。
刑
法
は
、
例
え
ば
、
内
乱
罪
や
騒
擾
罪
の
よ
う
に
、
集
団
犯

罪
と
し
て
多
数
の
者
が
集
合
し
て
犯
罪
を
犯
す
類
型
そ
の
も
の
を
―
つ
の
犯
罪
類
型
と
し
て
処
罰
規
定
を
置
く
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

大
抵
の
犯
罪
は
、
単
独
で
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
基
本
類
型
と
し
て
規
定
さ
れ
て
お
り
、
複
数
者
が
関
与
す
る
場
合
は
、
共
同
正
犯
や
教
唆

犯
・
割
助
犯
の
形
で
処
罰
範
囲
を
拡
張
し
て
処
罰
し
て
い
る
。
通
例
、
複
数
者
が
関
与
す
る
ナ
チ
犯
罪
は
、
組
織
的
・
集
団
的
に
行
わ
れ

る
の
で
あ
る
が
、
組
織
の
末
端
に
位
置
す
る
者
が
実
行
す
る
の
で
あ
っ
て
、
上
部
に
い
る
者
は
、
机
上
犯
罪
者
と
し
て
計
画
立
案
し
、
命

令
す
る
が
、
自
ら
手
を
下
す
こ
と
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
組
織
的
犯
罪
に
お
い
て
、

り
、
そ
の
基
準
は
何
か
に
つ
い
て
は
、
刑
法
学
に
お
い
て
古
く
か
ら
議
論
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
、
と
く
に
組
織
犯
罪
を
モ
デ

一
人
の
共
犯
を
基
本
的
モ
デ
ル
と
す
る
単
純
な
複
数
犯
を
出
発
点
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ

①
組
織
犯
罪
と
し
て
の
ナ
チ
犯
罪
と
共
犯
論
の
課
題

第
五
節
ナ
チ
犯
罪
と
共
犯
論

関
法

第

四

二

巻

第

二

号

第
三
節
司
法
犯
罪
の
自
浄
作
業

第
四
節
ナ
チ
犯
罪
の
刑
事
学
的
分
析
（
以
上
四
一
巻
四
号
）

第
六
章
ナ
チ
犯
罪
と
刑
法
理
論

第
一
節
ナ
チ
犯
罪
の
刑
法
理
論
へ
の
反
映

第
二
節
命
令
緊
急
避
難
と
違
法
・
責
任

第
三
節
ナ
チ
犯
罪
と
責
任
論

第
四
節
ナ
チ
犯
罪
と
違
法
性
の
意
識
（
以
上
四
二
巻
一
号
）

第
五
節
ナ
チ
犯
罪
と
共
犯
論

第
六
節
ナ
チ
犯
罪
と
量
刑
論

第
七
節
ナ
チ
犯
罪
と
謀
殺
罪

第
八
節
ナ
チ
犯
罪
と
柾
法
罪

第
九
節
ナ
チ
犯
罪
と
行
刑
上
の
諸
問
題

第
一

0
節
ナ
チ
犯
罪
と
訴
訟
実
務
上
の
諸
問
題
（
以
上
本
号
）

第
七
章
ナ
チ
不
法
体
系
の
克
服

第
八
章
ラ
ー
ト
プ
ル
フ
・
テ
ー
ゼ
の
意
義

第
九
章
政
治
刑
法
の
復
活

結

語

い
か
な
る
者
が
正
犯
で
、

四
六

（三

0
四）

い
か
な
る
者
が
共
犯
で
あ



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

れ
に
よ
れ
ば
、
現
在
、

ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
構
成
要
件
該
当
行
為
を
実
行
し
た
者
が
正
犯
で
あ
り
、
そ
の
正
犯
に
関
与
し
た
者
が
共
犯
で

(187) 

あ
る
と
し
、
正
犯
と
は
、
行
為
支
配
を
も
つ
者
を
い
う
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
い
か
な
る
者
が
行
為
支
配
を
も
つ
か
に

つ
い
て
は
、
細
部
に
お
い
て
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
判
例
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
以
来
、
い
わ
ゆ
る
主
観
説
を
採
り
、
正

犯
者
意
思
を
も
っ
て
行
う
者
、
す
な
わ
ち
、
自
分
の
犯
罪
を
行
お
う
と
す
る
者
が
正
犯
、
共
犯
者
意
思
を
も
っ
て
行
う
者
、
す
な
わ
ち
、

他
人
の
犯
罪
に
加
功
す
る
意
思
を
も
っ
て
行
う
者
が
共
犯
で
あ
る
と
し
て
い
Qì
。
こ
の
主
観
説
は
、
行
為
者
の
「
意
思
」
や
「
利
益
」
を

(189) 

基
準
と
し
て
正
犯
か
共
犯
か
を
決
め
る
た
め
、
客
観
的
な
行
為
の
意
味
に
は
重
き
を
置
か
れ
な
い
と
い
う
特
色
が
あ
る
。
こ
の
意
味
で
は

主
観
説
は
、
組
織
的
犯
罪
に
お
い
て
自
ら
の
利
益
と
関
心
に
お
い
て
犯
罪
を
行
い
あ
る
い
は
行
わ
せ
る
者
を
正
犯
者
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
点
で
、
優
れ
た
内
容
を
も
つ
も
の
だ
と
い
え
な
く
も
な
い
。

こ
の
主
観
説
は
、

ナ
チ
犯
罪
の
処
罰
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
理
論
で
は
な
く
、
学
説
に
お
い
て
は
、
す
で
に
古
く
か
ら
提
唱
さ
れ
、
判

(190) 

例
も
、
と
く
に
一
九
四
0
年
の
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
判
例
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
戦
後
、
連
邦
裁
判
所

も
、
こ
の
説
を
堅
持
し
て
い
た
こ
と
は
周
知
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
こ
ろ
、
こ
の
不
断
の
判
例
に
、
変
化
の
兆
し
が
見
え
て
き
た
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ロ
ク
シ
ン
の
主
著
『
正
犯
と
行
為
支
配
』

の
最
新
の
改
訂
版
に
お
い
て
も
、
「
最
近
の
判
例
は
、
連
邦
裁
判
所

(191) 

が
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
が
唱
え
た
よ
う
な
意
味
で
の
主
観
説
か
ら
益
々
距
離
を
取
る
に
至
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
書
い
て

一
九
八

0
年
代
に
入
っ
て
ナ
チ
犯
罪
処
理
が
終
焉
に
近
づ
い
て
き
て
い
る
の
を
反
映
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
は
、

一
九
八
一
年
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
に
留
学
中
、

四
七

ロ
ク
シ
ン
は
そ
の
刑
法
基
礎
コ
ー
ス
の
講
義

の
中
で
、
判
例
が
主
観
説
か
ら
離
反
す
る
に
は
「
生
物
学
的
解
決
」

(
b
i
o
l
o
g
i
s
c
h
e
L
o
s
u
n
g
)

を
待
つ
よ
り
ほ
か
な
い
と
述
べ
て
い
た

の
を
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
指
摘
は
、
主
観
説
と
ナ
チ
犯
罪
処
罰
の
関
係
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

ロ
ク
シ
ン
自
身
が
認
め
て
い
る
。
筆
者
が
、

い
る
。
そ
れ
は
、

(
-
―

1
0
五）
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9

ヽ

し
し

共
犯
者
意
思
は
、

1
 a
n
i
m
u
s
 
socii」

゜
二つ
‘
 

と
し

J

の
主
観
説
は
、

ヘ
ン
ケ
、
ガ
イ
プ
な
ど
に
よ
っ

そ
の
用
い
る
基
準
に
よ
っ
て
さ
ら
に
意
思
説

第
四
二
巻
第
二
号

戦
後
の
ナ
チ
犯
罪
処
理
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
の
主
観
説
の
問
題
を
、
ま
ず
、
こ
こ
で
採
り
上
げ
て
お
き
た
い
。

次
に
、
も
し
主
観
説
が
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
現
在
通
説
と
な
っ
て
い
る
行
為
支
配
説
に
お
い
て
も
、

犯
罪
処
罰
と
の
関
係
で
提
唱
さ
れ
て
い
る
理
論
が
な
い
の
か
ど
う
か
を
検
討
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

主
観
説
の
意
義
と
展
開

ナ
チ

2
 

主
観
説
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
正
犯
と
共
犯
を
区
別
す
る
に
あ
た
っ
て
外
界
に
存
在
す
る
客
観
的
な
も
の
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
関
与
者

（四）

の
意
思
や
目
的
、
動
機
、
心
情
な
ど
の
よ
う
な
内
面
的
心
理
的
基
準
に
よ
っ
て
そ
れ
を
行
う
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
主
観
説
と
は
、

正
犯
と
共
犯
の
区
別
を
、
主
観
を
基
準
に
し
て
、
正
犯
者
意
思

(Ti:iterwille)

を
も
っ
て
行
為
す
る
者
が
正
犯
、
共
犯
者
意
思

(
T
e
i
l
n
e
h
m
e
r
w
i
l
l
e
)

を
も
っ
て
行
為
す
る
者
が
共
犯
と
す
る
点
に
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
正
犯
者
意
思
は
、
「
a
n
i
m
u
s
auctoris
」
と

(Dolustheorie) 
と
利
益
説

(lnteressentheorie)

に
細
分
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
主
観
説
、
と
く
に
故
意
説
は
一
九
世
紀

(193) 

初
頭
の
学
説
に
ま
で
そ
の
起
源
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
意
思
説
の
最
も
影
響
力
の
強
い
主
唱
者
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
判
事
で

(194) 

あ
っ
た
フ
ォ
ン
・
プ
ー
リ
で
あ
っ
た
。
こ
の
プ
ー
リ
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
故
意
説
は
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
判
例
に
決
定
的
な
影

(195) 

響
を
及
ぼ
し
た
。
す
で
に
原
則
的
判
例
と
な
っ
た
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
三
巻
一
八
一
頁
以
下
の
判
決
に
そ
の
強
い
影
響
が
窺
わ
れ
る
。

主
観
説
の
も
う
ひ
と
つ
の
形
態
で
あ
る
利
益
説
は
、
す
で
に
初
期
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
や
ケ
ス
ト
リ
ン
、

て
唱
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
犯
罪
結
果
に
関
す
る
「
利
益
」
を
基
準
に
し
て
、
し
ば
し
ば
意
思
説
と
結
合
し
て
主
張
さ
れ
た
。
後
述

す
る
有
名
な
「
浴
槽
事
件
」
に
関
し
て
判
例
は
い
う
。
「
何
人
か
が
、
そ
の
行
為
を
自
己
の
も
の
と
し
て
意
欲
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
ど

う
か
は
、
な
か
ん
ず
く
、
も
っ
ぱ
ら
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
と
も
、
大
抵
は
そ
の
結
果
に
関
す
る
利
害
の
程
度
を
基
準
と
す
る
」
。
こ
の

関
法

四
八

（三

0
六）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

よ
う
に
し
て
、
利
益
説
の
意
義
は
、
そ
れ
が
意
思
説
に
よ
っ
て
要
求
さ
れ
た
「
意
思
の
従
属
」
に
対
す
る
分
か
り
や
す
い
―
つ
の
徴
候
を

(196) 

提
供
し
た
こ
と
に
あ
る
。

(197-

上
で
挙
げ
た
一
九
四

0
年
の
「
浴
槽
事
件
」

(
B
a
d
e
w
a
n
n
e
n
f
a
l
)

四
九

は
、
と
く
に
有
名
で
あ
る
。
あ
る
若
い
女
性
が
未
婚
の
子
を
生
ん

だ
が
、
こ
れ
を
始
末
し
よ
う
と
し
て
、
そ
の
措
置
を
姉
に
委
ね
た
。
姉
は
、
そ
の
子
を
浴
槽
の
中
で
溺
死
さ
せ
た
。
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト

は
、
こ
こ
で
主
観
説
に
も
と
づ
き
、
姉
が
現
実
に
そ
の
手
で
子
供
を
殺
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
妹
が
正
犯
者
で
あ
り
、
姉
は
、
妹
の
道

具
で
あ
っ
て
帯
助
者
（
共
犯
）
に
過
ぎ
な
い
と
判
示
し
た
。
主
観
説
と
は
、
正
犯
者
と
し
て
の
意
思
を
も
っ
て
行
動
す
る
者
、
換
言
す
れ

ば
、
そ
の
犯
罪
の
実
現
に
関
し
て
「
利
益
」
を
も
つ
も
の
を
い
う
と
す
る
考
え
で
あ
る
。
こ
の
事
件
に
お
い
て
、
子
供
の
殺
害
に
つ
き
利

益
を
も
つ
の
は
妹
で
あ
っ
て
、
姉
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
判
例
は
、
ま
っ
た
く
自
ら
手
を
下
し
て
い
な
い
妹
を
正
犯
と
し
、
実
際
に

手
を
下
し
た
姉
を
附
助
に
過
ぎ
な
い
と
し
た
点
で
、
外
部
的
出
来
事
に
は
ま
っ
た
＜
重
要
性
を
置
か
な
い
も
の
で
あ
り
、
主
観
説
の
極
端

な
帰
結
で
あ
る
。

戦
後
に
お
い
て
、
学
説
の
な
か
で
主
観
説
を
一
貫
し
て
主
張
し
て
い
る
の
は
、
バ
ウ
マ
ン
で
あ
る
が
、
主
観
説
に
改
良
を
加
え
つ
つ
、

（墜

そ
れ
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
る
そ
の
バ
ウ
マ
ン
の
見
解
を
見
て
お
こ
う
。
バ
ウ
マ
ン
は
、
ア
ニ
ム
ス
理
論
を
さ
ら
に
展
開
し
て
、
「
利

益
」
の
み
な
ら
ず
「
行
為
支
配
に
対
す
る
意
思
」
を
も
徴
表
と
す
る
。
バ
ウ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
通
常
は
、
ま
さ
に
人
間
は
自
己
の
た
め
に

行
為
し
、
通
常
は
、
行
為
の
結
果
は
、
自
分
の
行
為
実
行
に
対
す
る
意
思
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
「
利
他
的
な
」
行
為
の
場
合
に
は
、

利
益
と
い
う
徴
表
は
、
誤
謬
に
導
く
。
浴
槽
事
件
に
お
い
て
は
、
姉
の
そ
の
種
の
「
利
他
的
な
」
行
為
は
存
在
し
た
。
実
行
し
た
姉
は
、

確
か
に
行
為
の
結
果
に
対
し
て
自
ら
の
利
益
は
も
た
な
か
っ
た
が
、
行
為
支
配
に
対
す
る
意
思
（
行
為
実
行
の
支
配
）
は
も
っ
た
。
自
己

の
行
為
に
対
す
る
意
思
を
認
め
る
に
は
そ
れ
で
十
分
で
あ
る
。
従
っ
て
、
姉
は
、
正
犯
で
あ
る
。
主
観
的
行
為
支
配
お
よ
び
客
観
的
行
為

（三

0
七）



③
戦
後
の
主
観
説
の
継
承
と
ナ
チ
犯
罪
処
罰
へ
の
影
響

所
の
ゆ
え
に
、
こ
の
説
に
固
執
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

（三

0
八）

支
配
と
の
区
別
に
反
対
す
る
理
由
は
、
不
作
為
の
場
合
に
行
為
支
配
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
客
観
的
行
為
支
配
と
い
う
概
念
自
体

が
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
反
対
の
理
由
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
普
通
の
定
義
に
よ
る
な
ら
ば
、
見
張

り
に
立
つ
射
助
者
も
行
為
支
配
を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。
見
張
り
は
、
警
告
の
合
図
に
よ
っ
て
行
為
の
成
り
行
き
を
阻
止
で
き
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
行
為
を
正
犯
者
意
思
と
行
為
支
配
意
思
を
も
っ
て
進
行
さ
せ
た
が
、
実
行
の
経
過
途
上
で
行
為
支
配
が
そ
の

意
思
に
反
し
て
な
く
な
っ
た
関
与
者
を
余
り
に
も
軽
く
処
罰
す
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
点
で
、
反
対
で
あ
る
。
バ
ウ
マ
ン
は
、
こ
の
よ
う

、
、
、
、
、

バ
ウ
マ
ン
の
主
観
説
は
、
す
で
に
、
行
為
支
配
説
の
ひ
と
つ
の
変
形
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
、
行
為
支
配
説
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。
バ

を
同
権
の
も
の
と
し
て
同
置
す
る
と
き
、

ウ
マ
ン
自
身
、
「
行
為
支
配
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
そ
れ
を
主
観
化
し
、
行
為
結
果
に
お
け
る
利
益
の
徴
表
に
、
行
為
支
配
意
思
の
徴
表

(199) 

ア
ニ
ム
ス
論
の
著
し
い
深
化
を
な
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
判
例
の
主
観
説
は
、
少
な
く
と
も
、
最
近
ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
支
配
説
の
影
響
を
受
け
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、

浴
槽
事
件
や
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
客
観
的
な
実
行
行
為
に
ま
っ
た
＜
拘
束
さ
れ
な
い
主
観
説
で
あ
る
。
そ
れ
で

は
、
こ
の
よ
う
な
判
例
の
主
観
説
の
本
質
的
特
徴
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
も
と
よ
り
、
自
ら
の
手
で
構
成
要
件
を
実
現

し
た
者
を
正
犯
に
で
は
な
く
、
料
助
に
し
う
る
点
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
謀
殺
罪
に
お
い
て
特
別
の
意
味
を
も
つ
。
な
ぜ
な
ら
、
謀
殺

罪
は
、
絶
対
的
法
定
刑
と
し
て
終
身
刑
（
自
由
刑
）
を
規
定
し
、
そ
れ
よ
り
も
軽
い
刑
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
粗
助
で
あ
る

と
、
刑
法
（
旧
）

に
説
く
。

関
法

四
九
条
二
項
（
現
行
二
七
条
二
項
）
に
従
っ
て
、
軽
減
さ
れ
う
る
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
も
、
こ
の
説
の
こ
の
長

五
〇



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
旧

五

一
九
七
五
年
の
改
正
に
よ
っ
て

こ
の
主
観
説
は
、
戦
後
の
判
例
に
お
い
て
も
継
承
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
が
、
先
に
二
言
し

(200) 

た
よ
う
に
、
最
近
で
は
、
判
例
に
お
い
て
も
主
観
説
は
徐
々
に
瓦
解
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
大
き
な
原
因
と
し
て
、

一
九
七
五
年
の
刑
法
改
正
に
よ
っ
て
法
文
上
の
基
礎
を
失
っ
た
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
和
。

う
な
規
定
と
な
っ
た
。
「
①
行
為
を
自
ら
又
は
他
人
を
通
じ
て
実
行
す
る
者
は
、
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
。
②
多
数
の
者
が
行
為
を
共

同
し
て
実
行
す
る
と
き
、
各
々
の
者
が
正
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
」
。
こ
の
一
項
の
規
定
に
よ
っ
て
、
「
自
ら
実
行
す
る
者
」
は
、
正
犯
と

な
る
と
明
言
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
従
前
の
よ
う
に
、
自
ら
実
行
し
た
者
と
い
え
ど
も
「
正
犯
者
意
思
」
が
な
い
者
に
つ
い
て
は
胴
助
で
あ

(202) 

り
う
る
と
い
う
主
観
説
に
対
し
て
、
法
の
文
言
自
体
が
最
終
的
な
訣
別
を
宜
言
し
た
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
学
説
に
お
い
て
も
、
今
日
、

る
。
た
だ
し
、

圧
倒
的
通
説
は
、
主
観
説
を
否
定
し
て
い
る
。
現
在
で
は
、
バ
ウ
マ
ン
11

ヴ
ェ
ー
バ
ー
が
ほ
と
ん
ど
最
後
の
主
観
説
論
者
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
な
。
キ
ュ
ッ
パ
ー
は
、
判
例
に
お
い
て
は
、
正
犯
性
を
決
定
す
る
に
つ
き
、
「
行
為
利
害
と
行
為
支
配
」
の
観
点
が
基
準
と
な
っ

(204) 

て
い
る
が
、
最
近
で
は
「
行
為
支
配
思
想
」
の
方
が
前
面
に
出
て
き
て
い
る
と
し
、
「
伝
統
的
な
論
争
か
ら
訣
別
す
べ
き
」
で
あ
る
と
す

ロ
ク
シ
ン
は
、
こ
れ
に
対
し
て
、
も
う
少
し
慎
重
で
あ
り
、
訣
別
す
る
に
は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
す
釈
。
そ
れ
で
は
、

体
、
い
か
な
る
理
由
で
、
す
で
に
学
説
に
お
い
て
は
戦
後
早
く
か
ら
主
観
説
を
批
判
す
る
見
解
が
強
く
、

法
文
上
の
根
拠
を
も
失
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
今
ま
で
判
例
は
、
主
観
説
に
固
執
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、

刑
法
解
釈
学
に
お
け
る
学
説
と
い
う
観
点
か
ら
の
み
で
は
説
明
の
つ
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
注
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
主
観
説
の
場
合
、
任
意
に
充
足
可
能
な
形
式
的
表
現
を
と
っ
て
い
る
た
め
に
事
後
的
に
そ
の
決
定
を
繕
う
と
い

う
裁
判
官
の
検
証
不
可
能
な
裁
量
の
余
地
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
理
論
を
判
例
が
採
用
し
続
け
た
背
景
に
は
、

「
法
政
策
的
観
点
」
が
存
在
す
る
。
ロ
ク
シ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
問
題
の
重
点
は
、

1

す
で
に
ナ
チ
犯
罪
者
に
対
し
て
懸
案
の
多
数
の
裁

（三

0
九）

一
九
七
五
年
以
降
、
刑
法
二
五
条
は
、
次
の
よ
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(206} 

判
の
た
め
に
ー
—
殺
人
罪
、
と
く
に
謀
殺
罪
の
構
成
要
件
に
存
在
し
て
い
ナ
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
刑
法
ニ
―
一
条
の
絶
対
的
法
定
刑

は
、
正
犯
者
に
対
し
て
は
、
唯
一
の
刑
と
し
て
終
身
刑
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
軽
減
事
由
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
裁
判
官
に

は
重
す
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
制
裁
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
実
務
が
、
立
法
者
が
射
助
に
つ
き
規
定
し
た
軽
減
を
、
ニ
―
―

条
の
厳
し
い
法
定
刑
を
一
般
的
に
相
対
化
す
る
た
め
に
利
用
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
帯
助
は
、
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い

な
い
軽
減
条
項
に
対
す
る
代
用
物
と
し
て
利
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、

が
主
観
説
に
頑
迷
に
固
執
し
た
本
質
的
な
理
由
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
今
日
、

ロ
ク
シ
ン
は
い
う
。
「
こ
こ
に
、
戦
後
の
判
例

（加）

一
般
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
」
と
。

バ
ウ
マ
ン
が
主
観
説
に
固
執
し
た
理
由
に
も
、
解
釈
学
的
根
拠
の
ほ
か
に
、
ナ
チ
犯
罪
の
処
罰
を
考
慮
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
う
る
。
バ
ウ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
ナ
チ
犯
罪
の
領
域
に
お
い
て
こ
そ
、
主
観
的
区
別
が
、
す
な
わ
ち
、
正
犯
者
意

思
と
共
犯
者
意
思
に
よ
る
区
別
が
行
わ
れ
う
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
と
い
う
。
こ
の
区
別
基
準
は
、
組
織
の
命
令
の
連
鎖
の
中
の
ど
の
よ
う

な
と
こ
ろ
で
も
、
個
々
の
行
為
者
の
犯
罪
の
強
さ
、
犯
罪
意
思
の
強
さ
に
よ
る
区
別
を
許
す
。
そ
れ
は
、
そ
の
他
、
受
命
者
の
特
別
の
心(208) 

理
的
状
況
を
考
慮
し
、
犯
罪
意
思
の
強
さ
に
決
定
的
に
影
響
す
る
こ
の
状
況
を
正
犯
へ
と
、
ま
た
は
共
犯
へ
と
転
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
で
に
、
終
戦
直
後
に
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
が
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
曖
昧
模
糊
で
融
通
無
碍
な
主
観
説
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

(209) 

述
べ
て
い
る
。
主
観
説
の
側
か
ら
は
、
そ
れ
に
対
す
る
批
判
に
対
し
て
、
も
し
そ
の
説
が
そ
ん
な
に
不
十
分
な
も
の
で
あ
る
な
ら
、
す
で

に
ず
っ
と
以
前
に
そ
れ
は
露
顕
し
て
い
る
は
ず
で
は
な
い
か
と
反
論
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
る
こ
と
が
で
き
よ

う
。
「
第
一
に
、
直
ち
に
1

切
の
結
論
が
そ
れ
と
調
和
す
る
で
あ
ろ
う
ほ
ど
に
曖
昧
な
理
論
に
あ
っ
て
は
、
具
体
的
決
定
は
、
そ
の
理
論

に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
そ
の
理
由
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
関
与
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
第
二
に
、

個
々
の
決
定
の
正
当
性
は
、
大
抵
検
証
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
主
張
が
理
由
づ
け
に
取
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
三
に
、

関
法

五



は
、
「
行
為
支
配
」
が
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
行
為
者
も
「
一
定
の
行
為
支
配
」
を
も
っ
て
い
た
が
、
行
為
を
自
己

(212) 

の
も
の
と
し
て
欲
し
た
こ
と
は
認
定
で
き
な
い
と
し
て
、
帯
助
を
認
め
た
判
例
も
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
者
が
命
令
に
従
っ
た
に

(213) 

も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
支
配
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
、
正
犯
を
認
め
た
も
の
も
あ
る
。
一
九
六
一
年
七
月
ニ
―
日
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
ラ
ン

卜
裁
判
所
の
判
沢
は
、
第
八
出
撃
部
隊
の
隊
長
が
少
な
く
と
も
一
万
五
千
人
の
人
々
を
殺
害
し
た
事
件
に
つ
き
、
彼
に
「
完
全
な
行
為
支

配
」
は
な
い
と
し
て
否
定
し
た
が
、
こ
の
判
決
は
、
激
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
行
為
者
は
自
己
の
手
で
と
も
に
殺
害
を

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

な
信
奉
者
で
な
か
っ
た
こ
と
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

明
し
た
」
の
で
あ
る
。

さ
て
、

五

し
か
し
、
と
く
に
、
主
観
説
は
、
例
外
的
に
検
証
可
能
な
事
案
に
お
い
て
、
そ
れ
が
実
際
的
に
不
十
分
で
あ
る
こ
と
を
す
で
に
明
確
に
証

ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
い
て
も
、
被
告
人
が
そ
の
行
為
を
「
自
己
の
も
の
と
し
て
意
欲
し
た
」
こ
と
が
正
犯
と
共
犯
の
区
別
の
基

(210) 

準
で
あ
る
と
い
う
主
観
説
が
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
正
犯
者
意
思
の
問
題
の
中
心
的
観
点
は
、
命
令
に
基
づ
く
行
為
か
否
か
で
あ

る
。
行
為
遂
行
に
対
し
て
命
令
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
が
、
討
助
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
決
定
的
な
徴
表
で
あ
る
。
命
令
の
欠
如
や
踏
越

は
、
正
犯
者
意
思
の
基
準
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
ば
し
ば
、
命
令
の
存
否
が
、
裁
判
所
が
正
犯
と
討
助
を
区
別
す
る
唯
一
の
基
準
で
あ

る
。
若
干
の
判
決
は
、
こ
れ
に
加
え
て
、
喜
ん
で
命
令
を
遂
行
し
た
か
、
い
や
い
や
な
が
ら
か
、
あ
る
い
は
行
為
者
に
よ
っ
て
命
令
が
是

認
さ
れ
て
い
た
か
を
も
基
準
と
す
る
。
行
為
に
対
す
る
自
己
の
利
益
も
、
正
犯
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

残
虐
な
行
為
遂
行
、
殺
害
の
喜
び
、
行
為
遂
行
の
際
の
嫉
妬
、
被
害
者
を
自
ら
選
択
し
た
こ
と
、
な
ど
が
そ
う
で
あ
る
。
報
助
と
さ
れ
る

理
由
と
し
て
、
被
告
人
の
地
位
が
低
か
っ
た
こ
と
、
行
為
遂
行
に
何
ら
自
己
の
利
益
が
な
か
っ
た
こ
と
、
ナ
チ
ズ
ム
の
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク

一
九
六
五
年
一

0
月
一
五
日
の
フ
ル
ダ
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
沢
に
お
い
て

④
ナ
チ
犯
罪
判
例
と
主
観
説

~ 
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行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
完
全
な
行
為
支
配
は
、

ヒ
ト
ラ
ー
と
そ
の
共
犯
者
達
に
あ
る
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
は
、

(215) 

「
一
人
の
正
犯
者
に
六
千
万
人
の
鞘
助
者
」
「
ド
イ
ツ
民
族
、
柑
助
者
の
民
族
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
デ
ト
モ
ル
ト
・
ラ
ン
ト
裁
判
所

も
同
様
に
一
九
六
五
年
―
二
月
二
二
日
の
判
沢
に
お
い
て
ヒ
ト
ラ
ー
、
ヒ
ム
ラ
ー
、
ゲ
ー
リ
ン
グ
お
よ
び
ハ
イ
ト
リ
ヒ
が
ユ
ダ
ヤ
人
大
量

殺
人
の
正
犯
者
で
あ
り
、

ユ
ダ
ヤ
人
射
殺
の
命
令
を
下
し
た
戦
闘
グ
ル
ー
プ
の
指
導
者
は
、
将
助
者
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

九
六
七
年
七
月
二
八
日
の
ダ
ル
ム
シ
ュ
タ
ッ
ト
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
涎
に
お
い
て
は
、
被
告
人
は
、
少
な
く
と
も
一
五
人
の
ユ
ダ
ヤ
人

の
み
な
し
ご
達
を
順
番
に
射
殺
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
に
認
定
し
て
い
る
。
「
彼
は
一
人
で
病
院
に
い
た
。
子
供
達
に
庭
に
出
る

よ
う
に
命
じ
て
、
自
ら
子
供
達
を
射
殺
し
た
。
た
と
え
彼
が
こ
こ
で
被
害
者
の
た
め
に
何
か
し
た
と
し
て
も
、
か
れ
ら
の
う
ち
の
何
人
か

を
か
ば
っ
た
と
し
て
も
、
同
僚
の
密
告
を
恐
れ
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

し
た
こ
と
も
な
く
、
被
告
人
が
実
際
に
、
病
院
に
い
る
子
供
全
員
を
射
殺
し
た
か
ど
う
か
を
、

か
く
し
て
、
判
例
に
は
、
ナ
チ
犯
罪
に
つ
き
、
客
観
的
事
象
を
重
視
す
る
行
為
支
配
的
な
見
解
に
近
づ
い
た
も
の
も
、
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ

ヒ
ト
の
浴
槽
事
件
判
決
の
よ
う
に
、
自
ら
の
手
で
実
行
し
た
者
も
射
助
犯
と
な
す
も
の
も
混
在
し
て
い
る
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
連
邦

裁
判
所
の
通
常
の
事
件
の
判
例
に
お
い
て
も
、
浴
槽
事
件
判
決
に
必
ず
し
も
従
っ
て
は
い
な
い
。
自
己
の
利
益
の
た
め
に
し
た
か
ど
う
か

を
、
正
犯
・
幣
助
の
区
別
基
準
と
す
る
見
解
に
つ
い
て
は
、
連
邦
裁
判
所
は
、

の
よ
う
に
い
う
。
つ
ま
り
、

た
か
ら
で
あ
る
」
。
裁
判
所
は
、
被
告
人
を
謀
殺
の
帯
助
と
し
た
。

関
法

w 

一
九
五
六
年
に
、
次

（
三
―
二
）

い
つ
も
の
よ
う
に
調
べ
る
こ
と
も
な
か
っ

ナ
チ
犯
罪
以
外
の
事
件
に
つ
い
て
、

一
九
五
六
年
一
月
一

0
日
の
そ
の
第
五
刑
事
部
の
判
沢
で
「
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
人
を
殺
害
し
た
者
は
、
原

則
と
し
て
、
そ
の
者
が
他
人
の
影
響
と
存
在
下
に
も
っ
ぱ
ら
そ
の
他
人
の
利
益
の
た
め
に
行
動
し
た
場
合
も
、
正
犯
で
あ
る
」
と
し
て
、

あ
る
女
性
に
唆
さ
れ
て
そ
の
夫
を
殺
し
た
男
を
正
犯
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
確
に
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
浴
槽
事
件
判
決
を
否
定
し

（
彼
の
上
官
）
は
、
病
院
に
は
そ
も
そ
も
出
入
り

五
四



ナ
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罪
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出

五
五

処
罰
し
た
。
判
例
の
見
出
し
に
よ
れ
ば
、
「
殺
人
を
自
ら
の
手
で
実
行
し
た
者
は
、
原
則
的
な
事
案
に
お
い
て
は
正
犯
で
あ
る
が
、

か
に
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ロ
ク
シ
ン
が
い
う
よ
う
に
、
「
具
体
的
事
案
を
評
価
し
て
み
る
と
、
こ
の
判
決
は
、

の
、
狭
い
範
囲
の
事
情
の
下
で
は
、
幣
助
者
で
あ
り
う
る
」
と
さ
れ
、

ナ
チ
犯
罪
訴
訟
に
お
け

（
三
一
三
）

一
九
五
六
年
判
決
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
と
の
趣
旨
を
明
ら

一
定

一
九
六
二
年
一

0
月
一
九
日
に
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
裁
判
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
連
邦
裁
判
所
の

原
則
判
例
を
事
実
上
覆
す
判
決
が
現
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
事
件
」

(
S
t
a
s
c
h
y
n
s
k
i
j
'
F
a
l
l
)

判
西
が
そ
れ
で
あ
る
。

K

ナ
の
亡
命
政
治
家
を
特
別
誂
え
の
有
毒
・
ピ
ス
ト
ル
で
殺
害
し
た
。
暗
殺
は
、

(
S
c
h
e
l
e
j
p
i
n
)

に
よ
っ
て
厳
密
に
計
画
さ
れ
命
令
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
連
邦
裁
判
所
は
、

G
B
の
諜
報
員
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
は
、

J

の
よ
う
に
し
て
、

(5) 
た
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
も
ち
ろ
ん
、
主
観
説
を
否
定
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
判
決
は
、
そ
の
男
は
「
G

ら
の
利
益
を
も
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
す
べ
て
の
事
情
が
、
被
害
者
を
自
ら
の
手
に
よ
っ
て
撲
殺
し
た
際
の
『
正
犯
者

意
思
」
を
否
定
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
し
く
、
こ
こ
で
は
、
「
自
ら
の
手
で
血
を
流

（遁）

さ
せ
た
者
が
、
そ
の
手
を
無
睾
の
も
の
と
し
て
洗
う
こ
と
は
で
き
な
し
」
こ
と
が
、
認
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
「
主
観
的
共
犯

論
の
ア
キ
レ
ス
腱
」
の
部
分
を
取
り
除
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
弱
点
を
回
避
し
よ
う
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
我
々
の
関
心
か
ら
興
味
深

い
の
は
、
こ
の
判
決
の
最
後
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
行
為
に
対
す
る
彼
の
内
面
的
気
持
ち
は
、
と
く
に
そ
の
上
官

の
犯
罪
的
命
令
を
そ
の
上
官
の
単
な
る
道
具
と
し
て
行
お
う
と
す
る
兵
士
と
は
比
較
さ
れ
え
な
い
」
。
か
く
し
て
、
本
判
決
は
、

函）

罪
と
通
常
の
事
件
と
を
区
別
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決

ナ
チ
犯

一
九
五
九
年
、
「
ソ
ビ
エ
ト
の
最
高
機
関
の
命
令
で
」
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
お
い
て
二
人
の
ウ
ク
ラ
イ

そ
の
当
時
の

K
G
B
の
長
官
シ
ェ
レ
イ
ピ
ン

ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
を
謀
殺
討
助
と
し
て

（
夫
）
の
死
に
対
し
て
何
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（
三
一
四
）

(222) 

る
原
則
と
例
外
の
逆
転
し
た
裁
判
所
実
務
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
に
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
ほ
ど
、
主
観
主
義
が
徹
底
し
て
い
る
」

も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
判
決
に
よ
れ
ば
、
「
特
別
の
事
情
の
下
で
は
、
国
家
に
よ
る
犯
罪
命
令
は
も
ち
ろ
ん
減
軽
事
由
と
な
る
か

も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
政
治
的
謀
殺
の
煽
動
に
随
意
に
屈
し
た
者
、
彼
の
良
心
を
沈
黙
さ
せ
た
者
、
他
人
の
犯
罪
的
目
的
を
自
ら
の
確

信
と
行
動
の
基
礎
と
す
る
者
、
ま
た
は
、
彼
の
職
務
ま
た
は
影
響
領
域
に
お
い
て
そ
の
よ
う
な
命
令
が
容
赦
な
く
実
行
さ
れ
る
よ
う
配
慮

し
た
者
…
…
は
、
そ
の
依
頼
者
の
行
為
射
助
者
で
あ
る
と
は
主
張
で
き
な
い
。
そ
の
考
え
や
行
動
は
本
来
の
行
為
惹
起
者
の
そ
れ
と
一
致

(223) 

す
る
。
そ
の
者
は
通
常
、
正
犯
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
原
則
論
を
開
陳
し
た
後
、
連
邦
裁
判
所
は
、
こ
の
原
則
の
抜
け
道
を
自
ら
提
供

す
る
。
「
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
犯
罪
の
命
令
を
否
定
す
る
、
そ
し
て
そ
れ
に
抵
抗
す
る
者
に
あ
っ
て
は
事
情
は
異
な
る
。
し
か

し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
者
が
国
家
の
権
威
の
優
勢
的
力
に
堪
え
え
な
い
が
故
に
、
そ
れ
を
人
間
的
弱
さ
か
ら
実
行
す
る
者
、

反
抗
の
勇
気
を
ま
た
は
有
効
な
逃
亡
の
た
め
の
知
力
を
も
た
な
い
が
故
に
、
そ
れ
に
屈
し
た
者
に
は
法
的
に
違
っ
て
よ
い
。
…
…
そ
の
よ

う
な
人
間
を
例
外
な
く
そ
し
て
必
然
的
に
始
め
か
ら
そ
の
関
与
形
式
に
お
い
て
、
行
為
起
因
者
や
無
思
慮
な
確
信
犯
人
や
、
あ
る
い
は
ま

た
、
命
令
に
唯
々
諾
々
と
従
う
者
と
同
一
視
す
る
に
は
十
分
な
法
的
根
拠
が
な
い
。
」
か
く
し
て
、
連
邦
裁
判
所
は
、
当
時
の

K
G
B
の

長
官
シ
ェ
レ
イ
ピ
ン
を
正
犯
と
し
、

度
で
あ
る
」
。

ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
は
射
助
者
と
す
る
の
で
あ
る
。
「
そ
れ
に
対
す
る
基
準
は
、
行
為
へ
の
内
面
的
態

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決
に
よ
っ
て
、
主
観
説
の
具
体
的
判
断
基
準
は
、
裁
判
官
が
「
個
別
事
件
の
具
体
的
事
情
」

を
す
べ
て
評
価
す
る
点
に
あ
り
、
と
く
に
行
為
者
が
、
「
彼
の
背
後
者
の
犯
罪
目
的
を
、
彼
自
身
の
確
信
の
基
礎
と
し
て
い
た
か
ど
う
か
」

で
あ
る
と
す
る
。
確
信
的
に
自
ら
す
す
ん
で
命
令
を
受
け
て
犯
行
を
行
っ
た
者
が
正
犯
者
な
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
犯
罪
命
令
を

否
定
し
た
が
、
反
抗
の
勇
気
や
う
ま
く
逃
げ
る
た
め
の
知
力
を
も
ち
え
ず
に
「
人
間
的
弱
さ
」
か
ら
従
っ
た
者
は
、
射
助
で
あ
り
う
る
の

関
法

五
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

五
七

こ
の
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
事
件
判
決
と
対
極
に
立
つ
の
が
、
こ
れ
よ
り
何
ケ
月
か
前
に
下
さ
れ
た
(
-
九
六
二
年
五
月
二
二
日
の
）
未
公

刊
の
第
五
部
の
判
涵
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
ド
イ
ツ
と
リ
ト
ア
ニ
ア
の
国
境
地
帯
で
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
に
参
加
し
た
二
人
の
S
S
指
導
者
に
対

す
る
事
件
で
あ
る
。
こ
の
判
決
に
お
い
て
、
第
五
部
は
、
行
為
者
の
内
面
を
基
準
と
す
る
の
で
は
な
く
、
行
為
支
配
だ
け
を
基
準
と
す
る
。

そ
し
て
、
明
白
に
、
そ
れ
が
存
在
す
る
場
合
に
、
行
為
者
が
命
令
に
基
づ
い
て
行
為
し
た
り
、
そ
の
計
画
に
内
心
で
は
反
対
し
て
い
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
命
令
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
た
と
き
で
す
ら
、
正
犯
を
肯
定
す
る
。
「
そ
の
際
、
内
面
は
、
共
同
正
犯

が
、
彼
の
ー
共
同
正
犯
性
を
根
拠
づ
け
る
ー
行
為
共
同
支
配
を
明
ら
か
に
す
る
事
情
を
意
識
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
十
分
で
あ
る
。
」

ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決
以
降
、
裁
判
所
は
ナ
チ
権
力
犯
罪
者
を
帯
助
犯
と
し
て
罰
す
る
に
、
く
ど
く
ど
と
し
た
説
明
を
要
し
な
く
な
っ

た
。
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決
を
指
摘
す
る
だ
け
で
十
分
と
な
っ
た
の
で
あ
知
。
一
九
六
四
年
―
一
月
二
五
日
に
は
、
連
邦
裁
判
所
は
、
ユ

ダ
ヤ
人
殺
害
訴
訟
に
つ
き
ボ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
無
罪
判
決
に
対
す
る
検
察
官
の
上
告
に
つ
き
判
決
を
下
し
た
。
ボ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判

所
は
、
元

S

S
の
ウ
ン
タ
ー
シ
ュ
ト
ル
ム
フ
ュ
ー
ラ
ー
の
ア
ロ
イ
ス
・
ヘ
ー
フ
ェ
レ

(
C
h
e
l
m
n
o
)
 
の
収
容
所
に
お
け
る
八
九

0
0
0
人
の
殺
害
に
加
担
し
た
件
に
つ
き
、
彼
が
収
容
所
を
共
同
で
組
織
化
す
る
な
ど
の
関
与

を
な
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
射
助
と
し
た
の
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
は
、
検
察
官
の
上
告
に
対
し
て
一
九
六
四
年
―
一
月
二
五
日
に
、

ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決
に
お
い
て
定
立
さ
れ
た
正
犯
と
帯
助
の
区
別
に
関
す
る
独
自
の
原
則
を
指
摘
し
て
こ
れ
を
斥
け
た
。
「
同
様
に
し

て
事
実
審
裁
判
官
は
、
犯
行
経
過
の
決
定
的
な
共
同
支
配
が
、
正
犯
を
認
定
す
る
に
つ
き
有
利
に
働
き
う
る
こ
と
を
見
誤
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
被
告
人
の
高
い
地
位
と
殺
害
行
動
の
遂
行
に
お
け
る
そ
の
積
極
的
な
協
力
を
、
陪
審
裁
判
所
は
看
過
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か

⑥
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
決
以
降
の
ナ
チ
犯
罪
判
決

（四）

で
あ
る
。

（
三
一
五
）

(Alois 
Hafele) 
e‘-‘ 

力

ク
ル
ム
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ラ
ー
の
個
人
的
連
絡
将
校
で
あ
っ
た
カ
ー
ル
・
ヴ
ォ
ル
フ

第
四
二
巻
第
二
号

（国

し
、
陪
審
裁
判
所
は
、
同
時
に
、
こ
の
協
力
が
独
自
の
動
機
に
依
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
犯
罪
的
指
導
部
が
確
定
し
た
形
式
に
お
い
て

動
機
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
告
人
は
、
犯
行
の
遂
行
の
方
法
、
時
間
お
よ
び
場
所
の
計
画
と
決
定

に
は
、
何
ら
の
影
響
も
及
ぼ
し
て
い
な
い
と
い
う
終
極
的
な
認
定
は
、
法
的
疑
問
に
逢
着
す
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
他
に
お
い
て
も
、

(228) 

殺
人
の
実
行
が
決
定
的
に
被
告
人
の
意
思
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
は
何
ら
明
ら
か
で
は
な
い
」
。

さ
ら
に
一
九
六
五
年
一

0
月
二
六
日
に
は
、
連
邦
裁
判
痴
は
、

S
S
の
将
軍

(General)

で
あ
り
、
総
統
の
司
令
部
に
お
け
る
ヒ
ム

(Karl W
o
l
f
f
)

が
少
な
く
と
も
三

0
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
殺
害
し
た
事
件
の

上
告
事
件
に
つ
き
、
被
告
人
ヴ
ォ
ル
フ
を
「
討
助
者
」
と
し
て
処
罰
し
た
。
こ
の
事
件
に
関
す
る
陪
審
裁
判
所
は
、
ヴ
ォ
ル
フ
を
謀
殺
の

柑
助
で
一
五
年
の
重
懲
役
に
処
し
た
の
に
対
し
、
被
告
人
・
検
察
官
の
両
者
か
ら
上
告
が
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
判
決
に
よ
る
と
一
九

四
二
年
七
月
一
六
日
、
被
告
人
は
ヒ
ム
ラ
ー
に
依
頼
さ
れ
て
ラ
イ
ヒ
交
通
省
の
国
務
次
官
と
電
話
連
絡
を
と
り
、
ラ
イ
ヒ
ス
バ
ー
ン

鉄
）
に
お
い
て
大
量
の
特
別
列
車
を
至
急
ワ
ル
シ
ャ
ワ
・
ゲ
ッ
ト
ー
の
住
民
を
ト
レ
プ
リ
ン
カ
絶
滅
収
容
所

(
Vernichtungslager 

T
r
e
b
l
i
n
k
a
)

に
輸
送
す
る
た
め
の
準
備
を
す
る
よ
う
頼
み
込
ん
だ
。
そ
こ
で
は
少
な
く
と
も
一
―

1
0
万
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
殺
害
さ
れ
た
。

検
察
官
か
ら
す
る
被
告
人
を
柑
助
で
は
な
く
正
犯
と
し
て
処
罰
す
べ
き
だ
と
の
上
告
理
由
に
つ
い
て
も
、
根
拠
な
し
と
す
る
。
「
正
犯
と

鞘
助
の
区
別
に
と
り
決
定
的
な
の
は
、
行
為
に
対
す
る
内
面
的
心
理
状
態
で
あ
る
。
陪
審
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
不
断
の
判
例
に
相
応

す
る
見
解
か
ら
出
発
し
た
の
で
あ
る
。
陪
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
が
輸
送
列
車
を
要
請
し
た
際
、
正
犯
者
意
思
を
も
っ
て
行
為
し
え
た
こ

と
を
暗
ホ
す
る
事
情
を
認
め
て
、
そ
の
意
義
と
そ
の
重
要
性
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
審
裁
判
所
は
、
被

告
人
の
そ
の
よ
う
な
心
理
状
態
を
認
定
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
彼
は
こ
の
ヒ
ム
ラ
ー
の
依
頼
を
実
行
す
る
際
に
、

ヒ
ム
ラ
ー
の
任
務
の
実

現
を
手
助
け
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
確
信
を
抱
く
に
至
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
法
的
に
異
議
を
唱
え
え
な
い
認
定
に
鑑
み
て
、
被
告

関
法

五
八

二
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

レ
ー
ゼ
は
、

フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
が
裁
判
長
を
つ
と
め
た
民
族
裁
判
所
の
第
一
法
廷
の
陪
席
裁
判
官
で
あ
っ
て
、
死
刑
事
件
七
件

に
つ
い
て
そ
の
死
刑
判
決
に
同
意
し
た
。
陪
審
裁
判
所
は
、
レ
ー
ゼ
を
謀
殺
と
謀
殺
未
遂
に
対
す
る
附
助
と
し
て
有
罪
判
決
を
下
し
た
。

検
察
官
の
上
訴
も
、
被
告
人
の
そ
れ
も
、
陪
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
を
不
当
に
も
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
財
助
者
と
み
な
し
た
と

一
致
し
て
主
張
す
る
が
、
適
切
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
判
断
は
、
職
業
裁
判
官
の
法
的
地
位
を
正
し
く
評
価
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の

帰
結
は
、
当
時
に
お
い
て
も
直
接
に
裁
判
所
構
成
法
一
条
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
。
合
議
裁
判
所
の
構
成
員
と
し
て
、
被
告
人
は
、
票
決
に

際
し
て
は
、
当
時
の
現
行
法
上
、
独
立
で
あ
っ
て
、
平
等
で
あ
っ
て
法
律
に
の
み
服
し
、
自
ら
の
良
心
に
責
任
を
負
う
。
従
っ
て
、
被
告

人
が
、
意
識
的
に
、
法
状
況
に
関
す
る
裁
判
官
と
し
て
の
確
信
に
反
し
て
死
刑
に
同
意
し
た
場
合
に
は
、
彼
は
、
高
度
に
個
人
的
な
寄
与

を
な
し
た
の
で
あ
っ
て
、
も
し
判
決
が
違
法
な
場
合
に
は
、
殺
人
の
正
犯
者
で
あ
っ
て
、
幣
助
者
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ
こ
か
ら
、
行
為

の
内
面
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
は
、
自
ら
低
劣
な
動
機
か
ら
死
刑
に
同
意
し
た
と
き
に
の
み
な
お
処
罰
さ
れ
う
る
。
そ
の
事
実
は
、

判
決
理
由
か
ら
ば
、
認
識
さ
れ
な
い
し
、
こ
の
可
能
性
を
全
く
排
除
す
る
。
…
…
陪
審
裁
判
所
の
判
決
の
内
容
が
、
上
訴
裁
判
所
に
よ
る

〔
判
決
〕

〔
事
案
〕

連
邦
裁
判
所
一
九
六
八
年
四
月
三

0
日
判
涎

の
関
係
で
検
討
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

し
か
し
、
裁
判
所
も
、

五
九

人
は
討
助
者
で
あ
っ
て
正
犯
者
と
し
て
責
任
を
負
う
の
で
は
な
い
と
い
う
事
実
審
裁
判
官
の
認
定
は
、
法
的
事
由
か
ら
は
異
議
を
申
し
立

つ
ね
に
、
ナ
チ
犯
罪
者
に
射
助
を
認
め
た
わ
け
で
は
な
い
。
民
族
裁
判
所
の
裁
判
官
で
あ
っ
た
レ
ー
ゼ
に
対
す

(230) 

る
裁
判
で
は
、
正
犯
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
レ
ー
ゼ
事
件
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
詳
し
く
紹
介
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
正
犯
論
と

⑦
レ
ー
ゼ
事
件
再
論
（
ナ
チ
犯
罪
者
の
正
犯
性
）

て
え
な
い
も
の
で
あ
る
」
。

（
三
一
七
）



被
告
人
の
動
機
の
評
価
に
と
っ
て
の
完
結
し
た
事
実
的
基
礎
で
あ
る
と
し
て
は
役
立
た
な
い
。
…
…
従
っ
て
、
本
法
廷
は
、
事
件
を
新
た

こ
の
よ
う
に
、
ナ
チ
の
法
体
制
の
も
と
で
あ
ろ
う
と
、
合
議
体
の
一
員
と
し
て
裁
判
官
が
、
判
決
を
下
し
た
場
合
に
、
そ
の
判
決
行
動

が
、
裁
判
長
た
る
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
帯
助
者
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
原
審
の
判
断
は
、
主
観
説
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、

正
犯
と
す
る
と
、
謀
殺
罪
に
問
う
た
め
の
「
低
劣
な
動
機
」
の
証
明
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
、
射
助
犯
の
認
定
に
促
し
た
と
も

考
え
ら
れ
る
。

ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
判
例
の
正
犯
と
共
犯
の
区
別
の
不
確
実
性
と
不
統
一
性
の
原
因
は
、
こ
こ
で
は
異
常
な
行
為
と
、
犯
罪
学
的
に
伝

統
的
な
犯
罪
者
か
ら
逸
脱
す
る
行
為
者
が
裁
判
の
対
象
と
な
っ
た
点
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
正
犯
で
は
な
く
共
犯
を
認
定
す
る
と
い
う
裁

判
所
の
実
務
の
背
後
に
は
、
謀
殺
の
法
定
刑
が
終
身
刑
で
あ
り
、
そ
れ
が
事
案
に
よ
っ
て
は
重
す
ぎ
る
と
考
え
ら
れ
た
と
き
に
、
射
助
を

認
め
て
減
刑
す
る
と
い
う
便
法
が
あ
っ
た
。
正
犯
と
共
犯
を
め
ぐ
る
理
論
が
、
実
際
的
考
慮
の
犠
牲
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
量
刑
上
の
考

慮
に
は
め
ら
れ
た
枠
を
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
関
す
る
理
論
を
工
夫
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
乗
り
越
え
る
こ
と
、
そ
れ
が
裁
判
所
の
狙
い

で
あ
っ
た
。

こ
の
点
に
つ
き
、
バ
ウ
マ
ン
は
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
ま
ず
、
量
刑
の
問
題
が
、
何
ら
か
の
形
で
〔
正
犯
と
〕
共
犯
の
区
別
〔
の
問
題
〕

へ
と
転
化
さ
れ
る
こ
と
は
、
確
か
に
不
当
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
裁
判
所
の
実
務
に
お
い
て
は
、
し
ば
し
ば
量
刑
問
題
と
、
そ
れ
に

対
す
る
感
情
的
な
解
答
が
共
犯
問
題
の
解
答
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
共
犯
問
題
は
、
自
ら
解
決
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、

（
終
身
刑
と
い
う
絶
対
的
法
定
刑
の
効
果
を
も
つ
正
犯
で
は
な
く
）
討
助
が
現
実
に
存
在
す
る
場
合
に
は
じ
め
て
、
射
助
に
と
っ
て
与
え

⑧
ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
主
観
説
の
背
後
に
あ
る
も
の

な
公
判
に
差
し
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

関
法

第
四
二
巻
第
二
号
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〇
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

ら
れ
た
法
定
刑
の
内
部
で
、
正
し
い
刑
罰
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
ロ
ク
シ
ン
が
、
量
刑
問
題
で
は
な
く
正
犯
ま

(232) 

た
は
附
助
の
問
題
が
決
定
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
点
は
正
当
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
判
例
は
、
ま
さ
し
く
「
不
合
理
な
裁
判
官
に
よ

（四）

る
感
情
司
法
」
な
の
で
あ
る
。

ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、

六

行
為
支
配
説
の
立
場
か
ら
、
組
織
的
権
力
装
置
を
使
っ
た
犯
罪
に
対
し
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
を
適
切
に
行
お
う
と
す
る
見
解
が
唱
え

ロ
ク
シ
ン
に
よ
る
学
距
で
あ
る
。
ロ
ク
シ
ン
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
に
説
く
。
行
為
支
配
説
に
よ
れ
ば
、
間
接

正
犯
と
は
、
事
象
経
過
を
支
配
す
る
者
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
他
人
に
お
い
て
行
為
決
意
を
喚
起
し
、
ま
た
は
そ
れ
を
促
進
し
た
が
、

そ
の
実
行
を
他
人
の
帰
属
さ
れ
る
べ
き
行
為
に
委
ね
た
者
は
、
教
唆
者
か
ま
た
は
財
助
者
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
間
接
的
な
行
為
支
配
の
二

つ
の
基
本
類
型
と
し
て
は
、
欺
岡
と
強
要
が
知
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
組
織
的
権
力
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
欺
岡
も
強
要
も

与
え
ら
れ
な
い
の
が
通
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
よ
う
な
権
力
装
置
の
中
で
の
背
後
者
の
間
接
的
行
為
支
配
は
そ
も
そ
も
根
拠
づ
け
ら

れ
う
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
提
起
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
は
言
う
。
「
自
ら
が
正
犯
で
あ
る
直
接
正
犯
者
を
通
じ
た
間
接
正

(235) 

犯
と
は
、
理
解
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
ロ
ク
シ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
関
与
態
様
の
客
観
的
区
別
に
あ
っ
て
も
、
錯

誤
に
よ
る
意
思
支
配
と
強
要
に
よ
る
意
思
支
配
と
に
並
ん
で
、
間
接
正
犯
の
第
三
の
、
全
く
独
立
の
形
式
が
存
在
す
る
。
そ
れ
を
、
私
は
、

組
織
的
権
力
装
置
に
よ
る
意
思
支
配
と
名
付
け
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
間
接
正
犯
の
先
に
挙
げ
た
二
つ
の
形
態
の
も
の
と

(236) 

違
っ
て
行
為
仲
介
者
に
完
全
に
責
任
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
事
象
の
支
配
を
許
す
も
の
で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
次
の
よ
う
に
こ
の
考
え

方
を
根
拠
づ
け
る
。
「
も
し
詳
し
い
分
析
を
な
す
こ
と
な
く
、
さ
し
あ
た
り
『
行
為
支
配
』
と
い
う
概
念
の
偏
見
な
き
前
理
解
か
ら
出
発

す
る
な
ら
ば
、

ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
の
組
織
に
つ
き
管
轄
を
も
つ
高
級
官
僚
ま
た
は
政
治
的
暗
殺
を
行
う
諜
報
員
の
指
揮
は
、
通
常
の
教
唆
と

⑨
組
織
的
権
力
装
置
に
よ
る
意
思
支
配

（
三
一
九
）
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は
違
っ
た
方
法
で
結
果
の
惹
起
を
支
配
す
る
こ
と
は
す
ぐ
に
明
ら
か
に
な
る
。
委
託
者
に
、
こ
こ
で
全
体
事
象
の
内
部
で
の
中
心
的
地
位

を
与
え
る
こ
と
に
誰
も
躊
躇
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
地
位
は
『
通
常
の
』
犯
罪
の
事
案
に
お
け
る
た
ん
な
る
教
唆
者
に
は
与
え

ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
」
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
通
常
の
犯
罪
の
場
合
と
違
っ
て
評
価
さ
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
背
後
者
達
を
意
の
ま
ま
に

使
え
る
機
構
の
特
殊
な
作
用
態
様
に
依
拠
す
る
の
で
あ
る
。
組
織
の
構
造
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
い
る
背
後
者
が
、
ボ
タ
ン
を
押
し
、
そ
の

殺
害
要
求
を
口
に
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
、
実
行
者
を
知
る
こ
と
も
な
く
結
果
が
生
じ
る
こ
と
を
当
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
意
思
支
配
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
決
定
的
な
因
子
は
、
実
行
者
の
代
替
可
能
性
に
あ
る
。
こ
の
第
三
の
事
例

状
況
に
お
い
て
は
、
有
責
で
独
立
の
正
犯
者
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
直
接
実
行
者
の
自
由
と
責
任
に
は
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

一
般
的
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
あ
る
組
織
的
装
置
の
中
で
、
何
ら
か
の
地
位
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
部
下

に
命
令
し
う
る
よ
う
な
方
法
で
、
投
入
さ
れ
た
者
は
、
可
罰
的
な
行
為
の
遂
行
の
た
め
の
権
限
を
用
い
た
場
合
に
は
、
彼
に
与
え
ら
れ
た

(237) 

意
思
支
配
に
よ
っ
て
、
間
接
正
犯
で
あ
る
」
。

ロ
ク
シ
ン
は
、
こ
の
第
三
の
意
思
支
配
の
形
態
を
、
例
え
ば
合
法
的
な
官
僚
機
構
の
中
で
の
組
織
犯
罪
に
は
適
用
で
き
な
い
も
の
と
し
、

「
組
織
的
支
配
は
、
法
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
装
置
に
限
定
さ
れ
る
」
と
す
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
全
体
的
機
構
が
法
の
軌
道
内
で
作
動
す
る

場
合
に
は
、
そ
れ
は
法
秩
序
に
よ
っ
て
予
め
示
さ
れ
た
方
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
上
述
の
よ
う
な
支
配
構
造
の
諸
形
式
に
お

（碑）

い
て
『
機
能
す
る
j

か
ら
で
あ
る
」
。
最
後
に
、
こ
の
組
織
的
権
力
機
構
に
よ
る
行
為
支
配
に
は
、
基
本
的
に
二
つ
の
展
開
的
現
象
形
態

の
み
が
考
察
に
の
ぼ
る
も
の
と
す
る
。
い
国
家
権
力
の
保
持
者
自
ら
が
、
そ
の
部
下
の
助
け
で
犯
罪
を
実
行
す
る
場
合
。
固
地
下
運
動
、

諜
報
組
織
、
犯
罪
者
集
団
そ
の
他
類
似
の
結
社
の
内
部
で
実
行
さ
れ
る
行
為
の
場
合
で
あ
る
。

さ
て
、

結
局
、

(239) 

ロ
ク
シ
ン
は
、
そ
の
組
織
的
権
力
機
構
に
よ
る
「
権
力
的
組
織
的
支
配
」
の
具
体
例
と
し
て
ア
イ
ヒ
マ
ン
裁
判
を
挙
げ
て
い
る
。

関
法

六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

こ
こ
で
は
、
裁
判
所
と
弁
護
側
が
異
な
っ
た
正
犯
論
・
共
犯
論
を
唱
え
た
。
ア
イ
ヒ
マ
ン
の
弁
護
人
は
、
依
頼
人
に
有
利
な
よ
う
に
、

「
ア
イ
ヒ
マ
ン
に
よ
り
服
従
が
拒
否
さ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

六

ユ
ダ
ヤ
人
の
抹
殺
の
遂
行
に
対
す
る
影
響
は
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
だ
ろ
う

(240) 

し
、
従
っ
て
、
被
害
者
に
と
っ
て
無
意
味
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
た
。
ハ
イ
ト
リ
ッ
ヒ
が
殺
さ
れ
た
あ
と
で
も
、

命
令
機
構
は
引
き
続
い
て
作
動
し
た
よ
う
に
、
続
い
て
作
動
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
個
人
犯
罪
と
の
相
違
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

ア
イ
ビ
マ
ン
よ
り
上
位
に
く
る
機
関
の
意
思
支
配
を
根
拠
づ
け
る
事
情
が
正
し
く
表
現
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
事
実
、
個
々
の
人
々
が

い
な
く
て
も
そ
れ
と
関
係
な
く
作
動
す
る
装
置
の
構
造
で
あ
る
。
こ
の
構
造
が
、
背
後
者
の
行
為
を
教
唆
で
は
な
く
、
正
犯
と
す
る
の
で

あ
る
。
他
方
、

ア
イ
ヒ
マ
ン
は
、
遂
行
者
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
部
下
に
あ
た
る
者
か
ら
み
る
と
同
時
に
命
令
者
で
も
あ
る
。
従
っ

て
、
そ
の
限
り
で
は
、
彼
の
背
後
者
を
間
接
正
犯
と
す
る
基
準
は
、
彼
に
も
該
当
す
る
の
で
あ
る
。
組
織
支
配
の
実
質
的
要
素
は
こ
こ
で

は
非
常
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
通
常
は
、
関
与
者
は
、
被
害
者
と
直
接
の
実
行
行
為
か
ら
離
れ
る
な
ら
離
れ
る
ほ
ど
、

事
象
の
片
隅
の
部
分
に
押
し
や
ら
れ
、
行
為
支
配
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
よ
う
な
事
案
で
は
、
ま
さ
に
逆
で
あ
っ
て
、

行
為
の
近
接
性
の
喪
失
は
、
装
置
の
指
導
的
地
位
に
よ
っ
て
ま
す
ま
す
強
く
な
る
組
織
的
支
配
に
よ
っ
て
補
填
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で

あ
る
。
背
後
者
の
実
行
者
に
対
す
る
こ
の
関
係
は
、
構
造
的
に
は
も
は
や
教
唆
と
し
て
は
捉
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

(241) 

た
裁
判
所
が
全
く
正
当
に
も
強
調
し
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ロ
ク
シ
ン
説
に
対
し
て
、

そ
の
概
念
に
は
も
は
や
行
為
経
過
に
対
す
る
事
実
上
の
力
の
み
で
は
な
く
、
法
的
ま
た
は
準
法
的
な
力
を
も
含
む
も
の
と
す
る
。
こ
の
よ

う
な
構
成
は
、

ア
イ
ヒ
マ
ン
を
裁
い

バ
ウ
マ
ン
は
、
「
こ
こ
で
は
、
行
為
支
配
の
概
念
は
、
修
正
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
」
と
し
、

い
ず
れ
に
せ
よ
、
通
説
の
立
場
か
ら
も
、
必
ず
し
も
す
っ
き
り
と
し
た
、
そ
の
都
度
の
『
不
法
の
強
さ
』
に
応
じ
た
解
決

で
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
述
の
よ
う
な
難
点
と
取
り
組
む
こ
と
を
可
能
と
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
、
行
為
支
配
は
、

: 
つ
ま
り
そ



第
四
二
巻
第
二
号

の
基
準
は
非
常
に
拡
大
さ
れ
、
相
対
化
さ
れ
、
そ
の
よ
う
な
相
対
的
概
念
が
こ
こ
で
現
れ
た
区
別
問
題
を
若
干
の
確
実
性
を
も
っ
て
ま
だ

(242) 

解
決
で
き
る
の
か
ど
う
か
は
、
疑
問
だ
と
思
わ
れ
る
と
す
る
。

ロ
ク
シ
ン
は
、
こ
こ
で
は
、
行
為
支
配
概
念
を
、
む
し
ろ
「
開
か
れ
た
」
も
の
と
し
、
こ
の
権
力
装
置
に
よ
る
行
為
支
配
の
場
合
を

(243)

（

244) 

「
例
外
法
」

(
A
u
s
n
a
h
m
e
r
e
c
h
t
)

だ
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
マ
ウ
ラ
ッ
ハ
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、

F
.
C
・
シ
ュ
レ
ー

嘔

ダ
ー
に
よ
っ
て
詳
し
く
基
礎
づ
け
ら
れ
た
「
正
犯
の
背
後
の
正
う
」
を
限
定
的
に
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
集
団
的
な
組
織
犯
罪
に
対
し

て
、
現
行
法
の
解
釈
の
中
で
、
行
為
支
配
を
肯
定
し
て
、
こ
れ
を
正
犯
と
し
て
処
罰
し
よ
う
と
す
る
ロ
ク
シ
ン
説
は
、
わ
が
国
の
「
共
謀

共
同
正
犯
論
」
と
同
じ
く
、
実
務
的
に
は
便
利
で
有
益
な
理
論
で
は
あ
る
が
、
理
論
的
に
は
、
や
は
り
「
支
配
」
概
念
を
多
義
的
な
も
の

に
し
、
正
犯
概
念
に
混
乱
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
し
、
我
々
に
と
っ
て
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、

「
権
力
的
組
織
的
支
配
」
に
よ
る
正
犯
の
根
拠
づ
け
が
、

: 
ロ
ク
シ
ン
の

ナ
チ
犯
罪
を
理
論
の
モ
デ
ル
と
し
て
、
ま
た
ナ
チ
犯
罪
処
罰
の
た
め
の
政
策
的

考
慮
を
背
景
に
し
て
提
唱
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、
従
っ
て
、

ナ
チ
犯
罪
処
罰
の
要
請
が
刑
法
学
に
及

(187) 

V
g
l
.
 
C
l
a
u
s
 
R
o
x
i
n
,
 T
a
t
e
r
s
c
h
a
f
t
 
u
n
d
 T
a
t
h
e
r
r
s
c
h
a
f
t
,
 5
.
 
Aufl., 
1
9
9
0
,
 
S. 
6
0
£
£
.
;
 Jescheck• 

L
e
h
r
b
u
c
h
 d
e
s
 Strafrechts, 
A
T
,
 4
.
 

Aufl., 
S. 5
9
0
.
 

イ
ェ
シ
ェ
ッ
ク
に
よ
れ
ば
、
行
為
支
配
説
は
、
ロ
ー
ベ
に
よ
り
創
設
さ
れ
、
ロ
ク
シ
ン
に
よ
り
抜
本
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
た
も

の
で
あ
り
、
今
日
、
学
説
の
中
心
的
地
位
を
占
め
る
。

S
c
h
o
n
k
e
¥
 Sc
h
r
o
d
e
r
 ¥
 Cr
a
m
e
r
,
 
S
t
G
B
 2
3
.
 
Aufl., 1
9
8
8
,
 §
§
2
5
f
f
.
 V
o
r
b
e
m
.
 6
9
£
.
 

(188)

ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
主
観
説
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
は
、

vgl.
R
o
x
i
n
,
 a. 
a. 
0., S. 5
3
f
f
.
 

(189)

主
観
説
は
、
あ
と
で
詳
論
す
る
よ
う
に
、
故
意
説

(
D
o
l
u
s
t
h
e
o
r
i
e
)

と
利
益
説

(
l
n
t
e
r
e
s
s
e
n
t
h
e
o
r
i
e
)

に
分
か
れ
る
。

(190)

周
知
の
浴
槽
事
件
判
決
で
あ
る

(
R
G
S
t
7
4
,
 8
5
)

。

(191) 
R
o
x
i
n
,
 a. 
a. 
0., S. 
6
1
8
.
 

(192) 
R
o
x
i
n
,
 a. 
a. 
0., S. 
51£. 

ぼ
し
た
一
典
型
例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

関
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

六
五

(193)

ロ
ク
シ
ン

(Roxin,
a. 
a. 
0., S. 5
2
{
.
)

に
よ
る
と
、
す
で
に
ヴ
ェ
ヒ
タ
ー
、
ヘ
ル
シ
ュ
ナ
ー
、
そ
の
後
、
ヤ
ン
カ
、
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
ナ
ー

ク
ラ
ー
が
本
説
を
唱
え
て
い
た
。

(194) 

v. 
Buri, D
i
e
 Kausalitiit u
n
d
 ihre strafrechtliche B
e
z
i
e
h
u
n
g
e
n
,
 1
8
8
5
,
 
S. 4
1
.
 

バ
ウ
マ
ン
は
、
こ
の
主
観
説
を
因
果
関
係
論
に
お
け
る

「
条
件
説
の
子
」
で
あ
る
と
い
う

(
B
a
u
m
a
n
n
,
Strafrecht A
T
.
,
 7
.
 
Aufl., S. 5
5
2
)

。

(195) 

R
G
S
t
 3,
 
1
8
1
.
 

そ
こ
で
は
、
「
共
同
正
犯
者
が
、
…
…
自
己
の
犯
行
を
完
成
さ
せ
よ
う
と
し
、
帯
助
者
が
他
人
の
犯
行
、
す
な
わ
ち
、
正
犯
者

の
そ
れ
を
支
援
し
よ
う
と
す
る
に
す
ぎ
な
い
と
き
、
こ
こ
に
は
、
討
助
者
が
正
犯
者
の
そ
れ
に
従
属
す
る
意
思
の
み
を
も
ち
、
従
っ
て
そ
の
意
思

を
正
犯
者
の
そ
れ
に
、
犯
行
が
完
成
に
至
ら
し
め
ら
れ
る
ぺ
き
か
ど
う
か
を
、
彼
に
委
ね
る
よ
う
な
形
で
服
せ
し
め
る
と
い
う
意
義
の
み
を
も
つ
。

附
助
者
の
従
属
的
な
意
思
と
は
反
対
に
、
共
同
正
犯
者
は
、
彼
の
意
思
を
支
配
す
る
よ
う
な
意
思
を
認
め
な
い
。
む
し
ろ
、
彼
の
意
思
は
、
そ
の

他
の
共
同
正
犯
者
と
同
じ
性
質
を
も
つ
。
…
…
」
と
さ
れ
て
い
る
。

(196) 

Roxin, a. 
a. 
0., 
S. 5
6
.
 

(197) 

R
G
S
t
 74
,
 7
8
.
 

(198) 

B
a
u
m
a
n
n
,
 D
i
e
 nationalsozialistischen G
e
w
a
l
t
v
e
r
b
r
e
c
h
e
n
,
 S. 
3
0
8
f
f
・
;
 
ders., 
Strafrecht At, 7
.
 
Aufl., S. 5
5
3
{
.
,
 
5
5
7
f
f
.
 

(199) 

B
a
u
m
a
n
n
,
 Strafrecht, S. 5
5
7
;
 B
a
u
m
a
n
n
/
W
e
b
e
r
,
 9
.
 
Aufl., S. 5
3
2

に
お
い
て
は
、
利
益
は
多
く
の
徴
表
の
―
つ
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
行
為
支
配
へ
の
意
思
の
要
件
が
、
主
観
的
共
犯
論
を
洗
練
し
た
と
も
い
う

(s.
5
3
7
)

。

(200) 

V
 gl. 
Roxin, a. 
a. 
0., S. 5
5
7
f
f
・
 

砿）
Vgl• 

Roxin, a. 
a. 
0., 
S. 5
4
6
f
.
,
 
5
5
8
.
 

(202) 

Vgl. R
o
x
i
n
,
 a. 
a. 
0., S. 5
4
7
.
 

(203) 

B
a
u
m
a
n
n
/
W
e
b
e
r
.
 Strafrecht, 9
.
 
Aufl. ｀
 
s. 5
3
6
.
 

(
2
0
4
)
K
号
per,
A
n
s
p
r
u
c
h
 u
n
d
 wirkliche B
e
d
e
u
t
u
n
g
 des Theorienstreits iiber 
die A
b
g
r
e
n
z
u
n
g
 v
o
n
 Tiiterschaft a
n
d
 T
e
i
l
n
a
h
m
e
,
 

G
A
 
1
9
8
6
,
 S. 4
4
9
.
 

(205) 

Roxin, a. 
a. 
0
 ., 
s. 6
1
3
.
 

(206) 

Roxin, a. 
a. 
0., S. 6
1
5
.
 

(207) 

Roxin, a. 
a. 
0., 
S. 6
1
6
.
 

! 
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議
会
で
の
論
争
に
つ
な
が
っ
た
。

問
題
に
対
す
る
非
難
は
、

1
0
分
間
刑
務
所
に
入
る
こ
と

る。

第
四
二
巻
第
二
号

(246) 

を
あ
ざ
け
る
に
近
い
」
も
の
で
あ
っ
た
。
『
謀
殺
射
助
』
に
対
す
る
最
低
限
の
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
、

把
に
い
っ
て
重
窃
盗
や
営
業
的
賊
物
罪
と
同
じ
刑
に
ま
で
軽
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
オ
ピ
ッ
ツ
の
実
証
的
研
究
に
よ
れ
ば
、

「
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
の
は
、
裁
判
所
は
、
あ
ら
ゆ
る
法
的
可
能
性
を
拡
大
し
て
利
用
し
て
高
く
な
い
刑
を
言
い
渡
そ
う
と
し
、
抑
留(247) 

や
他
の
抑
留
の
期
間
の
算
入
を
広
く
認
め
、
執
行
を
あ
ま
り
長
く
続
か
な
い
よ
う
に
努
力
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
言
渡
さ
れ
た
刑
は
、
そ
の
ま
ま
刑
期
の
三
分
の
二
に
至
る
ま
で
受
刑
さ
れ
た
と
は
か
ぎ
ら
な
い
。
多
く
の
被
告
人
は
、
短
期
間

で
ふ
た
た
び
自
由
の
身
と
な
っ
た
。
例
え
ば
、

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
裁
判
の
主
要
被
告
人
ロ
バ
ー
ト
・
ム
ル
カ
は
、

審
裁
判
所
に
よ
っ
て
一
四
年
の
重
懲
役
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
裁
判
の
一
年
後
に
す
で
に
健
康
上
の
理
由
か
ら
自
由
の
身
と
な
っ
て
い

こ
の
よ
う
に
ナ
チ
犯
罪
に
対
す
る
刑
罰
が
軽
す
ぎ
る
こ
と
が
、
ド
イ
ツ
内
外
で
厳
し
い
非
難
に
曝
さ
れ
て
き
た
。
ナ
チ
犯
罪
の
量
刑
の

一
九
六
一
年
の
あ
る
学
会
に
お
い
て
、
あ
る
女
性
検
事
が
、
「
一
人
殺
し
て
、

に
な
る
」
と
発
言
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
て
い
酎
。
こ
の
発
言
は
、

一
九
六
三
年
七
月
―
―
日
に
も
、

法
学
界
で
も
議
論
さ
れ
は
じ
め
た
。
バ
ウ
マ
ン
、
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
陪

一
九
六
二
年
七
月
二

0
日
に
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
の
州

ナ
チ
犯
罪
の
量
刑
問
題
が
、
州
議
会
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

(249) 

ハ
ナ
ッ
ク
な
ど
が
こ
れ
を
論
じ
た
。

こ
の
よ
う
な
非
難
が
真
実
を
反
映
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
の
も
、
本
節
の
課
題
で
あ
る
が
、
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
な
事
情
を

そ
の
量
刑
に
当
た
っ
て
考
慮
し
た
の
か
を
個
別
的
に
検
討
す
る
こ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
も
ち
ろ
ん
、
ま
ず
、
刑
罰
目

的
論
と
の
関
係
で
総
論
的
に
論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
各
論
的
に
ナ
チ
犯
罪
に
特
殊
な
量
刑
事
情
と
は
何
で
あ
っ
た
の
か
も
探
究
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
例
え
ば
、
行
為
者
の
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
人
種
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
対
す
る
態
度
が
量
刑
に
お
い
て
決
定
的
な
役

関
法

一
般
の
目
に
は
大
量
殺
裁
が
、
大
雑

六
八

（
三
二
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
有
期
刑
は
、
五
八
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る
。
刑
の
長
さ
を
考
慮
し
て
こ
の
意
味

を
解
読
す
れ
ば
、
有
期
刑
の
あ
ら
ゆ
る
下
限
に
近
い
グ
ル
ー
プ
の
場
合
に
は
、
判
決
の
五

0
バ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
、
こ
の
時
期
に
言
渡
さ

一
九
六
一
年
以
降
は
、

一
九
六
五
年
ま
で
の
間
に
、
全
判
決
の
四
五
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
が
言
渡
さ
れ
て
は
い
る
が
、
全
終
身
刑
の
二

パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
相
当
す
る
。

た
が
、
最
高
刑
が
言
渡
さ
れ
た
の
は
、

一
回
か
ぎ
り
で
あ
っ
た
。

六
九

一
九
五

0
年
か
ら
一
九
六
〇

一
八
件
の
全
死
刑
判
決
が
宣
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ

一
九
五

0
年
ま
で
は
、
長
期
の
刑
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

こ
こ
で
は
、
ま
ず
、
ナ
チ
犯
罪
に
関
す
る
オ
ピ
ッ
ツ
の
研
究
に
よ
っ
て
「
第
一
審
の
刑
量
と
第
一
審
判
決
の
年
」
に
関
す
る
一
覧
表
を

(250) 

掲
げ
、
そ
の
量
刑
を
見
て
み
よ
う
（
次
頁
の
表
）
。

認
定
の
際
に
軽
減
事
由
を
認
め
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た
が
、
裁
判
所
は
、
九
件
に
お
い
て
こ
れ
を
認
め
る
こ
と
を
拒
否
し
て
死
刑
を
宣

告
し
、
三
件
に
お
い
て
終
身
刑
を
言
渡
し
た
。
謀
殺
射
助
の
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
九
ヶ
月
か
ら
終
身
自
由
刑
ま
で
の
刑
を
選
択
で
き

九
五

0
年
ま
で
に
は
、
こ
こ
で
採
り
上
げ
た
全
判
決
の
三
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
が
言
渡
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
ま
で
に
す
で
に
言
渡
さ
れ
た
全
終
身
刑
の
四
五
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
も
の
と
、

れ
に
対
し
て
、
こ
の
期
間
内
に
は
、
有
期
刑
の
一
九
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
が
言
渡
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
。

年
の
間
の
、
有
期
刑
と
終
身
刑
の
訴
訟
上
の
割
合
は
、
言
渡
さ
れ
た
処
罰
の
全
体
数
に
対
し
て
一
0
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
な
い
し
―
ニ
・
五

（
三
二
七
）

J

の
表
に
よ
っ
て
、
オ
ピ
ッ
ツ
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

(2) 
割
を
果
た
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
命
令
に
従
っ
た
こ
と
が
刑
罰
を
軽
減
す
る
方
向
に
作
用
す
る
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
、
裁

判
決
の
時
期
と
量
刑
の
相
関
関
係

判
所
の
実
務
が
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
九
四
六
年
か
ら
四
八
年
の
間
は
、
刑
法
旧
ニ
―
一
条
二
項
に
よ
り
正
犯
の
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(3) 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
ゆ

七

れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
。
短
期
刑
の
場
合
に
は
、
こ
の
こ
と
は
は
っ
き
り
と
見
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
法
定
刑
の
下
限
よ
り
も
少
な
い
、

あ
る
い
は
ち
ょ
う
ど
そ
の
長
さ
に
達
し
た
全
刑
の
七
一
•
四
パ
ー
セ
ン
ト
の
み
が
、
こ
の
時
期
に
言
渡
さ
れ
た
。

一
九
五

0
年
ま
で
の
有
期
刑
と
終
身
刑
の
そ
れ
ぞ
れ
の
全
体
数
は
、
三
九
件
と
四
一
二
件
で
あ
り
、
ほ
ぼ
等
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

九
五
一
年
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
に
つ
い
て
は
、
有
期
刑
二

0
件
、
終
身
刑
―
二
件
で
あ
り
、

一
九
五
一
年
か
ら
一
九
六

0
年
ま
で
は
、
有
期
刑
の
言
渡
し
が
、
終
身
刑
の
ほ

こ
れ
ら
の
全
時
期
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
二

0
三
件
が
有
期
刑
、
九
四
件
が
終
身
刑
と
な
っ
て
い
る
。

低
い
刑
の
原
因
を
探
究
す
る
こ
と
は
、
至
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
推
測
で
は
、
行
為
と
判
決
の
時
間
的
間
隔
が
大
き
く
な
る
に

連
れ
、
被
告
人
に
有
利
な
事
情
が
い
ろ
い
ろ
と
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
り
、
行
為
と
そ
の
者
の
犯
罪
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
重
大
性
は
軽

く
な
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
な
。

抑
留
・
捕
虜
の
刑
期
へ
の
算
入

そ
の
他
、
外
国
に
お
い
て
抑
留
さ
れ
、
捕
虜
に
な
っ
た
こ
と
が
、
刑
期
に
算
入
さ
れ
た
こ
と
も
、
刑
が
軽
く
な
っ
た
原
因
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
裁
判
所
は
、
外
国
に
お
い
て
執
行
さ
れ
た
拘
禁
期
間
を
、
通
常
、
刑
期
に
算
入
し
た
が
、
そ
の
際
、
抑
留
と
戦
時
捕
虜
も
刑
期
に

算
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
が
捕
虜
中
に
そ
の
犯
罪
に
つ
い
て
も
尋
問
さ
れ
た
と
主
張
す
る
と
、
裁
判
所
は
、
そ
の
主
張
を
吟
味
で

き
な
い
た
め
、
そ
れ
を
被
告
人
に
有
利
に
そ
れ
を
真
実
と
み
な
し
、
抑
留
な
い
し
捕
虜
は
、
行
わ
れ
た
犯
罪
と
の
関
係
で
生
じ
た
も
の
だ

と
見
な
し
た
。
連
邦
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
実
務
が
行
わ
れ
る
よ
う
厳
格
に
監
視
し
た
。
あ
る
陪
審
裁
判
所
が
、
元
の
保
安
警
察
の
公

務
員
を
謀
殺
に
加
担
し
た
も
の
と
し
て
七
年
の
自
由
刑
を
言
渡
し
、
そ
の
際
、

ぼ
二
倍
と
な
っ
て
い
る
。

一
九
六
一
年
ー
一
九
六
五
年
は
、
有
期
刑

四
年
半
の
戦
時
捕
虜
を
刑
を
減
軽
す
る
よ
う
考
慮
し
た
の

（
三
二
九
）

一
八
件
、
終
身
刑
二
五
件
で
あ
り
、
有
期
刑
が
圧
倒
的
で
あ
る
。

い
て
は
、
有
期
刑
二
六
件
、
終
身
刑
ニ
ニ
件
で
あ
っ
て
、

一
九
五
六
年
か
ら
一
九
六

0
年
ま
で
に
つ



の
と
す
る
の
が
、
基
本
で
あ
る
。
前
者
は
、
も
ち
ろ
ん
、
カ
ン
ト
、

ヘ
ー
ゲ
ル
的
な
絶
対
的
応
報
刑
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
応

④
刑
罰
目
的
と
ナ
チ
犯
罪

第
四
二
巻
第
二
号

（
三
三
0
)

で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
実
上
の
考
慮
に
と
ど
ま
り
、
そ
れ
を
形
式
的
に
は
算
入
し
て
い
な
か
っ
た
。
連
邦
裁
判
所
は
、
上
告
に
お
い
て
こ

の
す
で
に
減
じ
ら
れ
た
刑
を
あ
ら
た
め
て
捕
虜
の
期
間
を
考
慮
し
て
減
じ
（
三
〇
カ
月
）
、
そ
れ
に
よ
っ
て
刑
期
の
三
分
の
二
（
二
八
カ

月
）
と
な
る
に
は
、
あ
と
ニ
カ
月
の
受
刑
の
み
で
済
む
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
刑
期
の
三
分
の
二
が
す
ぎ
る
と
、
受
刑
者
は
保
護
観
察

の
た
め
の
刑
の
延
期
を
申
請
で
き
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
「
三
分
の
二
申
請
」
は
通
常
の
こ
と
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ピ
ッ
ツ
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
時
が
経
つ
に
連
れ
、
軽
い
量
刑
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
事
実
が
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
外
国
に
お
い
て
捕
虜
と
な
っ
た
と
い
う
事
実
を
刑
期
の
計
算
に
算
入
し
た
こ
と
も
、
刑
が
軽
く
な
っ
た
原
因
で
あ
る
と
す
る
。

そ
れ
で
は
、
ナ
チ
犯
罪
の
処
罰
に
あ
た
っ
て
、
刑
罰
の
量
を
決
定
す
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
の
よ
う
な
量
刑
事
情
は
、
も
ち
ろ
ん
、
犯
罪
に
対
し
て
刑
罰
を
科
す
る
目
的
が
何
か
と
い
う
根
本
問
題
に
対
す
る
解
答
に
依
存

す
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
刑
罰
目
的
論
に
つ
い
て
一
瞥
し
、
ナ
チ
犯
罪
と
の
関
係
で
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の
か
を
検

討
し
て
お
こ
う
。

刑
罰
思
想
に
つ
い
て
は
、
刑
法
学
に
お
い
て
、
大
き
く
分
け
て
、
応
報
刑
思
想
と
目
的
刑
思
想
が
対
立
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て

(252) 

も
、
す
で
に
前
世
紀
の
末
か
ら
、
刑
法
学
に
お
い
て
「
学
派
の
対
立
」
が
厳
し
く
、
刑
法
思
想
を
二
分
し
て
い
た
が
、
そ
の
対
立
の
出
発

点
で
あ
り
、
か
つ
、
中
心
点
で
あ
っ
た
の
は
、
「
刑
罰
思
想
」
の
対
立
で
あ
っ
た
。
応
報
刑
思
想
は
、
理
念
型
と
し
て
述
べ
る
と
、
刑
罰

と
は
、
す
で
に
行
わ
れ
た
犯
罪
に
対
す
る
絶
対
的
な
反
動
で
あ
る
と
捉
え
る
が
、
目
的
刑
思
想
は
、
刑
罰
を
犯
罪
防
止
の
目
的
を
も
つ
も

報
に
も
、
贖
罪
と
い
っ
た
「
目
的
」
を
加
え
る
相
対
的
応
報
刑
思
想
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
後
者
の
刑
罰
目
的
は
、
当
該
犯
罪
者
以
外
の

関
法

七



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
一
般
予
防
•
特
別
予
防
思
想
に
現
実
の
問
題
と
し
て
突
き
つ
け
ら
れ
た
の
が
、
こ
の
「
合
理
化
」
さ
れ
た
予
防
思

想
に
よ
っ
て
、

ナ
チ
犯
罪
処
罰
を
ど
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
る
か
と
い
う
難
問
で
あ
っ
た
。

(253) 

バ
ウ
マ
ン
は
、
ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
特
別
予
防
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
特
別
予
防
、
従
っ
て
、
将
来
の
犯
罪
行
為
の
防
止
を

目
的
と
す
る
個
々
の
行
為
者
の
教
育
、
改
善
ま
た
は
威
嚇
は
、
極
め
て
少
数
の
事
案
に
お
い
て
の
み
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
非
常

規
的
な
事
情
が
、
こ
の
人
々
を
こ
の
よ
う
に
途
轍
も
な
い
態
様
で
罪
を
犯
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
大
抵
の
者
は
、

九
四
五
年
以
降
、
『
よ
い
父
親
で
あ
り
母
親
』
に
な
っ
た
。
そ
の
後
先
を
通
じ
て
、
刑
を
受
け
な
い
生
活
を
送
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、

善
良
で
文
句
の
つ
け
よ
う
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
い
た
。
我
々
が
、
新
た
な
る
ナ
チ
政
権
あ
る
い
は
何
ら
か
の
別
の
全
体
主
義
的
政
権
の

台
頭
を
妨
げ
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、
決
し
て
再
び
罪
を
犯
さ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
人
々
は
、
た
と
え
処
罰

①
特
別
予
防

ら
、
刑
罰
を
「
合
理
化
」
し
、

七

将
来
の
犯
罪
を
予
防
す
る
と
い
う
意
味
で
の
一
般
予
防
と
、
当
該
犯
罪
者
が
将
来
ふ
た
た
び
犯
罪
を
行
わ
な
い
よ
う
に
予
防
す
る
と
い
う

意
味
で
の
特
別
予
防
に
分
け
ら
れ
る
。
特
別
予
防
と
し
て
は
、
改
善
、
教
育
、
再
社
会
化
な
ど
が
、
そ
の
目
的
と
さ
れ
て
き
た
。

0
年
代
に
は
、
前
世
紀
末
の
目
的
刑
論
者
の
代
表
者
で
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
ォ
ン
・
リ
ス
ト
の
弟
子
達
に
よ
っ
て
、
改
善
刑
や
教
育
刑
が

有
力
に
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
が
、

ナ
チ
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
権
威
主
義
刑
法
が
唱
道
さ
れ
、

ナ
チ
的
応
報
刑
が
ふ
た
た
び
有

力
に
な
る
と
と
も
に
、
「
教
育
刑
」
理
念
も
ナ
チ
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
終
戦
後
は
、
ふ
た
た
び
応
報
刑
と
目
的
刑
の
対
立
が
み
ら

れ
た
が
、
そ
の
歴
史
は
、
徐
々
に
歩
み
寄
り
を
み
せ
る
歴
史
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
実
務
に
お
い
て
は
、
贖
罪
応
報
刑
が
支
配

的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
刑
罰
と
は
、
犯
し
た
罪
を
反
省
し
、
贖
う
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
い
た
。
し
か
し
な
が

一
般
予
防
•
特
別
予
防
の
観
点
か
ら
合
理
的
に
根
拠
づ
け
よ
う
と
い
う
傾
向
は
ま
す
ま
す
強
く
な
る
。
と

（
三
三
一
）

一
九



第
四
二
巻
第
二
号

さ
れ
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
ま
た
、
新
た
な
独
裁
や
野
蛮
が
与
え
ら
れ
た
と
し
て
も
、
ふ
た
た
び
同
じ
よ
う
に
、
犯
罪
を
行
わ
な
い
で
あ

ろ
う
。
彼
ら
は
、
こ
の
間
に
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
再
び
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
良
心
の
声
に
耳
を
傾
け
た
に
違
い
な
い
で
あ

ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
も
と
も
と
彼
ら
が
し
な
い
で
あ
ろ
う
こ
と
を
さ
せ
る
た
め
に
、
彼
ら
に
刑
罰
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え
よ
う
と
す
る
こ

こ
の
よ
う
に
、
特
別
予
防
思
想
か
ら
ナ
チ
犯
罪
人
処
罰
が
根
拠
づ
け
ら
れ
な
い
と
い
う
議
論
は
、
バ
ウ
マ
ン
に
限
ら
ず
、

わ
れ
、
支
持
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ロ
ク
シ
ン
も
、
強
制
収
容
所
殺
人
の
犯
人
の
処
罰
根
拠
に
つ
い
て
、
「
こ
れ
ら
の
謀
殺
犯
人
た

ち
は
、
今
日
で
は
大
抵
、
目
だ
た
な
い
ま
ま
社
会
に
組
み
込
ま
れ
て
生
活
し
て
お
り
、
従
っ
て
、
『
再
社
会
化
』

に
よ
っ
て
阻
止
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
我
々
が
そ
れ
に
対
し
て
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
再
犯
の
危
険
は
、
彼
ら
に
は
存
在
し
な

」
と
い
う
。

（
凶
）

ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
一
般
予
防
の
意
義
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
る
。

(255) 

の
処
罰
の
一
般
予
防
的
意
義
は
正
当
化
さ
れ
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、

一
般
予
防
を
狭
い
意
義
に
お
い
て
理
解
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

（澤）

な
「
犯
罪
行
為
」
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
す
で
に
我
々
は
威
嚇
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
処
罰
に
よ
っ
て
威
嚇
す
る
必
要
が
な
し
か
、
あ
る
い

は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
者
を
処
罰
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
犯
罪
的
な
国
家
構
成
員
に
対
す
る
威
嚇
効
果
を
も
つ
か
ど
う
か
は
、
疑

わ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
同
じ
よ
う
な
犯
罪
が
犯
さ
れ
る
危
険
が
、
現
在
の
連
邦
共
和
国
の
政
治
状
況
で
は
存
在
し
な
い
と
し
て
、

そ
の
効
果
を
疑
問
視
さ
れ
る
。

(
A
n
d
r
o
h
u
n
g
s
g
e
n
e
r
a
l
p
r
a
v
e
n
t
i
o
n
)
 

②
 
一
般
予
防

と
は
、
馬
鹿
げ
て
い
る
」
。

関
法

し
か
し
な
が
ら
、
他
方
で
、
広
義
に
お
け
る
一
犯
予
防
、
す
な
わ
ち
、
威
嚇
的
一
般
予
防

-157) 

の
考
え
方
か
ら
す
れ
は
、
威
嚇
は
、
個
々
の
行
為
者
に
向
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
社
会
生
活

一
般
予
防
に
関
す
る
伝
統
的
な
理
解
か
ら
す
れ
ば
、

七
四

>
ナ
チ
犯
罪
者

の
必
要
も
な
い
。
威
嚇

一
般
的
に
行



応
報
刑
思
想

か
く
し
て
、

ノ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、
「
ナ
チ
犯
罪
者
処
罰
の
事
実
と
必
要
性
は
、
い
ま
や
、
応
報
刑
論
者
に
、
刑
罰
の
根
拠
づ
け
に

(263) 

対
す
る
一
見
強
力
な
論
拠
を
与
え
る
」
。
こ
の
点
、
果
し
て
ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
は
、
「
法
秩
序
の
安
全
も
、
再
社
会
化
も
、

般
公
衆
の
威
嚇
も
問
題
で
は
あ
り
え
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
ー
た
と
え
ば
ナ
チ
権
力
犯
罪
者
の
事
後
的
な
処
罰
に
際
し
て
の
よ
う
に

ー
ー
、
予
防
思
想
か
ら
す
れ
ば
無
意
味
で
あ
り
、
し
か
も
お
そ
ら
く
馬
鹿
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
と
き
で
も
、
処
罰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し
」
と
書
い
て
い
る
。
カ
ウ
フ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
「
こ
こ
で
姿
を
表
し
て
い
る
の
は
、
刑
罰
の
応
報
的
意
義
以
外
の
何
も
の
で
も
な
く
、

（激）そ
れ
は
、
す
べ
て
の
者
は
彼
の
行
為
に
値
す
る
こ
と
を
被
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
あ
の
カ
ン
ト
の
思
想
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
に
、

ナ
チ
犯
罪
処
罰
の
根
拠
は
、
不
合
理
と
さ
れ
る
応
報
刑
に
よ
っ
て
も
っ
と
も
よ
く
説
明
さ
れ
う
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
逆
に
言
え
ば
、
政

治
的
課
題
と
し
て
ナ
チ
犯
罪
処
罰
が
必
要
で
あ
る
か
ぎ
り
、
応
報
刑
を
簡
単
に
捨
て
去
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
ナ
チ
犯
罪
の
道
義
的

③
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

概
念
で
も
っ
て
、
積
極
的
一
般
予
防
を
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

七
五

一
般
予
防
的
観
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
犯
罪
者
の
処
罰
が

に
お
け
る
重
要
な
法
益
に
と
く
に
効
果
的
な
保
護
を
与
え
る
こ
と
が
刑
罰
と
刑
法
の
任
務
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
、
処
罰
の
必
要
性
は
根

拠
づ
け
ら
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
最
近
唱
え
ら
れ
て
い
る
積
極
的
一
般
予
防
の
理
鰤
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
考
え
方
か

(259) 

ら
も
、
処
罰
は
、
法
秩
序
の
保
護
と
実
証
、
国
民
に
お
け
る
法
意
識
の
強
化
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
意
義
は
あ
る
と
い
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
ノ
ル
、
イ
エ
ー
ガ
(l)、
グ
リ
ュ
ン
ヴ
ァ
ル
（
口
）
は
、

絶
対
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
「
法
意
識
の
錯
乱
と
犯
罪
の
増
加
の
危
険
は
、
国
家
が
大
量
の
犯
罪
を
不
処

(262) 

罰
の
ま
ま
に
放
置
す
る
と
き
、
不
可
避
だ
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
の
よ
う
な
一
般
予
防
の
変
形
し
た
意
味
内
容
は
、
今
日
一
般
に
承
認
さ
れ

て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
、
刑
法
一
四
条
一
項
と
二
三
条
三
項
の
中
に
根
づ
い
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
規
定
は
、
「
法
秩
序
の
擁
護
」
と
い
う

I 



非
難
が
要
請
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
贖
罪
思
想
が
最
も
よ
く
機
能
し
た
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
実
際
に
ナ
チ
犯
罪
処
罰
を
根
拠
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
裁
判
所
は
、
そ
の
処
罰
を
ど
の
よ
う
に
し
て
正
当
化
し
て

い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ヒ
ル
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
彼
が
考
察
し
た
判
例
の
六
分
の
一
に
お
い
て
の
み
刑
罰
目
的
の
問
題
を
論

（茄）

じ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
を
論
じ
た
判
例
も
、
問
題
を
理
論
的
に
論
じ
た
も
の
は
数
少
な
い
。

な
い
。
行
為
者
は
、
早
く
か
ら
再
社
会
化
さ
れ
て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
社
会
に
統
合
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
判

例
に
よ
っ
て
も
例
外
な
く
認
め
ら
れ
て
い
が
。
し
か
し
、
こ
の
認
定
の
困
難
と
様
々
な
結
論
を
深
く
追
求
し
た
判
例
は
な
い
。
行
為
者
の

責
任
は
、
厳
格
な
処
罰
を
要
求
す
る
が
、
特
別
予
防
的
観
点
は
、
最
小
限
の
刑
の
み
を
許
容
す
る
と
い
う
「
刑
罰
目
的
の
二
律
背
反
」
の

問
題
を
明
確
に
示
唆
す
る
判
例
は
な
い
。
連
邦
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
特
別
予
防
的
必
要
性
が
な
い
こ
と
は
、
責
任
に
よ
っ
て
限
界

づ
け
ら
れ
た
法
定
刑
の
内
部
で
の
み
効
果
を
も
ち
え
、
通
常
、
責
任
の
枠
の
下
限
に
つ
な
が
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、

罪
事
件
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
責
任
の
下
限
を
下
回
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

②
一
般
予
防

第
四
二
巻
第
二
号

（
三
三
四
）

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
圧
倒
的
な
数
の
ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
刑
罰
は
、
も
は
や
特
別
予
防
的
機
能
を
果
た
す
必
要
は

必
要
論
か
ら
そ
の
厳
格
な
否
定
ま
で
に
及
ぶ
。

判
例
に
お
け
る
一
般
予
防
の
評
価
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
り
、
不
統
一
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

(267) 

フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、

ナ
チ
犯

「
一
般
予
防
に
関
し
て
は
、
刑
罰
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
、
犯
罪
を
実
行
せ
よ
と
い
う
命
令
ー
ー
—
ど
の
よ
う
な
立
場
の
者
か
ら
あ
た
え

所
の
前
で
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
判
決
は
、
ま
た
威
嚇
的
に
も
作
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

ら
れ
る
か
は
問
わ
な
い
|
|
に
自
己
の
身
に
危
険
が
及
ぶ
最
大
の
限
界
に
ま
で
抵
抗
し
な
か
っ
た
一
切
の
者
が
、

そ
れ
に
対
し
て
裁
判

一
般
予
防
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

①
特
別
予
防

④
判
例
に
お
け
る
刑
罰
目
的

関
法

七
六

一
般
予
防
か
ら
す
る
刑
罰



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

七
七

連
邦
裁
判
所
も
、
ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
一
般
予
防
の
観
点
か
ら
の
処
罰
を
考
慮
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。

廼

―
一
月
二
七
日
の
判
｀
ー
に
お
い
て
、
連
邦
裁
判
所
は
、
ナ
チ
支
配
の
没
落
の
後
も
ま
だ
威
嚇
の
必
要
性
が
存
在
す
る
と
確
認
す
る
。
被
告

一
九
五
一
年

人
の
行
為
は
、
不
寛
容
と
人
種
憎
悪
の
中
で
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
心
情
に
基
づ
く
犯
罪
が
、
政
治
的
状
況
の
変
化
に
よ
っ
て
今
日
も
は
や

国
家
の
許
容
や
振
興
を
予
想
で
き
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
心
情
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
も
い
ま
だ
、
刑
法
が
こ
こ
で
も
は
や
重
要
な
役
割
を

は
た
さ
な
い
と
い
う
ほ
ど
、
克
服
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
最
高
裁
判
所
は
、
そ
の
一
九
五

0
年
九
月
二
八
日

(269) 

の
判
決
に
お
い
て
、
繰
り
返
さ
れ
る
危
険
が
な
く
て
も
威
嚇
目
的
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
次
の
よ
う
に
論
証
す
る
。
「
ナ
チ

ズ
ム
の
支
配
は
、
確
か
に
終
了
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
誤
っ
た
教
義
は
、
と
く
に
そ
れ
が
人
種
憎
悪
と
人
間
の
基
本
権
の
軽
視
を
対
象
に

も
つ
限
り
で
…
…
決
し
て
至
る
所
で
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
。
非
人
道
的
犯
罪
の
繰
り
返
さ
れ
る
危
険
は
、
従
っ
て
、
ま
だ
な
く
な
っ

て
い
な
い
。
人
道
に
対
す
る
以
前
に
実
行
さ
れ
た
犯
罪
の
ゆ
え
の
刑
罰
は
従
っ
て
将
来
に
対
す
る
威
嚇
的
・
教
育
的
効
果
の
意
義
を
も
も
つ
」
。

一
般
予
防
の
必
要
性
を
否
定
す
る
判
例
も
あ
る
。
「
一
般
的
威
嚇
は
、
必
要
で
は
な
い
。
け
だ
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お

(270) 

い
て
は
そ
の
よ
う
な
非
道
の
再
発
は
予
想
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
ナ
チ
の
思
想
的
財
産
を
克
服
し
、
ヒ
ト
ラ
ー

の
独
裁
と
い
う
当
時
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
克
服
し
た
こ
と
通
常
の
状
態
が
回
復
し
た
こ
と
な
ど
を
示
唆
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
れ
に
、
次

(271) 

の
よ
う
に
言
う
判
決
が
あ
る
。
「
一
般
威
嚇
の
思
想
も
、
量
刑
に
お
い
て
本
質
的
な
意
味
を
も
ち
え
な
い
。
法
共
同
体
は
、
被
告
人
や
類

似
の
犯
人
を
処
罰
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
十
分
に
威
嚇
さ
れ
て
い
る
。
行
為
そ
の
も
の
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
理
解
し
え
な
い
恐
ろ
し
さ
に

お
い
て
威
嚇
す
る
も
の
で
あ
る
。
適
正
な
刑
罰
は
、
行
為
責
任
の
贖
罪
の
観
点
の
も
と
で
の
み
、
発
見
さ
れ
う
る
」
と
。

③
刑
罰
目
的
と
し
て
の
贖
罪
と
応
報

他
方
、

ギ
ュ
ン
タ
ー
・
ヒ
ル
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
ナ
チ
犯
罪
判
決
に
お
け
る
特
別
予
防
・
一
般
予
防
と
い

こ
と
を
目
の
当
た
り
に
示
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

（
三
三
五
）



第
四
二
巻
第
二
号

う
刑
罰
目
的
は
、
そ
の
本
質
上
、
そ
の
事
実
的
前
提
に
関
し
て
も
異
な
っ
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
に
対
し
て
、
贖
罪
と
応
報
と
い
う
刑

(m) 

罰
目
的
の
場
合
は
、
そ
の
内
容
の
理
解
に
問
題
が
あ
る
場
合
が
目
立
つ
。

裁
判
所
は
、
例
え
ば
、
応
報
を
「
復
讐
」
と
同
一
視
し
て
、
こ
れ
を
刑
罰
目
的
と
し
て
否
定
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
応
報
と
は
、

法
益
侵
害
に
対
す
る
対
衡
で
あ
っ
て
、
責
任
清
算
で
あ
る
。
贖
罪
は
、
刑
罰
が
行
為
者
に
呼
び
か
け
て
も
た
ら
さ
れ
る
行
為
者
の
強
要
さ

(273) 

一
般
予
防
も
特
別
予
防
も
贖
罪
応
報
も
す
ぺ
て
否
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
贖

罪
応
報
に
つ
い
て
も
ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
は
何
ら
の
役
割
を
果
た
さ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
な
ら
、
被
害
者
の
数
と
そ
の
家
族

な
ど
の
際
限
な
き
苦
し
み
に
照
ら
し
て
、
贖
罪
と
な
り
う
る
よ
う
な
刑
罰
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
具
体
的
な
ナ
チ
犯
罪

行
為
者
は
、
彼
の
犯
罪
に
対
し
て
責
任
を
負
う
べ
き
で
あ
っ
て
、
彼
は
ナ
チ
の
犯
罪
的
政
権
の
「
代
表
者
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

当
時
行
わ
れ
た
不
法
の
す
べ
て
に
対
し
て
贖
罪
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ト
レ
プ
リ
ン
カ
強
制
収
容
所
の

所
長
は
、
少
な
く
と
も
三

0
万
人
の
人
々
を
共
同
し
て
殺
害
し
、
さ
ら
に
そ
の
他
三
五
例
に
お
い
て
謀
殺
で
有
罪
と
さ
れ
た
。
こ
の
被
害

者
の
数
に
鑑
み
る
と
、
正
当
な
応
報
を
問
題
に
す
る
の
は
難
し
い
。
従
っ
て
、
た
ん
に
「
象
徴
的
な
」
刑
罰
の
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
あ

る
。
し
か
し
、
適
切
な
責
任
と
刑
罰
の
関
係
を
樹
立
す
る
こ
と
が
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
、
贖
罪

応
報
と
い
う
刑
罰
目
的
に
対
す
る
、
刑
の
高
さ
に
対
す
る
一
切
の
影
響
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
は
な
ら
な
い
。
だ
が
、
贖
罪
応

報
を
刑
罰
目
的
と
し
て
否
定
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
一
体
い
か
な
る
刑
罰
目
的
が
残
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
刑
罰
目
的
に
つ
い
て
は
、
ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
い
て
は
、
む
し
ろ
、
理
論
的
に
は
困
難
な
問
題
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
に
詳
し
く
触
れ
る
こ
と
を
回
避
し
、
論
証
な
く
し
て
応
報
・
贖
罪
と
い
う
素
朴
な
感
情
に
訴
え
る
道
を
選
ん
だ
よ
う
に
思

ま
た
、
と
き
に
は
、
ナ
チ
犯
罪
の
処
罰
に
あ
た
っ
て
、

れ
な
い
給
付
で
あ
る
。

関
法

七
八

（
三
三
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

過
度
に
長
期
に
わ
た
る
手
続
が
、
量
刑
事
情
と
な
る

刑
と
い
う
事
象
は
、
刑
罰
目
的
の
決
定
、
量
刑
事
情
（
事
実
）

（
責
任
内
容
）

七
九

量
刑
は
、
裁
判
官
に
よ
る
法
的
効
果
の
種
類
や
量
の
決
定
で
あ
り
、
「
適
正
な
」
刑
罰
を
発
見
す
る
作
業
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
実
務

(274) 

上
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
な
が
ら
、
理
論
に
お
い
て
は
、
長
ら
く
「
刑
法
理
論
の
継
子
」
と
言
わ
れ
て
き
た
。
量
刑
論
に
お
い
て
は
、
量

(275) 

の
認
定
、
量
刑
衡
量
の
論
議
の
三
つ
の
側
面
に
分
類
さ
れ
る
。
す
で
に
、

第
一
の
側
面
に
つ
い
て
は
刑
罰
論
と
し
て
論
じ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
、
第
二
の
量
刑
事
情
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
お
く
。

現
行
の
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
い
て
は
、
量
刑
の
基
礎
は
、
行
為
者
の
責
任
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
四
六
条
一
痴
）
。
し
か
し
、
行
為
の
不

法
が
刑
と
無
関
係
で
あ
る
は
ず
は
な
く
、
そ
の
意
味
で
、
量
刑
の
基
礎
に
は
、
責
任
の
内
容
と
な
ら
ん
で
行
為
の
不
法
内
容
が
置
か
れ
る
。

つ
ま
り
、
侵
害
さ
れ
た
法
秩
序
に
対
す
る
行
為
の
意
味
（
不
法
内
容
）
お
よ
び
行
為
の
ゆ
え
に
行
為
者
に
な
さ
れ
る
べ
き
非
難
の
重
さ

で
あ
る
。
例
え
ば
、
不
法
内
容
に
と
り
重
要
な
の
は
、
法
侵
害
の
重
要
度
で
あ
り
、
そ
れ
は
、
損
害
の
大
き
さ
や
質
に

よ
っ
て
決
ま
る
。
ま
た
、
行
為
の
遂
行
の
仕
方
・
態
様
も
こ
れ
に
属
す
る
。
責
任
内
容
と
し
て
は
、
「
行
為
者
の
動
機
と
目
的
」
行
為
か

ら
み
ら
れ
る
「
心
情
」
「
義
務
違
反
の
程
度
」
な
ど
が
量
刑
事
情
と
な
る
。
第
二
に
、
行
為
者
人
格
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
責
任
と
予
防
の

観
点
か
ら
重
要
で
あ
る
。
そ
の
者
の
再
社
会
化
の
必
要
性
が
こ
れ
に
属
す
る
。
さ
ら
に
、
第
三
に
、
行
為
者
の
前
歴
、
行
為
後
の
態
度
、

所
は
、
判
決
の
中
に
刑
の
量
定
の
た
め
に
決
定
的
で
あ
っ
た
事
情
を
挙
げ
る
よ
う
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
量
刑
の
、
指
導
思
想
に
方
針

づ
け
ら
れ
た
評
価
行
為
に
対
す
る
事
実
上
の
基
礎
が
判
決
理
由
の
中
に
示
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

①
 

｀
ー
、5
 

9

9

 

量
刑
事
情
の
意
義

ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
量
刑
事
情

わ
れ
る
。

（
四
六
条
二
項
二
）
。
な
お
、
刑
事
訴
訟
法
二
六
七
条
三
項
一
文
に
よ
れ
ば
、
裁
判

（
三
三
七
）



表
し
て
い
る
。

①
事
件
の
残
酷
さ

(
b
)
 

己
責
任
に
よ
る
範
囲
は
、
途
方
も
な
く
広
い
。
例
え
ば
、
被
害
者
の
数
は
、
従
来
の
枠
を
越
え
て
い
る
。
絶
滅
計
画
で
は
六

0
0
万
人
の

ユ
ダ
ヤ
人
が
、

ロ
シ
ア
の
戦
時
捕
虜
は
三
七

0
万
人
に
の
ぼ
る
。
裁
判
所
に
よ
っ
て
被
害
者
の
数
が
挙
げ
ら
れ
る
場
合
に
は
、
疑
わ
し
き

は
罰
せ
ず
の
原
則
に
基
づ
い
て
「
最
小
数
」
が
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
裁
判
所
に
と
っ
て
困
難
な
の
は
、

刑
の
高
さ
を
決
め
る
場
合
に
、
そ
の
よ
う
な
被
害
者
数
を
ど
う
評
価
す
る
か
で
あ
る
。
こ
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
全
く

(277) 

異
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
質
的
に
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
判
例
を
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
事
実
審
の
多
数
は
、

被
害
者
の
数
が
刑
の
加
重
事
情
で
あ
る
と
す
る
こ
と
で
十
分
だ
と
す
る
。
こ
れ
ら
の
判
例
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
数
字
は
、
従
属
的
な

役
割
し
か
果
た
さ
ず
、
被
害
者
の
多
い
こ
と
の
み
が
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

り
意
義
を
与
え
ら
れ
な
い
。
数
の
多
さ
は
、
被
告
人
の
影
響
範
囲
の
外
に
あ
っ
た
と
い
う
根
拠
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

行
為
遂
行
の
種
類
と
方
法

行
為
の
遂
行
の
残
虐
性
は
、

サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
実
行
方
法
は
、
行
為
の
重
さ
、
行
為
者
の
責
任
の
程
度
と
と
も
に
そ
の
危
険
性
と
行
為
に
至
る
内
面
的
姿
勢
を
も

②
自
ら
の
手
に
よ
る
行
為
へ
の
関
与

(279) 

て
い
る
。
被
告
人
が
自
ら
関
与
す
る
必
要
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
関
与
し
た
事
案
で
の
み
こ
の
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
射

(
a
)
 

第
四
二
巻
第
二
号

行
為
の
結
果

行
為
の
結
果
は
、

①
不
法
と
責
任
に
よ
る
行
為

②
ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
量
刑
事
情

関
法

（
三
三
八
）

ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
量
刑
に
お
い
て
と
く
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
。
行
為
の
一
般
的
・
自

(278) 

ナ
チ
犯
罪
の
判
決
に
お
い
て
、
刑
を
加
重
す
る
方
向
で
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
残
虐
で

ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
手
を
も
っ
て
関
与
し
た
こ
と
が
刑
を
加
重
す
る
事
情
と
さ
れ

一
連
の
判
例
に
お
い
て
は
、

)
の
観
点
に
は
あ
ま

八
〇



定
は
、

で
あ
る
。

(
d
)
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

命
令
に
も
と
づ
く
行
為

殺
命
令
を
与
え
る
こ
と
で
満
足
せ
ず
、
自
ら
武
器
を
つ
か
ん
で
射
殺
し
た
と
き
は
、
刑
は
加
重
さ
れ
て
い
る
。

ナ
チ
犯
罪
に
関
す
る
約
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
判
決
に
お
い
て
、
そ
の
行
為

ま
た
は
被
告
人
の
関
与
な
く
し
て
も
被
告
人
の
運
命
は
同
じ
よ
う
な
経
過
を
辿
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
観
点
が
刑
を
緩
和
す
る
よ
う

に
作
用
し
芯
。
例
え
ば
、
殺
さ
れ
る
ぺ
き
運
命
に
あ
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
殺
害
、
病
人
が
、
そ
の
注
射
が
な
さ
れ
な
く
て
も
、
直
ぐ
後
に
死

亡
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合
な
ど
で
あ
る
。
ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
は
、
個
人
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巨
大
な
権
力
機
構
の

中
の
小
さ
な
歯
車
で
あ
る
か
ら
、

発
生
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
言
え
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
こ
の
仮
定
的
因
果
経
過
の
問
題
は
、
因
果
関
係
論
や
過
失
論
で
考
慮
さ
れ

る
が
、

い
つ
で
も
取
り
替
え
の
き
く
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
の
個
人
の
行
為
が
な
く
て
も
、
同
じ
結
果
は

い
ま
だ
最
高
裁
の
判
例
に
お
い
て
、
量
刑
事
情
と
し
て
は
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
学
説
に
お
て
い
は
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
、

ア
ル
ト
ゥ
ー
ル
・
カ
ウ
フ
マ
ン
な
ど
若
干
の
著
者
達
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
て
い
る
。

J¥ 

ド
ゥ
ッ
ク
ラ
ウ
に
よ
れ
ば
、
全
ナ
チ
犯
罪
裁
判
の
約
四
分
の
一
の
事
例
に
お
い
て
、
命
令
に
も
と

づ
く
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
が
量
刑
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
て
い
が
、
。
裁
判
所
は
、
当
初
、
量
刑
に
お
い
て
命
令
を
考
慮
す
る
た
め
の
原
則
を

樹
立
す
る
若
干
の
法
律
規
定
を
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
任
意
的
刑
罰
軽
減
事
由
と
み
な
さ
れ
た
。
通
常
の
事
案
と

比
べ
て
自
発
的
な
行
為
で
は
な
く
、
他
人
の
命
令
に
も
と
づ
く
行
為
で
あ
る
た
め
、
受
命
者
の
責
任
と
当
罰
性
が
軽
く
な
る
と
さ
れ
た
の

ま
ず
、
第
一
に
考
慮
さ
れ
た
法
律
規
定
は
、
軍
刑
法
四
七
条
二
項
で
あ
る
。
こ
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
説
明
し
た
が
、
そ
の
規

(282) 

一
般
的
に
、
受
命
者
を
保
護
す
る
趣
旨
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
連
邦
裁
判
所
は
、
軍
刑
法
四
七
条
二
項
を

厳
格
に
解
釈
し
、
立
法
者
は
、
部
下
に
圧
力
と
な
っ
た
命
令
の
た
め
に
、
責
任
非
難
が
軽
減
さ
れ
、

(

C

)

 

追
い
越
さ
れ
た
因
果
関
係
（
仮
定
的
結
果
原
因
）

（
三
三
九
）

一
切
の
刑
罰
が
も
は
や
適
切
で
な
く
、



で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

（
三
四

0
)

堪
え
が
た
＜
苛
酷
な
も
の
と
さ
れ
る
ほ
ど
と
な
る
の
は
、
希
有
な
事
案
に
お
い
て
に
す
ぎ
な
い
と
し
た
。
軍
刑
法
四
七
条
二
項
に
よ
る
刑

の
免
除
の
可
能
性
は
、
殺
人
罪
の
場
合
に
は
、
そ
れ
が
検
討
さ
れ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
実
際
に
認
め
ら
れ
た
こ
と
は
な
い
。

こ
れ
よ
り
大
き
な
意
味
を
も
っ
た
の
は
、
管
理
理
事
会
法
一

0
号
二
条
四
項
b
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、

命
令
に
し
た
が
っ
て
行
為
し
た
者
は
、
責
任
阻
却
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
刑
を
軽
減
す
る
よ
う
考
慮
さ
れ
う
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ

(283) 

の
規
定
が
、
刑
種
を
越
え
、
刑
の
下
限
を
さ
ら
に
下
回
る
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
は
争
い
が
あ
っ
た
。
積
極
説
は
、
も
し
こ
れ
を
否

定
す
る
な
ら
、
ニ
―
一
条
の
場
合
、
絶
対
的
法
定
刑
な
の
で
、
こ
の
軽
減
規
定
の
意
味
が
な
く
な
る
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し

（
加
）

て
、
最
高
裁
や
連
邦
裁
判
所
は
、
明
示
の
規
定
が
な
い
と
い
う
理
由
で
こ
れ
を
消
極
的
に
解
し
た
。

一
般
的
考
慮
に
お
い
て
も
、
も
ち
ろ
ん
、
命
令
に
も
と
づ
く
行
為
で
あ
っ
た
こ
と
は
量
刑
上
考
慮
さ
れ
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
大

抵
の
場
合
、
そ
の
根
拠
を
簡
単
に
、
命
令
に
よ
る
行
為
で
あ
っ
た
と
い
う
点
に
求
め
る
の
み
で
あ
っ
て
、
受
命
者
が
命
令
を
受
け
た
心
理

的
命
令
テ
ロ
状
況
が
、
刑
の
軽
減
事
由
と
さ
れ
た
こ
と
も
稀
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

的
状
況
が
検
討
さ
れ
た
事
案
は
稀
で
あ
っ
た
。
命
令
の
も
つ
強
制
と
し
て
の
意
味
は
様
々
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ナ
チ
体
制
の
一
般

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
次
の
よ
う
に
い

う
。
「
そ
の
際
、
被
人
が
…
…
そ
の
よ
う
な
上
位
の
党
機
関
の
直
接
の
命
令
を
援
用
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
か
れ
少
な
か
れ
、

そ
の
よ
う
な
党
機
関
の
何
ら
か
の
指
示
や
指
針
の
影
響
ま
た
は
圧
力
の
も
と
に
立
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
」
。

裁
判
所
は
、
批
判
力
を
も
た
ず
、
命
令
に
唯
々
諾
々
と
単
純
に
習
慣
的
に
服
従
し
て
い
た
部
下
へ
の
命
令
を
刑
罰
軽
減
的
に
考
慮
し
た
の

し
か
し
、
命
令
が
表
面
上
の
契
機
を
な
す
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
は
別
の
動
機
が
潜
ん
で
い
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
そ
の
軽
減
的
考

（
蹴
）

慮
を
拒
否
し
て
い
る
。

関
法

J¥ 



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

こ
の
命
令
に
も
と
づ
く
行
為
の
量
刑
上
の
考
慮
に
つ
い
て
は
、
総
括
と
し
て
、
法
的
に
支
持
で
き
な
い
考
慮
で
あ
る
と
い
う
よ
り
む
し

(287) 

ろ
、
評
価
基
準
を
慎
重
に
検
討
し
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
態
度
が
欠
け
て
い
た
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
。
判
決
理
由
は
、
大
抵
は
、
具

体
的
命
令
状
況
の
形
態
に
応
じ
て
、
そ
も
そ
も
段
階
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
は
、
ど
の
よ
う
な
段
階
づ
け
が
な
さ
れ
た
の
か
に
つ

(288) 

「
他
の
者
の
共
同
責
任
」
が
、
刑
を
軽
減
す
る
方
向
に
作
用
し
ナ
例
え
ば
、
国
防
軍
や
司
法
が
、

S
S
の
幹
部

函）

が
ロ
シ
ア
人
捕
慮
の
射
殺
を
黙
認
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
「
当
時
の
時
代
背
景
」
が
軽
減
的
に
考
慮
さ
れ
ナ
ま
た
、
「
行

為
の
実
行
と
裁
判
の
間
の
長
い
時
間
の
経
知
」
が
、
刑
を
軽
減
す
る
方
向
に
影
響
し
た
。
ナ
チ
犯
罪
裁
判
の
約
二

0
パ
ー
セ
ン
ト
に
お
い

て
、
こ
の
点
が
量
刑
事
情
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
「
贖
罪
の
必
要
性
」
が
長
い
時
間
の
経
過
に
よ
っ
て
少
な
く
な
っ
て

(291) 

行
為
者
の
人
格
は
、
有
責
な
行
為
不
法
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
重
要
な
認
識
手
段
で
あ
る
。
ナ
チ
犯
罪
に
つ
い
て
問
題
な
の
は
、
行

為
の
実
行
と
裁
判
の
間
に
、
通
常
、
そ
の
間
に
、
行
為
者
の
人
格
が
変
わ
り
う
る
だ
け
の
著
し
い
時
間
の
経
過
が
あ
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、

第
三
帝
国
の
崩
壊
に
よ
っ
て
行
為
者
の
生
活
状
況
も
全
く
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
行
為
不
法
に
関
す
る
行
為
者
関
係
的
要
素

は
、
行
為
時
の
時
点
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
な
の
に
対
し
て
、
行
為
者
の
人
格
は
、
予
防
的
観
点
が
前
面
に
来
る
と
す
れ
ば
、
裁
判
時
点
に

お
け
る
も
の
が
基
準
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
判
断
時
点
は
二
重
に
問
題
に
な
り
う
る
。

J¥ 

こ
こ
で
量
刑
事
情
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
の
は
、
①
行
為
の
精
神
的
根
源
、
つ
ま
り
行
為
者
の
動
機
、
目
的
、
心
情
、
意
思
お
よ
び
義
務

(292) 

の
程
度
で
あ
る
。
②
ナ
チ
犯
罪
の
責
任
の
重
さ
に
決
定
的
に
重
要
で
あ
っ
た
の
は
、
行
為
の
「
社
会
心
理
的
背
景
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

②
行
為
者
人
格

い
る
と
さ
れ
る
の
が
典
型
的
で
あ
っ
た
。

(
e
)
 
そ
の
他

い
て
何
ら
説
明
し
て
い
な
い
。

（
三
四
一
）



例
え
ば
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
、
訓
練
、
教
育
、
戦
時
の
混
乱
状
況
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
周
囲
の
状
況
が
、
行
為
を
思
い
と
ど
ま
る
障

害
を
取
り
除
い
た
の
で
あ
り
、
「
そ
の
よ
う
な
罪
を
犯
す
危
険
」
が
大
き
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(293) 

重
要
な
の
は
、
さ
ら
に
、
③
確
信
犯
（
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
犯
罪
者
）
で
あ
る
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
考
慮
さ
れ
た
か
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い

函）

て
詳
細
に
検
討
し
て
お
こ
う
。
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
の
調
査
報
告
に
よ
れ
ば
、

決
に
お
い
て
、
そ
の
者
が
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
で
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
が
、
軽
減
的
に
評
価
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、
他
の
判
決
に

お
い
て
は
、
行
為
者
の
反
ユ
ダ
ヤ
的
姿
勢
が
、
そ
れ
が
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
に
対
す
る
障
害
を
弱
め
た
が
ゆ
え
に
、
軽
減
的
に
考
慮
さ
れ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
刑
を
加
重
す
る
も
の
と
さ
れ
た
事
案
に
、
ボ
ッ
フ
ム
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
次
の
判

(295) 
決
が
あ
る
。
「
被
告
人

B
は
、
確
信
的
な
ナ
チ
で
あ
り
、
無
条
件
に
忠
実
な
、
ナ
チ
時
代
の
精
神
に
お
い
て
堅
固
な
S
S
隊
員
で
あ
っ
た
。

い
わ
ゆ
る
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
の
解
決
の
意
味
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
処
置
に
は
彼
は
内
面
的
に
広
く
賛
成
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
彼
自

身
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
射
殺
に
参
加
し
た
事
案
に
お
い
て
は
、
そ
の
責
任
を
非
常
に
重
い
も
の
と
さ
せ
る
」
。

(296) 

こ
れ
に
反
し
て
、
例
え
ば
、
ア
ウ
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
行
為
者
が
、
熱
烈
な
ナ
チ
信
奉
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
軽
減
的
に
考
慮

(291) 

し
て
い
る
。
ま
た
、
バ
ン
ベ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
も
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
有
利
に
判
断
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
決

に
お
い
て
は
、

第
四
二
巻
第
二
号

て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、

関
法

ユ
ダ
ヤ
人
の
殺
害
に
関
与
し
た
ナ
チ
犯
罪
者
に
対
す
る
あ
る
判

八
四

（
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四
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ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
毒
さ
れ
た
者
は
、
「
人
間
の
価
値
と
人
間
の
生
命
に
つ
き
全
く
違
っ
た
評
価
を
す
る
」
に
至
っ

(298) 

フ
ラ
イ
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
こ
の
よ
う
な
見
解
に
つ
き
、
「
確
信
犯
」

の
問
題
を
示
唆
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、
確
信
的
な
ナ
チ
ス
ト
で
な
い
場
合
に
は
、
刑
が
加
重
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ

(299) 

ハ
ン
ブ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
「
少
な
く
と
も
、
も
ち
ろ
ん
人
間
的
に
理
解
困
難
な
説
明
を

与
え
る
政
治
的
な
狂
信
主
義
で
は
な
く
、
た
だ
無
思
慮
な
『
他
人
の
屍
を
も
乗
り
越
え
て
い
く
』
と
い
う
出
世
主
義
が
彼
の
行
為
へ
の
原



⑤
状
況
犯
と
し
て
の
ナ
チ
犯
罪
者
ナ
チ
犯
罪
者
は
、
行
為
時
に
「
例
外
的
状
況
」
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実
が
量
刑
に
お
い
て
重
要
な

(302)

（

303) 

要
素
と
さ
れ
て
い
る
。
ポ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
被
告
人
は
、
彼
が
終
戦
間
近
に
な
っ
て
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
と
直

面
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
十
分
な
確
実
性
を
も
っ
て
、
人
間
を
殺
す
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
従
っ
て
、
機
会
犯
人

（測）

が
問
題
な
の
で
あ
る
」
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
も
、
「
彼
の
場
合
、
そ
の
従
来
の
罪
と
は
無
関
係
の
生
活
が
証
明
し
て
い
る

よ
う
に
、
潜
在
的
犯
罪
者
が
問
題
で
は
な
い
。
被
告
人
が
出
撃
隊
に
配
転
さ
れ
な
け
れ
は
、
第
三
帝
国
の
大
量
犯
罪
に
参
加
す
る
こ
と
も

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理

3

意
味
で
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
犯
で
あ
る
。

八
五

連
邦
裁
判
所
は
、
そ
の
一
九
五
五
年
七
月
二
八
日
の
判
決
に
お
い
て
、
ナ
チ
犯
罪
で
な
く
、
共
産
党
員
に
関
す
る
事
件
に
お
い
て
確
信

的
心
情
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
行
為
の
倫
理
的
価
値
と
尊
重
さ
れ
る
べ
き
確
信
は
、
小
な
る
責
任
を
根
拠
づ
げ
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
、
こ
の
刑
罰
軽
減
事
由
が
、
熱
烈
に
そ
の
信
じ
る
と
こ
ろ
を
固
執
し
、
闘
争
を
い
つ
で
も
再
開
す
る
べ
き

心
構
え
の
あ
る
狂
信
者
の
特
別
の
危
険
に
よ
っ
て
再
び
相
殺
さ
れ
な
い
か
ど
う
か
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
考
慮
を
な

す
に
つ
い
て
は
、
そ
の
確
信
が
倫
理
則
と
調
和
せ
ず
、
行
為
者
が
こ
の
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
そ

の
余
地
は
な
い
。
社
会
に
お
い
て
憎
む
べ
き
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
行
為
は
、
決
し
て
責
任
軽
減
的
に
評
価
さ
れ
え
な
い
」
と
し
た
。

学
説
の
中
に
は
、
「
確
信
犯
」
と
「
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
犯
」

(
I
d
e
o
l
o
g
i
e
t
a
t
e
r
)

と
を
区
別
す
る
見
解
が
唱
え
ら
れ
て
い
な
。
そ
れ
に
よ
れ

ば
、
確
信
犯
と
は
、
個
人
心
理
的
現
象
で
あ
り
、
個
人
の
真
理
体
験
に
も
と
づ
い
て
真
理
を
確
信
し
て
い
る
者
で
あ
る
が
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
犯
と
は
、
集
団
心
理
的
現
象
で
あ
り
、
集
団
的
に
抱
か
れ
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
自
ら
の
意
思
に
取
り
入
れ
る
者
に
す
ぎ
な
い
。
ナ
チ

の
狂
信
的
犯
罪
者
（
い
わ
ゆ
る
鉤
十
字
へ
つ
ら
い
野
郎

H
a
k
e
n
k
r
e
u
z
s
c
h
m
i
e
r
e
r
)

な
ど
が
そ
う
で
あ
る
）

動
力
と
な
っ
た
」
こ
と
を
、
責
任
を
重
く
す
る
事
情
と
見
て
い
る
。

は
、
原
則
と
し
て
、
こ
の

（
三
四
三
）
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で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
」
と
し
、
状
況
犯
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
軽
減
的
に
考
慮
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
犯
人
と
い
う
概
念
は
、

般
的
な
刑
事
学
上
の
犯
罪
者
類
型
で
あ
り
、
そ
の
人
格
か
ら
し
て
環
境
の
刺
激
に
弱
く
、
刹
那
的
誘
惑
に
負
け
や
す
い
行
為
者
を
い
う
。

特
殊
な
状
況
か
ら
し
て
そ
の
人
の
本
質
か
ら
は
疎
遠
な
犯
罪
の
実
行
に
至
っ
た
ナ
チ
犯
罪
者
も
こ
れ
に
属
す
る
。

(305) 

そ
の
他
、
ヒ
ル
シ
ュ
は
、
⑥
「
行
為
者
の
経
歴
と
運
命
」
も
量
刑
事
情
と
し
て
考
察
す
る
。
こ
れ
は
、
犯
行
前
お
よ
び
犯
行
後
の
行
為

が
量
刑
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
場
合
と
は
、
そ
れ
が
積
極
的
な
行
為
で
な
い
点
で
区
別
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
戦
争
で
負
傷
し

た
こ
と
、
捕
虜
に
な
っ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
、
こ
れ
に
あ
た
る
。
こ
の
よ
う
な
経
歴
・
運
命
が
軽
減
的
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
の
で

(306) 

あ
る
。
⑦
さ
ら
に
「
行
為
者
の
個
人
的
・
経
済
的
状
況
」
が
考
慮
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
行
為
者
の
地
位
」
が
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
「
机

フ
ェ
ア
デ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
机
上
犯
罪
者
で
あ
る

上
犯
罪
者
」
で
あ
る
こ
と
が
軽
減
的
に
考
慮
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、

こ
と
を
刑
罰
軽
減
的
に
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
被
告
人
の
行
動
は
、
大
部
分
、
机
に
向
か
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
彼
は
、
被

害
者
の
直
接
の
殺
害
に
参
加
し
て
い
な
か
っ
た
。
彼
は
、
殺
害
を
自
ら
監
視
し
、
そ
の
実
行
の
合
図
を
与
え
、
ま
た
は
自
ら
射
殺
す
る
必

要
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
確
か
に
、
彼
は
、
そ
の
参
加
に
つ
き
、
本
来
の
処
刑
人
よ
り
も
そ
の
障
害
を
克
服
す
る
た
め
に
、
あ
ま
り
犯

罪
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
」
。
も
ち
ろ
ん
、
机
上
犯
人
で
あ
る
こ
と
は
、

罪
者
は
、
命
令
系
統
に
お
い
て
執
行
に
対
し
て
高
い
責
任
を
負
う
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
高
い
責
任
は
、
刑
罰
加
重
的
な
意
味
を
も
つ
が
、

(308) 

実
行
か
ら
距
離
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
軽
減
的
に
作
用
す
る
。
そ
の
他
に
も
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
、
組
織
者
と
し
て
の
関
与
形
式
が
危

険
性
を
高
め
る
も
の
と
し
、
バ
ウ
マ
ン
も
、
こ
の
行
為
類
型
の
恐
ろ
し
い
点
は
、
行
為
地
が
離
れ
て
い
る
こ
と
、
死
が
自
動
化
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
行
為
へ
の
障
害
が
弱
ま
る
が
、
殺
害
へ
の
影
響
の
程
度
は
大
き
く
な
り
、
死
に
至
る
危
険
の
こ
の
乖
離
は
我
々
す
べ
て
に
潜

(309) 

ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。

関
法

ア
ン
ビ
ヴ
ァ
レ
ン
ツ
な
効
果
を
も
つ
。
机
上
犯

八
六
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チ
犯
罪
に
特
殊
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
量
刑
は
、

(311) 

も
そ
う
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
の
挙
げ
る
判
例
に
よ
る
と
、

―
二
件
に
つ
き
謀
殺
柑
助
で
三
年
六
月
と
五
年
の
重
懲
役
の
間
で
、
全
体
と
し
て
四
七
年
四
月
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
が
、
被
告
人
の
行
為

の
不
法
内
容
と
責
任
分
担
を
考
慮
し
て
、
全
体
と
し
て
六
年
の
刑
と
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、

ヒ
ル
シ
ュ
に
よ
れ
ば
、
判
例
に
お
い
て
量
刑
事
情
の
叙
述
が
不
十
分
で
あ
る
と
い
う
の
が
、
全
体
的
評
価
で
あ
り
、
軽
い
処

(313) 

罰
よ
り
も
む
し
ろ
表
面
的
に
す
ぎ
な
い
量
刑
論
が
非
難
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
量
刑
事
情
に
お
い
て
特
殊
ナ
チ
犯
罪
的
と
称
す
べ

き
は
、
「
当
時
の
時
代
背
景
」
で
あ
る
。
そ
の
他
、
仮
定
的
結
果
原
因
や
世
界
に
お
け
る
ド
イ
ツ
の
名
誉
や
被
害
者
の
多
さ
な
ど
も
、
ナ

チ
犯
罪
に
特
殊
な
量
刑
事
情
で
あ
っ
た
。
最
後
に
、
刑
罰
目
的
論
に
お
い
て
行
為
者
を
再
社
会
化
す
る
必
要
が
な
い
と
い
う
観
点
も
、
ナ

⑥

評

価

そ
の
他
、

八
七

(310) 

ヒ
ル
シ
ュ
は
、
「
行
為
者
の
年
齢
」
や
「
行
為
者
の
弁
識
能
力
」
も
、
軽
減
事
由
と
し
て
考
慮
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

一
般
に
軽
す
ぎ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
全
体
的
な
刑
罰
の
形
成
に
お
い
て

一
九
六
四
年
五
月
―
二
日
の
ケ
ル
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
挺
に
お
い
て
は
、

（
三
四
五
）
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o
g
m
a
t
i
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c
h
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g
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J
Z
 1967, 

S. 
553££., 

in: D
a
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Hirsch, a. 

a. 
0., S. 

55. 

（委）
Hirsch, a. 

a. 
0., S. 

59££. 
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L
G
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25. 
6. 

1965 -
1
 Ks

 1/64, Hirsch, a. 
a. 

0., S. 
61. 

漢
）

B
G
H
S
t
 2, 

20, 22 ;
 Hirsch, a. 

a. 
0., 

S. 
63. 

（巽）
O
G
H
 2, 
150, 

153; Hirsch, a. 
a. 

0., S. 
63. 

ぽ）
L
G
 Berlin, Urteil. v. 

9. 
3. 

1960; Hirsch, a. 
a. 

0., 
S. 

74£. 

ぼ）
L
G
 Dettnold, Urteil v. 

22. 
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2
 Ks
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a. 
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75£. 

ぼ）
Hirsch, a. 
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B
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m
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n
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W
e
b
e
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c
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ぽ）
Vgl. Hirsch, a. 

a. 
0., S. 

98. 
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Vgl. Hirsch, a. 
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0., S. 

121. 

(~
) 

Vgl. Hirsch, a. 
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S. 
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j
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上
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~
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L
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K
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Vgl. Hirsch, a. a. 
0., S. 

126. 
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S
-
T
如
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1976, S. 
200. 

.il~
 ぶ

r
l
L
l
,
~
~
迂
玲
ふ

~
I
Q
弄
恙

Q
l
t
l
~

Q
 1
や

~t(a.>J
や
~
I
Q

(Hirsch, a. 
a. 

0., 
S. 

193.)
終
将
,

.iJ
込
，
、

d
迂

>J~-K<l
「
と
掟
~
-
<
~
」

.>J
:, •r"諷

臣
憾
翠
Q
廿
以
坦
蘊
1
'
~

I
Q
 
(Hirsch, a. 

a. 
0., S. 

192)
吝

「
船

出
」

以
迫

嗣
や

か
奴

砂
か

心
゜
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a
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G
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S
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G
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n
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v
e
r
 Urteil v. 
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0., S. 

205. 
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Ducklau, a. 
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0., S. 
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Hirsch, a. 
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189ff. 
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0., S. 

19lff. 

（簑）
Hirsch, a. 
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S. 
210ff. 
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Riickerl, a. 
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0., 
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L
G
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o
c
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u
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れ
eil

v. 
26. 

6. 
1964 -

2
 Ks
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 Hirsch, a. 
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a
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e
r
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a
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b
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r
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H
o
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a
n
n
/
S
a
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e
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0., S. 
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n
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澤
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L
G
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3. 
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4
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0., S. 
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(1) 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

Hirsch, a. 
a. 
0., S. 2
4
6
£
£
.
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5
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ナ
チ
犯
罪
と
謀
殺
罪

刑
法
ニ
―
一
条
の
由
来

ド
イ
ツ
刑
法
ニ
―
一
条
は
、

九

い
わ
ゆ
る
謀
殺
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
謀
殺
者
は
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る

（
一
項
）
。

謀
殺
者
と
は
、
殺
害
欲
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
性
欲
を
満
足
さ
せ
る
た
め
、
所
有
欲
ま
た
は
そ
の
他
の
低
劣
な
動
機
か
ら
、
背
信
的
に
、

若
し
く
は
残
酷
に
、
ま
た
は
公
共
に
危
険
な
手
段
を
用
い
て
、
あ
る
い
は
他
の
犯
行
を
可
能
な
ら
し
め
、
も
し
く
は
隠
蔽
す
る
た
め
に
、

(314) 

人
を
殺
し
た
者
で
あ
る
（
二
項
）
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ニ
―
一
条
で
は
、
「
謀
殺
者
」
と
い
う
概
念
を
用
い
て
い
る
点
で
、
す
で
に
、
行
為
者
類
型
に
よ
る
規
定
で
あ
る
こ
と
を

窺
わ
せ
る
も
の
を
も
っ
て
い
る
が
、
こ
の
形
式
の
「
謀
殺
構
成
要
件
」
は
、
ま
さ
し
く
一
九
四
一
年
の
ナ
チ
ス
刑
法
改
正
法
に
よ
っ
て
導

(315) 

入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
典
型
的
な
ナ
チ
刑
法
思
想
の
遺
物
で
あ
る
。
戦
後
、

刑
法
改
正
法
に
よ
っ
て
ニ
―
一
条
の
死
刑
が
、
基
本
法
一

0
二
条
を
勘
案
し
て
削
除
さ
れ
、
終
身
重
懲
役
刑
を
科
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

第
七
節

(306) 

(307) 

(308) 

(309) 

(310) 

(311) 

(312) 

(313) 

一
九
五
三
年
八
月
四
日
の
第
三
次

（
三
四
九
）



足
、
所
有
欲
、
そ
の
他
の
低
劣
な
動
機
）

に
、
公
共
に
危
険
な
方
法
で
）

で
あ
り
、
第
二
は
、
特
別
の
危
険
性
ま
た
は
行
為
実
行
の
非
人
道
的
方
法
（
背
信
的
に
、
残
酷(318) 

で
あ
る
。
第
三
の
類
型
は
、
特
別
の
犯
罪
的
目
的
（
犯
罪
行
為
の
可
能
化
・
隠
蔽
）
に
よ
る
加
重
で
あ
る
。

(19) 

こ
の
新
規
定
の
背
景
に
は
、
ナ
チ
ス
の
「
行
為
者
類
型
の
理
論
」
が
控
え
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
と
く
に
重
要
な
の
は
、

さ
て
、

人
の
罪
は
、
元
来
、
ニ
ニ
一
条
を
殺
人
の
基
本
類
型
と
し
て
、
不
法
内
容
の
高
い
場
合
を
ニ
―
一
条
で
加
重
処
罰
し
、
ニ
ー
三
条
で
は
軽

い
場
合
を
軽
減
す
る
と
い
う
構
造
を
と
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
ニ
―
一
条
は
、
「
行
為
者
が
予
謀
を
も
っ
て
殺
人
を
実
行
し
た
場
合
」
に

(316) 

死
刑
を
科
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
「
予
謀
」
要
件
に
よ
る
加
重
の
基
本
構
想
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
批
判
が
強

か
っ
た
。
と
く
に
一
方
で
は
、
「
予
謀
」
と
「
死
刑
」
の
間
の
絶
対
的
必
然
関
係
に
対
し
て
、
他
方
で
は
、
「
予
謀
」
概
念
の
不
適
切
性
に

(317) 

対
し
て
批
判
の
集
中
砲
火
が
浴
び
せ
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、

一
面
で
は
狭
す
ぎ
、
多
面
で
は
広
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
、

例
え
ば
、
行
為
の
動
機
の
種
類
や
強
さ
、
行
為
事
情
に
依
る
は
ず
の
危
険
性
の
徴
表
の
種
類
や
強
さ
の
よ
う
な
、
価
値
的
に
は
よ
り
強
い

は
ず
の
要
素
を
考
慮
に
入
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
行
為
者
が
死
苦
を
患
う
家
族
を
苦
し
み
か
ら
解
放
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
現
金

を
手
に
入
れ
よ
う
と
し
た
の
か
、
集
団
徒
党
を
組
み
、
こ
れ
を
行
っ
た
の
か
は
、
こ
の
規
定
に
よ
れ
ば
、
実
行
態
様
や
動
機
が
「
予
謀
」

に
つ
な
が
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
重
要
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
「
予
謀
」
要
件
の
中
核
部
分
の
解
釈
そ
の
も
の
が
、
当
時
の
学
説
に

よ
っ
て
も
判
例
に
よ
っ
て
も
す
で
に
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
い
か
な
る
行
為
の
時
点
で
予
謀
を
も
っ
て
行
為
し
た
の
か
も
、

そ
の
内
心
の
出
来
事
に
い
か
な
る
持
続
期
間
と
強
さ
が
必
要
な
の
か
も
、
十
分
納
得
で
き
る
よ
う
に
、
説
明
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
九
四
一
年
の
改
正
法
は
、
三
つ
の
加
重
類
型
を
置
く
。
第
一
は
、
「
動
機
」
の
低
劣
を
挙
げ
る
類
型
（
殺
人
欲
、
性
欲
の
満

ま、
•9. 

一
九
四
一
年
の
文
言
の
ま
ま
、
今
日
ま
で
存
続
し
て
い
る
。

一
九
四
一
年
の
改
正
以
前
、

一っ

一
八
七
一
年
の
ラ
イ
ヒ
刑
法
典
で
は
、
殺

そ
の
後
、

関
法

第
四
二
巻
第
二
号

一
九
六
九
年
六
月
二
五
日
の
第
一
次
刑
法
改
正
法
に
よ
り
、
「
終
身
自
由
刑
」
に
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
要
件
そ
の
も
の

九

（
三
五

0
)



(320) 

は
、
構
成
要
件
を
規
範
的
行
為
者
類
型
に
方
向
づ
け
た
こ
と
で
あ
り
、
も
う
―
つ
は
、
行
為
の
評
価
を
、
行
為
者
の
心
情
の
み
の
判
断
に

か
か
ら
せ
る
よ
う
変
更
し
た
こ
と
で
あ
る
。
行
為
者
心
情
の
無
価
値
そ
の
も
の
が
、
こ
の
規
定
に
お
い
て
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

行
為
者
の
心
情
を
基
準
と
す
る
行
為
者
類
型
的
要
素
に
は
、
「
構
成
要
件
の
魂
」
と
し
て
法
律
解
釈
の
際
に
指
導
形
象
・
指
針
機
能
が
与

え
ら
れ
る
。

ナ
チ
の
立
法
関
係
者
で
ナ
チ
刑
法
理
論
の
指
導
的
人
物
の
立
法
解
説
の
中
に
、
こ
の
こ
と
が
明
白
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
ラ
ン

(321)

（

322) 

一
九
四
一
年
の
「
ラ
イ
ヒ
刑
法
典
改
正
法
」
に
つ
い
て
解
説
し
た
論
文
に
お
い
て
、
謀
殺
と
故
殺
の
区
別
に
関

す
る
基
本
的
視
座
を
い
ず
れ
に
お
く
か
を
論
じ
て
、
従
来
、
故
殺
を
出
発
点
と
し
、
謀
殺
は
そ
れ
に
加
重
要
素
が
加
わ
え
ら
れ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
て
き
た
が
、
「
む
し
ろ
、
出
発
点
は
、
明
ら
か
に
謀
殺
で
あ
る
」
と
す
る
。
「
従
っ
て
、
謀
殺
に
加
重
故
殺
構
成
要
件
を
認
め
る

こ
と
は
正
し
く
な
い
。
謀
殺
は
、
独
自
の
種
類
の
殺
人
犯
罪
だ
と
み
な
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
…
…
謀
殺
者
は
、
抜
本
的
に
、
故
殺
を
実

行
す
る
者
と
は
存
在
の
種
類
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
立
法
者
は
、
謀
殺
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
謀
殺
者
に
つ
い
て
問
題

こ
し
、

~' 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

九

エ
ー
リ
ッ
ク
・
ヴ
ォ
ル
フ
や
ダ
ー
ム
、
シ
ャ

し
か
も
、
『
故
殺
者
』
と
い
う
行
為
者
類
型
が
存
在
す
る
と
は
主
張
で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
故
殺
で
は
な
く
、
故
殺
者
を

(323) 

問
題
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
と
く
に
強
調
し
た
」
。

こ
の
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
の
行
為
者
類
型
と
し
て
の
謀
殺
者
の
思
想
は
、

(
L
e
h
r
e
 v
o
m
 T
a
t
e
r
t
y
p
)
 

ト
・
フ
ラ
イ
ス
ラ
ー
は
、

ナ
チ
ズ
ム
特
有
の
刑
法
理
論
で
あ
る
「
行
為
者
類
型
論
」

に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
、

フ
シ
ュ
タ
イ
ン
に
よ
っ
て
伝
統
的
な
犯
罪
論
の
変
革
の
た
め
の
礎
石
と
し
て
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
常
習
犯
人
法
以
来
広
ま
っ
て

い
た
刑
事
学
的
行
為
者
類
型
の
公
式
を
越
え
て
、
行
為
者
刑
法
的
類
型
の
方
向
へ
と
構
成
要
件
を
解
消
す
る
よ
う
要
求
し
た
ダ
ー
ム
の
規

(24) 

範
的
行
為
者
類
型
論
の
影
響
が
強
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
行
為
者
類
型
論
は
、
と
く
に
戦
時
刑
法

(
K
r
i
e
g
s
s
t
r
a
f
r
e
c
h
t)

で
意
義
を

（
三
五
一
）



争
い
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。

一
九
四
九
年
に
基
本
法
の
一
〇
二
条
に
お
い
て
死
刑
を
廃
止
し
、
規
範
的
行
為
者
類
型
の
理
論
は
、
一
致
し
て
否
定
さ
れ
る
こ

(327) 

(326) 

と
と
な
っ
ナ
し
か
し
、
終
戦
直
後
の
判
例
の
中
に
は
、
行
為
者
類
型
的
表
現
を
用
い
る
も
の
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
戦
後
も
、

こ
れ
ら
の
構
成
要
件
要
素
は
存
続
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
、
謀
殺
罪
の
規
定
は
、
ナ
チ
刑
法
思
想
の
遺
物
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、

（認）

ナ
チ
ス
の
心
情
刑
法
思
想
の
帰
結
で
あ
っ
て
、
こ
の
規
定
形
式
は
、
合
理
性
を
欠
く
と
い
っ
て
よ
い

こ
の
よ
う
な
構
成
要
件
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
不
合
理
性
と
そ
の
解
釈
の
問
題
以
上
に
、
実
際
上
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
最
も
重
要
な
問
題

と
い
っ
て
よ
い
の
は
、
そ
の
法
定
刑
が
、
以
前
に
お
い
て
は
「
死
刑
」
、
あ
る
い
は
現
在
に
お
い
て
は
「
終
身
自
由
刑
」
と
い
う
絶
対
的

法
定
刑
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
生
じ
る
問
題
点
で
あ
る
。
当
初
は
、
ニ
―
二
条
第
三
項
に
「
特
別
の
例
外
的
事
案
に
お
い
て
死
刑

が
適
当
で
な
い
な
ら
ば
、
刑
は
終
身
重
懲
役
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、

さ
て
、
こ
の
絶
対
的
法
定
刑
の
問
題
は
、
謀
殺
罪
の
限
定
的
適
用
の
要
請
に
つ
な
が
り
、
こ
こ
か
ら
、
ニ
―
二
条
の
構
成
要
件
要
素
の
限

定
的
解
釈
に
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
な
限
定
的
解
釈
は
根
拠
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
が
、
ニ
―
二
条
に
つ
き
、
現
在
な
お
最
も

謀
殺
罪
に
つ
き
、
終
身
刑
を
絶
対
的
法
定
刑
と
し
て
規
定
す
る
の
が
、
合
憲
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
「
背
信
性
」
と
い
う
謀
殺
メ
ル

ク
マ
ー
ル
に
関
し
て
で
あ
る
が
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
沢
が
あ
る
。

②
現
行
法
の
解
釈
上
の
問
題
点

し
か
も
、

関
法

第
四
二
巻
第
二
号

一
九
七
六
年
三
月
五
日
の
フ
ェ
ア
デ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
移
送

一
九
五
三
年
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
を
付
記
し
て
お
こ
う
。

も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
「
行
為
者
刑
法
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
行
為
者
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
手
が
か
り
と
し
な
が
ら
、
そ
れ

(325) 

ぞ
れ
の
行
為
者
類
型
の
非
難
す
ぺ
き
、
低
劣
な
、
そ
し
て
危
険
な
心
情
を
捉
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
健
全
な
民
族
感
情
に
基
づ
く
謀
殺
者
と
い
う
行
為
者
類
型
の
理
論
は
、
第
三
帝
国
の
没
落
と
と
も
に
そ
の
基
盤
を
失
っ
た
。

九
四

（
三
五
二
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

③
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
性
質

決
定

(
V
o
r
l
a
g
e
b
e
s
c
h
l
u
B
)

に
よ
っ
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
規
範
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
手
続
に
付
せ
ら
れ
、

函）

フ
ェ
ア
デ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
、
別
の
犯
行
を
隠
蔽
す
る
た
め

連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
案
で
は
、

九
五

一
九
八
一
年
五
月
一
九
日
に
は
、
連

に
背
信
的
な
殺
人
を
実
行
し
た
者
を
ニ
―
一
条
の
謀
殺
に
あ
た
る
と
し
た
が
、
終
身
自
由
刑
を
科
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
し
、
ニ
―
―

条
の
終
身
刑
の
規
定
を
違
憲
で
あ
る
と
み
な
し
た
の
で
、
基
本
法
一

0
0条
一
項
に
も
と
づ
き
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
判
断
を
求
め
た
の
で

一
九
七
七
年
六
月
ニ
―
日
の
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
ニ
―
一
条
は
「
背
信
的
に
ま
た
は
別
の
犯
行
を
隠
蔽
す

(331) 

る
た
め
に
人
を
殺
し
た
者
を
謀
殺
者
と
し
て
終
身
自
由
刑
に
処
す
る
か
ぎ
り
で
は
、
基
本
法
と
調
和
す
る
」
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
は
、

連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
背
信
的
に
ま
た
別
の
犯
行
を
隠
蔽
す
る
た
め
に
行
わ
れ
た
殺
人
を
謀
殺
と
す
る
こ
と
は
、
憲
法
上
の
比
例
性
原
理

(332) 

に
方
向
づ
け
ら
れ
た
厳
格
解
釈
を
行
う
場
合
に
は
基
本
法
に
反
し
な
い
と
し
た
の
で
あ
っ

こ
の
連
邦
裁
判
所
判
決
の
内
容
と
射
程
に
つ
い
て
は
、
論
争
が
起
こ
り
、
定
説
は
な
い
。
他
方
、

邦
裁
判
所
大
法
廷
は
、
背
信
性
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
従
来
の
解
釈
に
従
っ
た
が
、
終
身
刑
の
言
渡
が
不
均
衡
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

「
異
常
な
事
情
」
が
存
在
す
る
場
合
に
は
法
的
評
価
が
修
正
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
刑
法
四
九
条
一
項
一
号
を
適
用
す
べ
き
だ
と
し
た
の

（斑）

で
あ
る
。
そ
こ
で
、
連
邦
裁
判
所
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
決
を
支
持
し
て
い
る
。
こ
の
判
決
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
は
、
「
許
さ

(331)

（蕊）

れ
ざ
る
法
の
改
正
」
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
、
さ
ら
に
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
に
よ
っ
て
、
客
観
的
に
任
法
と
な
る
例
に
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
謀
殺
を
特
徴
づ
け
る
要
素
（
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
）
の
犯
罪
論
体
系
上
の
地
位
に
つ
い
て
は
、
争
い
が
あ
る
。
責
任
要
素
と
す
る

(337) 

少
数
距
と
、
と
く
に
判
例
に
よ
っ
て
採
ら
れ
る
不
法
要
素
と
す
る
立
場
の
他
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
不
法
・
責
任
競
合

要
素
船
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
具
体
的
に
見
て
い
く
と
、
「
公
共
危
険
な
手
段
」
の
よ
う
に
専

あ
っ
た
。

（
三
五
三
）

一
九
七
七
年
六
月
ニ
―
日
の



第
四
二
巻
第
二
号

（
三
五
四
）

ら
不
法
を
高
め
る
要
素
も
あ
れ
ば
、
「
低
劣
な
動
機
」
の
よ
う
に
純
粋
に
責
任
に
関
係
す
る
要
素
も
あ
り
、
ま
た
、
本
来
不
法
に
属
す
る

(339) 

要
素
も
、
本
来
責
任
に
属
す
る
要
素
も
あ
る
。
本
来
不
法
を
高
め
る
要
素
に
は
、
上
述
の
第
ニ
グ
ル
ー
プ
の
要
素
が
属
す
る
。
そ
の
際
、

残
酷
性
の
要
素
は
客
観
的
結
果
無
価
値
を
本
質
的
に
高
め
る
。
こ
れ
に
対
し
て
「
背
信
性
」
と
い
う
要
素
は
、
被
害
者
の
無
防
備
と
い
う

客
観
的
無
価
値
を
越
え
て
、
特
別
の
信
頼
関
係
の
破
綻
が
と
く
に
行
為
無
価
値
を
高
め
る
。
そ
の
他
は
、
特
別
の
責
任
要
素
で
あ
る
と
さ

れ
る
。
そ
の
際
、
第
一
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
「
動
機
」
の
要
素
に
つ
い
て
は
、
真
正
の
心
情
要
素
が
問
題
に
な
る
場
合
で
あ
り
、
第
三
グ

第
二
項
の
カ
タ
ロ
グ
が
、
列
挙
規
定
で
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
少
な
く
と
も
一
っ
が
積
極
的

に
存
在
し
た
と
き
の
み
、
謀
殺
が
成
立
し
う
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
列
挙
さ
れ
た
以
外
の
非
難
さ
れ
る
べ
き
心
情
な
ど
が
存
在

し
た
と
し
て
も
、
謀
殺
と
は
な
ら
な
い
。
問
題
は
、
逆
に
、
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
―
つ
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
必
ず
、
謀
殺
と
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う
か
で
あ
る
。
こ
の
問
題
が
実
際
上
生
じ
る
の
は
、
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
っ
て
加
重
さ
れ
た
殺
人
が
、
同

時
に
、
軽
減
的
な
事
情
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
場
合
に
お
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
背
信
的
な
殺
人
が
立
派
な
動
機
か
ら
行
わ
れ
、

憎
ま
れ
た
独
裁
者
が
公
共
危
険
な
手
段
で
殺
害
さ
れ
た
場
合
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
案
に
お
い
て
絶
対
的
無
期
刑
と
い
う
帰
結
を
避

け
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
一
般
に
承
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
至
る
道
が
争
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
が
と
く
に
問
題
と
な
る
の
は
「
背
信
的
」
な
殺
人
の
場
合
、
お
よ
び
「
犯
行
隠
蔽
目
的
」
で
の
殺
人
の
場
合
で
あ
る
。
な
ぜ

な
ら
、
そ
の
他
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
場
合
に
は
、
例
え
ば
「
低
劣
な
動
機
」
に
典
型
的
な
よ
う
に
、
比
較
的
「
開
か
れ
た
」
メ
ル
ク
マ
ー

ル
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
背
信
性
メ
ル
ク
マ
ー
ル
な
ど
は
、
「
全
体
的
な
評
価
」
を
許
さ
な
い
「
無
知
覚
・
無
防
備
」
と
い
う
客
観
的
メ

ル
ク
マ
ー
ル
を
内
容
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
確
か
に
、
前
述
の
よ
う
に
行
為
者
の
「
敵
対
的
態
度
」
な
い
し
特
別
の
信
頼
関
係
の
存
在
と

ル
ー
プ
の
「
目
的
」
要
素
は
、
「
不
真
正
」
心
情
要
素
で
あ
る
。

関
法

九
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

恩
赦
に
付
す
る
の
が
各
ラ
ン
ト
の
一
致
し
た
実
務
で
あ
る
。

い
っ
た
主
観
的
要
素
に
よ
る
限
定
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
場
合
、
こ
の
よ
う
に
厳
格
な
解
釈
に
よ
る
解
決
し
か
道

は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
と
く
に
背
信
性
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
問
題
に
な
る
事
案
に
つ
い
て
、
頻
繁
に
重
要
な
判
例

(339a) 

が
現
わ
れ
る
原
因
で
も
あ
る
。

謀
殺
構
成
要
件
の
合
理
的
解
釈
の
方
向
と
謀
殺
適
用
の
回
避

さ
て
、
謀
殺
罪
と
故
殺
罪
の
合
理
的
な
区
別
を
ど
の
よ
う
に
し
て
行
う
か
、
お
よ
び
、
謀
殺
罪
の
法
定
刑
が
絶
対
的
終
身
刑
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
謀
殺
を
認
定
す
る
と
刑
が
余
り
に
も
苛
酷
に
な
る
の
を
ど
の
よ
う
に
回
避
す
る
か
が
、
そ
も
そ
も
の
問
題
点

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
後
者
の
問
題
を
中
心
に
論
じ
よ
う
。

九
七

ま
ず
第
一
に
、
ニ
―
一
条
の
適
用
の
回
避
の
手
段
と
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
正
犯
と
共
犯
の
区
別
に
つ
い
て
主
観
説
を
採

り
、
本
来
正
犯
と
な
る
べ
き
場
合
に
討
助
を
認
め
、
減
軽
の
可
能
性
を
開
い
て
い
る
。
第
二
に
、
ニ
―
条
の
限
定
責
任
能
力
の
規
定
を
適

一
九
七
四
年
に
は
謀
殺
に
よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
た
者
の
三
人
に
一
人
に
つ
き
限
定
責

任
能
力
が
問
題
に
な
っ
た
。
第
三
に
、
年
長
少
年
に
つ
い
て
は
、
謀
殺
に
少
年
刑
法
を
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
人
刑
法
の
終
身
刑

の
代
わ
り
に
、
少
年
法
に
お
け
る
一

0
年
の
最
高
刑
を
可
能
に
す
る
手
段
が
あ
る
。
第
四
に
、
さ
ら
に
、
恩
赦
に
よ
っ
て
判
決
を
実
質
的

に
修
正
す
る
手
段
が
あ
る
。
そ
の
者
の
社
会
的
予
後
が
よ
い
限
り
、
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
を
一
五
年
か
ら
二

0
年
の
拘
禁
の
後

し
か
し
、
本
筋
と
し
て
は
、
ニ
―
一
条
の
合
理
的
解
釈
に
よ
っ
て
問
題
の
解
決
を
図
る
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
連
邦
憲
法
裁

判
所
は
、
比
例
性
の
原
則
に
方
向
づ
け
ら
れ
た
合
憲
的
解
釈
を
厳
格
解
釈
に
か
か
ら
し
め
た
。
そ
れ
に
は
、
ふ
た
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ

(340) 
る。 用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
軽
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

(4) 

（
三
五
五
）



的
評
価
を
避
け
よ
う
と
す
る
趣
旨
に
出
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

一
般
化
可
能
な
原
則
判

①
第
一
は
、
あ
ら
ゆ
る
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
特
別
の
非
難
性
に
遡
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
型
の
修
正

(311) 

(
T
y
p
e
n
k
o
r
r
e
k
t
u
r
)

を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
の
類
型
修
正
と
は
、
動
機
を
も
含
む
全
体
的
観
察
を
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
謀
殺
」
と
し
て
の
そ
の
行
為
の
評
価
が
な
く
な
る
こ
と
は
な
い
か
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
中
に
は
、
ま
ず
、
と
く
に

、
、
、
、
、

非
難
す
べ
き
殺
人
を
謀
殺
と
し
、
非
難
性
は
、
行
為
者
の
低
劣
な
心
情
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
る
と
す
る
伝
統
的
な
見
解
が
あ
る
。
第

ニ
に
、
ナ
チ
の
行
為
者
類
型
論
が
あ
る
。
第
三
に
、
行
為
者
の
危
険
性
を
基
準
に
す
る
見
解
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
行
為
者
の
人
格
の
道
徳

②
第
二
は
、
個
々
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
制
限
的
に
解
釈
す
る
方
法
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
背
信
性
」
の
本
質
は
「
と
く
に
非
難
す
べ
き

背
信
」
に
見
い
だ
し
、
あ
る
い
は
、
行
為
者
の
被
害
者
に
対
す
る
「
敵
対
的
意
思
方
向
」
を
前
提
と
す
る
と
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
あ

る
い
は
、
「
残
酷
性
」
に
「
無
感
情
な
、
温
か
み
の
な
い
心
情
」
を
要
求
す
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

先
に
紹
介
し
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
謀
殺
に
お
け
る
終
身
刑
は
、
裁
判
官
が
、
当
該
個
別
事
例
に
つ
き
「
意
味
の
あ
る
、
適

(342) 

正
な
刑
罰
」
の
原
則
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
に
の
み
、
合
憲
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
う
る
。
し
か
し
、
そ
の
際
、
ニ
―
一
条

の
こ
の
縮
小
解
釈
が
、
個
々
の
謀
殺
要
素
の
構
成
要
件
内
在
的
な
制
限
に
よ
っ
て
行
わ
れ
よ
う
が
、
全
体
評
価
的
な
類
型
修
正
に
よ
ろ
う

が
、
あ
る
い
は
構
成
要
件
と
法
的
効
果
の
間
の
比
例
性
を
樹
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
よ
う
が
、
そ
れ
は
判
例
に
委
ね
ら
れ
る
も
の

を
受
け
て
、

と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
連
邦
裁
判
所
に
、
ど
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
こ
の
規
定
の
欠
鋏
を
埋
め
る
か
は
任
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ

一
九
八
一
年
五
月
一
九
日
の
連
邦
裁
判
所
の
大
法
廷
決
毎
は
、
背
信
性
に
限
定
さ
れ
て
は
い
る
が
、

決
に
お
い
て
、
上
記
の
第
三
の
道
、
つ
ま
り
構
成
要
件
と
法
的
効
果
の
比
例
に
よ
る
限
定
の
道
を
歩
む
方
向
に
一
歩
踏
み
出
し
た
の
で

(344) 

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
全
体
的
類
型
修
正
を
否
定
し
て
、
個
々
の
要
素
の
中
で
の
み
厳
格
解
釈
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
が
、
他
方
で
、

関
法

九
八

五
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

例
外
的
に
責
任
を
軽
減
す
る
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
四
九
条
一
号
の
減
刑
枠
（
三
年
以
上
一
五
年
以
下
の
自
由
刑
）
を
適
用
す
る

可
能
性
が
生
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
的
効
果
の
絶
対
性
が
止
揚
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
判
例
に
お
い
て
は
、
理
由
は
、
た
だ
―
つ
挙

げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
そ
の
よ
う
な
例
外
的
な
事
情
に
は
、

じ
る
法
律
上
の
軽
減
事
由
（
四
九
条
一
号
）

九
九

と
同
じ
よ
う
な
効
果
が
与
え
ら
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
法
的
効
果
解

(345) 

決
方
式
」

(
R
e
c
h
t
s
f
o
l
g
e
n
l
o
s
u
n
g
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
学
説
に
お
い
て
は
、
一
部
に
は
こ
れ
に
賛
成
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し
、

(346) 

こ
の
方
式
を
採
用
し
た
判
例
に
対
す
る
批
判
が
強
い
こ
と
も
す
で
に
紹
介
し
た
。

法
的
効
果
解
決
方
式
の
解
釈
論
的
根
拠
と
そ
の
批
判

(347) 

ギ
ュ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
連
邦
裁
判
所
の
見
解
は
、
次
の
三
段
階
の
論
理
に
お
い
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
と
す
る
。
①
明
確
な
構

成
要
件
解
決
方
式
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
。
「
背
信
的
な
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
解
釈
は
、
結
局
、
あ
ま
り
に
不
明
確
に
な
る
か
、

そ
れ
と
も
、
あ
ま
り
に
厳
格
す
ぎ
て
必
要
な
態
様
を
す
べ
て
含
む
よ
う
解
釈
で
き
な
い
か
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
背
信
的
な
謀
殺
」

と
い
う
構
成
要
件
の
「
拡
張
」
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
の
基
本
的
決
定
か
ら
、
絶
対
的
法
定
刑
た
る
「
終
身
刑
」
に
ふ
さ
わ
し

く
な
い
よ
う
な
限
界
事
例
を
も
含
む
と
見
ざ
る
を
え
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
ニ
―
一
条
の
法
的
効
果
が
修
正
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

②
こ
の
法
的
効
果
解
決
方
式
は
、
憲
法
上
の
比
例
性
の
要
請
で
あ
る
。
③
四
九
条
一
項
一
号
の
意
味
に
お
け
る
「
異
常
な
事
情
」
と
い
う

超
法
規
的
刑
罰
軽
減
事
由
の
形
成
。
第
三
段
階
と
し
て
、
法
的
効
果
解
決
方
式
を
ど
の
よ
う
に
し
て
形
成
し
、
い
か
な
る
法
定
刑
が
適
用

で
き
る
の
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
大
法
廷
は
、
こ
れ
を
四
九
条
一
項
一
号
に
求
め
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
根
拠
づ
け
は
、

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
「
『
異
常
な
事
情
』
に
は
、
特
定
の
責
任
減
少
事
由
の
考
慮
か
ら
生
じ
る
法
規
上
の
軽
減
事
由
よ

り
も
、
少
な
い
効
果
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
点
に
尽
き
て
い
る
。

(5) 

（
三
五
七
）

一
定
の
責
任
軽
減
的
な
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
か
ら
生



ド
イ
ツ
刑
法
ニ
―
一
条
の
謀
殺
罪
は
、
ナ
チ
犯
罪
追
及
に
お
い
て
最
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
強
調
す
る
ま
で
も
な
い
。
も

(

a

)

 

ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
け
る
謀
殺
罪
の
意
義

ま
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
。

,＇， 6
 

＇
し

ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
け
る
謀
殺
構
成
要
件

第
四
二
巻
第
二
号

（
三
五
八
）

(348) 

こ
れ
に
対
す
る
批
判
は
、
五
つ
の
テ
ー
ゼ
に
要
約
さ
れ
る
。
①
「
法
的
効
果
解
決
方
式
」
は
、
殺
人
構
成
要
件
と
そ
の
法
定
刑
の
法
規

上
の
体
系
に
評
価
矛
盾
を
惹
き
起
こ
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
解
決
方
式
に
よ
れ
ば
、
「
謀
殺
者
」
の
方
が
、
「
故
殺
者
」
よ
り
有
利
に
取
り
扱

わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
②
「
法
的
効
果
解
決
方
式
」
は
、
バ
ラ
ン
ス
を
失
し
て
謀
殺
の
烙
印
を
押
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

構
成
要
件
解
決
方
式
と
比
較
す
る
と
、
こ
の
解
決
で
は
、
謀
殺
の
構
成
要
件
に
は
該
当
す
る
が
、
法
的
効
果
の
み
が
減
刑
さ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
③
「
法
的
効
果
解
決
方
式
」
は
、
目
的
論
的
概
念
形
成
の
根
本
原
則
を
無
視
す
る
。
構
成
要
件
上
の
刑
罰
威
嚇
の
種
類
や
程
度
は
、

構
成
要
件
前
提
の
解
釈
に
影
響
を
与
え
る
も
の
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
成
要
件
と
法
的
効
果
の
輪
が
、
こ
の
方
式
の
採
用

に
よ
っ
て
破
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
④
「
法
的
効
果
解
決
方
式
」
は
、
刑
事
裁
判
官
の
法
発
見
の
限
界
を
越
え
る
。
大
法
廷
は
、
法
に
不

備
が
あ
り
、
そ
れ
を
補
充
す
る
た
め
に
、
こ
の
方
式
を
採
用
す
る
も
の
と
す
る
。
し
か
し
、
法
が
不
完
全
で
あ
る
と
い
う
に
は
、
ニ
―
―

条
の
文
言
や
趣
旨
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
を
尽
く
し
て
背
信
性
概
念
の
厳
格
解
釈
が
試
み
ら
れ
た
の
ち
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
大
法
廷

が
そ
れ
を
尽
く
し
た
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
試
み
は
、
学
説
や
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
多
数
行
わ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
⑤
「
法
的
効
果
解
決
方
式
」
は
、
法
実
務
の
要
求
に
矛
盾
す
る
。
三
年
の
有
期
自
由
刑
に
ま
で
軽
減
さ
れ
る
要
件
た
る
「
異

常
な
事
情
」
の
存
否
の
基
準
が
そ
も
そ
も
曖
昧
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
も
そ
も
背
信
的
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
行
為
事
情
と
量
刑
に
と
り
重

要
な
「
異
常
な
事
情
」
と
を
厳
密
に
区
別
で
き
る
か
も
疑
わ
し
い
。
さ
ら
に
、
そ
の
他
の
謀
殺
要
素
へ
の
法
的
効
果
解
決
方
式
の
影
響
も

関
法

1
0
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

「
残
酷
な
実
行
方
法
」
の
四
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。

う
ひ
と
つ
の
重
要
な
犯
罪
類
型
は
、
二
ニ
―
条
の
故
殺
で
あ
る
。
現
行
ド
イ
ツ
刑
法
に
は
、
そ
の
他
に
民
族
殺

(
V
o
l
k
e
r
m
o
r
d
)

に
な
ら
な
い
。
謀
殺
の
刑
は
、
絶
対
的
に
終
身
自
由
刑
で
あ
る
の
に
対
し
、
故
殺
の
最
低
刑
は
、
五
年
で
あ
り
、
終
身
自
由
刑
は
、
こ
の

中
で
も
き
わ
め
て
重
い
も
の
し
か
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
両
犯
罪
に
お
い
て
、
時
効
期
間
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
注
意
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
当
時
、
謀
殺
は
三

0
年
、
故
殺
は
、

効
が
完
成
し
た
以
降
は
、
最
終
的
に
時
効
の
廃
止
さ
れ
た
謀
殺
罪
の
み
が
、
そ
の
後
の
ナ
チ
犯
罪
追
及
の
手
段
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、

か
ら
、

ナ
チ
犯
罪
を
軽
く
処
罰
し
よ
う
と
す
る
要
求
と
の
間
に
葛
藤
が
生
ま
れ
る
。
そ
れ
は
、
謀
殺
罪
の
解
釈
論
以
外
の
、
共
犯
論
や
責

任
論
、
あ
る
い
は
緊
急
避
難
論
を
も
巻
き
込
ん
だ
解
釈
論
の
展
開
に
つ
な
が
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
解
釈
論
の

展
開
は
、
も
ち
ろ
ん
、
謀
殺
罪
の
構
成
要
件
解
釈
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
。
先
に
紹
介
し
た
謀
殺
罪
の
解
釈
を
め
ぐ
る
一
般
論
を
前
提
に

し
な
が
ら
、

さ
て
、

(
b
)
 

定
が
あ
る

1
0
 

の
規

（
ニ
ニ

0
条

a
)
が
、
こ
れ
は
一
九
五
四
年
に
創
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
遡
及
処
罰
の
禁
止
か
ら
こ
の
条
文
の
適
用
は
問
題

二
0
年
が
時
効
完
成
期
間
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
効
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
故
殺
の
時

ナ
チ
犯
罪
処
罰
の
た
め
の
手
段
が
謀
殺
罪
で
あ
る
が
、
謀
殺
罪
の
法
定
刑
が
絶
対
的
終
身
刑
で
あ
る
と
こ
ろ

ナ
チ
犯
罪
と
の
関
係
に
お
い
て
個
々
の
構
成
要
件
要
素
の
詳
し
い
解
釈
論
を
検
討
す
る
の
が
、
こ
こ
で
の
課
題
で
あ
る
。

謀
殺
罪
の
要
件
の
解
釈

ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
事
案
に
つ
き
謀
殺
の
構
成
要
件
要
素
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
謀
殺
と
し
て

絶
対
的
刑
罰
を
科
す
る
こ
と
を
避
け
、
ニ
―
二
条
の
故
殺
と
し
て
よ
り
広
い
法
定
刑
の
選
択
の
余
地
を
与
え
よ
う
と
さ
れ
た
。
謀
殺
の
要

件
と
し
て
ナ
チ
犯
罪
処
罰
に
お
い
て
問
題
に
な
る
の
は
、
「
謀
殺
嗜
好
」
「
そ
の
他
低
劣
な
動
機
」
「
背
信
的
な
実
行
方
法
」
、
な
ら
び
に

こ
れ
に
反
し
て
、
加
重
的
な
動
機
の
中
で
も
、
「
所
有
欲
」
、
す
な
わ
ち
、
「
と
く
に
高
め
ら
れ
た
物
欲
」
は
、
出
撃
隊
や
強
制
収
容
所

（＝―-五九）



肯
定
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。

謀
殺
嗜
好 第

四
二
巻
第
二
号

で
の
犯
行
の
動
機
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
付
随
的
な
結
果
と
し
て
所
有
物
や
宝
石
、
金
歯
な
ど
を
と
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
、

(349) 

か
れ
ら
の
行
為
の
本
来
の
動
機
で
は
な
い
。
同
様
に
し
て
「
性
欲
の
満
足
」
も
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
種
の
動
機
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
極

ま
れ
な
場
合
で
あ
る
。
「
謀
殺
嗜
好
」
に
つ
い
て
は
事
情
が
異
な
る
。

以
下
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
に
つ
い
て
詳
し
く
検
討
し
て
お
こ
う
。

-350) 

「
謀
殺
嗜
好
」
は
、
行
為
者
が
、
「
人
間
の
生
命
の
根
絶
に
反
自
然
的
な
喜
ひ
」
を
感
じ
て
犯
行
を
な
し
た
と
き
に
充
足
さ
れ
る
。
た

ん
な
る
生
命
の
軽
視
で
は
十
分
で
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
軽
視
は
、
あ
ら
ゆ
る
殺
人
に
見
ら
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
連

邦
裁
判
所
の
こ
の
定
義
に
よ
れ
ば
、
上
か
ら
命
令
す
る
機
関
、
つ
ま
り
、
机
上
殺
人
者

(Schreibtischtiiter)

に
は
、
こ
の
謀
殺
嗜
好

は
実
際
的
に
は
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
害
者
か
ら
距
離
が
あ
る
の
で
、
実
際
上
、
こ
の
謀
殺
嗜
好
の
証
明
は
む
づ

か
し
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
犯
行
に
対
し
て
た
だ
「
〔
命
令
書
と
い
う
〕
紙
を
通
じ
た
関
係
」

(
p
a
p
i
e
r
e
n
e

B
e
z
i
e
h
u
n
g
)

し
か
な
い
た
め
に
、
人
間
の
生
命
の
抹
殺
に
直
接
の
喜
び
が
抱
か
れ
る
こ
と
は
ま
れ
だ
か
ら
で
あ
る
。
比
較
的
下
層
の
実

行
機
関
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
頻
繁
に
殺
害
の
動
機
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
謀
殺
欲
と
い
う
動
機
の
内
面
的
事
実
は
、
そ
れ
に
対
応
す

る
表
現
が
証
明
で
き
る
か
、
殺
人
の
種
類
や
方
法
に
よ
っ
て
推
定
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
全
く
無
感
情
に
、
機
械
の
よ
う
に
被

害
者
を
殺
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
、
謀
殺
欲
か
ら
実
行
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
早
計
で
あ
る
。
感
情
の
な
い
こ
と
は
、
必
ず
し
も
ま
だ

（涸）

人
間
の
生
命
の
抹
殺
に
対
す
る
「
反
自
然
的
な
喜
び
」
で
は
な
し
。
判
例
に
お
い
て
は
、
ナ
チ
犯
罪
に
関
し
て
は
、
こ
の
謀
殺
嗜
好
は
、

関
法

一
九
六
六
年
五
月
一
七
日
の
連
邦
裁
判
所
の
判
決
に
お
い
て
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

証
人
に
よ
れ
ば
「
被
告
人
は
非
常
に
義
務
意
識
の
強
い
、
き
っ
ち
り
し
た
警
察
官
だ
」
と
証
言
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
他
の

1
0
 

六
0
)



(352) 

暴
行
は
証
明
さ
れ
え
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
被
告
人
に
は
、
謀
殺
嗜
好
を
認
め
る
十
分
な
理
由
も
支
点
も
見
出
せ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。

第
四
六
回
法
曹
大
会
に
お
い
て
も
、
参
加
者
は
、
そ
の
決
議
の
中
で
、
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
謀
殺
と
故
殺
の
区
別
に
あ
た
っ
て
全
く
考

函）

慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
警
告
を
発
し
て
い
る
。

低
劣
な
動
機

動
機
が
低
劣
で
あ
る
と
は
、
そ
れ
が
、
非
難
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
越
え
て
、
「
と
く
に
唾
棄
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
か
く
し
て
判
例
に
お
い
て
も
、
低
劣
な
動
機
は
、
殺
人
の
動
機
と
し
て
唾
棄
す
べ
き
、
最
低
の
段
階
の
も
の
で
あ
る
よ
う
な
動

機
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
困
。
こ
れ
は
、
謀
殺
嗜
好
よ
り
も
頻
繁
で
あ
り
、
容
易
に
証
明
さ
れ
う
る
も
の
と
さ
れ
て
い
敲
。
ま
ず
、
争
わ
れ

て
い
る
の
は
、
政
治
的
動
機
が
、
こ
の
よ
う
な
唾
棄
す
べ
き
内
容
を
も
つ
か
ど
う
か
で
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
政
治
的
動
機
は
人
間
の

殺
害
に
つ
な
が
れ
ば
、
と
く
に
倫
理
的
に
唾
棄
す
べ
き
も
の
と
評
価
さ
れ
和
。
第
二
に
、
低
劣
な
動
機
が
、
個
人
た
る
被
害
者
に
対
す
る

特
別
の
動
機
で
は
な
く
し
て
、
集
団
や
、
集
合
体
に
対
す
る
動
機
が
存
在
す
る
と
き
に
は
、
存
在
し
な
い
か
ど
う
か
が
、
問
題
に
な
り
う

る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

(
G
e
f
o
l
g
s
c
h
a
f
t
s
t
r
e
u
e
)
 

人
種
嫌
悪
が
低
劣
な
動
機
で
あ
る
か
ど
う
か
、
こ
の
人
種
嫌
悪
に
お
け
る
服
従
や
「
服
従
忠
実
」

と
い
う
動
機
が
、
と
く
に
唾
棄
す
べ
き
も
の
と
言
い
う
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
シ
ュ
ト
ッ
ク
は
、
人
種
フ
ァ

シ
ズ
ム
と
い
う
疑
似
宗
教
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
褐
色
の
理
想
主
義
」
も
一
種
の
理
想
主
義
で
あ
り
、
低
劣
な
動
機
は
、
そ
の
よ
う
な
疑

(357) 

似
宗
教
的
な
動
機
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ウ
マ
ン
は
、
あ
る
動
機
が
倫
理
的
に
と
く
に
唾
棄
す
べ
き

も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
合
理
的
・
道
徳
的
な
人
間
の
立
場
か
ら
判
断
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
人
種
狂
信
者
の
立
場
か
ら
で
は
な
い

と
反
論
す
る
。
人
種
嫌
悪
は
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
そ
れ
が
、
別
種
の
人
間
の
殺
害
を
要
求
し
た
と
き
、
倫
理
的
に
唾
棄
す
ぺ
き
態
度
と
な

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
ゆ

以
上
で
挙
げ
た
個
別
の
動
機
と
な
ら
ん
で
、

(8) 

（
三
六
一
）

一
般
条
項
的
に
、
そ
の
他
の
「
低
劣
な
動
機
」
か
ら
行
為
し
た
場
合
に
も
謀
殺
と
さ
れ
る
。

1
0
三
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る
。
連
邦
裁
判
所
の
決
定
に
お
い
て

‘g‘
ヽ
「
低
劣
な
動
機
か
ら
行
為
す
る
の
は
、
た
だ
、

ユ
ダ
ヤ
人
を
人
種
嫌
悪
か
ら
殺
害
す
る
行
為
者

の
み
な
ら
ず
、
ナ
チ
の
権
力
者
の
人
種
嫌
悪
を
自
分
の
人
格
に
つ
き
共
有
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
を
自
分
の
行
為
の
ゆ
え
に
刑
事
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
期
待
し
て
、
利
用
し
た
も
の
も
含
ま
れ
る
」
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
少
な
く
と
も
、
総
統
の
命
令
に
内

面
的
に
同
調
し
て
い
る
場
合
、
人
種
的
に
別
種
の
者
の
殺
人
が
、
自
ら
の
確
信
か
ら
、
ま
た
は
、
「
命
令
さ
れ
た
確
信
」
に
関
す
る
服
従

(359) 

忠
実
か
ら
賛
同
し
、
そ
し
て
こ
の
賛
同
が
殺
人
行
為
の
動
機
で
あ
っ
た
場
合
、
低
劣
な
動
機
は
与
え
ら
れ
る

U

こ
の
よ
う
に
、
「
人
種
憎
悪
」
「
人
種
的
理
由
」
か
ら
殺
害
し
た
場
合
に
、
低
劣
な
動
機
に
あ
て
は
ま
る
と
す
る
に
、
そ
う
著
し
い
困
難

が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
人
種
的
に
価
値
が
低
い
」
と
み
な
し
て
殺
害
す
る
こ
と
も
そ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
連
邦

裁
判
所
は
、
行
為
者
が
、
人
種
憎
悪
な
し
に
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
殺
人
を
実
行
し
た
場
合
に
も
、

一
定
の
条
件
の
下
で
低
劣
な
動
機
を
肯

被
告
人
W
は
、
当
時
、
衛
生
中
隊
の
一
等
兵
で
あ
っ
た
が
、
中
隊
に
通
訳
と
し
て
所
属
し
て
お
り
一
般
に
ユ
ダ
ヤ
人
だ
と
み

な
さ
れ
て
い
た
G
と
い
う
名
前
の
戦
争
捕
虜
を
ピ
ス
ト
ル
で
射
殺
し
た
。
こ
の
行
為
は
、
そ
の
時
不
在
で
あ
っ
た
そ
の
中
隊
の
隊
長
を
代

理
し
て
い
た
軍
曹
H
の
命
令
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。
陪
審
裁
判
所
は
、

H
を
故
殺
と
し
て
―
―
一
年
の
重
懲
役
に
処
し
、

W
を
無
罪
と
し

た
。
検
察
官
は
、
謀
殺
を
主
張
し
て
上
告
し
た
。
そ
の
際
、
検
察
官
は
、
原
審
は
、
「
背
信
性
」

(Heimti.icke)

と
い
う
構
成
要
件
要
素

に
と
っ
て
は
、
特
殊
な
事
案
に
お
い
て
は
、
被
害
者
の
無
知
覚
を
利
用
す
る
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
保
護
の
用
意
の
あ
る
第
三
者
の
無
知
覚

を
利
用
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
被
害
者
の
特
別
の
無
防
備
も
問
題
と
な
り
う
る
こ
と
を
看
過
し
て
い
る
と

主
張
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
被
告
人
は
、
上
官
た
る
軍
曹
H
の
不
在
中
を
利
用
し
て
被
害
者
を
殺
害
し
た
か
ら
で
あ
る
。

〔
事
実
〕

①
連
邦
裁
判
所
一
九
六
二
年
一

0
月
二
日
判
決

定
し
て
い
る
。

関
法

1
0
四

六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

構
成
要
件
要
素
が
充
足
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

〔
判
旨
〕

1
0
五

六
三
）

本
法
廷
は
、
こ
の
考
察
に
は
同
調
し
え
な
い
。
戦
時
捕
虜
G
は
、
小
さ
な
子
供
の
よ
う
に
、
無
知
覚
の
状
態
に
あ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
。
被
害
者
が
眠
っ
て
い
る
と
か
無
意
識
状
態
に
あ
る
と
か
の
よ
う
に
自
ら
防
衛
で
き
な
い
と
き
に
の
み
「
背
信
的
」
な
と
い
う

こ
れ
に
対
し
て
原
審
が
被
告
人
の
行
為
が
「
低
劣
な
動
機
」
か
ら
行
わ
れ
た
こ
と
を
否
定
し
た
点
は
、
検
討
が
十
分
で
な
い
。
原
審
は
、

被
告
人
が
中
隊
長
の
ユ
ダ
ヤ
人
友
好
的
な
態
度
と
は
逆
に
、
人
種
嫌
悪
の
思
想
に
満
ち
た
犯
罪
的
な
国
家
指
導
部
の
賛
成
を
得
ら
れ
る
こ

と
を
計
算
し
て
い
た
が
ゆ
え
に
、
そ
の
行
為
を
お
こ
な
っ
た
と
し
て
も
危
険
を
冒
す
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
処
罰
さ
れ
る
こ
と
も
な
い

と
予
期
し
て
犯
行
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
被
告
人
は
、
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
毒
さ
れ
、

ユ
ダ
ヤ
人
や
外
国
人
を
低
く
評
価
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
理
由
も
な
く
ス
パ
イ
の
嫌
疑
を
か
け
た
人
間
を
殺
害
す
る
「
権
限
」
が
あ
る
の
だ
と
演
繹
す
る
と
き
に
だ
け
、
低
劣
な
動
機

か
ら
行
為
し
た
の
で
な
く
、
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
、
そ
の
行
為
の
と
き
に
、
そ
れ
が
彼
の
犯
罪
的
行
為
態
様
が
不
利
に
取
り
扱
わ
れ
る

結
果
か
ら
守
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て
、
計
算
づ
く
で
利
用
し
た
と
き
も
、
低
劣
な
動
機
か
ら
行
為
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
判
決
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
が
「
人
種
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
か
ら
行
為
し
た
と
い
う
こ
と
に
す
れ
ば
、
自
分
の
責
任
が
軽
く
な
る
と
考

え
て
計
算
し
て
こ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
利
用
し
た
場
合
で
も
、
「
低
劣
な
動
機
」
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
バ
ウ
マ
ン

は
、
こ
の
場
合
の
人
種
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
利
用
す
る
と
い
う
動
機
は
、
少
な
く
と
も
理
解
可
能
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
動
機
と
行
為
と
の

不
均
衡
が
著
し
い
ほ
ど
、
低
劣
な
動
機
で
あ
る
と
い
う
一
般
的
原
則
か
ら
す
れ
ば
、
殺
し
て
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
殺
人
よ
り
は
、
ま
だ

低
劣
と
は
い
え
な
い
の
で
は
な
い
か
と
し
て
い
酎
。
こ
の
よ
う
な
人
種
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
利
用
す
る
事
案
は
、
一
九
六
四
年
七
月
七
日
の

未
公
刊
の
連
邦
裁
判
所
の
判
涎
に
お
い
て
も
現
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
「
ユ
ダ
ヤ
人
を
人
種
嫌
悪
か
ら
殺
害
し
た
も
の
だ
け
が
低
劣
な

動
機
か
ら
行
為
し
た
の
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
の
刑
法
上
の
責
任
を
免
れ
る
た
め
に
、

ナ
チ
の
権
力
者
の
人
種
嫌
悪
を
意
識
的
に
利
用
し
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四
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け
で
は
、
ま
だ
低
劣
な
動
機
と
は
言
え
な
い
と
す
る
。
「
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
期
待
は
、
法
律
の
意
味
に
お
い
て
特
に
非
難
す
べ
き

逆
に
、
人
種
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
、
他
の
目
的
の
陰
に
偽
装
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
次
の
判
例
は
、
そ
れ
が
軍
事
的
必
要
性
の
陰
に
隠

さ
れ
た
事
案
で
あ
る
。

軍
事
的
必
要
性
と
低
劣
な
動
機

ハ
ナ
ッ
ク
も
、
責
任
を
免
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
、
人
種
嫌
悪
を
利
用
し
た
だ

一
九
六
三
年
七
月
ニ
―
日
の
フ
ラ
イ
プ
ル
ク
陪
審
裁
判
所

(
S
c
h
w
u
r
g
e
r
i
c
h
t
)

の
判
決
で
は
、

ソ
連
へ
の
侵
略
の
際
に
行
わ
れ
た
犯

罪
は
謀
殺
と
は
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
悪
評
高
い
「
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
命
令
」
に
も
、
軍
事
的
必
要
性
は
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
そ
れ
自
体
確
認
は
で
き
な
い
が
、
と
も
あ
れ
可
能
的
な
行
為
者
と
し
て
の
ヒ
ト
ラ
ー
に
お
い
て
さ
え
も
、

彼
が
「
バ
ル
バ
ロ
ッ
サ
命
令
』
を
発
布
す
る
と
き
に
、
低
劣
な
動
機
か
ら
行
為
し
た
と
い
う
認
定
は
、
確
実
に
当
た
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
嫌
疑
が
あ
る
と
い
う
だ
け
で
裁
判
所
の
手
続
を
経
ず
し
て
人
間
の
殺
害
を
命
じ
た
と
い
う
こ
と
で
こ
の
命
令
が
目
指
し
た
重
大
な

不
法
が
、
そ
の
発
布
に
対
す
る
動
機
を
、
な
お
直
ち
に
、
刑
法
ニ
―
一
条
の
意
味
に
お
け
る
低
劣
な
動
機
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
行
為

者
に
と
っ
て
は
、
敵
で
あ
る
ロ
シ
ア
人
の
人
種
的
侮
蔑
、
例
え
ば
、
『
ア
ジ
ア
人
た
る
下
等
人
間
』
だ
と
い
う
表
象
も
、
そ
の
よ
う
な
命

令
の
発
布
に
対
す
る
動
機
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
万
一
確
認
さ
れ
た
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
評
価
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
認
定
は
、
必
要
な
確
実
性
を
も
っ
て
は
行
わ
れ
え
な
い
」
。
か
く
し
て
、
裁
判
所
は
、
軍
事
的
必
要
性
の
観
点
が
、

本
件
の
殺
害
の
動
機
で
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
が
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
で
「
低
劣
な
動
機
」
を
肯
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
す
（
砂
゜

②
 

場
合
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

た
者
も
、
そ
う
で
あ
る
」
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、

関
法

1
0
六
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六
四
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ロ
ー
ト
ハ
ウ
ク
博
士

(Dr.
R
o
t
h
a
u
g
)
 

で
あ
っ
た
。

〔
判
旨
〕

新
た
に
な
さ
れ
る
べ
き
認
定
に
基
づ
い
て
、
陪
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
の
行
為
の
動
機
に
も
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
も

し
被
告
人
が
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
が
ユ
ダ
ヤ
人
と
し
て
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
よ
れ
ば
「
無
に
等
し
い
」
、
従
っ
て
違
法
な
有
罪

判
決
を
下
し
て
も
何
ら
危
険
は
な
く
、
と
く
に
刑
事
裁
判
所
に
よ
る
訴
追
の
危
険
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
気
休
め
を
見
出
し
て
い
た
な
ら

ば
、
そ
こ
に
は
、
低
劣
な
動
機
が
あ
る
だ
ろ
う

(vgl.
B
G
H
S
t
 18
,
 3
7
)

。

低
劣
な
動
機
に
つ
い
て
は
、
判
例
に
よ
る
と
次
の
よ
う
な
公
式
が
用
い
ら
れ
る
。
「
恣
意
的
に
他
人
の
生
殺
与
奪
の
権
を
握
る
者
と

な
っ
た
者
は
、
そ
の
者
が
、
そ
の
者
に
よ
っ
て
初
め
か
ら
そ
の
生
命
に
つ
い
て
決
定
さ
れ
る
者
が
、
何
ら
の
意
味
も
な
い
、

の
者
が
『
た
ん
な
る
ユ
ダ
ヤ
人
』

で
あ
り
、
ま
た
は
そ
の
他
、
無
に
等
し
い
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
す
る
と
き
、
低
劣
な
動
機

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

二
年
の
自
由
刑
に
処
し
た
。
両
名
は
、

〔
事
実
〕

③
 ハ

ナ
ッ
ク
は
、
こ
れ
に
つ
き
、

ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
虜
に
な
り
、
そ
れ
を
根
拠
と
し
て
殺
害
し
た

(364) 

場
合
に
は
、
権
力
者
の
「
低
劣
な
動
機
」
を
継
承
し
た
の
だ
と
す
る
の
が
一
貫
し
て
い
る
と
評
釈
し
て
い
る
。

連
邦
裁
判
所
は
、
さ
ら
に
、

被
害
者
を
、
「
無
」
に
等
し
い
と
み
な
し
、
刑
事
訴
追
を
受
け
る
危
険
は
な
い
と
確
信
し
て
行
為
を
行
っ
た
と
き
も
、
低
劣
な
動
機
が
存

在
す
る
と
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
行
為
者
が
、

い
わ
ゆ
る
「
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
事
件
」
に
お
い
て
、
被
告
人
が
、
ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
従
っ
て
、

連
邦
裁
判
所
一
九
七

0
年
七
月
ニ
―
日
判
麺

原
審
は
、
被
告
人
フ
ェ
ル
バ
ー
博
士

(Dr.
F
e
r
b
e
r
)
 

1
0
七

と
ホ
フ
マ
ン
博
士

(
D
r
•
H
o
f
m
a
n
n
)
 

六
五

を
故
殺
と
し
て
三
年
お
よ
び

一
九
四
二
年
三
月
二
二
日
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
商
人
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
を
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
長
官

に
指
揮
さ
れ
た
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
特
別
裁
判
所
に
お
い
て
人
種
恥
辱
と
し
て
死
刑
に
処
し
た
の

つ
ま
り
、
そ



と
く
に
、
低
劣
な
動
機
に
よ
る
か
ど
う
か
が
統
一
的
で
な
い
の
が
、
政
治
的
な
敵
対
者
を
殺
害
す
る
場
合
で
あ
る
。
裁
判
所
は
、
部
分

的
に
の
み
政
治
的
動
機
か
ら
の
殺
人
を
低
劣
な
動
機
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
連
邦
裁
判
所
は
、
政
治
的
・
人
種
的
不
寛
容
性
が
存
在

連
邦
裁
判
所
一
九
五
二
年
一
月
二
二
日
判
渕

い
わ
ゆ
る
「
レ
ー
ム
一
揆
」
を
切
っ
か
け
に
、
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
で
も
S
S
に
よ
っ
て
多
数
の
逮
捕
者
を
出
し
た
。

に
も
認
め
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
正
犯
者
の
動
機
は
、
共
犯
者
た
る
被
告
人
達
に
は
帰
属
さ
れ
な
い
。

最
高
裁
判
所

(
O
G
H
)

的
共
同
体
へ
の
所
属
の
み
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
区
別
す
る
。

一九＝―

四
年
七
月
一
日
か
ら
二
日
の
夜
に
か
け
て
、
逮
捕
さ
れ
た
四
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
路
上
で
射
殺
さ
れ
た
。
被
告
人
B
は、

S
S
の
歩
兵
突
撃

隊
の
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、
被
告
人
た
る
部
下
の
G
に
、
四
人
を
輸
送
中
「
逃
亡
し
た
」
と
し
て
背
後
か
ら
射
殺
す
る
よ
う
命
じ
た
の
で

熟
慮
に
よ
る
殺
害
は
、
正
犯
の
計
画
か
ら
生
じ
る
。
正
犯
者
の
表
象
に
よ
れ
ば
、
四
人
は
、
低
劣
な
動
機
か
ら
も
殺
害
さ
れ

た
。
つ
ま
り
、
政
治
的
・
人
種
的
不
寛
容
と
思
い
上
が
り
、
ま
た
ナ
チ
党
の
政
治
的
を
威
嚇
す
る
た
め
に
殺
害
し
た
こ
と
を
原
審
は
正
当

は
、
殺
害
へ
の
切
っ
か
け
が
、
被
害
者
の
政
治
的
態
度
で
あ
っ
た
か
、
被
害
者
の
政
治
的
、
宗
教
的
、
人
種

低
劣
な
動
機
の
存
在
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
、
裁
判
所
は
、
明
確
な
基
準
を
示
し
え
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
、
行
為
者
の
心
理
状
況

国
家
が
被
害
者
に
対
し
て
み
と
め
た
地
位
、

に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
彼
の
行
為
の
動
機
は
、
し
ば
し
ば
国
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
調
和
し
て
い
た
の
で
あ
り
、

(368) 

つ
ま
り
「
民
族
有
害
分
子
」
で
あ
る
と
い
う
そ
れ
に
対
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

〔
判
旨
〕

あ
っ
た
。
原
審
は
、
被
告
人
達
を
謀
殺
割
助
で
有
罪
と
し
た
。

〔
事
実
〕

④
 

し
た
と
き
に
謀
殺
で
あ
る
と
す
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

(366) 

か
ら
行
動
す
る
も
の
で
あ
る
」
。

関
法

1
0
八

六
六
）



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

問
題
が
あ
る
。

ク
に
よ
れ
ば
、
こ
の
困
難
性
は
、
結
局
、
「
行
為
者
達
が
、

「
背
信
性
」
の
意
味
内
容

ナ
チ
犯
罪
が
、
「
背
信
的
な
」
殺
人
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
該
当
す
る
か
ど
う
か
は
、

容
所
内
の
被
害
者
は
、
無
知
覚
で
な
い
こ
と
は
あ
る
が
、

1
0
九

（
三
六
七
）

逆
に
、
こ
の
国
家
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
動
機
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
、
決
定
的
な
決
め
手
と
は
な
ら
な
い
の
は
、
そ
れ
が
、
た
ん
な
る
隠

れ
蓑
で
あ
っ
て
、
真
の
動
機
は
、
個
人
的
な
別
の
も
の
で
あ
り
う
る
と
い
う
考
察
を
消
し
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ハ
ナ
ッ

ナ
チ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
、
国
家
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
た
抹
殺
と
い
う
恐

(369) 

る
べ
き
機
構
に
囚
わ
れ
て
い
た
が
ゆ
え
に
の
み
、
行
為
に
至
っ
た
の
だ
」
と
考
え
ら
れ
る
点
に
由
来
す
る
。

(370) 

と
く
に
む
づ
か
し
い
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

行
為
の
実
行
に
あ
た
っ
て
「
背
信
性
」
が
認
め
ら
れ
た
ナ
チ
犯
罪
裁
判
は
、
比
較
的
少
な
い
。
通
説
は
、
被
害
者
の
無
知
覚
お
よ
び
無
防

備
を
利
用
す
る
こ
と
と
定
義
し
て
い
酎
。
し
か
し
、
連
邦
裁
判
所
の
ス
タ
シ
ン
ス
キ
ー
判
淀
で
は
、
理
由
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
背
信
性

と
は
、
無
知
覚
ま
た
は
無
防
備
で
十
分
だ
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
拡
大
解
釈
に
対
し
て
は
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
確
か
に
収

つ
ね
に
無
防
備
だ
と
は
言
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
つ
ね
に
背
信
的
だ
と
い
う
こ

、
、
、
、
、
、
、

と
に
な
ろ
う
。
逆
に
、
背
信
性
概
念
を
狭
く
解
し
、
行
為
者
と
被
害
者
の
間
に
特
別
の
信
頼
関
係
が
存
在
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
背
信
性

(373) 

の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
充
足
す
る
と
す
る
説
が
有
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
従
う
と
、
ユ
ダ
ヤ
人
や
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
と
S
S
隊
員
や

s
c隊
員
と
の
間
に
信
頼
関
係
な
ど
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
出
撃
隊
や
強
制
収
容
所
殺
人
に
は
、
背
信
性
が
否
定
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う

こ
の
よ
う
に
、
「
背
信
性
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
被
害
者
の
無
知
覚
お
よ
び
そ
れ
に
も
と
づ
く
無
防
備
を
意
識
的
に
利
用
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
柔
軟
な
解
釈
が
で
き
ず
、
従
っ
て
、
厳
格
な
解
釈
も
困
難
で
あ
る
。
無
知
覚
で
あ
る
の
は
、
行
為
の

(

a

)

 

①

背

信

性



第
四
二
巻
第
二
号

時
点
で
行
為
者
の
側
か
ら
の
攻
撃
を
予
期
し
な
い
者
で
あ
る
。
こ
の
無
知
覚
に
も
と
づ
い
て
、
防
衛
の
機
会
を
も
た
ず
、
ま
た
は
そ
の
可

能
性
が
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
被
害
者
は
、
無
防
備
で
あ
る
。
無
知
覚
と
無
防
備
の
こ
の
因
果
関
係
は
、
被
害
者
が
攻
撃
者
を
含
め
て

両
者
が
無
知
覚
の
時
点
で
す
で
に
無
防
備
に
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
行
為
者
は
、
被
害
者
の
無
知
覚
、
無
防
備

(374) 

を
「
意
識
的
に
利
用
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
他
、
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
限
定
的
に
解
釈
す
る
た
め
、
判
例
の
中
に
は
、
行
為

(375) 

が
「
敵
対
的
意
思
方
向
」
を
要
求
す
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
被
害
者
の
た
め
に
と
考
え
て
殺
害
す
る
よ
う
な
場
合
を
除
く
た
め
で
あ

る
。
例
え
ば
、
同
死
（
共
同
自
殺
）
に
失
敗
し
た
場
合
に
謀
殺
を
適
用
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
小
さ
な
子
供
や
失
神
者
の
よ
う

に
被
害
者
が
体
質
的
に
見
て
無
知
覚
で
無
防
備
な
場
合
に
、
背
信
性
を
否
定
す
る
判
例
も
あ
る
。

(376) 

判
例
は
、
ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
「
背
信
的
な
」
動
機
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
つ
い
て
も
不
統
一
で
あ
る
。
被
害
者
の
「
無
知
覚
」

「
無
防
備
」
の
利
用
と
い
う
の
は
、
確
か
に
判
例
の
と
る
統
一
的
な
基
準
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
「
背
信
性
」
概
念
が
明
ら
か
に

な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
終
戦
間
近
に
、
強
制
収
容
所
か
ら
抹
殺
施
設
へ
と
ユ
ダ
ヤ
人
を
輸
送
す
る
際
に
、
行
進
で
き
な
い
囚

(317) 

人
を
前
か
ら
射
殺
し
た
者
は
、
被
害
者
の
無
知
覚
を
利
用
し
た
の
で
は
な
い
と
し
た
判
例
が
あ
り
、
逆
に
、
被
害
者
の
恐
怖
を
多
分
和
ら

(318) 

げ
る
た
め
に
背
後
か
ら
射
殺
し
た
者
を
、
ま
た
は
、
被
害
者
を
「
医
師
の
治
療
」
の
た
め
に
、
あ
る
部
屋
に
送
り
、
そ
こ
で
殺
害
し
た
と

(319) 

き
、
背
信
的
に
殺
害
し
た
と
し
た
判
例
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
不
適
切
な
結
論
を
避
け
る
た
め
、
こ
の
基
準
に
さ
ら
に
、
「
非
難
す
べ
き

(380)
、

動
機
」
を
加
え
る
判
例
が
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
は
、
被
害
者
に
対
す
る
敵
意
か
ら
の
行
為
を
要
求
し
ま
た
、
行
為
に
対
す
る
無
知
覚
・

(381) 

、
、
、
、
、

無
防
備
の
利
用
の
認
識
を
要
求
す
る
こ
の
主
観
的
要
素
を
要
求
す
る
最
後
に
掲
げ
た
判
例
を
詳
し
く
検
討
し
て
お
こ
う
。

連
邦
裁
判
所
一
九
五
四
年
五
月
五
日
判
決

(
B
G
H
S
t
6
,
 
1
2
0
)
 

(b) 
ナ
チ
犯
罪
に
お
け
る
「
背
信
性
」
の
内
容

関
法
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0
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

〔
判
旨
〕

一
九
四
四
年
一

0
月
に
、
武
装
S
S
の
隊
員
と
し
て
す
で
に
捕
ら
え
ら
れ
た
敵
の
飛
行
士
を
、
将
軍
の
一
般
的

命
令
の
遂
行
に
お
い
て
背
後
か
ら
射
殺
し
た
。
原
審
は
、
故
殺
で
有
罪
と
し
た
。

被
害
者
が
無
知
覚
で
あ
り
、
防
備
で
き
な
い
と
い
う
事
実
が
、
外
面
か
ら
見
て
、
背
信
的
な
殺
害
に
属
し
、
行
為
者
が
無
知

覚
・
無
防
備
を
知
り
、
犯
行
に
利
用
し
た
と
い
う
事
実
が
内
面
に
属
す
る
。
（
無
知
覚
・
無
防
備
の
意
識
的
利
用
と
い
っ
た
）
こ
の
よ
う

な
内
面
の
行
為
要
素
は
、
行
為
者
が
、
「
背
信
的
な
殺
害
で
あ
る
」
と
い
う
法
的
判
断
が
依
拠
す
る
事
情
を
、
意
識
に
切
迫
す
る
態
様
で

で
は
な
く
、
行
為
者
が
、
被
害
者
の
無
知
覚
・
無
防
備
と
行
為
遂
行
に
と
っ
て
の
そ
の
意
味
を
認
識
す
る
こ
と
な
し
に
、
た
ん
に
外
部
的

な
態
様
で
、
知
覚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
行
為
者
は
、
む
し
ろ
、
無
知
覚
・
無
防
備
を
利
用
し

た
と
い
う
非
難
が
根
拠
づ
け
ら
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
行
為
に
と
っ
て
の
そ
の
意
味
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
さ
に
こ
の
よ
う
な
背
信
的
な
実
行
行
為
の
主
観
的
側
面
が
、
裁
判
官
が
終
身
刑
を
規
定
す
る
謀
殺
罪
を
認
定
す
る
の
が
不
適
切
と
考

え
た
場
合
に
、
そ
れ
に
代
え
て
、
故
殺
罪
を
認
定
す
る
に
役
立
っ
て
い
る
。
コ
プ
レ
ン
ツ
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
上
の
連
邦
裁
判
所
の
事

案
と
全
く
類
似
の
事
案
に
お
い
て
、
つ
ま
り
、
あ
る
撃
た
れ
て
捕
ら
え
ら
れ
負
傷
し
た
ア
メ
リ
カ
人
の
飛
行
士
を
連
行
し
、
突
然
背
後
か

ら
警
告
も
な
し
に
射
殺
し
た
元
警
察
官
の
事
件
に
お
い
て
、
被
害
者
は
、
無
知
覚
で
無
防
備
で
は
あ
っ
た
が
、
内
面
の
状
態
は
証
明
で
き

(382) 

な
い
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
行
為
者
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
衝
動
的
に
行
為
し
た
か
も
知
れ
ず
、
ま
た
は
、
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
は
ど
っ
ち
み
ち

殺
害
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
虐
待
や
死
の
恐
怖
を
省
こ
う
と
し
た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

大
量
虐
殺
と
「
背
信
性
」

六
九
）

連
邦
裁
判
所
は
、
明
ら
か
に
、
ユ
ダ
ヤ
人
虐
殺
処
分
に
お
い
て
、
直
接
の
正
犯
は
、
背
信
的
に
殺
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

(383) 

か
ら
出
発
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
大
量
虐
殺
の
場
合
、
被
害
者
の
「
無
知
覚
」
は
あ
り
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
裁
判

(

C

)

 

〔
事
実
〕
被
告
人
は
、



第
四
二
巻
第
二
号

（
三
七

0
)

所
の
判
例
は
、
無
知
覚
に
背
信
性
の
本
質
的
要
素
を
見
出
し
、
無
防
備
を
本
質
的
な
も
の
と
み
な
い
の
で
あ
る
が
、
最
近
ま
で
、
こ
の
無

（紺）

知
覚
が
は
、
行
為
の
時
点
で
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
し
て
い
ナ
判
例
は
、
後
に
な
っ
て
初
め
て
、
そ

(385) 

れ
に
よ
っ
て
ニ
―
一
条
の
適
用
範
囲
が
強
く
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
害
者
が
、
ま
さ
に
行

為
の
直
前
に
行
為
者
の
意
図
に
気
づ
い
た
事
案
に
お
い
て
は
、
無
知
覚
は
、
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
裁
判

所
は
、
行
為
者
が
、
殺
害
を
遂
行
の
直
前
に
思
い
立
っ
た
場
合
と
、
殺
害
が
長
く
計
画
さ
れ
、
準
備
さ
れ
て
い
た
場
合
と
を
区
別
す
る
。

後
者
の
場
合
、
背
信
性
は
、
す
で
に
、
そ
れ
が
行
為
の
遂
行
時
ま
で
継
続
す
る
場
合
に
は
、
行
為
者
が
、
殺
害
の
た
め
の
有
利
な
機
会
を

作
り
出
す
た
め
に
と
っ
た
予
防
措
置
に
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
判
決
も
、
個
人
犯
罪
を
も
と
に
し
て
「
背
信
性
」
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し

た
。
そ
の
基
準
は
、
し
か
し
、
大
量
犯
罪
に
は
無
条
件
に
用
い
ら
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
大
量
犯
罪
の
被
害
者
は
、
行
為

の
時
点
で
は
、
確
か
に
、
無
知
覚
で
あ
る
こ
と
は
ま
れ
で
あ
る
が
、
官
僚
的
組
織
化
や
準
備
の
と
き
に
は
、
無
知
覚
で
あ
る
こ
と
が
し
ば

し
ば
で
あ
る
。
ユ
ダ
ヤ
人
の
抹
殺
の
場
合
も
、
は
じ
め
は
労
役
収
容
所
だ
と
偽
っ
て
、
収
容
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
い
つ
の
日
か
、
被
害

者
は
、
無
知
覚
で
は
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
準
備
段
階
の
時
点
を
基
準
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
無
知

(386) 

覚
状
態
が
、
大
量
虐
殺
の
場
合
に
も
存
在
し
う
る
と
す
ぺ
き
な
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
共
犯
が
関
与
す
る
場
合
の
問
題
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
バ
ウ
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
共
犯
と
し
て
の
関
与
と
正
犯
と
し
て

の
実
行
に
は
、
共
犯
と
一
身
的
要
素
の
問
題
の
た
め
に
、
差
異
が
あ
り
、
そ
の
い
ず
れ
か
は
、
個
別
事
案
の
事
情
と
行
為
者
の
組
織
構
造

の
中
の
地
位
に
よ
っ
て
区
別
し
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
命
令
す
る
機
関
と
実
行
す
る
機
関
と
の
間
に
多

く
の
人
の
連
鎖
が
介
在
す
る
官
僚
組
織
的
に
組
織
化
さ
れ
た
犯
罪
の
場
合
に
は
、
今
日
、
連
邦
裁
判
所
と
通
説
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
た
区

別
基
準
の
問
題
点
が
明
ら
か
に
示
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
残
酷
で
背
信
性
を
も
つ
と
い
う
実
行
態
様
の
殺
人

関
法



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

、
、
、
、
、

に
は
、
（
共
犯
の
）
従
属
性
原
則
が
妥
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
帯
助
者
と
教
唆
者
は
、
（
自
分
が
背
信
的
か
残
酷
で
な
い
と

き
で
も
）
正
犯
者
が
謀
殺
を
実
行
し
た
場
合
に
は
、
ニ
―
一
条
の
責
を
負
い
、
逆
に
、
正
犯
者
が
故
殺
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
暫
助
者
お

よ
び
教
唆
者
は
、
（
自
ら
は
残
酷
に
、
ま
た
は
背
信
的
に
行
為
し
た
場
合
で
も
）
二
ご
一
条
の
責
を
負
う
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

味
す
る
。
（
共
犯
者
の
責
任
の
個
別
性
を
定
め
た
）
刑
法
五

0
条
二
項
は
、
共
犯
者
の
責
任
に
つ
き
一
身
的
事
情
お
よ
び
性
質
を
問

題
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
適
用
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
す
く
な
く
と
も
、
背
信
性
や
残
酷
さ
は
、
実
行
者
の
性
質
や
事
情
で

は
な
く
、
行
為
の
遂
行
の
態
様
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
謀
殺
罪
の
共
犯
の
問
題
に
つ
い
て
は
な
お
後
述
す
る
。

残
酷
性
の
意
義

殺
人
の
「
残
酷
性
」
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
が
、
殺
人
に
際
し
て
と
く
に
重
大
な
苦
痛
、

つ
ま
り
、
肉
体
的
・
精
神
的
苦
痛
を
、

強
く
、
長
く
ま
た
は
繰
り
返
し
て
、
必
要
以
上
に
加
え
た
場
合
、
そ
し
て
、
そ
の
際
、
主
観
的
に
は
そ
の
者
が
無
感
情
な
・
冷
酷
な
心
情

か
ら
行
為
し
た
場
合
に
存
在
す
が
。
こ
こ
で
典
味
深
い
の
は
、
残
酷
性
と
は
客
観
的
な
、
実
行
方
法
に
か
か
わ
る
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
冷
酷
な
無
感
情
な
心
情
」
だ
け
で
謀
殺
へ
と
加
重
で
き
る
こ
と
に
ほ
と
ん
ど
争
い
が
な
い
こ
と

(388) 

で
あ
る
。

「
残
酷
性
」
の
限
定
的
認
定

残
酷
性
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
場
合
、
こ
の
よ
う
な
残
酷
状
態
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
刑
法
ニ
―
一
条
を
適
用
し
な

い
こ
と
を
正
当
化
し
う
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
若
干
の
裁
判
所
の
努
力
が
最
も
明
白
に
な
る
。
し
か
も
、
裁
判
所
は
、
行
為
の
時
の
残
酷

な
心
情
の
存
在
を
立
証
で
き
な
い
か
ら
、
残
酷
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
謀
殺
罪
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
。

(
b
)
 

(

a

)

 

⑩

残

酷

性

~ 
（
三
七
一
）



確
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

（
三
七
二
）

一
九
五
三
年
―
一
月
二
七
日
の
判
決
に
お
い
て
、
強
制
収
容
所
の
中
で
二
人
の
ユ
ダ
ヤ

人
を
極
め
て
残
酷
な
方
法
で
殺
害
し
た
二
つ
の
事
件
に
つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
判
決
を
下
し
た
。
第
一
の
事
件
に
お
い
て
は
、
行
為

者
が
、
ひ
ょ
っ
と
す
れ
ば
そ
の
残
酷
性
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
第
二
事
案
に
お
い
て
は
、
行
為
者

達
は
、
ま
さ
に
想
像
を
絶
す
る
ほ
ど
残
酷
．
冷
笑
的
に
、
年
と
っ
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
笞
打
っ
た
り
蹴
っ
た
り
し
て
殺
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
に
つ
き
陪
審
裁
判
所
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
「
外
部
的
な
行
為
像
は
、
確
か
に
、
（
残
酷
な
殺
害
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
に
）
味

方
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
被
告
人
は
、
無
感
情
な
、
冷
酷
な
心
情
か
ら
行
為
し
た
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

彼
の
そ
の
後
の
行
為
が
、
裁
判
所
の
確
信
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
心
情
を
確
実
に
認
識
さ
せ
る
。
笞
打
ち
と
い
う
サ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
実
行
方
法
、
射
殺
か
ら
そ
の
こ
と
は
窺
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
内
心
的
な
被
告
人
の
気
持
ち
が
、
す
で
に
一
九

四
―
―
一
年
六
月
に
行
わ
れ
た
行
為
の
中
に
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
必
要
な
確
実
性
を
も
っ
て
し
て
は
認
定
で
き
な
い
」
。

か
く
し
て
、
裁
判
所
は
、
残
酷
な
、
何
時
間
に
も
及
ぶ
殺
害
行
為
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
被
告
人
の
ザ
デ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
傾
向
が

後
に
は
っ
き
り
と
現
れ
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
行
為
の
実
行
の
と
き
に
は
無
感
情
で
冷
酷
な
心
情
は
証
明
で
き
な
い
と
し
て
、
故
殺

の
ゆ
え
に
六
年
の
重
懲
役
に
処
し
た
。
行
為
者
が
、
被
害
者
を
笞
打
っ
て
殺
害
し
て
も
、
実
行
の
残
酷
性
に
は
疑
問
が
あ
る
と
い
う
の
で

一
九
六
一
年
七
月
一

0
日
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
判
渕
も
理
解
に
苦
し
む
も
の
で
あ
る
。
泣
き
叫
ん
で
母
親
を
呼
び

続
け
た
一
七
歳
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
殺
害
に
つ
き
、
「
陪
審
裁
判
所
は
、

(389) 

例
え
ば
、
ブ
レ
ー
メ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、

関
法

し
か
し
、
被
告
人
達
が
自
己
の
墓
を
掘
る
こ
と
が
と
く
に
苦
痛
を
与

え
る
こ
と
、
か
れ
ら
が
こ
こ
で
冷
酷
な
無
感
情
な
心
情
に
よ
っ
て
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
い
う
完
全
な

―
―
四



多
数
の
関
与
者
が
い
る
場
合
に
、
共
犯
者
の
一
人
に
謀
殺
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
な
場
合
、
例
え
ば
、
正
犯
者
に

は
「
低
劣
な
動
機
」
が
あ
る
が
、
幣
助
者
に
は
存
在
し
な
い
場
合
、
関
与
者
に
ど
の
よ
う
な
犯
罪
が
成
立
す
る
か
は
、
わ
が
国
で
も
、
共

犯
と
身
分
の
問
題
と
し
て
、
論
議
さ
れ
て
い
る
困
難
な
解
釈
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
に
は
、

以
前
は
、
五

0
条
一
項
、
二
項
の
規
定
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、

函）

に
付
け
加
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

〔五

0
条〕

(

a

)

 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

一
九
六
八
年
の
改
正
で
、
従
来
の
二
項
が
、
三
項
と
さ
れ
、
二
項
が
新
た

一
項
「
数
人
が
一
個
の
行
為
に
関
与
し
た
と
き
は
、
そ
の
各
人
は
他
の
者
の
責
任
に
は
関
係
な
く
、
自
己
の
責
任
に
応
じ
て
罰
せ
ら
れ

刑
法
（
旧
）
五

0
条
と
現
行
刑
法
二
八
条
・
ニ
九
条
の
意
義

⑪
謀
殺
罪
に
お
け
る
共
犯
と
一
身
的
要
素

(

C

)

 

「
死
の
行
進
」
と
謀
殺
・
故
殺

―
―
五

一
九
六
八
年

一
九
六
二
年
―
一
月
三
0
日
の
判
決
に
お
い
て
、
次

い
わ
ゆ
る
「
死
の
行
進
」
の
事
案
で
は
謀
殺
と
故
殺
の
区
別
は
、
判
例
に
お
い
て
と
く
に
不
統
一
で
あ
る
。
と
く
に
戦
争
末
期
に
敵
が

迫
っ
て
き
た
強
制
収
容
所
や
戦
争
捕
虜
収
容
所
の
囚
人
達
が
、
引
き
払
っ
て
、
大
抵
は
抹
殺
収
容
所
に
徒
歩
で
行
進
さ
せ
ら
れ
、
行
進
で

き
な
く
な
る
と
射
殺
さ
れ
た
。
こ
の
行
為
の
判
断
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
様
々
で
あ
り
、
謀
殺
、
謀
殺
射
助
、
な
い
し
故
殺
と
い
う
よ

う
に
異
な
っ
て
判
断
さ
れ
て
い
廷
。
例
え
ば
、
コ
ー
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
論
面
‘

の
よ
う
に
い
う
。
「
背
信
的
で
は
な
い
。
と
い
う
の
は
被
害
者
は
無
防
備
で
あ
っ
た
が
、
無
知
覚
で
は
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
残
酷
性

は
存
在
せ
ず
、
行
為
者
が
ユ
ダ
ヤ
人
の
生
命
を
低
く
評
価
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
低
劣
な
動
機
も
与
え
ら
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、

行
為
の
際
に
こ
の
よ
う
な
軽
視
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。

（
三
七
三
）



と
き
は
、
そ
の
刑
は
第
四
九
条
第
一
項
に
従
っ
て
軽
減
す
る

(
b
)
 
謀
殺
罪
と
共
犯
に
関
す
る
学
説
の
状
況

そ
れ
に
よ
っ
て
、

0
条
二
項
、
三
項
は
、
二
八
条
に
対
応
す
る
。

J

の
規
定
は
、
さ
ら
に
、

第
四
二
巻
第
二
号

二
項
「
正
犯
者
の
可
罰
性
を
根
拠
づ
け
る
特
別
の
一
身
的
性
質
、
関
係
ま
た
は
事
情
（
特
別
の
一
身
的
要
素
）
が
共
犯
者
に
存
在
し
な
い

と
き
は
、
そ
の
刑
は
、
未
遂
処
罰
に
関
す
る
規
定
に
従
っ
て
軽
減
さ
れ
る
」
。

三
項
「
特
別
の
一
身
的
な
要
素
が
、
刑
を
加
重
し
、
軽
減
し
、
ま
た
は
阻
却
す
る
旨
を
法
規
が
規
定
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
法
規
は
、

そ
の
性
質
又
は
事
情
の
存
在
し
て
い
る
正
犯
又
は
共
犯
の
み
適
用
さ
れ
る
」
。

（
三
七
四
）

一
九
七
五
年
の
改
正
に
よ
っ
て
、
二
八
条
と
二
九
条
に
分
解
さ
れ
た
。
五

0
条
一
項
は
二
九
条
と
な
り
、

一
項
の
趣
旨
は
、
す
べ
て
の
共
犯
者
は
、
他
の
共
犯
者
の
責
任
と
は
独
立
に
、
自
身
の
責

(394) 

任
に
応
じ
て
処
罰
さ
れ
る
と
い
う
「
責
任
独
立
性
の
原
則
」
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
制
限
従
属
形
式
の
採
用
を

明
確
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
項
、
三
項
の
趣
旨
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
の
基
本
思
想
は
、
厳
格
な
意
味
で
の
従
属
性
を
緩
和
し
、

一
方
で
、
共
犯
者
の
責
任
が
独
自
に
判
断
さ
れ
、
他
方
で
、
不
法
ま
た
は
責
任
を
修
正
し
、
阻
却
す
る
、
ま
た
は
そ
の

他
の
可
罰
条
件
、
も
し
く
は
刑
罰
阻
却
事
由
に
関
係
す
る
一
身
的
事
情
で
き
る
だ
け
広
範
囲
に
お
い
て
、
そ
れ
が
存
在
す
る
共
犯
者
に
つ

い
て
だ
け
考
慮
さ
れ
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
改
正
に
よ
っ
て
、
規
定
の
順
番
が
入
れ
代
わ
っ
た
が
、

内
容
的
に
は
変
更
は
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
従
っ
て
、
現
行
の
二
八
条
、
二
九
条
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
を
説
明
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
ド
イ
ツ
刑
法
に
お
け
る
二
八
条
、
二
九
条
の
規
定
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。

る」。

関
法

五

〔
二
八
条
〕
正
犯
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
特
別
な
一
身
的
要
素
行
為
（
第
一
四
条
一
項
）
が
、
共
犯
（
教
唆
犯
又
は
附
助
犯
）
に
な
い

（
第
一
項
）
。
特
別
な
一
身
上
の
要
素
が
刑
を
加
重
し
、
軽
減
し
、
又
は
阻

―
―
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

却
す
る
旨
を
法
律
が
規
定
し
て
い
る
と
き
は
、
こ
の
法
規
は
、
そ
の
要
素
の
存
在
し
て
い
る
関
与
者
（
正
犯
又
は
共
犯
者
）
に
の
み
適
用

（
第
二
項
）
。

〔
二
九
条
〕
す
べ
て
の
関
与
者
は
、
他
の
者
の
責
任
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く
そ
の
者
の
責
任
に
従
っ
て
罰
す
る
。

こ
こ
で
問
題
な
の
は
、
も
ち
ろ
ん
、
「
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
特
別
な
一
身
的
要
素
」
と
は
何
か
、
「
特
別
な
一
身
上
の
要
素
が
刑
を
加

重
し
、
軽
減
し
、
又
は
阻
却
す
る
」
と
は
い
か
な
る
意
味
か
で
あ
る
。
そ
し
て
、
謀
殺
罪
と
故
殺
罪
に
関
し
て
、
例
え
ば
、
正
犯
に
「
低

劣
な
動
機
」
が
あ
る
が
、
共
犯
に
そ
れ
が
な
い
場
合
な
ど
に
つ
い
て
、
共
犯
に
ど
ち
ら
の
犯
罪
が
成
立
す
る
か
を
定
め
た
の
が
、
こ
の
規

定
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
謀
殺
と
故
殺
に
対
し
て
本
規
定
が
ど
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
か
、
そ
し
て
、
そ
も
そ
も
謀
殺
と
故
殺
が
い
か

な
る
関
係
に
立
つ
か
に
関
し
て
は
、
学
説
と
判
例
が
歩
み
寄
り
を
見
せ
る
こ
と
な
く
屹
立
・
対
峙
し
て
い
な
。
学
説
は
、

殺
が
謀
殺
の
基
本
構
成
要
件
で
あ
り
、
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
加
重
構
成
要
件
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
謀
殺
や
故
殺

へ
の
共
犯
の
場
合
、
「
刑
罰
を
根
拠
づ
け
る
」
人
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
関
す
る
刑
法
二
八
条
一
項
の
規
定
は
、
適
用
で
き
な
い
と
い
う
結

論
に
な
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
加
重
的
構
成
要
件
要
素
は
、
「
刑
罰
加
重
的
」
性
質
を
も
つ
に
す
ぎ
ず
、
刑
罰
を
「
根
拠
づ
け
る
」
性
格
を

も
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
、
学
説
に
よ
れ
ば
、
「
低
劣
な
動
機
」
な
ど
の
特
殊
個
人
的
な
、
「
行
為
者
関
係
的
」
要
素
は
、
刑
法
ニ

八
条
二
項
の
適
用
領
域
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
連
邦
裁
判
所
は
、
そ
の
不
断
の
判
例
に
お
い
て
、
刑
法
二
八
条
二

項
を
も
二
九
条
を
も
、
特
殊
な
個
人
的
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
対
し
て
適
用
す
る
こ
と
を
峻
拒
し
て
き
た
。
連
邦
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ

ば
、
そ
の
場
合
、
刑
法
二
八
条
一
項
の
意
味
に
お
け
る
刑
罰
を
「
根
拠
づ
け
る
」
要
素
が
問
題
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
謀
殺

と
故
殺
の
両
構
成
要
件
は
、
「
異
な
っ
た
不
法
内
容
を
も
っ
た
独
立
の
構
成
要
件
」
な
の
で
あ
る
。

さ
れ
る

―
―
七

共
犯
者
の
謀
殺
に
よ
る
処
罰
は
、
そ
の
共
犯
者
が
正
犯
者
と
同
じ
よ
う
に
、
謀
殺
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
充
足
す
る
場
合
に
は
問
題
が
な

（
三
七
五
）

一
致
し
て
、
故



②
 

①
正
犯
者
が
謀
殺
、
共
犯
者
が
資
格
の
な
い
場
合

犯
者
が
そ
れ
を
実
現
し
て
い
る
場
合
も
問
題
で
あ
る
。

第
四
一
一
巻
第
二
号

(396) 
い
。
こ
れ
に
反
し
て
、
正
犯
者
と
共
犯
者
が
、
異
な
っ
た
謀
殺
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
実
現
し
た
場
合
、
例
え
ば
、
帯
助
者
が
、
正
犯
者
に

よ
っ
て
隠
蔽
の
目
的
で
実
行
さ
れ
た
殺
人
を
、
報
酬
欲
し
さ
か
ら
の
み
手
伝
っ
た
場
合
、
問
題
は
む
づ
か
し
く
な
る
。
共
犯
者
が
、
自
ら

は
、
何
ら
謀
殺
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
実
現
し
て
い
な
い
場
合
に
は
も
っ
と
困
難
と
な
る
。
こ
の
場
合
、
共
犯
者
が
、
例
え
ば
、
正
犯
者
の

「
背
信
性
」
を
知
っ
て
い
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
共
犯
者
は
謀
殺
と
は
な
ら
な
い
。
逆
に
、
正
犯
者
に
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
な
く
、
共

連
邦
裁
判
所
は
、
ニ
―
一
条
は
、
ニ
―
二
条
に
対
し
て
独
立
の
構
成
要
件
で
あ
る
と
み
な
す
が
、
こ
の
場
合
、
正
犯
者
に
よ
っ
て
実
現

さ
れ
た
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
、
行
為
関
係
要
素
か
行
為
者
関
係
要
素
か
を
、
ま
ず
問
う
必
要
が
あ
る
。
行
為
関
係
要
素
で
あ
る
場
合
（
例
え

ば
、
公
共
に
危
険
な
実
行
の
場
合
）
、
二
八
条
、
二
九
条
が
適
用
で
き
な
い
か
ら
、
正
犯
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
た
謀
殺
構
成
要
件
か
ら

の
、
共
犯
者
の
従
属
的
責
任
が
残
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
行
為
者
関
係
的
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
場
合
（
例
え
ば
、
低
劣
な
動
機
、
所
有
欲
の

場
合
）
、
二
八
条
に
よ
っ
て
従
属
性
は
緩
和
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
共
犯
者
は
、
こ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
充
足
し
て
い
な
い
か
ら
、
必
要

(397) 

的
に
減
軽
さ
れ
る
（
二
八
条
一
項
）
。

共
犯
者
に
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
存
在
し
、
正
犯
者
に
は
資
格
が
な
い
場
合

(398) 

行
為
関
係
的
要
素
の
場
合
に
は
、
二
八
条
に
よ
る
従
属
性
の
緩
和
の
余
地
は
な
い
。
こ
の
点
で
は
、
判
例
と
学
説
も
一
致
し
て
い
る
。

従
っ
て
、
残
酷
に
教
唆
し
た
教
唆
者
は
、
正
犯
者
が
、
残
酷
で
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
従
属
し
て
ニ
ー
ニ
条
と
二
六
条
で
処
罰
さ
れ
る
。

行
為
者
関
係
的
要
素
が
問
題
に
な
る
場
合
、
判
例
は
、
従
属
性
を
認
め
て
、
ニ
―
二
条
が
適
用
さ
れ
る
と
す
る
。
判
例
は
、
謀
殺
メ
ル
ク

マ
ー
ル
を
刑
罰
を
根
拠
づ
け
る
も
の
と
解
す
る
か
ら
、
そ
れ
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
、
二
八
条
一
項
に
よ
っ
て
、
刑
を
加
重
す
る
も
の

関
法

―
―
八

（
三
七
六
）



ロ
ー
ル
隊
に
、
地
方
警
察
署
長
L
を
逮
捕
し
射
殺
す
る
よ
う
に
要
求
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
嘘
で
あ
っ
た
。
被
告
人
は
、
当
時
、
そ
の
主
張
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
検
討
し
な
い
で
手
続
が
進
め

ら
れ
る
と
い
う
事
情
を
利
用
し
て

L
を
殺
そ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
兵
は
、
尋
問
す
る
こ
と
も
な
く
L
を
射
殺
し
た
。
陪
審

裁
判
所
は
、

①
 〔

判
旨
〕

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

〔
事
実
〕

(

C

)

 

ナ
チ
犯
罪
と
謀
殺
罪
の
共
犯
に
関
す
る
判
例

―
―
九

と
し
て
考
慮
さ
れ
る
が
、
共
犯
者
に
よ
っ
て
そ
れ
が
実
現
さ
れ
た
場
合
に
は
逆
に
刑
を
加
重
す
る
も
の
と
し
て
考
慮
さ
れ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
通
説
は
、
行
為
者
関
係
的
要
素
の
場
合
、
二
八
条
二
項
を
適
用
し
、
共
犯
者
に
、
ニ
―
一
条
を
適
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
そ
の
低
劣
な
動
機
の
責
任
を
追
及
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と
も
実
行
態
様
が
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
場
合
（
残
酷
、
背
信
）
正
犯
者
に
こ
の
要
素
が
備

わ
っ
て
お
れ
ば
、
射
助
者
も
、
こ
れ
に
従
属
し
て
謀
殺
罪
の
討
助
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
連
邦
裁
判
所
は
、
行
為

(399) 

者
関
係
的
要
素
の
場
合
を
も
含
め
て
す
べ
て
の
要
素
に
つ
き
、
共
犯
者
も
謀
殺
の
共
犯
が
成
立
す
る
と
し
た
こ
と
が
あ
る
。

以
上
に
よ
っ
て
現
行
刑
法
の
二
八
条
・
二
九
条
の
意
義
は
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
に
、
ナ
チ
犯
罪
に
関
す
る
判
例
を

検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
規
定
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
し
て
お
こ
う
。

連
邦
裁
判
所
一
九
五
一
年
―
一
月
九
日
判
沢

謀
殺
と
故
殺
の
関
係
に
対
し
て
連
邦
裁
判
所
が
最
初
に
そ
の
見
解
を
示
し
た
の
が
、
次
の
判
例
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
四
月
―
二
日
に
、

ア
メ
リ
カ
軍
が
ま
さ
に
A
地
区
を
占
領
し
た
と
き
に
、
被
告
人
は
、

ア
メ
リ
カ
軍
の
パ
ト

L
が
何
人
か
の
外
国
人
労
働
者
を
射
殺
し
た

ア
メ
リ
カ
兵
を
故
殺
と
し
た
が
、
被
告
人
を
「
低
劣
な
動
機
」
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
謀
殺
教
唆
で
有
罪
と
し
た
。

刑
法
四
八
条
、
四
九
条
、
五

0
条
の
旧
規
定
に
よ
れ
ば
、
共
犯
の
可
罰
性
に
は
、
正
犯
の
責
任
ま
で
を
要
求
す
る
極
端
従
属

（
三
七
七
）



②
 〔

事
実
〕

い
わ
ゆ
る
レ
ー
ム
一
揆
を
契
機
に
し
て
、

第
四
二
巻
第
二
号

一
条
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
す

（
三
七
八
）

一
九
四
三
年
五
月
二
九
日
の
刑
法
調
整
法
に
よ
っ
て
、
「
科
刑
さ
れ
た
行
為
」
な
ど
と
改
正
さ
れ
た
。

、、

こ
の
改
正
の
目
的
は
、
共
犯
者
を
、
正
犯
者
の
責
任
と
は
独
立
に
処
罰
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、

ア
メ
リ
カ
兵
は
、
違
法
な
殺
害
行
為
を
実
行
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
は
、
故
殺
の
教
唆
の
責
任
を
負
い
、
刑
法
ニ
―
二
条
お
よ
び

四
八
条
を
適
用
さ
れ
る
。
ニ
―
一
条
の
教
唆
で
あ
る
と
す
る
ラ
ン
ゲ
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ら
の
反
対
説
は
、
ニ
―
一
条
と
ニ
―
二
条
の
関
係
を

誤
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
法
は
、
ニ
―
一
条
と
ニ
―
二
条
を
、
異
な
っ
た
不
法
内
容
を
も
っ
た
独
立
の
構
成
要
件
で
あ
る
と
み
な

し
、
刑
法
ニ
―
一
条
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
従
っ
て
真
の
構
成
要
件
要
素
で
あ
る
」
の
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
ニ
―

よ
り
重
い
事
案
（
ラ
ン
ゲ
）

で
は
な
い
。
ま
た
ニ
―
二
条
は
、
ニ
―
一
条
の
軽
い
事
案

(
E
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
）

一
条
は
ニ
―
二
条
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
異

な
っ
た
不
法
内
容
を
も
っ
た
独
立
の
構
成
要
件
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
他
方
が
な
く
て
も
存
在
し
う
る
も
の
な
の

で
あ
る
」
と
す
る
。
以
上
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
故
殺
に
対
す
る
教
唆
と
し
て
の
み
有
罪
と
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。

本
判
決
は
、
正
犯
者
が
故
殺
の
場
合
、
共
犯
者
に
低
劣
な
動
機
が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
故
殺
の
教
唆
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る

が
、
こ
の
結
論
を
根
拠
づ
け
る
た
め
に
、
判
決
は
、
ま
ず
制
限
従
属
説
を
採
る
こ
と
か
ら
論
証
し
て
い
き
、
そ
の
あ
と
で
、

二
―
一
条
が

「
独
立
の
構
成
要
件
」
で
あ
る
こ
と
を
援
用
す
る
。
こ
こ
で
、
「
責
任
加
重
事
由
の
定
型
化
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、

を
援
用
す
る
立
場
と
対
決
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
二
八
条
二
項
の
適
用
可
能
性
に
つ
い
て
も
、
一
―
―

べ
て
の
謀
殺
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
平
等
評
価
と
い
う
原
則
は
、
正
犯
者
と
共
犯
者
の
関
係
に
と
っ
て
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
観
点
か

ら
、
「
特
殊
な
結
論
」
と
し
て
否
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

連
邦
裁
判
所
一
九
五
二
年
一
月
二
二
日
判
沢

性
説
が
採
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

関
法

一
九
三
四
年
六
月
三
0
日
に
シ
ュ
レ
ー
ジ
ェ
ン
に
お
い
て
S
S
に
よ
っ
て
多
数
の

―二

0

二
九
条



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

で
は
な
い
。

人
々
が
逮
捕
さ
れ
た
。
命
令
に
よ
っ
て
あ
る
逮
捕
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
の
市
民
が
、

S
S
に
よ
っ
て
射
殺
さ
れ
た
。
被
告
人
B
は、

S
S
の

歩
兵
突
撃
隊
の
指
導
者
で
あ
っ
た
が
、

S
S
隊
員
に
、
四
人
の
逮
捕
者
を
輸
送
の
途
中
で
「
や
っ
て
し
ま
え
」
と
告
げ
て
、
そ
の
や
り
方

の
詳
細
を
教
え
た
。
そ
の
際
、
彼
は
、
逃
走
し
よ
う
と
し
た
の
で
射
殺
し
た
も
の
と
装
う
た
め
に
、
背
後
か
ら
や
る
べ
き
だ
と
明
示
的
に

指
示
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
被
告
人
は
、
シ
ュ
ト
ウ
ル
ム
ウ
ン
タ
ー
フ
ュ
ー
ラ
ー
の

G
に
指
示
し
た
。
ナ
チ
の
敵
を
威
嚇
す
る
た
め
、
死

体
は
路
上
に
放
置
さ
れ
た
。
致
命
的
射
撃
を
行
っ
た
者
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
陪
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
ら
を
謀
殺
幣
助
と
し
て
有
罪

〔
判
旨
〕

正
犯
者
は
、
低
劣
な
動
機
で
、
ま
た
、
背
信
的
な
方
法
で
殺
害
し
た
。
低
劣
な
動
機
に
つ
い
て
は
、
被
告
人
は
、
正
犯
者
が

そ
の
よ
う
な
動
機
を
も
つ
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
に
帰
責
で
き
な
い
。
背
信
的
な
殺
害
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
と
異
な

る
。
謀
殺
討
助
の
ゆ
え
の
有
罪
に
は
、
法
的
誤
謬
は
な
い
。
被
告
人
は
自
ら
背
信
的
に
行
為
し
た
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
関
与
行
為
に
お

い
て
正
犯
行
為
を
背
信
的
な
殺
害
と
特
徴
づ
け
る
行
為
事
情
を
す
べ
て
知
っ
て
い
た
。
被
告
人
達
は
、
命
令
さ
れ
た
よ
う
に
行
為
を
準
備

し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
謀
殺
未
遂
は
十
分
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
。
料
助
者
自
身
が
背
信
的
に
行
為
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
は
属

さ
な
い
。
刑
法
五

0
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
複
数
の
関
与
者
が
あ
る
場
合
に
は
、
彼
ら
の
各
々
他
者
の
責
任
を
考
慮
せ
ず
に
、
そ
の
責
任
に

従
っ
て
可
罰
的
で
あ
る
。
正
犯
行
為
の
構
成
要
件
該
当
性
・
違
法
性
へ
の
共
犯
者
の
従
属
性
は
、
存
続
し
つ
づ
け
る
。
た
だ
責
任
へ
の
従

属
性
は
排
除
さ
れ
る
。
法
律
の
構
成
に
よ
れ
ば
「
背
信
的
に
殺
害
す
る
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
故
意
犯
の
場
合
の
刑
罰
加
重
事
由

一
身
的
性
質
ま
た
は
一
身
的
事
情
で
も
な
い
。
む
し
ろ
「
外
部
的
・
内
部
的
構
成
部
分
か
ら
形
成
さ
れ
た
謀
殺
の
構
成
要
件

要
素
で
あ
り
、
そ
れ
が
正
犯
者
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
、
謀
殺
と
認
識
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
か
ら
し
て
、
行

為
哲
助
に
関
す
る
一
般
的
原
則
に
よ
れ
ば
、
故
意
行
為
に
故
意
で
関
与
し
、
そ
の
際
、
自
ら
が
謀
殺
の
構
成
要
件
を
実
現
し
な
い
で
も
、

と
し
た
。

（
三
七
九
）



〔
事
実
〕

③
連
邦
裁
判
所
一
九
六
九
年
五
月
二

0
日
判
沢

れ
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

三
（
三
八

0
)

二
―
一
条
が
正
犯
行
為
へ
と
適
用
さ
れ
る
事
情
に
つ
い
て
知
っ
て
い
る
者
は
、
謀
殺
の
共
犯
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

本
判
例
で
は
、
共
犯
者
が
、
正
犯
者
が
低
劣
な
動
機
を
も
つ
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
場
合
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
共
犯
者
に
帰
属
さ

れ
え
な
い
と
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
然
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
従
属
す
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、

「
背
信
性
」
は
、
「
刑
罰
加
重
事
由
」
で
は
な
く
、
「
不
法
関
係
的
構
成
要
件
要
素
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
共
犯
者
は
そ

殺
処
分
に
帯
助
を
な
し
た
。
彼
は
、
被
害
者
が
人
種
嫌
悪
か
ら
の
み
殺
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
彼
自
身
は
こ
の
よ
う
な
低

劣
な
動
機
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。
警
察
官
お
よ
び
S
S
隊
員
と
し
て
命
令
に
従
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
。
陪
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
を
謀

殺
射
助
で
有
罪
と
し
た
。

〔
判
旨
〕

被
告
人
は
、

ク
ラ
カ
フ
に
お
け
る
保
安
警
察
の
司
令
部
の
「
ユ
ダ
ヤ
人
担
当
課
」
の
課
員
で
あ
り
、
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
抹

連
邦
裁
判
所
の
不
断
の
判
例
に
よ
れ
ば
、
謀
殺
と
さ
れ
る
ニ
―
一
条
の
故
意
の
殺
人
は
「
真
正
の
構
成
要
件
要
素
」
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
「
行
為
者
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
も
の
」
で
あ
る
。
「
特
別
の
一
身
的
要
素
」
と
は
違
う
点
は
、
行
為
者
の
人
に
属
す
る
の
で

は
な
く
、
外
部
的
謀
殺
行
為
自
体
に
属
す
る
行
為
事
情
に
存
在
す
る
。
前
者
は
、
「
行
為
者
関
係
的
」
で
あ
る
が
、
後
者
は
、
「
行
為
関
係

的
」
で
あ
る
。
低
劣
な
動
機
は
、
特
別
の
一
身
的
要
素
に
属
す
る
。
こ
れ
に
は
刑
法
五

0
条
二
項
は
適
用
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
。
し

か
し
、
五
0
条
二
項
は
、
改
正
さ
れ
た
。
五
0
条
二
項
の
新
規
定
に
関
す
る
公
式
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
低
劣
な
動
機
は
行
為
者
関
係
的
で

あ
り
、
五
0
条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
一
身
上
の
事
情
に
属
す
る
。
謀
殺
の
ゆ
え
の
正
犯
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
低
劣
な
動
機
か
ら
発

す
る
行
為
の
特
殊
な
一
身
上
の
要
素
は
、
被
告
人
に
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
（
新
）

関
法

五
0
条
二
項
に
従
っ
て
彼
に
対
す
る
刑
は
、



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

一
九
六
八
年
五
月
一

0
日
に
本
法
廷
は
、
検
察
官
の
上
告
を
、

一
部
、
破
棄
し
て
、
陪
審
裁
判
所
に
差
し
戻
し

未
遂
の
処
罰
に
関
す
る
原
則
に
従
っ
て
軽
減
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
刑
法
四
四
条
二
項
に
従
っ
て
、
ニ
―
一
条
一
項
の
謀
殺
は
、
終

身
刑
を
も
っ
て
威
嚇
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
三
年
以
上
の
有
期
自
由
刑
に
な
る
。
そ
の
上
限
は
、
刑
法
一
四
条
二
項
に
よ
れ
ば
一

五
年
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
時
効
の
期
限
は
、
刑
法
六
七
条
一
項
に
よ
っ
て
本
件
の
場
合
、

一
五
年
と
な
る
。

（
似
）

一
九
六
八
年
に
、
刑
法
五

0
条
の
規
定
が
若
干
の
点
で
改
正
さ
れ
た
。

項
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
が
、
二
項
に
共
犯
の
可
罰
性
が
未
遂
原
則
に
従
っ
て
、
正
犯
者
の
可
罰
性
を
基
礎
づ
け
る
「
特
別
の
一
身
上
の

要
素
」
が
欠
け
る
場
合
に
は
、
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
規
定
が
付
加
さ
れ
た
。
従
来
の
五

0
条
二
項
は
、
ほ
と
ん
ど
変
更
さ
れ
ず
に
五

0
条

三
項
と
さ
れ
た
。
こ
の
判
例
は
、
共
犯
者
に
知
ら
れ
て
い
た
正
犯
者
の
低
劣
な
動
機
が
、
故
意
の
殺
人
に
対
す
石
共
犯
者
に
、
す
で
に
、

そ
れ
を
知
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
、
（
従
属
的
に
）
帰
属
さ
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
だ
。
さ
ら
に
、
こ
の
動
機
は
、

五
〇

条
二
項
の
意
味
に
お
け
る
「
刑
罰
を
基
礎
づ
け
る
」
要
素
を
意
味
し
、
共
犯
者
の
一
身
に
そ
れ
が
な
い
場
合
に
は
、
絶
対
的
減
刑
事
由
に

つ
な
が
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
判
例
は
、
こ
の
第
一
の
問
題
に
は
、
暗
黙
の
う
ち
に
帰
属
可
能
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
、
従
属
的

に
取
り
扱
う
と
し
、
第
二
の
問
題
に
は
肯
定
的
に
答
え
た
。

次
の
判
決
に
よ
っ
て
、
五

0
条
二
項
に
あ
て
は
ま
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
時
効
期
間
も
変
化
し
て
く
る
こ
と
を
示
し
て
お
こ
う
。

~
（
的
）

連
邦
裁
判
所
一
九
七
一
年
三
月
四
日
判
決
11

「
ユ
ダ
ヤ
人
殺
害
事
仲
」

一
九
四
二
年
に
一
万
五
千
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
「
低
劣
な
動
機
」
か
ら
殺
害
し
た
正
犯
に
対
す
る
招
助
と
し
て
、

一
九
六
七
年
に
陪
審
裁
判
所
に
よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
命
令
に
基
づ
い
て
行
為
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
責
任
は
小
さ
い
と
し

て
、
刑
を
免
除
さ
れ
た
。

④
 〔

事
実
〕
被
告
人
は
、

~ 
（
三
八
一
）

(403) 

J

の
判
決
に
よ
っ
て
、
新
段
階
に
入
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

経
過
し
た
。
手
続
は
打
ち
切
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

一
五
年
の
時
効
期
間
は



〔
判
旨
〕

第
四
二
巻
第
二
号

と
し
て
、
手
続
を
打
ち
切
っ
た
。
検
察
官
の
再
度
の
上
告
は
、
理
由
が
あ
る
。

謀
殺
が
、
も
し
低
劣
な
動
機
か
ら
の
み
実
行
さ
れ
た
と
す
れ
ば
、
時
効
は
一
九
六

0
年
五
月
八
日
に
完
成
し
て
い
る
。
し
か

し
、
判
決
の
な
し
た
事
実
認
定
に
よ
れ
は
、
殺
害
行
為
は
、
「
残
酷
」
で
も
あ
っ
た
。
「
残
酷
性
」
は
、
連
邦
裁
判
所
の
判
例
に
よ
れ
ば
、

「
行
為
者
関
係
的
」
な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
は
な
く
、
「
行
為
関
係
的
」
メ
ル
ク
マ
ー
ル
で
あ
る
。
従
っ
て
、
残
酷
な
殺
害
に
対
す
る
討
助

に
は
、
刑
法
新
五
0
条
二
項
の
規
定
は
適
用
さ
れ
え
な
い
。
従
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
幣
助
は
、
当
時
の
刑
法
六
七
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
ニ

0
年
後
に
時
効
に
か
か
る
。
勾
留
状
の
発
せ
ら
れ
た
一
九
六
三
年
五
月
八
日
に
は
こ
の
期
間
は
ま
だ
経
過
し
て
い
な
か
っ
た
。

本
判
決
で
は
、
「
低
劣
な
動
機
」
は
、
行
為
者
関
係
的
要
素
で
あ
り
、
五

0
条
二
項
が
適
用
さ
れ
る
が
、
「
残
酷
性
」
は
、
行
為
関
係
的

要
素
で
あ
る
か
ら
、
五

0
条
二
項
の
適
用
が
な
く
、
従
っ
て
、
そ
の
射
助
は
軽
減
さ
れ
ず
、
時
効
期
間
も
二

0
年
で
あ
る
と
す
る
も
の
で

す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
ナ
チ
犯
罪
処
理
に
お
い
て
、
時
効
が
最
後
ま
で
延
長
さ
れ
、

（
三
八
二
）

つ
い
に
は
、
時
効
が
廃
止
さ
れ
る
と
い
う
形

で
、
今
日
ま
で
、
ナ
チ
犯
罪
追
及
の
唯
一
の
手
段
と
し
て
残
さ
れ
た
の
が
謀
殺
罪
で
あ
っ
た
。
そ
の
謀
殺
罪
の
構
成
要
件
が
、
行
為
者
刑

法
・
心
情
刑
法
を
標
榜
し
た
ナ
チ
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
「
行
為
者
類
型
」
論
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

肉
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
さ
て
お
い
て
も
、
こ
れ
が
、
謀
殺
構
成
要
件
の
各
要
素
の
解
釈
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
ナ
チ
犯
罪
処
理
に
お
け
る
謀
殺
罪
の
問
題
は
、
次
の
よ
う
な
対
立
す
る
二
つ
の
要
請
の
中
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

九
四
九
年
の
ポ
ン
基
本
法
一

0
二
条
に
よ
っ
て
「
死
刑
は
廃
止
す
る
」
も
の
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
謀
殺
罪
の
法
定
刑
は
、
絶
対
的
法

⑫

ま

と

め

あ
る
。

た
。
こ
の
判
決
に
基
づ
い
て
、
陪
審
裁
判
所
は
、

関
法

一
九
六
三
年
に
な
っ
て
開
始
さ
れ
た
刑
事
訴
追
は
、

―
二
四

一
種
の
歴
史
の
皮

一
五
年
の
時
効
に
か
か
っ
て
い
る



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

て
、
裏
口
か
ら
終
身
自
由
刑
の
現
実
の
受
刑
を
掘
り
崩
し
た
の
で
あ
る
。

定
刑
と
し
て
「
終
身
自
由
刑
」
と
さ
れ
た
た
め
、

で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
謀
殺
罪
に
よ
ら
な
け
れ
ば
、

―
二
五

ナ
チ
犯
罪
の
追
及
が
で
き
ず
、
他
方
で
、
終
身

刑
で
は
重
す
ぎ
る
と
い
う
葛
藤
状
態
が
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
、
正
犯
で
な
く
、
共
犯
（
討
助
）

と
し
て
減
刑
を
可
能
に
す
る
と

い
う
方
策
、
緊
急
避
難
や
超
法
規
的
な
責
任
軽
減
事
由
の
認
定
に
よ
る
不
処
罰
な
い
し
減
刑
を
認
め
る
と
い
う
理
論
の
展
開
を
生
ん
だ
の

一
九
七

0
年
代
の
後
半
に
、
こ
の
謀
殺
罪
の
絶
対
的
法
定
刑
の
規
定
の
当
否
が
争
わ
れ
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
合

憲
と
さ
れ
た
が
、
し
か
し
、
立
法
者
は
、
社
会
復
帰
行
刑
と
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
る
た
め
に
も
、
仮
釈
放
の
規
定
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ

(314)

ド
イ
ツ
刑
法
ー
ニ
ニ
条
に
は
、
故
殺
罪
に
関
す
る
規
定
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
「
①
謀
殺
者
と
は
な
ら
ず
に
、
人
を
殺
し
た
者
は
、
故
殺
者
と

し
て
、
五
年
以
上
の
自
由
刑
に
処
す
る
。
②
特
に
重
い
事
態
に
お
い
て
は
、
無
期
刑
を
科
す
る
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

(315)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

vgl.
F
r
o
m
m
e
!
 `
 
D
i
e
 B
e
d
e
u
t
u
n
g
 d
e
r
 T
i
i
t
e
r
t
y
p
e
n
l
e
h
r
e
 bei d
e
r
 E
n
t
s
t
e
h
u
n
g
 d
e
s
§
2
1
1
 S
t
G
B
 i
m
 J
a
h
r
e
 1941, 

J
N
 1
9
8
 0
 ,
 s. 559ff・ 

(316) 
V
g
l
.
 G
i
i
n
t
e
r
 H
e
i
n
e
,
 T
a
t
u
n
g
 a
u
s
 ,,niedrigen B
e
w
e
g
g
r
i
i
n
d
e
n
 ê" 
1988, 
s. 
19£. 

(311) 
H
e
i
n
e
,
 a. 
a. 
0., S. 
20. 
す
で
に
一
八
七
五
年
に
ホ
ル
ツ
ェ
ン
ド
ル
フ
が
苦
言
を
呈
し
た
こ
と

(
v
•
H
o
l
z
e
n
d
o
r
f
,
 D
a
s
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
 d
e
s
 

M
o
r
d
e
s
 u
n
d
 d
i
e
 T
o
d
e
s
s
t
r
a
f
e
,
 1875, S. 256££.)

を
、
一
九
三
六
年
草
案
は
、
「
経
験
上
確
証
で
き
た
」
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
予
謀
は
、
通

常
、
当
罰
性
の
高
さ
に
対
す
る
徴
表
で
は
な
い
し
、
そ
れ
が
な
い
こ
と
が
、
責
任
が
軽
い
と
い
う
徴
表
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
を
で
あ
る

(
E

1936, 
s. 2
4
5
)
。

(318) 
H
e
i
n
e
 `
 
a. 
a. 
0., S. 23. 

(319)

行
為
者
類
型
論
を
主
張
し
た
当
時
の
文
献
と
し
て
、

D
a
h
m
,
D
e
r
 Tiitertyp i
m
 Strafrecht, 
1940, 
S. 
35ff.; 
ders., 
T
o
d
e
s
s
t
r
a
f
e
 u
n
d
 

T
i
i
t
e
r
t
y
p
 n
a
c
h
 d
e
r
 S
t
r
a
f
g
e
s
e
t
z
n
o
v
e
l
l
e
 v
o
m
 4. 
S
e
p
t
.
 1941, D
R
 1942, S. 4
0
1
,
 404££. ;
 Me
z
g
e
r
,
 T
a
t
s
t
r
a
f
e
 u
n
d
 Tiiterstrafe, i
n
s
b
e
s
 ,
 

o
d
e
r
e
 i
m
 Kriegsstrafrecht, 
N
 S
t
W
 6
 0(
1
9
4
1
)
,
 S. 
353ff.; Schaffstein, 
Z
u
r
 L
e
h
r
e
 v
o
m
 Tiitertyp i
m
 Kr
ie
gs
st
rafrecht, D
S
t
r
R
 9
 

(
1
9
4
2
)
,
 
S. 
33££.; E• 

W
o
l
f
,
 
D
a
s
 kiinftige 
S
t
r
a
f
e
n
s
y
s
t
e
m
 u
n
d
 d
i
e
 
Z
u
m
e
s
s
u
n
g
s
g
r
u
n
d
s
i
i
t
z
e
,
 N
 St
W
 5
4
 
(
1
9
3
5
)
.
 
S. 
544ff.; 
ders., 

（
三
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三
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T
a
t
t
y
p
 u
n
d
 Tiitertypus. N
 ur
 F
r
a
g
e
 d
e
r
 N
e
u
g
l
i
e
d
e
r
u
n
g
 d
e
r
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
s
l
e
h
r
e
,
 N
 A
k
D
R
 19
3
6
,
 
S. 3
5
8
£
£
 ・
行
2

泡
H

考
I

類
孟
竿
論
pRB

に
つ
い
て

は
、
山
中
「
ナ
チ
ス
刑
法
に
お
け
る
『
法
の
革
新
』
の
意
義
ー
そ
の
解
明
の
試
み
ー
」
関
西
大
学
法
学
研
究
所
研
究
叢
書
第
三
冊
(
-
九
八
九

年
）
一
七
一
頁
参
照
。

(320)

グ
ラ
イ
ス
パ
ッ
ハ
は
、
一
九
三
六
年
に
、
殺
人
罪
の
改
正
に
お
い
て
は
、
カ
ズ
イ
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に
、
ま
た
列
挙
的
に
、
「
と
く
に
非
難
す
べ

き
殺
人
」
を
捉
え
る
と
い
う
方
向
で
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
く
、
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
、
裁
判
官
に
、
謀
殺
者
ま
た
は
故
殺
者
と
し
て
行
為

者
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
容
易
な
ら
し
め
る
よ
う
な
、
行
為
者
を
評
価
す
る
た
め
の
「
示
唆
」
を
意
味
す
る
に
す
ぎ
な
い
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ

き
だ
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ナ
チ
ス
刑
法
に
特
有
の
構
成
要
件
技
術
で
あ
る
「
構
成
要
件
の
弛
緩
と
刑
法
に
お
け
る
行
為
者
類
型
へ
の
転
換
」
を
意

味
し
て
い
る
。

(321) 
R
G
B
I
.
 1
9
4
1
,
 I
 

S. 5
4
9
.
 

(322) 
R
o
l
a
n
d
 Freisler `
 
G
e
d
a
n
k
e
n
 iiber d
a
s
 G
e
s
e
t
z
 z
u
r
 A
n
d
e
r
u
n
g
 d
e
s
 R
e
i
c
h
s
s
t
r
a
f
g
e
s
e
t
z
b
u
c
h
e
s
,
 D
J
 1
9
4
1
,
 
S. 9
2
9
£
£
 • 

(323) 
Freisler, D
J
 1
9
4
1
,
 
S. 9
3
4
.
 

(324) 
F
r
o
m
m
e
!
,
 J
 
N
 1
9
8
0
,
 
s. 5
6
0
.
 

(325) 
F
r
o
m
m
e
!
,
 J
 
N
 1
9
8
0
,
 
s. 5
6
0
.
 

(326) Vgl• 

H
e
r
b
e
r
t
 M
i
c
h
a
e
l
 V
e
h
,
 M
o
r
d
t
a
t
b
e
s
t
a
n
d
 u
n
d
 v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
k
o
n
f
o
r
m
e
 R
e
c
h
t
s
a
n
w
e
n
d
u
n
g
,
 1
9
8
6
,
 
S. 2
3
.
 

(327) 
L
G
 Ko
n
s
t
a
n
z
 S
J
 N
 1
9
4
7
,
 
S
p
 3
3
8
.
 

こ
れ
は
、
ナ
チ
時
代
の
エ
ル
ツ
ペ
ル
ガ
ー
の
暗
殺
に
関
す
る
事
件
の
被
告
人
に
つ
き
、
ド
イ
ツ
刑
法
の

二
―
一
条
の
適
用
を
論
じ
た
と
き
に
、
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
判
決
の
中
で
「
彼
は
、
新
規
定
の
刑
法
ニ
―
一
条
の
意
味
に
お
け
る
謀
殺
者
で

あ
る
」
と
し
て
い
る
。

(328) 
H
e
i
n
e
,
 a. 
a. 
0., S. 2
8
£
.
 

(329)

こ
の
判
決
の
意
義
に
つ
い
て
は
、

vgl.
V
e
h
,
 a. 
a. 
0., S. 3
5
£
£
.
 

(330) 
L
G
 Ve
r
d
e
n
 N
J
W
 19
7
6
 `
 
S. 9
8
0
.
 

(331) 
B
V
e
r
f
G
E
 4
5
,
 1
8
7
£
.
 

＂ N
J
W
 19
7
7
,
 1
5
2
5
.
 

(332) 
B
V
e
r
f
G
E
 4
5
,
 2
6
7
.
 

(333) 
B
G
H
S
t
 30
,
 
1
0
5
 "
 N
J
W
 19
8
1
,
 
S. 1
9
6
5
.
 

―
二
六

（
三
八
四
）



澤
）

Bruns, J
R
 1981, S. 

360ff. 
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旦
蕊
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旦
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1
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ぷ
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如
J
0
弄
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以
芸
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I-' 知
製
忌
や
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(Giinther, Lebenslang fiir 

,,heimtiickischen "
M
o
r
d
?
,
 N

J
W
 1982, S. 

356.)゚

（器）
Spendel, L

K
§
3
3
6
 S
t
G
B
,
 Rdnr. 62 ;

 ders., J
R
 1983. S. 

271. 

僑
）

Engisch, G
A

 1955, S. 
166; Kohler, J

u
S
 1984, 

S. 
763. 

（語）
B
G
H
S
t
 6,331 

（器）
Schroder, S

t
G
B
 17. 

Aufl., 
Rdnr. 6

 vo
r
§
2
1
1
;
 
座

製
0

枷
や

）
）

0
~

 眺
旦

寧
怪
-¥,,,i-(<!0

廷
'Eser/Schonke/Schriider,

S
t
G
B
 23. 

Aufl.,§211 Rdnr. 6. 

凜
）

Eser/Schiinke/Schriider, a. 
a. 

0. 

凜
"
'
)

)
 

J
菜

以
0:,1--'

竺
vgl,

J
o
a
c
h
i
m
 Meier, Zur gegenwiirtigen B

e
h
a
n
d
l
u
n
g
 des ,,Lebensliinglich" 

b
e
i
m
 M
o
r
d
,
 1989, S. 

Sff. 

啜）
Vgl. 

Eser/Schonke/Schroder, a. 
a. 
0. Rdnr. 10a. 

澤
）

Eser/Schonke/Schriider, a. 
a. 
0. 

Rdnr. 10. 

（器）
B
V
e
r
f
G
E
 45, 

187,267; Yeh, a. 
a. 

0., 
S. 

36. 

ぼ）
B
G
H
S
t
 30, 

105. 

澤
）

Eser/Schonke/Schroder, a. 
a. 

0. 

澤
）

Rengier, N
S
t
Z
 1982, S. 

225. 

海
）

Gunther, N
J
W
 1982, S. 

355. 

澤
）

Gunther, N
J
W
 1982,,S. 

354. 

澄）
Gunther, N

J
W
 1982, S. 

355. 

澄）
Vgl. B

a
u
m
a
n
n
,
 in: Henkys, a. 

a. 
0., 

S. 
289£. 

慮
）

B
G
H
 N
J
W
 1953, S. 

1440. 

澤
）

B
a
u
m
a
n
n
,
 in :

 Henkys, a. 
a. 
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S. 

290. 

（器）
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G
H
 S
t
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）
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(354) 
B
G
H
S
t
 2, 
6
3
 ;
 3, 
1
3
3
 ;
 O

G
H
 1, 
3
2
7
.
 

(355) 
B
a
u
m
a
n
n
,
 in :
 He
n
k
y
s
,
 a. 
a. 
0., S. 
2
9
1
.
 

(356) 
R
a
d
b
r
u
c
h
,
 S
J
 N
 1
9
4
8
,
 S
p
.
 3
1
1
 ;
 N
 inn, 
S
J
 N
 1
9
4
8
 `
 
S
p
.
 1
4
1
;
 J
a
g
u
s
c
h
,
 S
J
Z
 1
9
4
9
,
 3
2
5
.
 

(357) 
S
t
o
c
k
,
 S
J
 N
 1
9
4
7
 `
 
S
p
.
 5
2
9
.
 

(358) 
B
G
H
S
t
 18, 
37. 

(359) 
B
a
u
m
a
n
n
,
 in :
 He
n
k
y
s
,
 a. 
a. 
0., S. 
2
9
2
.
 

(360) 
B
G
H
S
t
 18, 
3
7
 11 
N
J
W
 19
6
2
,
 2
3
0
8
.
 

(361) 
B
a
u
m
a
n
n
,
 V
o
r
s
i
c
h
t
 b
e
i
 V
e
r
j
a
h
r
u
n
g
 v
o
n
 N
S
 
,
 Ge
w
a
l
t
v
e
r
b
r
e
c
h
e
n
 !, 
N
J
W
 19
6
9
,
 S. 
1
2
8
0
.
 

(362) 
B
G
H
 v. 
7. 
7. 
1
9
6
4
 ,
 1
 S
t
R
 3
7
/
6
4
 ,
 ;
 
Vgl• 

H
a
n
a
c
k
,
 
Z
u
r
 P
r
o
b
l
e
m
a
t
i
k
 
d
e
r
 
g
e
r
e
c
h
t
e
n
 
B
e
s
t
r
a
f
u
n
g
 
n
a
t
i
o
n
a
l
s
o
z
i
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
r
 

G
e
w
a
l
t
v
e
r
b
r
e
c
h
e
r
,
 J
 N
 1
9
6
7
,
 S
.
3
0
1
.
 

(363) Vgl• 

H
a
n
a
c
k
,
 J
Z
 1
9
6
7
,
 S. 
300£. 

函
）

V
g
 Ha
n
a
c
k
,
 J
Z
 1
9
6
7
,
 S. 
3
0
1
.
 
な
お
、
ハ
ナ
ッ
ク
が
挙
げ
て
い
る
連
邦
裁
判
所
の
一
九
六
六
年
五
月
一
七
日
の
判
決
（
ー
1
S
t
R
 1
1
1
/
6
 |） 

で
は
、
義
務
を
意
識
し
た
、
き
ち
ん
と
し
た
警
察
官
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
医
者
の
補
助
者
を
射
殺
し
た
事
案
に
お
い
て
、
低
劣
な
動
機
を
否
定
し
た
。

そ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
。
「
陪
審
裁
判
所
は
、
被
告
人
が
、
…
…
医
者
の
補
助
者
を
、
次
の
理
由
で
そ
の
場
で
即
座
に
射
殺
し

た
と
い
う
こ
と
が
払
拭
で
き
な
い
と
信
じ
た
。
つ
ま
り
、
義
務
を
果
た
し
て
報
告
し
て
い
た
な
ら
、
特
別
裁
判
所
に
よ
っ
て
即
決
で
死
刑
に
処
せ

ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
陪
審
裁
判
所
は
、
こ
の
行
為
現
場
で
行
為
時
に
支
配
的
で
あ
っ
た
状
況
の
ゆ
え
に
、
こ
の
あ
り
う
る
動
機

を
、
刑
法
ニ
―
一
場
の
意
味
に
お
け
る
低
劣
と
は
評
価
し
な
か
っ
た
。
法
的
根
拠
か
ら
こ
れ
に
は
反
対
で
き
な
い
」
。

(365) 
B
G
H
 D
R
i
Z
 1
9
7
0
,
 3
0
1
.
 
な
お
、
こ
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
、
第
四
節
「
ナ
チ
犯
罪
と
托
法
罪
」
で
検
討
す
る
(
-
四
七
頁
以
下
）
。

(366) 
Vgl• 
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a
n
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k
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 J
 N
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9
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G
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2
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H
i
r
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i
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r
a
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m
e
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u
n
g
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e
i
 n
a
t
i
o
n
a
l
s
o
z
i
a
l
i
s
t
i
s
c
h
e
n
 
G
e
w
a
l
t
 ,
§
d
 Kr
i
e
g
s
v
e
r
b
r
e
c
h
e
n
,
 S. 
34. 
こ
の
点
で
興
味
深
い
の
は
、

シ
ュ
ト
ッ
ト
ガ
ル
ト
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
、
東
ド
イ
ツ
国
境
を
越
え
て
逃
亡
し
よ
う
と
し
た
「
共
和
国
逃
亡
者
」
を
射
殺
し
よ
う
と
し
た
東
ド
イ

ツ
の
元
国
境
警
備
隊
員
を
故
殺
未
遂
（
正
犯
）
と
し
、
「
低
劣
な
動
機
」
を
否
定
し
て
、
謀
殺
を
否
定
し
た
こ
と
で
あ
る

(
J
N
1
9
6
4
,
 
s. 
101, 

―
二
八

（
三
八
六
）
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

柾
法
罪
と
は
、
わ
が
国
の
現
行
法
に
お
い
て
は
聞
き
慣
れ
な
い
法
概
念
で
あ
る
が
、

身
分
に
あ
る
者
が
「
法
」
を
柾
曲
す
る
と
い
う
こ
と
を
内
容
と
す
る
犯
罪
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
頻
繁
に
発
生
し
、

人
口
に
謄
灸
し
て
い
る
犯
罪
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
現
に
、
柾
法
罪
に
関
す
る
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
の
判
例
は
、
す
べ
て
併
せ
て
も
公

（
澤
）

式
判
例
集
に
登
載
さ
れ
た
も
の
は
四
つ
に
す
ぎ
な
し
。
連
邦
裁
判
所
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
判
例
は
そ
う
多
く
な
い
。
し
か
し
、
と
く
に
、

(407) 

一
九
六

0
年
代
末
か
ら
一
九
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
こ
れ
に
関
す
る
多
数
の
論
文
が
書
か
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
柾
法
罪
は
、
刑
法

一
般
人
の
耳
目
を
も
登
動
さ

学
に
お
い
て
も
注
目
を
浴
び
、
よ
く
知
ら
れ
た
犯
罪
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
景
に
は
ナ
チ
犯
罪
裁
判
が
あ
っ
た
。
と
く
に
、
民

(408) 

族
裁
判
所
裁
判
官
の
司
法
犯
罪
た
る
「
レ
ー
ゼ
事
件
」
裁
判
が
、
刑
法
学
者
、
法
曹
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、

せ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
刑
法
学
者
の
関
心
を
引
い
た
の
は
、
と
く
に
、
こ
の
ナ
チ
犯
罪
処
罰
と
の
関
係
で
柾
法
罪
も
つ
理
論
的
な

問
題
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
こ
こ
で
、
任
法
の
構
成
要
件
が
充
足
さ
れ
た
か
ど
う
か
に
答
え
る
に
は
、
そ
も
そ
も
曲
げ
ら
れ
る
べ
き

「
法
」
が
、
ナ
チ
ス
の
「
法
律
」
な
の
か
、
い
わ
ば
自
然
「
法
」
な
の
か
が
ま
ず
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、

後
に
さ
ら
に
検
討
す
る
よ
う
に
、
戦
後
、
ナ
チ
犯
罪
処
理
と
の
関
係
で
一
般
的
に
生
じ
た
、
ナ
チ
時
代
の
「
法
」
と
は
何
か
と
い
う
問
題

が
解
釈
問
題
と
し
て
典
型
的
に
現
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
ナ
チ
犯
罪
処
理
に
お
け
る
実
践
面
と
し
て
は
、
柾
法
罪
が
成
立
す
る

か
ど
う
か
は
、
「
司
法
殺
人
」
で
有
罪
と
す
る
た
め
の
前
提
と
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
「
法
」
を
遵
守
し
た
裁
判
官
に
、
法
を

濫
用
し
て
「
謀
殺
」
罪
を
犯
し
た
こ
と
を
問
題
に
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
柾
法
罪
の
問
題
が
、
刑
法
学
の
一
種
の
流
行
テ
ー
マ
と
な
っ
た
背
景
に
は
、
不
法
体
系
の
も
と
で
活
動
し
た
裁
判
官
の
刑

事
責
任
を
問
う
と
い
う
問
題
関
心
が
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
理
論
的
に
は
、
刑
法
解
釈
学
的
、
刑
事
政
策
的
、
法
理
論
的
な
難
問
の
解
決
に

(409) 

関
心
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

三

（
三
八
九
）

一
般
的
に
い
え
ば
、
法
を
司
り
運
用
す
る
一
定
の



J

の
規
定
の
定
め
る
「
行
為
」
は
、
行
為
者
が
法
を
曲
げ
る

た
は
不
利
に
狂
法
の
責
を
負
う
裁
判
官
、
そ
の
他
の
官
吏
、
ま
た
は
仲
裁
裁
判
官
は
、

(
a
)
 

(2) 

柾
法
罪
規
定
の
意
義

柾
法
と
問
題
の
所
在

関
法

第
四
一
一
巻
第
二
号

一
年
以
上
五
年
以
下
の
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
る
」
。

三
（
三
九
0
)

と
こ
ろ
で
、
柾
法
罪
の
主
体
は
、
「
裁
判
官
」
に
は
限
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
、
裁
判
官
を
念
頭
に
置
い
て
論
議
さ
れ
る
の

が
常
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
柾
法
罪
は
、
裁
判
官
に
よ
る
司
法
犯
罪
が
モ
デ
ル
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
つ
ま
り
、
柾
法
罪
は
、
事

(110) 

実
上
、
裁
判
官
に
よ
る
「
身
分
犯
罪
」
な
の
で
あ
る
。
こ
の
柾
法
罪
の
規
定
は
、
従
っ
て
、
裁
判
官
の
刑
事
責
任
を
制
定
し
た
も
の
で
あ

（山）

り
、
ま
た
、
裁
判
官
の
免
責
、
つ
ま
り
「
裁
判
官
の
独
立
保
障
の
、
最
も
重
要
な
帰
結
で
あ
り
、
対
抗
物
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
判
例

が
、
こ
の
よ
う
な
司
法
の
自
己
点
検
な
い
し
「
自
浄
作
用
」
の
課
題
を
つ
ね
に
果
し
て
き
た
と
は
言
え
な
い
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
が
、

そ
の
こ
と
は
、
柾
法
罪
に
お
け
る
理
論
の
上
で
は
、
＿
―
-
三
六
条
が
、
許
さ
れ
た
限
界
を
越
え
て
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
点
に
現
れ
て

い
る
。
例
え
ば
、
直
接
的
故
意
が
あ
っ
た
場
合
に
の
み
柾
法
の
故
意
が
認
定
さ
れ
る
と
い
う
解
釈
が
そ
の
例
で
あ
る
。
ま
た
、
実
際
的
な

点
に
つ
き
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
ナ
チ
体
制
下
の
多
数
の
、
部
分
的
に
は
信
じ
が
た
い
よ
う
な
恥
ず
べ
き

判
決
が
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
贖
罪
に
服
さ
ず
、
公
判
が
、
原
則
と
し
て
繰
り
返
し
、
虚
し
く
、
裁
判
所
間
の
往
復
に
よ
っ
て
、
苛
ま
れ

た
だ
け
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
遺
憾
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
否
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
事
実
で
あ
る
。
多
数
の
違
法
な
死
刑
判
決

が
、
そ
れ
が
柾
法
で
あ
る
と
し
て
、
明
白
に
ま
た
は
内
々
に
、
確
定
判
決
を
も
っ
て
処
罰
さ
れ
た
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
裁
判

(112) 

の
破
産
で
あ
る
」
。

ド
イ
ツ
刑
法
第
三
三
六
条
は
、
次
の
よ
う
に
定
め
る
。
「
法
律
事
件
の
指
揮
ま
た
は
決
定
に
あ
た
っ
て
、
あ
る
当
事
者
の
有
利
に
、
ま

（
柾
曲
す
る
）
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
柾
法
に
は
、
「
事
実
の
捏
造
」
の
場



そ
れ
で
は
、
法
を
「
曲
げ
た
」
と
さ
れ
る
の
は
い
か
な
る
場
合
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
学
説
は
、
大
別
し
て
三
つ
に
分
か

、
、
、
、

れ
る
。
通
説
は
、
客
観
的
に
法
な
い
し
法
律
に
矛
盾
す
る
決
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
柾
法
が
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
主
観

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

説
に
よ
れ
ば
、
行
為
者
が
法
に
関
す
る
自
身
の
主
観
的
な
見
解
に
反
し
て
適
用
す
る
こ
と
が
、
柱
法
と
さ
れ
る
。
第
三
説
は
折
衷
説
で
あ

(415) 
る。

①
主
観
説
に
よ
れ
ば
、
法
は
、
法
適
用
が
適
用
者
の
確
信
に
意
識
的
に
反
す
る
と
き
に
、
法
が
柾
曲
さ
れ
る
。
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、
柾

(416) 

法
罪
は
、
「
確
信
犯
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
説
に
対
し
て
は
、
例
え
ば
、
裁
判
官
が
そ
の
「
確
信
」
に
従
っ
て
判
決
し
た
と
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
彼
が
「
義
務
を
守
っ
て
」
行
為
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
彼
が
判
決
し
た
こ
と
が
客
観
的
に
法
だ
と
い
う
こ
と
に
も
な
ら
な

い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
説
は
、
心
情
刑
法
に
つ
な
が
る
も
の
と
批
判
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
本
説
に
よ
れ
ば
、
民
族
裁
判
所
の
フ
ラ
イ
ス

ラ
ー
の
多
く
の
死
刑
判
決
も
、
彼
が
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
ナ
チ
ス
ト
と
し
て
判
決
の
正
当
性
を
確
信
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
決
し
て
「
柾

面）

法
」
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
と
批
判
さ
れ
て
い
る
。

②
客
観
説
に
よ
れ
ば
、
三
三
六
条
は
、
違
法
な
も
し
く
は
不
当
な
指
揮
ま
た
は
法
事
実
の
決
定
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一

(

C

)

 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理

3

に
よ
る
。

(m)

（
出
）

合
と
「
法
規
範
の
誤
っ
た
適
用
」
の
場
合
と
が
あ
る
。
学
説
と
判
例
に
よ
れ
ば
、
柾
法
は
、
次
の
よ
う
な
態
様
で
実
行
さ
れ
う
る
。

公
判
の
指
揮
に
あ
た
っ
て
法
律
を
侵
害
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
告
人
の
法
的
地
位
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
、
ま
た
は
、

形
式
的
に
有
効
な
法
律
が
不
正
に
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
ー
~
つ
ま
り
、
事
実
が
不
当
に
認
定
さ
れ
、
正
し
く
認
定
さ
れ
た
事
実

が
法
律
の
構
成
要
件
を
充
足
せ
ず
、
ま
た
は
行
為
の
不
法
内
容
に
明
ら
か
に
上
回
る
不
釣
り
合
い
に
高
い
刑
が
言
渡
さ
れ
る
こ
と

(
b
)
 
形
式
的
に
無
効
な
法
律
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
は
、

(

a

)

 

~ 
（
三
九
一
）



(

a

)

 

司
法
殺
人
の
前
提
と
し
て
の
柾
法

第
四
二
巻
第
二
号

方
当
事
者
に
有
利
な
、
も
し
く
は
不
利
な
立
場
が
作
り
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
結
果
と
す
る
「
結
果
犯
」
で
あ
る
。
法
適
用
者
が
、
客

観
的
に
法
を
誤
っ
て
適
用
し
た
と
き
に
、
法
が
客
観
的
構
成
要
件
的
に
柾
曲
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

③
折
衷
説
、
正
確
に
は
「
制
限
的
主
観
飯
」
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
要
素
と
主
観
的
要
素
を
折
衷
し
、
混
合
し
よ
う
と
す
る
。
こ
の
説
の

ひ
と
つ
に
よ
れ
ば
、
柾
法
は
、
客
観
的
法
違
反
と
並
ん
で
、
書
か
れ
ざ
る
構
成
要
件
要
素
と
し
て
、
法
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
「
主
観

的
傾
向
」
を
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
判
決
者
の
意
識
を
も
示
す
行
為
の
み
で
あ
る
。
本
説
に
よ
る
と
、
柾
法
罪
は
、
「
傾
向
犯
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
他
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
柾
法
の
本
質
」
は
、
真
実
発
見
・
法
発
見
と
い
う
「
裁
判
官
に
向
け
ら
れ
た
義
務
の
侵
害
」
に

存
在
す
る
。
そ
し
て
、
誤
っ
た
法
適
用
の
「
比
較
基
準
」
は
、
客
観
的
法
で
は
な
く
、
「
裁
判
官
の
合
義
務
的
に
得
ら
れ
た
法
理
観
」
で

(419) 

あ
る
。
こ
の
見
解
に
と
っ
て
は
、
三
三
六
条
は
「
義
務
犯
」
で
あ
る
。

客
観
説
が
通
説
で
あ
る
。
客
観
説
に
よ
れ
ば
、
三
三
六
条
は
「
結
果
犯
」
で
あ
る
。

3
 

一
三
四

（
三
九
二
）

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
柾
法
罪
は
、
ナ
チ
時
代
の
裁
判
官
の
死
刑
判
決
に
よ
っ
て
、
被
有
罪
判
決
者
に
対
す
る
当
該
裁
判
官
の
殺
人

罪
が
成
立
す
る
か
ど
う
か
の
前
提
と
し
て
の
機
能
を
営
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
裁
判
所
の
判
決
の
中
で
明
言
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
「
刑
法
―
―
―
―
―
―
六
条
の
枠
内
で
の
裁
判
官
の
活
動
が
、
別
の
法
律
規
定
（
例
え
ば
、
刑
法
ニ
―
一
条
、
ニ
ニ
一
条
）
に
よ

(420) 

る
処
罰
に
つ
な
が
る
の
は
、
裁
判
官
が
刑
法
三
三
六
条
に
よ
る
柾
法
で
有
罪
と
な
っ
た
と
き
の
み
で
あ
る
」
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

も
ち
ろ
ん
、
裁
判
官
の
責
任
を
限
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
背
後
に
は
、
裁
判
官
の
独
立
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

(421) 

と
い
う
思
想
が
あ
る
。

ナ
チ
犯
罪
裁
判
と
柾
法
罪
に
お
け
る
「
法
」
の
意
義

関
法



(422) 

柾
法
罪
が
成
立
し
な
け
れ
ば
謀
殺
罪
が
成
立
し
な
い
と
い
う
こ
の
考
え
は
、
実
は
、
ラ
ー
ト
プ
ル
フ
に
発
す
る
も
の
で
あ
る
。
ラ
ー
ト

プ
ル
フ
の
有
名
な
「
法
律
の
形
を
と
っ
た
不
法
と
制
定
法
を
越
え
る
法
」
と
い
う
論
文
の
中
で
、
「
殺
人
罪
の
ゆ
え
の
裁
判
官
の
可
罰
性

は
、
同
時
に
彼
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
柾
法
の
認
定
（
―
-
―
-
―
-
六
条
、
＿
―
-
四
四
条
）
を
前
提
と
す
る
」
と
し
、
「
独
立
の
裁
判
官
の
判
決
は
、

そ
の
裁
判
官
が
、
か
の
独
立
性
が
そ
れ
に
役
立
つ
と
規
定
さ
れ
た
原
則
、

(423) 

罰
の
対
象
と
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
す
る
。

つ
ま
り
、
法
律
、
法
へ
の
服
従
を
侵
害
し
た
と
き
に
の
み
、
処

柾
法
罪
に
お
い
て
柾
曲
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
「
法
」
と
は
、
何
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
法
と
は
、
ま
ず
、
「
法
律
」
を
指
す
こ
と

は
疑
い
な
い
。
従
っ
て
、
実
体
法
と
訴
訟
法
、
民
法
、
刑
法
、
公
法
の
ほ
か
、
国
際
法
の
一
般
原
則
も
、
さ
ら
に
慣
習
法
も
取
引
法
も
、

こ
れ
に
含
ま
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
は
、
三
＿
―
-
六
条
の
構
成
要
件
は
、
「
悪
法
」
の
適
用
に
よ
っ
て
も
実
現
さ
れ
う
る

の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
原
則
論
と
し
て
言
え
ば
、
「
法
律
」
を
「
法
」
と
同
一
視
す
る
者
は
、
こ
の
問
い
に
否
定
的
に
答
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
法
律
を
法
の
重
要
な
ひ
と
つ
の
形
式
に
す
ぎ
な
い
と
み
て
、
実
定
法
を
越
え
る
よ
り
高
次
の
、
超
実
定
的
な

法
を
肯
定
す
る
者
は
、
不
当
な
法
律
の
適
用
に
よ
る
柾
法
を
可
能
と
み
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
、
今
日
、
圧
倒
的
通
説
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、

客
観
的
法
に
反
し
て
、

一
九
四
五
年
以
前
に
は
、
裁
判
官
が
、
反
倫
理
的
な
法
律
ま
た
は
自
然
法
に
反
し
た
法
律
を
適
用
し
た
と
き
、
裁
判
官
が
、

(425) 

柾
法
の
責
を
負
う
と
い
う
よ
う
な
考
え
が
現
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
学
説
に
お
い
て
は
、
当
時
、
む
し
ろ
、
柾
法
は
、
法
律
事
件
が
、

、
、
、
、
、
、
、
、

つ
ま
り
、
実
体
法
・
訴
訟
法
規
範
に
侵
害
し
て
、
指
揮
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
論
じ
て
い
た
。

そ
の
際
、
そ
の
よ
う
な
法
規
範
の
概
念
に
お
い
て
専
ら
成
文
法
が
理
解
さ
れ
た
。
実
証
主
義
の
も
と
で
は
、
法
律
を
越
え
る
正
義
を
求
め

よ
う
と
し
た
裁
判
官
は
、
柾
法
罪
を
犯
し
た
も
の
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ビ
ン
デ
ィ
ン
グ
も
、
普
通
刑
法
の
苛
酷
な
刑
罰
規
定
を
回
避
し

(
b
)
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

超
実
定
法
は
、
「
法
」
か

ニ
ニ
五

（
三
九
三
）



（
三
九
四
）

(426) 

た
普
通
法
の
実
務
を
「
柾
法
が
蔓
延
し
て
い
る
」
も
の
と
し
て
い
る
。
判
例
が
明
示
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
裁
判
官
は
、
明
確
な

法
律
上
の
規
定
に
反
し
た
判
決
を
下
し
え
ず
、
彼
は
、
法
律
を
適
用
し
て
よ
い
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
お
い
て
、
当
該
の
法
律
が
有
効

か
、
他
の
法
律
と
矛
盾
し
な
い
か
の
み
の
検
討
に
限
定
さ
れ
た
。
ナ
チ
思
想
が
ま
だ
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
に
は
、
ラ
イ
ヒ
ス

ゲ
リ
ヒ
ト
は
、
例
え
ば
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
「
立
法
者
は
、
自
ら
が
支
配
者
で
あ
り
、
彼
が
憲
法
ま
た
は
そ
の
他
の
法
律
か
ら
自
ら

(m) 

引
き
出
し
た
も
の
以
外
の
制
限
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
」
。
ラ
イ
ヒ
ス
ゲ
リ
ヒ
ト
は
、
そ
の
他
多
く
の
判
例
に
お
い
て
、
裁
判
官
は
、

法
律
が
善
良
の
風
俗
ま
た
は
倫
理
の
命
令
と
調
和
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
し
て
い
た
。

な
っ
て
初
め
て
、
超
実
定
法
が
含
ま
れ
る
と
い
う
見
解
が
意
味
を
も
ち
始
め
た
の
で
あ
る
。

一
九
四
五
年
以
降
の
ナ
チ
犯
罪
処
罰
の
要
請
か
ら
、
柾
法
に
は
、
「
超
実
定
法
」
を
曲
げ
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
の
か
と

(428) 

い
う
問
題
が
現
実
性
を
帯
び
た
の
で
あ
り
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
を
含
む
と
い
う
見
解
が
通
説
で
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
「
法
」

に
「
超
実
定
法
」
が
含
ま
れ
る
と
い
う
見
解
が
、
初
め
か
ら
圧
倒
的
な
通
説
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
に
よ
れ
ば
、

「
多
数
の
見
解
が
、
明
白
に
裁
判
官
に
よ
る
超
実
定
法
の
顧
慮
に
反
対
す
る
立
場
を
と
っ
た
の
で
あ
り
、
し
か
も
、
明
ら
か
に
、
法
哲
学

ま
た
は
倫
理
の
意
味
に
お
い
て
不
当
な
法
律
は
、
倫
理
の
立
場
か
ら
法
で
あ
る
べ
き
で
な
い
も
の
が
、
法
だ
と
宣
言
さ
れ
る
と
い
う
こ
と

(429) 

に
よ
っ
て
、
拘
束
力
を
失
う
こ
と
は
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
は
、
結
論
的
に
、
裁
判
官
に
よ
る
超
実

(430) 

定
法
の
考
慮
は
、
権
力
分
立
に
反
す
る
と
い
う
理
由
で
、
認
め
ら
れ
な
い
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
一
九
五

0
年
代
の
判
例
に
お
い
て

も
、
そ
れ
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
す
な
。
す
な
わ
ち
、
彼
に
よ
る
と
、
①
一
九
五
二
年
七
月
八
日
の
判
沢
お
よ
び
一
九
五
六
年
一

(433)

廷

二
月
七
日
の
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
は
触
れ
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
二
年
二
月
―
二
日
の
判
‘
ー
に
お
い
て
は
、

次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
そ
の
者
が
、
そ
の
当
時
妥
当
し
て
い
た
法
状
態
に
よ
れ
ば
、
若
干
の
強
行
手
続
規
定
の
み
が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で

J

の
よ
う
に
、

関
法
第
四
二
巻
第
二
号

一
三
六

一
九
四
五
年
以
降
に



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

④
超
実
定
法
の
「
基
準
」
に
関
す
る
諸
説
の
検
討

は
、
諸
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
た
。

あ
っ
た
身
分
裁
判
所
の
判
決
に
関
与
し
た
と
い
う
以
外
の
こ
と
は
認
定
で
き
な
い
場
合
、
刑
法
上
そ
の
者
を
非
難
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
何
人
か
か
ら
生
命
が
奪
わ
れ
た
種
類
と
方
法
が
、
そ
の
当
時
の
法
に
よ
っ
て
も
庇
護
さ
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
は
、
国
家
的
承
認

と
は
独
立
に
妥
当
す
る
一
般
拘
束
的
な
法
的
原
則
に
反
し
て
い
る
こ
と
が
認
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
殺
人
罪
が
存
在
す
る
こ
と
が
あ
り
う
る
。

…
…
連
邦
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
正
義
を
目
指
さ
な
い
官
憲
の
命
令
、
平
等
の
思
想
を
意
識
的
に
否
定
す
る
命
令
、
そ
し
て
人
間
の
人
格
の

価
値
と
尊
厳
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
文
化
的
国
民
に
共
通
の
法
的
確
信
を
著
し
く
無
視
す
る
命
令
は
、
法
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
一
九
五
二
年
七
月
八
日
の
判
例
も
、
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
連
邦
裁
判
所
は
、

轄
（
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
、
民
族
裁
判
所
な
ど
）
を
命
じ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
手
続
に
干
渉
し
た
特
別
の
事
案
に
の
み
、
こ
の
原
則
を
適
用
し
よ

(435) 

う
と
し
て
い
る
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
極
め
て
限
定
的
な
も
の
と
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
超
実
定
法

を
含
む
と
解
す
る
見
解
に
批
判
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
。
し
か
し
、
我
々
は
、
こ
こ
で
は
、
通
説
に
従
っ
て
、

種
と
ユ
ダ
ヤ
人
種
の
結
婚
を
禁
じ
た
純
血
保
護
法
、

つ
ま
り
「
法
律
の
形
を
と
っ
た
不
法
」
の
適
用
は
、
超
実
定
「
法
」
を
柾
曲
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
す
る
見
解
か
ら
出
発
し
て
、
検
討
を
加
え
よ
う
。

ゞ
ヽ
~
ヽ

ヒ
ト
ラ
ー
カ

つ
ね
に
別
の
管

ァ
ー
リ
ア
人

し
か
し
、
こ
の
超
実
定
法
と
は
何
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
「
自
然
法
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
別
の
何
か
な
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
三
三
六
条
の
「
法
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
詳
し
く
解
釈
す
る
と
、
こ
こ
で
は
、
積
極
的
に
書

か
れ
ざ
る
構
成
要
件
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
消
極
的
に
、
超
実
定
的
な
法
原
則
に
従
っ
て
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
適
用
さ
れ
る

(436) 

べ
き
法
律
が
無
効
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
超
実
定
法
の
「
基
準
」
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て

ニ
ニ
七

(-―一九五）



(b) 
裁
判
官
の
良
心
・
普
遍
妥
当
の
法
原
理
・
立
法
者
意
思

戦
争
直
後
の
時
代
の
多
数
の
判
例
が
、
「
自
然
法
」
を
基
準
と
し
て
「
法
」
の
内
容
を
定
め
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
、
何
が
自
然
法
の

具
体
的
な
内
容
で
あ
る
か
は
、
明
白
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
法
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
時
代
に
あ
ら
ゆ
る
国
民
に
と
っ
て
妥
当
す
る
前
国

（
印
）

家
的
法
規
で
あ
る
と
し
た
学
説
も
、
そ
の
認
識
が
裁
判
官
の
主
観
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
、
説
得
性
を
も
た
な
か
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
批
判
に
対
し
て
は
、
絶
対
的
に
妥
当
す
る
倫
理
則
は
、
裁
判
官
に
認
識
で
き
る
も
の
と
す
る
連
邦
裁
判
所
の
若
干
の
判
決
が
対
抗

(438)

（

439) 

し
た
。
例
え
ば
、
「
倫
理
規
範
に
従
っ
て
行
為
す
る
人
間
の
自
由
」
や
「
自
然
法
上
の
要
請
で
あ
る
一
夫
一
婦
制
」
な
い
し
「
自
然
と
創

(440) 

造
者
の
秩
序
に
従
っ
た
人
間
の
健
康
」
な
ど
を
強
調
す
る
判
例
が
そ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
「
絶
対
的
に
妥
当
す
る
倫
理
則
」
と
は
、
結
局
、

裏
面
か
ら
言
え
ば
、
「
著
し
い
不
法
」
が
あ
る
場
合
に
は
、
自
然
法
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
か
ら
、
い
わ
ば
、
そ
の
よ
う
な

著
し
い
不
法
が
あ
る
場
合
に
の
み
、
「
自
然
法
」
が
問
題
に
な
る
と
も
い
え
る
。
そ
の
意
味
で
最
上
級
の
法
原
理
の
み
が
認
識
さ
れ
れ
ば

（
出
）

よ
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヴ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
が
述
べ
る
よ
う
に
、

間
の
た
め
に
疑
い
な
く
認
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
あ
ら
ゆ
る
生
活
領
域
を
包
括
す
る
自
然
法
体
系
を
見
つ
け
よ
う
と

(m) 

る
す
試
み
に
と
っ
て
も
あ
て
は
ま
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
「
基
本
的
な
法
原
則
の
領
域
」
を
離
れ
る
や
否
や
、
自
然

法
が
あ
ま
り
に
も
多
様
で
あ
る
た
め
に
、
自
然
法
を
志
向
す
る
検
討
は
、
禁
止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
裁
判
官
の
良
心
も
、
個
人
的
な
も
の
で
あ
り
、
第
三
者
に
押
し
つ
け
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
法
」
認
識
の

基
準
と
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
個
々
の
裁
判
官
の
「
正
義
感
」
や
「
世
界
観
」
な
ど
か
ら
生
じ
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
個
人

的
な
正
義
感
な
ど
を
基
準
に
し
て
「
法
」
を
認
識
す
る
こ
と
は
、
法
治
国
家
を
崩
壊
さ
せ
、
カ
オ
ス
と
ア
ナ
ー
キ
ー
に
至
る
で
あ
ろ
う

(

a

)

 

自

然

法

関
法

第
四
一
一
巻
第
二
号

一
切
の
歴
史
的
発
展
段
階
に
固
有
の
実
質
的
倫
理
的
内
容
を
、
そ
の
瞬

一
三
八

＿九六）



(

C

)

 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
ゆ

(446) 

次
に
、
こ
の
基
準
を
、
「
立
法
者
の
意
思
」
に
求
め
る
見
解
が
あ
る
。
立
法
者
は
、
は
じ
め
か
ら
故
意
的
に
不
当
な
法
律
を
創
っ
た
の

で
は
な
く
、
正
し
い
法
を
創
る
と
い
う
の
が
立
法
者
の
意
思
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
立
法
者
の
主
観
的
意
図
は
、
法
律
の
客
観

(m) 

的
意
義
と
は
無
関
係
だ
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

倫

理

則(448) 

連
邦
憲
法
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
自
ら
の
評
価
を
入
れ
ず
に
、
社
会
学
的
考
察
方
法
に
お
い
て
、
あ
る
規
範
が
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
一
般

的
に
承
認
さ
れ
た
倫
理
則
、
法
共
同
体
に
お
い
て
支
配
的
な
価
値
観
念
、

的
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
法
律
に
拘
束
力
を
否
認
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
こ
で
は
、
実
定
法
の
外
に
で
は
な
く
、
内
在
す
る
も
の
に
基

(449) 

準
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
立
法
者
の
決
定
が
正
し
い
か
ど
う
か
を
検
討
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
れ
が
圧
倒
的
に
主

張
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
検
討
す
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
通
常
で
あ
る
こ
と
が
、
規
範
的
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
証
明
し
う
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

法
原
則
を
合
目
的
的
で
あ
り
、

一
般
的
法
感
情
に
対
応
す
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
、
非
倫
理

こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
は
、
理
性
的
に
発
見
で
き
る
普
遍
妥
当
的
な
法
原
理
か
ら
出
発
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
主
張
す

る
。
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
に
よ
れ
ば
、
「
理
性
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
理
性
に
よ
っ
て
の
み
発
見
さ
れ
う
る
」
、
ま
た
形
式
的
当
為
命
題
と
し
て
、

そ
れ
に
よ
っ
て
す
で
に
内
容
的
に
特
定
の
法
命
題
を
与
え
る
こ
と
な
く
し
て
、

一
切
の
法
形
成
の
前
提
で
あ
る
よ
う
な
若
干
の
法
律
ま
た

は
原
則
が
存
在
す
る
限
り
で
の
み
、
「
自
然
法
ま
た
は
超
法
規
的
法
」
に
つ
い
て
語
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
が
。
こ
れ
に
あ
た
る
の

は
、
例
え
ば
、
「
平
等
原
則
」
、
「
比
例
性
原
則
」
、
「
交
互
尋
問
保
障
義
務
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
ゼ
ー
ボ
ー
デ
は
、
理
性
に
よ
っ
て
、
最

(115) 

高
の
法
原
則
が
発
見
で
き
る
か
ど
う
か
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
と
、
こ
の
見
解
を
批
判
す
る
。
ゼ
ー
ボ
ー
デ
に
よ
れ
ば
、
理
性
は
、
た
だ

一
定
の
文
化
秩
序
に
と
っ
て
必
要
で
あ
り
、
正
し
い
法
に
関
す
る
自
己
の
価
値
決
定
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の

ニ
ニ
九

（
三
九
七
）



こ
の
見
解
に
与
す
る
の
は
、
ボ
ッ
ケ
ル
マ
ン
、

①
超
実
定
法
を
含
ま
な
い
と
す
る
見
解

を
根
拠
づ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

第
四
二
巻
第
二
号

（
三
九
八
）

も
と
よ
り
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
も
、
社
会
に
お
い
て
支
配
的
な
倫
理
観
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
い
か
に
し
て
認
定
す
る
か
と

い
う
認
識
論
上
の
批
判
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
法
学
方
法
論
的
に
も
、
な
に
ゆ
え
、
「
事
実
的
な
も
の
の
規
範
力
」
が
肯
定
さ
れ
る
か

以
上
の
検
討
に
よ
り
、
超
実
定
法
の
基
準
を
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
見
解
は
、
理
論
的
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
難
点
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
い
て
、
柾
法
罪
の
解
釈
と
し
て
、

た
裁
判
官
は
、
「
法
」
を
柾
曲
し
た
も
の
で
は
な
く
、
不
可
罰
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
存
在
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（邸）

グ
リ
ュ
ン
フ
ー
ト
、
シ
ュ
レ
ッ
サ
ー
な
ど
で
あ
る
。

(451) 

コ
ー
イ
ン
グ
は
、
「
罪
刑
法
定
主
義
」
の
原
則
を
援
用
し
て
、
制
定
法
の
形
を
と
っ
た
不
法
を
適
用
し
た
場
合
の
処
罰
に
反
対
す
る
。
し

か
し
、
こ
の
見
解
に
対
し
て
は
、
処
罰
規
定
は
、
直
接
―
―
―
三
六
条
に
基
づ
く
の
で
あ
っ
て
、
問
題
な
の
は
、
た
ん
に
刑
法
と
い
う
法
律
が

自
然
法
を
参
照
指
示
し
て
い
る
か
、

る
。
そ
の
よ
う
な
参
照
指
示
が
許
さ
れ
、
自
然
法
か
ら
の
間
接
的
な
可
罰
性
が
許
容
さ
れ
る
と
い
う
点
に
対
し
て
は
、
罪
刑
法
定
主
義
の

(452) 

要
請
は
何
も
述
べ
る
も
の
で
は
な
い
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、

つ
ま
り
三
三
六
条
の
意
味
に
お
け
る
「
法
」
が
書
か
れ
ざ
る
法
で
も
よ
い
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

(153) 

エ
フ
ァ
ー
ス
は
、
刑
法
三
三
六
条
の
保
護
法
益
か
ら
結
論
を
導
く
。
エ
フ
ァ
ー
ス
に
よ
れ
ば
、
公
務
員
犯
罪
た
る
托
法
罪
の
保

護
法
益
は
、
国
家
に
対
す
る
忠
誠
義
務
で
あ
り
、
職
務
の
履
行
と
、
従
っ
て
判
例
の
適
法
性

(Gesetzmii.Bigkeit)
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
法
益
理
解
か
ら
す
れ
ば
、
「
国
家
の
立
法
に
対
し
て
倫
理
法
の
優
位
を
尊
重
す
る
判
例
に
対
す
る
社
会
の
利
益
は
、
法
益
に
は
高
め
ら

れ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
、
裁
判
官
の
服
従
に
対
す
る
国
家
の
利
益
が
前
面
に
出
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
『
法
』

関
法

コ
ー
イ
ン
グ
、

エ
フ
ァ
ー
ス
、

ナ
チ
ス
の
法
律
に
従
っ
て
死
刑
判
決
を
下
し

一
四
〇

の
概
念
は
限
定
さ
れ
な



超
実
定
法
を
含
む
と
解
す
る
説

一
四

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
刑
法
三
三
六
条
に
お
い
て
、
そ
の
内
容
は
ど
う
で
あ
れ
、
国
家
の
実
定
的
制
定
法
と
調
和
す
る
規
範
の
み

(451)

（
邸
）

を
把
捉
す
る
」
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、
柾
法
罪
の
法
益
に
は
、
不
法
に
対
す
る
国
民
の
保
護
も
含
ま
れ
る
と
反
論
さ
れ
て
い
る
。

超
実
定
法
が
、
基
準
と
な
る
と
い
う
見
解
を
唱
え
る
場
合
、
超
実
定
法
に
よ
っ
て
裁
判
す
る
こ
と
の
大
き
な
不
安
の
―
つ
は
、
そ
の
実

体
的
認
識
の
問
題
点
と
な
ら
ん
で
、
い
わ
ば
手
続
的
に
、
そ
れ
が
、
正
義
に
適
う
と
し
て
も
、
「
法
的
安
定
性
」
を
害
す
る
恐
れ
が
強
い

こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
無
闇
に
超
実
定
法
を
振
り
か
ざ
す
こ
と
は
、
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
い
わ
ゆ
る

(456i 

「
ラ
ー
ト
プ
ル
フ
の
究
極
手
段
公
式
」

(
R
a
d
b
r
u
c
h
s
U
l
t
i
m
a
 ,
 
ratio ,
 
F
o
r
m
e
)

が
重
要
で
あ
る
。
ラ
ー
ト
プ
ル
フ
は
、
次
の
よ
う
に
言

う
。
「
正
義
と
法
的
安
定
性
の
間
の
葛
藤
は
、
制
定
と
権
力
に
よ
っ
て
確
実
な
も
の
と
さ
れ
た
実
定
法
が
、
正
義
に
対
す
る
実
定
的
制
定

法
の
矛
盾
が
そ
の
法
律
が
「
不
当
な
法
」
と
し
て
正
義
に
譲
歩
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
の
堪
え
が
た
い
程
度
に
達
し
た
の
で
な
い
限

り
、
そ
れ
が
、
内
容
的
に
不
当
で
非
合
目
的
的
で
あ
る
場
合
に
も
、
優
位
性
を
も
つ
と
い
う
よ
う
に
し
て
、
解
決
さ
れ
る
の
が
よ
い
で
あ

(457) 

ろ
う
」
。

さ
て
、
認
識
論
的
に
は
、
超
実
定
法
の
実
質
的
基
準
を
根
拠
づ
け
る
の
は
極
め
て
困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
超
実
定
法
的
基
準
を
肯

定
す
る
の
が
、
今
日
で
も
圧
倒
的
な
通
説
で
あ
る
。
こ
の
通
説
は
、
お
そ
ら
く
、
実
践
的
合
理
性
を
も
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
い
支

持
を
集
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
認
識
論
的
困
難
性
に
つ
い
て
は
、
ラ
ー
ト
プ
ル
フ
は
、
す
で
に
、
「
法
律
の
形
を
と
っ
た
不
法
と
、
不

当
な
内
容
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
妥
当
す
る
法
律
の
事
案
の
間
に
明
確
な
線
を
引
く
こ
と
は
」
「
不
可
能
」
で
あ
る
と
自
認
し
て
い

(458) 
る
が
、
し
か
し
、
こ
の
点
を
非
難
す
る
の
は
、
法
律
学
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

(459)

（

460) 

ゼ
ー
ボ
ー
デ
は
、
ベ
ル
ナ
ー
の
次
の
よ
う
な
言
葉
を
引
用
し
て
、
批
判
に
答
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
「
倫
理
的
基
盤
（
こ
れ
は
、
ま
さ
し

②
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

（
三
九
九
）



か
ら
、
客
観
的
に
柾
法
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

（四

0
0
)

く
法
律
学
的
基
盤
に
も
あ
て
は
ま
る
）
を
知
ら
ず
し
て
、
分
断
的
な
数
学
的
な
線
の
み
を
概
念
的
限
界
と
し
て
認
め
よ
う
と
す
る
者
は
、

批
判
者
と
し
て
の
役
割
に
甘
ん
じ
る
こ
と
に
な
り
、
生
産
的
な
活
動
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
」
。

こ
の
「
法
」
に
何
ら
か
の
超
実
定
法
が
含
ま
れ
る
と
い
う
解
釈
に
は
、
ま
た
、
基
本
法
の
規
定
が
拠
り
所
と
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、

基
本
法
は
、
裁
判
官
は
「
法
律
と
法
」
（
二
0
条
一
二
項
）
に
拘
束
さ
れ
る
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
法
律
」
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
他
の
「
法
」
に
も
拘
束
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
憲
法
は
、
裁
判
官
に
、
法
律
に
無
批
判
に
盲
目

的
な
服
従
を
も
っ
て
従
っ
て
は
な
ら
な
い
と
警
告
を
発
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
こ
と
は
、
憲
法
は
、
裁
判
官
を
「
制
定
法

に
対
す
る
法
理
念
の
擁
護
者
」
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
こ
に
は
、
憲
法
の
実
践
的
決
断
が
見
て
と
れ
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
基
本
法
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
の
無
条
件
の
服
従
は
、
社
会
の
最
高
の
利
益
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で

(461)

（四

あ
る
。
ま
さ
に
ゼ
ー
ポ
ー
テ
が
言
う
よ
う
に
、
「
法
的
安
定
性
が
貴
重
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
法
治
国
家
は
、
不
法
国
家
に
必
要
な
権
力
手

段
を
保
障
し
、
デ
マ
ゴ
ー
グ
に
ト
ロ
イ
の
木
馬
を
養
わ
せ
な
い
よ
う
に
、
そ
の
危
険
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
確
実
で
あ
り
、

か
く
し
て
、
通
説
と
と
も
に
、
刑
法
三
三
六
条
の
意
味
に
お
け
る
『
法
』
は
、
倫
理
に
反
す
る
法
律
を
そ
の
無
効
の
ゆ
え
に
適
用
し
な
い

と
い
う
要
請
も
含
め
ら
れ
る
」
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
，
不
法
な
法
律
に
基
づ
く
判
決
は
、
何
ら
の
法
規
も
そ
の
基
礎
と
さ
れ
て
い
な
い

こ
の
よ
う
に
、
超
実
定
法
を
含
む
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
学
説
の
対
立
が
あ
る
が
、
判
例
の
中
に
は
こ
の
よ
う
な
対
立
を
回
避
し
つ

つ
、
実
質
的
に
、
「
法
律
の
濫
用
」
を
も
っ
て
狂
法
に
あ
た
る
と
解
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
後
に

（邸）

紹
介
す
る
連
邦
裁
判
所
の
一
九
五
六
年
―
二
月
七
日
の
「
身
分
裁
判
所
事
件
」
判
決
に
お
い
て
で
あ
る
。
こ
の
判
決
で
は
、
こ
の
点
に
つ

き
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
こ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
被
告
人
を
非
難
で
き
る
の
は
、
裁
判
官
の
活
動
が
の
本
来
の
目
的
、

関
法

一
四

つ
ま



(

a

)

 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

り
法
を
発
見
す
る
と
い
う
目
的
の
た
め
に
行
使
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
裁
判
に
名
を
借
り
て
、
法
に
そ
わ
な
い
目
的
ま
た
は
法
敵
対
的
な

目
的
に
利
用
し
、
法
秩
序
に
よ
っ
て
是
認
さ
れ
る
べ
き
あ
ら
ゆ
る
観
点
を
考
慮
に
入
れ
て
行
為
の
重
さ
と
行
為
者
の
責
任
に
対
す
る
著
し

い
不
均
衡
に
た
つ
刑
罰
を
言
渡
し
、
あ
る
い
は
確
証
す
る
こ
と
の
み
で
あ
る
。
法
と
正
義
に
無
関
係
な
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
裁
判
手

続
の
形
式
を
意
識
的
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
三
三
六
条
に
お
け
る
法
の
柾
曲
を
意
味
す
る
。
法
を
告
げ
よ
う
と
せ
ず
、
裁
判
官
の
活
動
と

い
う
形
式
を
、
他
の
、
事
態
に
合
致
し
な
い
目
的
の
達
成
の
た
め
に
の
み
利
用
す
る
者
は
、
そ
の
者
が
ー
|
'
外
見
上
ー
既
存
の
法
律
を

守
っ
た
の
だ
と
い
う
こ
と
を
援
用
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
内
面
的
態
度
の
場
合
に
は
、
外
観
に
す
ぎ
な
い
か
ら

で
あ
る
。
過
度
に
高
い
刑
罰
の
非
難
も
『
自
然
法
」
に
属
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
…
…
む
し
ろ
ド
イ
ツ
刑
法
の
以
前
か
ら
書
か
れ
ざ
る
原

則
で
あ
っ
た
。
無
効
な
法
の
適
用
で
は
な
く
、
法
に
そ
わ
な
い
目
的
で
の
有
効
な
手
続
法
・
実
体
法
上
の
法
律
の
濫
用
的
な
適
用
が
、

…
…
裁
判
官
に
非
難
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
。

柾
法
の
故
意

5
 

先
に
一
言
し
た
よ
う
に
、
学
説
の
中
に
は
、
柾
法
罪
の
成
立
を
限
定
す
る
た
め
に
、
柾
法
の
故
意
に
通
常
よ
り
も
厳
格
な
要
件
を
要
求

し
て
、
解
釈
上
、
そ
の
成
立
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
見
解
が
被

告
人
の
無
罪
判
決
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
こ
こ
に
は
、
「
司
法
の
特
権
化
」
の
思
想
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
故

意
」
の
解
釈
論
が
ど
の
よ
う
に
主
張
さ
れ
て
い
る
か
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

柾
法
罪
成
立
の
主
観
的
制
限

柾
法
の
主
観
的
構
成
要
件
と
し
て
、
故
意
が
必
要
で
あ
る
。
故
意
に
は
、
直
接
故
意

(
d
o
l
u
s
d
i
r
e
c
t
u
s
)
 

e
v
e
n
t
u
a
l
i
s
)
 

の
二
つ
の
形
式
が
あ
る
が
、
直
接
故
意
は
、
「
こ
と
さ
ら
に
」

(
A
b
s
i
c
h
t
)

ま
た
は
「
わ
ざ
と
」

(
W
i
s
s
e
n
t
l
i
c
h
k
e
i
t
)

一
四
三

と
未
必
の
故
意

(
d
o
l
u
s

（四

0
1
)

と



(
b
)
 

一
九
六
二
年
草
案
に
お
け
る
柾
法
の
「
故
意
」

か
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

（四

0
二）

い
う
ど
ち
ら
か
の
要
素
を
要
求
す
る
。
通
説
は
、
未
必
の
故
意
で
十
分
で
あ
る
と
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
「
よ
く
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ

（似）

ら
ず
」
と
い
っ
た
限
定
す
る
文
言
が
、
法
文
上
に
見
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。

(65) 

未
必
の
故
意
で
は
十
分
で
な
い
と
い
う
見
解
は
、
後
に
紹
介
す
る
連
邦
裁
判
所
の
判
例
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
ベ
ッ
ケ
ン
カ
ン
プ
や
ザ

(466) 

ル
シ
ュ
テ
ッ
ト
に
よ
っ
て
賛
同
さ
れ
て
い
る
見
解
で
あ
る
。
こ
の
見
解
の
背
後
に
は
、
「
裁
判
官
の
独
立
」
の
強
調
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

れ
ば
、
法
を
曲
げ
た
裁
判
官
が
、
直
接
故
意
を
も
っ
て
行
為
し
た
の
で
な
い
限
り
、
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
裁
判
官
の

独
立
を
保
障
す
る
た
め
に
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
さ
も
な
く
ば
、
裁
判
官
は
、
こ
の
判
決
行
動
に
お
い
て
、

つ
ね
に
、
可
罰
的
な
柾
法
の
嫌
疑
を
か
け
ら
れ
る
と
い
う
危
険
を
見
込
ん
で
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に

（
即
）

対
し
て
は
、
そ
の
よ
う
な
危
険
は
、
直
接
故
意
に
よ
る
行
為
に
可
罰
性
を
限
定
し
た
と
し
て
も
、
生
じ
る
と
い
う
反
論
が
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
よ
う
な
限
定
を
裁
判
官
の
独
立
を
援
用
し
て
根
拠
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
裁
判
官
の
独
立
は
、
裁
判

官
自
身
の
利
益
と
な
る
も
の
で
は
な
く
、
法
を
求
め
る
市
民
の
た
め
に
な
る
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
関
連
で
問
わ
れ
る
べ
き
は
、

裁
判
官
の
独
立
を
保
障
す
る
た
め
に
、
未
必
の
故
意
で
法
を
曲
げ
る
裁
判
官
を
刑
法
上
処
罰
し
な
い
で
お
く
こ
と
が
必
要
か
ど
う
か
で
は

な
く
、
法
を
曲
げ
る
裁
判
官
に
対
し
て
刑
法
上
の
措
置
を
と
る
こ
と
が
、
市
民
を
裁
判
官
の
独
立
の
濫
用
か
ら
守
る
た
め
に
必
要
か
ど
う

い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
な
未
必
の
故
意
を
排
除
す
る
見
解
は
、
「
根
拠
づ
け
ら
れ
ず
、
不
合
理
な
動
機
か
ら
の
み
説
明
し
う
る
」

も
の
と
さ
れ
て
い
が
。
な
ぜ
、
裁
判
官
は
、
未
必
の
故
意
で
職
業
上
の
義
務
に
違
反
す
る
だ
け
で
は
十
分
で
な
い
が
、
そ
の
他
の
専
門
家
、

例
え
ば
医
者
は
、
未
必
の
故
意
で
法
に
違
反
し
た
だ
け
で
処
罰
さ
れ
る
の
か
は
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

関
法

一
四
四



①
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

〔
事
実
〕

条
の
新
規
定
を
明
示
的
に
、
柾
法
に
は
未
必
の
故
意
で
十
分
で
あ
る
と
い
う
方
向
で
決
定
し
た
。

一
四
五

一
例
を
挙
げ
る
と
、

G
は
、
以
前

一
九
六
二
年
草
案
に
お
い
て
三
一
二
六
条
の
改
正
が
問
題
に
な
っ
た
と
き
に
、
「
故
意
」
と
い
う
責
任
形
式
は
、
「
こ
と
さ
ら
に
」
ま
た
は

「
わ
ざ
と
」
と
い
う
主
観
的
要
素
に
よ
っ
て
置
き
換
え
よ
う
と
い
う
案
が
計
画
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
判
例
・
学
説
に
お
い
て
一
部
で
有
力

に
主
張
さ
れ
て
い
た
、
柾
法
に
お
い
て
は
直
接
故
意
の
み
を
罰
す
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
呼
応
す
る
。
立
法
者
は
、
こ
の
三
三
六

未
必
の
故
意
に
よ
る
柾
法
を
処
罰
す
る
こ
と
は
「
司
法
の
独
立
」
を
脅
か
す
も
の
だ
と
い
う
理
由
は
、
全
く
問
題
に
な
ら
な
い
。
む
し

ろ
、
実
際
に
は
、
直
接
故
意
の
み
を
み
と
め
る
こ
と
は
、
裁
判
官
の
無
責
任
に
危
険
な
後
押
し
を
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
三
六
条
で
目
指

さ
れ
て
い
る
目
的
と
は
、
「
裁
判
官
の
独
立
の
確
柴
」
、
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
「
責
任
か
ら
の
自
由
」
で
は
な
く
、
ま
さ
に
逆
に
裁
判
官

(470) 

の
「
責
任
」
の
警
告
で
あ
り
、
従
っ
て
必
然
的
に
そ
の
「
決
断
の
自
由
の
制
限
」
な
の
で
あ
る
。
柾
法
の
故
意
を
直
接
故
意
に
限
る
の
は
、

厄

「
奇
妙
な
司
法
特
権
ー
」
で
あ
る
。

6
 

以
上
の
解
釈
論
の
具
体
的
展
開
と
し
て
、
若
干
の
判
例
を
検
討
し
て
お
こ
う
。
柾
法
罪
が
問
題
に
な
っ
た
判
例
と
し
て
、
「
ホ
レ
ン

ダ
ー
事
件
」
判
決
お
よ
び
カ
ナ
ー
リ
ス
提
督
ら
の
陰
謀
に
対
す
る
フ
ッ
ペ
ン
コ
ー
テ
ン
の
「
S
S
身
分
裁
判
所
事
件
」
判
決
に
つ
い
て
は

(472) 

す
で
に
言
及
し
た
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
、

一
九
五
六
年
の
素
人
裁
判
官
に
よ
る
身
分
裁
判
所
の
判
決
の
事
件
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

一
九
五
六
年
―
二
月
七
日
連
邦
裁
判
所
判
泥

被
告
人
S
は、

S
S
軍
団
の
司
令
権
を
も
つ
将
軍
と
し
て
一
九
四
五
年
に
ド
イ
ツ
帝
国
の
滅
亡
直
前
に
当
時
の
戦
闘
地
域
で

多
く
の
身
分
裁
判
所
を
開
催
し
、
裁
判
長
に
、
被
告
人
G
や
被
告
人
0
を
据
え
た
。
被
告
人
Srn
は
、
二
つ
の
事
案
で
陪
席
判
事
を
務
め
た
。

被
告
人
ら
の
構
成
す
る
身
分
裁
判
所
は
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
事
案
に
お
い
て
全
員
を
死
刑
と
し
た
。

ナ
チ
犯
罪
裁
判
に
お
け
る
柾
法
罪
に
関
す
る
判
例

（四

0
三）



〔
判
旨
〕

第
四
二
巻
第
二
号

に
、
あ
る
村
の
あ
る
農
夫
に
死
刑
判
決
を
下
し
た
が
、
地
方
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー

W
が
そ
の
判
決
を
通
知
せ
ず
、
余
り
に
も
そ
の
刑
が

重
す
ぎ
る
と
し
て
判
決
に
署
名
す
る
の
を
拒
否
し
た
の
で
、
そ
の
村
の
村
長
Ga
と
W
を、

刑
に
処
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
身
分
裁
判
手
続
は
違
法
で
あ
り
、
た
ん
に
思
想
の
違
う
者
を
威
圧
し
て
ナ
チ
の
恐
怖
支
配
を
長

引
か
そ
う
と
い
う
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
被
告
人
達
は
、
柾
法
と
観
念
的
競
合
と
し
て
謀
殺
罪
で
起
訴
さ
れ
た
。
陪
審
裁
判

托
法
罪
に
つ
い
て
は
、
素
人
裁
判
官
に
は
、
三
三
六
条
は
適
用
で
き
な
い
と
い
う
の
が
、
連

邦
裁
判
所
の
判
例
で
あ
る
。
連
邦
裁
判
所
は
、
こ
の
旨
を
野
戦
裁
判
所
の
陪
席
、
労
働
裁
判
所
の
陪
席
、
身
分
裁
判
所
の
裁
判
官
で
な
い

裁
判
長
に
つ
い
て
す
で
に
判
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
刑
法
三
＿
―
-
六
条
に
よ
る
被
告
人
G
、
0
お
よ
び
Sm
の
訴
追
は
で
き
な
い
。
被
告
人

S
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
普
通
刑
法
の
上
で
は
、

S
も
兵
士
で
あ
っ
て
、
素
人
裁
判
官
と
同
じ
扱
い
を
受
け
る
。

②
刑
法
三
三
六
条
の
意
味
に
お
け
る
裁
判
官
職
務
の
行
使
に
よ
る
殺
人
行
為

0
と
Sm
の
加
わ
っ
た
身
分
裁
判
所
に
よ
っ
て
死

三
三
六
条
に
よ
る
被
告
人
ら
の
処
罰
が
可
能
だ
と
し
て

も
、
そ
こ
で
確
さ
れ
た
、
裁
判
官
職
務
の
行
使
に
あ
た
っ
て
の
刑
事
責
任
の
制
限
が
、
ど
の
程
度
被
告
人
に
役
に
立
つ
の
か
が
検
討
さ
れ

な
け
れ
ば
と
な
ら
な
い
。
素
人
裁
判
官
に
対
し
て
も
こ
の
規
定
の
保
護
は
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（四

0
四）

刑
法
三
三
六
条
は
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
確
定
的
な
、
未
必
で
な
い
故
意
を
要
求
す
る
。
刑
法
三
三
六
条
に
よ
る
裁
判
官
の
刑
事
責
任
の

こ
の
制
限
は
、
裁
判
官
の
独
立
の
確
保
の
一
部
を
な
す
。
し
か
し
、
こ
の
目
的
が
達
成
さ
れ
る
べ
き
な
ら
ば
、
刑
法
三
三
六
条
の
枠
内
に

お
け
る
裁
判
官
の
活
動
が
、
別
の
規
定
に
よ
る
処
罰
に
つ
な
が
る
の
は
、
裁
判
官
が
刑
法
三
三
六
条
に
よ
る
柾
法
の
責
を
負
っ
た
と
き
に

の
み
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
も
し
裁
判
官
が
、
間
違
っ
た
宣
告
に
つ
い
て
の
未
必
の
故
意
の
み
が
認
定
可
能
な
場
合
に
は
、
確
か
に
任

法
の
訴
因
に
つ
い
て
は
無
罪
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
殺
人
ま
た
は
自
由
剥
奪
に
つ
い
て
は
有
罪
と
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

①
柾
法
（
刑
法
三
三
六
条
）

所
は
証
拠
不
十
分
で
無
罪
を
言
い
渡
し
た
。

関
法

一
四
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

一
四
七

す
れ
ば
、
三
三
六
条
に
よ
っ
て
目
指
さ
れ
た
、
裁
判
官
の
独
立
の
確
保
と
い
う
目
的
は
、
不
完
全
に
達
成
さ
れ
る
だ
け
だ
ろ
う
か
ら
で
あ

か
く
し
て
、
本
判
決
に
お
い
て
は
、
素
人
裁
判
官
は
、
「
裁
判
官
」
で
は
な
い
と
し
て
、
柾
法
罪
の
成
立
を
否
定
し
、
さ
ら
に
、
素
人

裁
判
官
に
つ
い
て
も
、
「
柾
法
」
と
い
え
る
よ
う
な
場
合
で
な
け
れ
ば
、
殺
人
罪
は
成
立
し
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
も
否
定
し
た
の
で
あ

次
に
、
先
に
も
紹
介
し
た
「
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
事
件
」
判
決
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。

連
邦
裁
判
所
一
九
七

0
年
七
月
ニ
―
日
判
沢

て
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
商
人
K

行
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

一
九
四
二
年
二
月
二
二
日
に
、
ラ
ン
ト
裁
判
所
所
長
R
の
指
揮
す
る
特
別
裁
判
所
の
陪
席
裁
判
官
と
し

（
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
）
を
人
種
恥
辱
に
つ
き
死
刑
に
処
し
た
。
同
時
に
、
観
念
的
競
合
と
し
て
柾
法
も
実

陪
審
裁
判
所
は
、
両
名
を
、
故
殺
と
し
て
三
年
お
よ
び
二
年
の
自
由
刑
に
処
し
た
。
し
か
し
、
柾
法
に
つ
い
て
は
、
公
訴
時
効
が
完
成

し
て
い
る
も
の
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
検
察
官
お
よ
び
被
告
人
が
上
告
し
た
。

〔
判
旨
〕

こ
こ
で
は
、
柾
法
の
点
に
つ
い
て
の
連
邦
裁
判
所
の
判
断
を
検
討
す
る
。

当
時
ま
だ
ユ
ダ
ヤ
人
立
法
が
是
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
法
的
に
不
法
と
認
識
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
告
人
達
は
、

K
に
対
す

る
裁
判
に
お
い
て
、
法
的
手
続
方
法
の
、
当
時
も
存
在
し
て
い
た
可
能
性
を
、
利
用
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
民
族
有
害
分
子
命
令
の
援

用
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
先
鋭
化
さ
れ
て
い
る
。
判
決
理
由
か
ら
明
ら
か
に
窺
わ
れ
る
の
は
、

に
至
る
と
い
う
志
向
で
あ
る
。
同
じ
こ
と
は
、
証
拠
の
評
価
に
も
民
族
有
害
分
子
命
令
二
条
四
条
の
支
持
し
え
な
い
解
釈
に
も
、
最
終
的

②
 〔

事
実
〕
被
告
人
F
と
H
は、

る。 る。

い
か
な
る
事
情
の
も
と
で
も
死
刑
の
言
渡
し

（四

0
五）



第
四
二
巻
第
二
号

に
人
種
の
所
属
が
刑
罰
加
重
事
由
と
し
て
死
刑
を
正
当
化
す
べ
き
量
刑
の
考
量
に
も
当
て
は
ま
る
。

陪
審
裁
判
所
は
、
正
当
に
も
、
柾
法
は
、
事
実
の
捏
造
に
よ
っ
て
、
そ
し
て
、
法
律
規
定
の
不
当
な
適
用
に
よ
っ
て
、
ま
た
、
適
切
な

事
実
の
認
定
の
後
の
量
刑
に
あ
た
っ
て
の
裁
量
の
濫
用
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
う
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
し
か
し
、
陪
審
裁
判
所
は
、
そ

の
際
、
そ
れ
に
代
わ
る
実
行
の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
正
し
く
考
慮
し
て
い
な
い
。

ま
ず
、
連
邦
裁
判
所
に
よ
れ
ば
、
原
審
は
、
柾
法
が
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
と
く
に
被
告
人
達
が
、
特
別
裁
判
所
の
構
成
員
と
し
て
K

に
対
す
る
訴
訟
に
お
い
て
、

S
女
と
の
何
度
に
も
わ
た
る
性
交
渉
、
つ
ま
り
、

一
九
三
五
年
九
月
一
五
日
の
純
血
保
護
法
二
条
、
五
条
―
―

項
の
意
味
に
お
け
る
事
実
に
つ
き
、
意
識
的
に
「
疑
わ
し
き
は
被
告
人
の
利
益
に
」
の
原
則
に
違
反
し
た
と
い
う
点
で
あ
る
が
、
原
審
は
、

こ
れ
を
「
事
実
の
捏
造
」
の
概
念
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
否
定
し
た
。
こ
の
見
解
は
、
出
発
点
か
ら
し
て
誤
り
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
純
血
保
護
法
五
条
二
項
は
、
法
定
刑
と
し
て
死
刑
を
定
め
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

R
ら
は
、

の
民
族
有
害
分
子
命
令
の
二
条
、
四
条
と
の
関
係
で
、
「
人
種
恥
辱
」
と
し
て
被
告
人
を
死
刑
に
処
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
命
令
の
遡
及

的
効
果
は
、
そ
の
発
布
に
先
立
つ
時
期
に
お
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
内
容
的
な
関
係
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、

戦
争
状
態
を
利
用
し
た
行
為
を
把
捉
す
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
事
実
捏
造
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
観
点
か
ら

は
、
特
別
裁
判
所
の
死
刑
判
決
に
は
、
ー
ー
ー
信
頼
し
う
る
証
憑
に
支
持
さ
れ
た
1

被
告
人
の
確
信
が
基
礎
と
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
が

検
討
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
確
信
と
は
、
当
時
の
被
告
人
が
民
族
有
害
分
子
令
の
発
効
か
ら
一
九
四
0
年
三
月
ま
で
の
期

間
に
い
わ
ゆ
る
人
種
恥
辱
の
構
成
要
件
を
、
民
族
有
害
分
子
令
二
条
、
四
条
と
い
う
特
別
の
条
件
の
も
と
で
、
充
足
し
た
と
い
う
こ
と
に

関
す
る
も
の
で
あ
る
。

被
告
人
に
よ
る
事
実
の
意
識
的
捏
造
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
は
、
原
判
決
に
お
い
て
明
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
特
別
裁
判

関
法

一
四
八

一
九
三
九
年
九
月
五
日

（四

0
六）



こ
れ
ら
の
三
つ
の
ど
の
観
点
に
つ
い
て
も
、
陪
審
裁
判
所
は
、
新
公
判
で
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
囮

か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
り
、

F
博
士
は
、

辱
的
な
性
交
」
の
認
定
は
、
十
分
な
証
拠
上
の
基
礎
に
欠
け
て
い
る
。

た
が
、
捜
査
裁
判
官
は
、

一
四
九

所
の
手
続
の
明
白
な
目
的
、
特
別
裁
判
所
の
判
決
理
由
、
以
前
の
手
続
に
お
け
る
被
告
人
の
供
述
が
賛
成
す
る
。

(
a
)
K
の
事
件
に
お
い
て
は
、
裁
判
を
装
っ
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
は
、
法
を
隠
れ
蓑
と
し
て
、

K
の
抹
殺
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
。

捜
査
裁
判
官
は
、
拘
留
命
令
の
却
下
を
示
唆
し
て
、
十
分
な
証
拠
が
な
い
が
ゆ
え
に
、

K
に
対
す
る
緊
急
の
容
疑
は
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
見
解
を
唱
え
て
い
た
。
特
別
裁
判
所
の
裁
判
官
達
は
、
こ
の
見
解
に
、
捜
査
裁
判
官
と
の
話
し
合
い
の
際
に
、
反
論
し

一
件
書
類
か
ら
こ
の
注
記
を
取
り
除
く
と
い
う
R
の
要
求
を
峻
拒
し
た
。
そ
こ
で
、

R
は
、
被
告
人
F
に
よ
っ

て
指
揮
さ
れ
て
い
た
手
続
を
自
分
の
事
件
と
し
て
、
被
疑
者
に
死
刑
を
科
そ
う
と
し
た
。
「
R
は
、
そ
の
裁
判
を
見
世
物
裁
判
と
し
て
利

用
し
た
。
彼
の
と
く
に
粗
野
で
意
地
悪
く
冷
笑
的
な
公
判
指
揮
は
、
確
信
的
な
ナ
チ
ス
ト
に
あ
っ
て
す
ら
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
だ
と
感
じ
ら
れ

た
ほ
ど
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
法
的
形
式
を
濫
用
し
て
不
法
が
行
わ
れ
た
こ
と
の
紛
れ
も
な
い
徴
表
で
あ
る
」
。

(
b
)
陪
審
裁
判
所
は
、
特
別
裁
判
所
の
理
由
を
も
も
っ
と
詳
し
く
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
明
白
に
、

被
告
人
が
、
人
種
恥
辱
の
実
行
と
民
族
有
害
分
子
命
令
の
行
為
態
様
を
証
明
さ
れ
た
と
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
認
識
さ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
特
別
裁
判
所
判
決
は
、
矛
盾
に
満
ち
、
構
成
要
件
的
に
重
要
な
事
実
に
つ
い
て
の
証
拠
上
重
要
な
認
定
の
欠
如
お
よ
び
実
質

的
考
慮
の
欠
如
を
覆
い
隠
す
べ
き
変
則
的
な
法
的
構
成
に
満
ち
て
い
る
。
「
一
九
四
0
年
三
月
ま
で
繰
り
返
し
行
わ
れ
た
と
い
う
人
種
恥

(

C

)

意
識
的
な
事
実
の
捏
造
を
窺
わ
せ
る
よ
う
な
考
慮
は
、
被
告
人
が
以
前
の
手
続
で
述
べ
た
供
述
に
も
そ
の
確
証
を
見
出
せ
る
。
つ

一
九
四
七
年
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
法
律
家
裁
判
に
お
い
て
証
人
と
し
て
被
告
人
K
の
人
種
恥
辱
は
、
．
証
明
さ
れ
え
な

（四

0
七）



く
簡
単
に
触
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
際
、
本
来
、
被
告
人
が
す
で
に
国
家
的
不
法
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
、

「
純
血
保
護
法
」
を
遵
守
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
を
曲
げ
た
の
か
ど
う
か
、
従
っ
て
、
恥
辱
判
決
が
、
す
で
に
恥
辱
法
律
に
依
拠
し
て

い
る
が
ゆ
え
に
存
在
す
る
の
か
ど
う
か
と
い
う
前
提
問
題
が
解
決
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
答
え
る
こ
と
は
む
づ
か
し
い
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
連
邦
裁
判
所
は
、
も
し
「
法
律
の
形
を
と
っ
た
不
法
」
と
い
う
概
念
の
適
用
が
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
立
法
に
と
っ

て
拘
束
力
の
な
い
宣
言
に
と
ど
ま
る
べ
き
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
も
三
―
―
―
六
条
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
で
あ
ろ
う
。

誤
っ
た
法
適
用
は
、

懲
役
、
ま
た
は
重
懲
役
を
も
っ
て
処
罰
さ
れ
る
べ
き
「
人
種
恥
辱
」
に
対
す
る
通
常
の
法
定
刑
を
超
越
し
て
、
死
刑
を
言
渡
す
こ
と
は
、

(
a
)
 

(3) 

メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
法
的
に
適
用
不
可
能
で
あ
る
。

(2) 

第
四
二
巻
第
二
号

(175) 

柾
法
罪
の
成
立
に
つ
い
て
、
上
記
の
判
例
の
考
察
は
、
以
下
の
点
を
め
ぐ
っ
て
、
行
わ
れ
た
。

（四

0
八）

事
実
認
定
に
お
い
て

1
sと
の
被
告
人
K
と
の
性
交
が
と
く
に
一
九
三
九
年
九
月
か
ら
一
九
四

0
年
三
月
ま
で
行
わ
れ
た
と
い

事
実
の
包
摂
に
お
い
て
ー
|
'
民
族
有
害
分
子
命
令
の
二
条
お
よ
び
四
条
の
構
成
要
件
、
と
く
に
、
戦
争
状
態
の
「
利
用
」
と
い
う

量
刑
に
お
い
て
1

あ
る
構
成
要
件
要
素
（
「
ユ
ダ
ヤ
人
」
と
い
う
性
質
）
を
も
っ
て
す
る
刑
の
加
重
（
自
由
刑
に
代
え
て
死
刑
）

は
、
法
的
に
誤
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
他
、
正
し
く
は
主
張
で
き
な
い
。

こ
の
判
例
は
、
三
三
六
条
の
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
な
す
契
機
と
な
る
。

連
邦
裁
判
所
は
、
事
実
の
捏
造
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
詳
し
く
論
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
誤
っ
た
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
全

い
ず
れ
に
せ
よ
、
当
時
の
法
律
規
則
に
よ
っ
て
も
、
存
在
す
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
「
純
血
保
護
法
」
に
よ
っ
て
軽

う
事
実
は
、
証
明
さ
れ
な
か
っ
た
。

(1) 

関
法

一
五
〇



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

点
に
認
め
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
平
和
時
に
存
在
す
る
明
る
＜
照
ら
す
街
灯
の
欠
如
」
が
、
被
告
人
に
大
き
な
安
全
を
与
え
た
か
ら
で

あ
り
、
彼
が
、
こ
の
行
動
を
と
っ
た
と
き
に
、
直
観
的
に
通
行
人
に
よ
る
観
察
を
逃
れ
る
よ
う
に
し
た
か
ら
で
あ
る
。
「
民
族
有
害
分
子

命
令
」
の
こ
の
よ
う
な
「
解
釈
」
は
、
支
持
で
き
な
い
だ
け
で
は
な
く
、
聞
く
に
堪
え
な
い

(406) 
R
G
S
t
2
5
,
 2
7
6
;
 57, ・
3
1
;
 
69, 
2
1
3
;
 
71, 3
1
5
:
 V
g
l
.
 H
a
n
s
 ,
 Lu
d
w
i
g
 S
c
h
r
e
i
b
e
r
,
 
P
r
o
b
l
e
m
e
 d
e
r
 R
e
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
,
 G

A

 1
9
7
2
,
 
S. 
1
9
3
 

F
u
.
B
n
.
 l
;
 
M
a
n
f
r
e
d
 S
e
e
b
o
d
e
 `
 
D
a
s
 V
e
r
b
r
e
c
h
e
n
 d
e
r
 R
e
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
,
 1
9
6
9
,
 S. 
9. 
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
に
よ
七
化
は
、
一
九
七
二
年
＇
ま
で
の
連

邦
裁
判
所
の
判
例
は
、
七
つ
で
あ
る
。
ベ
ー
レ
ン
ト
に
よ
れ
ば
、
一
九
八
四
年
に
は
全
部
で
九
件
の
裁
判
が
あ
り
、
六
件
が
無
罪
、
一
件
が
手
続

打
ち
切
り
、
二
件
の
み
が
有
罪
で
あ
っ
た
。
一
九
八
五
年
に
つ
い
て
は
、
一
五
件
の
裁
判
、
一
―
件
が
無
罪
、
一
件
が
打
ち
切
り
、
三
件
が
有
罪

で
あ
っ
た
と
い
う

(
H
a
n
s
'
J
o
a
c
h
i
m
B
e
h
r
e
n
d
t
,
 D
i
e
 R
e
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
,
 J
u
S
 1
9
8
9
,
 S. 
945.) 

(407)

シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
は
、
一
九
七
二
年
の
前
掲
論
文
(
-
九
一
＿
＿
頁
）
で
、
こ
の
三
年
間
に
こ
れ
に
関
す
る
二
0
本
の
論
文
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
と
書

い
て
い
る
。

（
榔
）
こ
の
事
件
の
内
容
と
判
決
に
つ
い
て
は
、
本
稿
⑮
（
四
一
巻
四
号
）
九
五
頁
以
下
参
照
。

（姻）

V
g
l
.
 B
e
h
r
e
n
d
t
,
 J
u
S
 1
9
8
9
,
 S. 
9
4
6
.
 

(410) 
S
p
e
n
d
e
l
,
 L
K
§
3
3
6
 R
d
n
r
.
 9. 

被
告
人
K
が、

一五

行
為
が
そ
の
他
の
構
成
要
件
的
前
提
の
も
と
で
行
わ
れ
た
と
き
に
の
み
可
能
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
民
族
有
害
分
子
命
令
二

条
に
よ
れ
ば
、
特
に
重
大
な
事
案
で
あ
る
限
り
で
、
「
身
体
」
に
対
す
る
犯
罪
と
し
て
の
飛
来
物
か
ら
の
危
険
性
を
避
け
る
た
め
に
取
ら

れ
る
処
置
を
「
利
用
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
ま
た
、
健
全
な
国
民
感
情
が
、
犯
罪
の
特
に
非
難
す
べ
き
性
質
の
ゆ
え
に
、
刑
の

加
重
を
「
要
求
」
す
る
限
り
で
、
民
族
有
害
分
子
命
令
四
条
に
よ
れ
ば
、
戦
争
状
態
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た
異
常
な
状
況
を
「
利
用
」
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
「
民
族
有
害
分
子
命
令
」
の
上
記
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
、
従
っ
て
死
刑
の
本
質
的
条
件
を
、
特
別
裁
判
所
は
、

一
九
三
九
年
の
開
戦
の
の
ち
何
度
も
夜
陰
に
乗
じ
て

S
女
を
訪
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
闇
の
状
態
」
を
利
用
し
た
と
い
う

（四
0
九）
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第
九
節

9

9

 ー,1, 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
ゆ

謀
殺
罪
に
対
し
て
は
、
法
定
刑
は
、
終
身
自
由
刑
の
み
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
有
期
自
由
刑
に
つ
い
て
は
、
刑
法
は
、

ナ
チ
犯
罪
と
終
身
自
由
刑

ナ
チ
犯
罪
と
行
刑
上
の
諸
問
題

一
五
五

(465) 
B
G
H
S
t
 10, 
294. 

(466) 
B
e
m
m
a
n
n
,
 W
i
e
 m
u
B
 d
e
r
 R
e
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
s
v
o
r
s
a
t
z
 b
e
s
c
h
a
f
f
e
n
 s
e
i
n
 ?
,
 

J
 N
 1
9
7
3
,
 
S. 
5
4
7
.
:
 
B
e
c
k
e
n
k
a
m
p
,
 N
 R

P
 1
9
6
9
,
 
S. 
1
6
8
 ;
 

S
a
r
s
t
e
d
t
,
 H
e
i
n
i
t
z
 ,
 Fe
s
t
s
c
h
r
i
f
t
 `
 
s. 4
4
3
.
 
そ
の
他
、
こ
れ
を
支
持
す
る
見
解
は
、
か
な
り
の
多
数
で
あ
る
。

(467) 
B
e
m
m
a
n
n
,
 J
 N 1
9
7
3
,
 
s. 5
4
7
.
 

(468) 
S
p
e
n
d
e
l
,
 L
K
§
3
3
6
 R
d
n
r
.
 78. 
未
必
の
故
意
で
十
分
だ
と
す
る
見
解
は
、
ま
ず
、
フ
リ
ッ
ツ
・
バ
ウ
ア
ー
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
、
そ
の
後
、

ゼ
ー
ボ
ー
デ
ら
が
こ
れ
を
支
持
し
た

(Fritz
B
a
u
e
r
,
 R
a
d
b
r
u
c
h
 ,
 Ge
d
i
i
c
h
t
n
i
s
s
c
h
r
i
f
t
,
 
S. 
3
0
6
 ;
 Se
e
b
o
d
e
,
 
a. 
a. 
0., 
S. 
107££. ;
 ders., 

R
e
c
h
t
s
b
l
i
n
d
h
e
i
t
 u
n
d
 b
e
d
i
n
g
t
e
r
 V
o
r
s
a
t
z
 b
e
i
 d
e
r
 R
e
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
,
 i
n
:
 J
u
S
 1
9
6
9
,
 S. 207£.)
。

(469) 
B
G
H
S
t
 10, 2
9
4
.
 

(470) 
S
p
e
n
d
e
l
,
 L
K
§
3
3
6
 R
d
n
r
.
 79. 

(471) 
S
p
e
n
d
e
l
,
 L
K
§
3
3
6
 R
d
n
r
.
 82. 

(
m
)
本
稿
⑥
•
四
一
巻
四
号
一
0
二
頁
以
下
、
一
〇
六
頁
以
下
参
照
。

(473) 
B
G
H
S
t
 10, 
2
9
4
 "
 N
J
W
 19
5
7
,
 
1158. 

(474) 
N
J
W
 19
7
1
,
 5
7
1
.
 
な
お
、
こ
の
事
件
の
事
実
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
後
述
第
九
節
の
注
(551)
参
照
。

(475)

こ
れ
に
つ
い
て
は
、

Spenclel,
J
 us
t
i
z
m
o
r
d
 <
l
u
r
c
h
 
R
e
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
,
 in :
 N
J
W
 1
9
7
1
,
 
S. 
537ff・; 
a
u
c
h
 in :
 Re
c
h
t
s
b
e
u
g
u
n
g
 <lurch 

R
e
c
h
t
s
p
r
e
c
h
u
n
g
,
 1
9
8
4
,
 S. 
37££., 
な
お
、
こ
の
事
件
の
も
と
に
な
っ
た
一
九
四
二
年
月
一
三
日
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
特
別
裁
判
所
の
判
決
に

つ
い
て
は
、
シ
ュ
ペ
ン
デ
ル
の
前
掲
書
―
二

0
頁
以
下
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

(476) 
V
g
l
.
 S
p
e
n
d
e
l
,
 a. 
a. 
0., S. 
41. 

（
四
一
三
）

五
七
条
に
お
い



連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
謀
殺
罪
に
対
す
る
終
身
自
由
刑
の
合
憲
性
を
認
め
た
前
に
紹
介
し
た
一
九
七
七
年
の
判
沢
の
中
で
、
終
身
刑
に

(
a
)
 

(2) 

第
四
二
巻
第
二
号

て
保
護
観
察
の
た
め
の
残
刑
の
猶
予
（
仮
釈
放
）

件
の
も
と
で
、
こ
れ
を
認
め
て
い
た
が
、
終
身
自
由
刑
に
つ
い
て
は
、
本
来
は
、
残
刑
の
猶
予
の
規
定
は
な
か
っ
た
。
終
身
刑
の
残
刑
の

一
九
八
一
年
に
な
っ
て
新
設
さ
れ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
こ
と
は
、
終
身
刑
受
刑
者
が
実
際
上
も
二
度
と
自
由
の
身
に

名
の
受
刑
者
の
う
ち
、

一
九
四
五
年
五
月
八
日
か
ら
一
九
五
五
年
―
二
月
＝
―
-
日
ま
で
に
終
身
刑
に
処
せ
ら
れ
た
七
二
四

一
九
七
五
年
―
二
月
三
一
日
の
時
点
で
ま
だ
収
容
さ
れ
て
い
た
の
は
二
五
一
名
で
あ
り
、
若
干
の
死
亡
し
た
者
を

(m) 

考
慮
し
て
も
、
恩
赦
率
は
六
0
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
圧
倒
的
に
、

由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
受
刑
者
は
、
そ
の
者
が
先
行
す
る
未
決
勾
留
ま
た
は
そ
の
他
の
自
由
剥
奪
を
含
め
て
一

0
年
間
行
刑
に
付
さ
れ
、
ま

え
ど
も
恩
赦
に
よ
っ
て
社
会
復
帰
す
る
可
能
性
は
あ
る
の
で
あ
り
、
通
常
の
生
活
に
溶
け
込
む
準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
い
う
の

(
m
a
)
 

が
そ
の
趣
旨
で
あ
っ
た
。

ナ
チ
犯
罪
者
の
一
九
七

0
年
ま
で
の
行
刑
の
状
況
、
と
く
に
有
期
自
由
刑
か
ら
の
仮
釈
放
の
問
題
や
恩
赦
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
オ

(478) 

ピ
ッ
ツ
の
研
究
を
紹
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
す
で
に
第
四
章
第
五
節
で
検
討
し
た
。
本
節
に
お
い
て
は
、
上
記
の
終
身
自
由
刑
受
刑
者
の

仮
釈
放
と
一
時
帰
休
の
問
題
に
つ
い
て
、
と
く
に
刑
罰
目
的
な
い
し
行
刑
目
的
と
「
責
任
」
と
の
対
抗
関
係
を
中
心
に
検
討
す
る
。

刑
法
五
七
条

a
の
新
設
と
残
刑
の
猶
予

立
法
過
程
と
五
七
条

a
の
意
義

た
は
そ
の
者
が
開
放
処
遇
に
移
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

釈
放
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
適
し
て
お
こ
う
。
他
方
、

な
れ
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
は
な
い
。

猶
予
の
規
定
は
、

関
法

一
五
年
か
ら
二
五
年
の
う
ち
に
恩
赦
に
よ
っ
て
仮

（
四
一
四
）

の
規
定
を
置
き
、
科
せ
ら
れ
た
刑
の
三
分
の
二
の
執
行
を
終
え
た
と
き
に
、

一
九
七
七
年
に
効
力
を
発
し
た
行
刑
法
の
二
二
条
三
項
に
お
い
て
は
、
「
終
身
自

一
時
帰
休
を
許
さ
れ
う
る
」
と
定
め
る
。
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
と
い

一
五
六

一
定
の
条



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

処
せ
ら
れ
た
者
に
も
、
死
ぬ
ま
で
に
も
う
一
度
自
由
の
身
に
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
原
則
的
な
チ
ャ
ン
ス
を
、
法
律
上
、
規
定
す
る

こ
と
は
、
人
道
的
行
刑
の
条
件
で
あ
る
と
し
、
立
法
者
に
、
そ
の
よ
う
な
仮
釈
放
に
関
す
る
立
法
を
な
す
こ
と
を
委
託
し
た
。
す
な
わ
ち
、

こ
れ
は
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
終
身
刑
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う
異
議
に
対
し
て
は
、
そ
の
規
定
も
、
そ
の
言
渡
し
も
合
憲
で
あ
る
と
し

つ
つ
、
そ
の
刑
を
、
完
全
に
執
行
す
る
こ
と
は
問
題
で
あ
る
と
し
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
行
刑
の
次
元
で
、
終
身
刑
の
も
つ
問
題
の

(480) 

解
決
を
図
る
こ
と
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、

行
刑
の
目
的
を
社
会
復
帰
に
あ
る
も
の
と
し
、
終
身
刑
受
刑
者
に
も
そ
れ
が
妥
当
す
る
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
法
律
上
、

そ
れ
を
可
能
に
す
る
手
だ
て
を
講
じ
る
こ
と
が
焦
眉
の
課
題
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
連
邦
政
府
は
、

次
刑
法
改
正
法
草
案
の
五
七
条

a
に
「
終
身
刑
に
お
け
る
残
刑
の
猶
予
」
の
規
定
を
置
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
草
案
は
、
立
法
期
の
終
了

一
九
八
0
年
―
一
月
二
六
日
に
、

S
P
D
と
F
D
P
の
会
派
議
員
に
よ
っ
て
、

五
七
条

a
一
項
「
裁
判
所
は
、
試
験
観
察
の
た
め
の
終
身
自
由
刑
の
残
刑
の
執
行
は
、
次
の
場
合
、
猶
予
す
る
。

二
、
有
罪
者
の
責
任
の
特
別
の
重
大
性
が
、
そ
れ
以
上
の
執
行
を
要
求
せ
ず
、
ま
た
、

三
、
五
七
条
一
項
二
号
お
よ
び
三
号
の
前
提
が
存
在
す
る
場
合
」
。

こ
の
規
定
の
二
号
に
は
、
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」
と
あ
る
が
、
も
と
も
と
一
九
七
九
年
の
第
一
七
次
刑
法
改
正
法
に
お
い
て
は
、

そ
の
後
ろ
に
「
又
は
法
秩
序
の
防
衛
」
と
い
う
文
言
が
入
っ
て
い
た
の
が
、
連
邦
議
会
の
法
務
委
員
会
で
そ
の
削
除
が
提
案
さ
れ
た
の
で

一
、
刑
の
一
五
年
が
受
刑
さ
れ
、

一
五
日
に
公
布
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
次
の
内
容
の
も
の
で
あ
っ
た
。

一
五
七

（
四
一
五
）

あ
ら
た
め
て
そ
の
草
案
が
提
案
さ
れ
、
紆
余
曲
折
の
末
、

一
九
八
一
年
―
二
月
八
日
の
第
二

0
次
刑
法
改
正
法
が
、

一
九
八
一
年
―
二
月

の
た
め
審
議
未
了
と
な
っ
た
。
第
九
立
法
期
に
な
っ
て
、

一
九
七
九
年
一
月
五
日
に
、
第
一
七

一
九
七
七
年
一
月
一
日
の
行
刑
法
の
発
効
以
降
、
そ
こ
で
は
、



値
す
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
特
別
の
重
大
性
と
は
、
責
任
の
程
度
が
著
し
く
高
い
も
の
、
す
な
わ
ち
、
抜
本
的
に
均
衡
を
失

す
る
ほ
ど
に
責
任
が
大
き
い
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
の
み
、
受
刑
期
間
を
一
五
年
を
越
え
て
延
長
し
う
る
と
解
す
る
べ
き
で

あ
る
と
さ
れ
廷
゜

と
こ
ろ
で
、
第
一
九
次
刑
法
改
正
法
の
連
邦
参
議
院
で
調
整
委
員
会
を
要
請
し
た
理
由
書
の
中
で
、
立
法
当
時
の
謀
殺
に
対
す
る
時
効

（艇

a
)

廃
止
の
議
論
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
謀
殺
の
場
合
に
は
、
「
明
ら
か
に
再
社
会
化
で
は
な
く
、
重
大
な
責
任
の
追
求
」
が
前

面
に
出
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
九
七
九
年
の
謀
殺
時
効
廃
止
議
論
と
の
時
間
的
・
事
実
的
関
連
を
も
っ
て
こ
の
五
七
条

a
の

立
法
手
続
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
「
こ
の
両
規
定
と
も
に
そ
の
主
た
る
動
機
は
、
ナ
チ
犯
罪
者

(485b) 

が
処
罰
を
免
れ
、
十
分
に
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
を
防
止
し
よ
う
と
す
る
こ
と
だ
っ
た
」
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
連
邦
議

会
で
の
議
員
の
発
言
に
も
見
ら
れ
る
。
「
連
邦
政
府
草
案
」
の
理
由
書
の
中
で
も
、
謀
殺
の
規
定
が
「
一
人
に
対
す
る
謀
殺
」
と
「
嫌
悪

も
と
で
行
為
し
た
大
量
殺
人
者
は
、

関
法

（血）

あ
っ
た
。

第
四
二
巻
第
二
号

一
九
八
六
年
四
月
二
二
日
に
は
第
二
三
次
刑
法
改
正
法
に
よ
っ
て
、
こ
の
後
に
、
第
二
文
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。

解
釈
論
上
、
こ
の
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」
の
要
件
が
違
憲
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
あ
り
、
責
任
清
算
と
い
う
観
点
の
み
か
ら
、

五
年
を
越
え
る
受
刑
を
正
当
化
で
き
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
見
解
も
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
ベ
ッ
ク
マ
ン
は
、
「
責
任
清
算
は
、

面）

抑
圧
的
な
独
自
の
刑
罰
目
的
と
し
て
は
、
憲
法
上
保
護
さ
れ
る
法
的
価
値
で
は
な
し
」
と
し
、
こ
の
観
点
か
ら
す
る
一
五
年
を
越
え
る
受

刑
を
要
求
す
る
の
は
、
違
憲
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
シ
ュ
ト
レ
ー
は
、
立
法
者
は
、
終
身
自
由
刑
が
極
め
て
異
な
っ
た
責
任

の
程
度
の
上
に
根
拠
づ
け
ら
れ
う
る
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
最
高
刑
に
処
せ
ら
れ
た
す
べ
て
の
者
に
対
し
て
、
そ
の
責
任
を
考
慮

せ
ず
に
、
猶
予
時
点
を
区
別
を
設
け
ず
に
確
定
す
る
こ
と
は
、
不
適
切
で
あ
糾
と
い
う
考
慮
を
行
っ
た
の
だ
と
す
が
。
「
ひ
ど
い
事
情
の

一
回
の
殺
人
を
、
謀
殺
の
前
提
条
件
を
越
え
る
責
任
な
し
に
行
っ
た
行
為
者
よ
り
は
、
長
い
受
刑
に

一
五
八

（
四
一
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

建
築
現
場
の
バ
ラ
ッ
ク
で
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
て
飲
み
仲
間
を
一
五
分
間
に
わ
た
っ
て
ハ
ン
マ
ー
や
重
い
ボ
ル
ト
カ
ッ
タ
ー
で
殴
り
、
刺

一
九
八
二
年
に
仮
釈
放
を
申
請
し
た
も
の
で
あ
る
。
行
刑
裁
判
所
は
、
申
請
を
却
下
し
た
。
こ
の
決
定
で
は
、
次
の
よ
う
に

い
う
。
「
上
に
向
か
う
受
刑
期
間
の
時
間
的
段
階
づ
け
の
出
発
点
は
、

前
提
さ
れ
る
責
任
の
最
低
限
、

つ
ま
り
『
通
常
の
責
任
』

(
R
e
g
e
l
s
c
h
u
l
d
)

な
い
し
『
平
均
的
事
案
に
お
け
る
謀
殺
者
の
責
任
』

る
」
。
「
本
法
廷
は
、
そ
の
不
断
の
判
例
を
固
持
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
刑
法
五
七
条

a
に
よ
る
刑
の
猶
予
に
つ
き
ま
ず
考
察
に
の
ぼ
る

殺
人
罪
に
お
い
て
、
終
身
自
由
刑
の
引
き
続
い
て
の
執
行
が
必
要
な
の
は
、
被
有
罪
判
決
者
の
責
任
が
、
行
為
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
事

情
を
全
体
的
に
評
価
し
て
通
常
現
れ
る
よ
う
な
、
謀
殺
や
故
殺
の
終
身
刑
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
た
犯
罪
の
平
均
か
ら
、
特
に
重
大
な
事
案

に
お
い
て
、
上
に
向
か
っ
て
終
身
自
由
刑
の
猶
予
が
す
で
に
一
五
年
の
受
刑
に
よ
っ
て
一
般
予
防
と
適
正
な
責
任
清
算
（
贖
罪
）

に
の
み
で
あ
る
」
。
し
か
し
、
こ
の
平
均
的
責
任
か
ら
の
逸
脱
と
い
う
考
え
方
は
、
こ
の
す
ぐ
あ
と
の
一
九
八
三
年
二
月
ニ
―
日
の
ハ
ム

上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
立
法
者
の
意
思
は
、
法
の
規
定
か
ら
も
、
立
法
者
の
目
的
か
ら
も
立
法
資
料
か

刑
罰
目
的
と
一
致
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
、
ま
た
は
、

判
決
者
が
、

し
、
切
っ
て
酷
い
苦
痛
を
与
え
て
殺
し
た
事
案
に
つ
き
、

五
七
条

a
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、

(
b
)
 
判

例

一
五
九

(485C) 

す
べ
き
付
随
事
情
の
も
と
で
の
大
量
殺
人
」
と
を
同
じ
く
処
罰
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
間
に
は
大
き
な
幅
が
あ
る
。

こ
の
大
量
殺
人
と
い
う
言
葉
か
ら
推
測
さ
れ
る
よ
う
に
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」
と
い
う
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
採
用
さ
れ
た
背
景
に
は
、

(485d) 

ナ
チ
犯
罪
者
の
処
遇
に
対
す
る
考
慮
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
八
三
年
二
月
四
日
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
が
重
要
で
あ
る
。
事
案
は
、

一
九
六
八
年
に
謀
殺
の
共
同
正
犯
と
し
て
終
身
重
懲
役
に
処
せ
ら
れ
た
被
有
罪

で
あ

と
い
う

一
般
公
衆
の
法
意
識
の
重
大
な
混
乱
に
つ
な
が
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
場
合

（
四
一
七
）

一
五
年
と
い
う
最
低
受
刑
期
間
で
あ
る
。
そ
れ
は
終
身
自
由
刑
に



の
行
刑
裁
判
所
に
差
戻
し
た
も
の
を
除
く
、

判
示
し
た
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
八
五
件
の
決
定
を
採
り
上
げ
て
、
そ
の
う
ち
二
件
の
形
式
的
理
由
で
棄
却
さ
れ
た
も
の
、
お
よ
び
二
件

(489a) 

八
一
件
に
つ
き
次
の
よ
う
に
言
う
。
こ
の
う
ち
残
刑
が
猶
予
さ
れ
た
も
の
が
一
六
件
（
一

九
・
七
％
）

で
あ
り
、
残
り
の
六
五
件
の
猶
予
を
否
定
し
た
判
決
の
う
ち
四
七
件
（
七
ニ
・
三
％
）
が
責
任
の
特
別
の
重
大
性
を
肯
定
し

た
。
こ
の
う
ち
三
四
件
（
七
ニ
・
三
％
）
が
多
数
の
犯
罪
を
犯
し
た
事
案
で
あ
り
、

の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
多
数
の
犯
罪
を
行
っ
た
事
案
の
二
件
に
一
件
が
ナ
チ
犯
罪
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、
こ
の
刑
法
五
七
条

a
は、

は
、
ま
ず
、
責
任
の
特
別
の
重
大
性
を
理
由
に
残
刑
の
猶
予
を
否
定
し
た
一
九
八
二
年
―
一
月
二
日
の
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁

判
所
の
決
四
が
あ
る
。

レ
ー
フ
ェ
ル
は
、

(

C

)

 

ナ
チ
犯
罪
に
関
す
る
判
例

た
「
法
秩
序
の
擁
護
」
は
、
削
除
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
、

ら
も
見
い
だ
せ
な
い
と
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、

関
法

第
四
二
巻
第
二
号

一
七
件
（
三
六
・
ニ
％
）
が
ナ
チ
犯
罪
を
行
っ
た
も

一
五
年
が
通
常
で
あ
れ
ば
、
立
法
者

（
四
一
八
）

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
上
級
裁
判
所
の
決
定
の
特
徴
は
、
も
と
よ
り
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」

の
解
釈
に
「
一
般
予
防
」
思
想
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
の
規
定
の
立
法
の
際
に
ま
さ
に
排
除
さ
れ
た
観
点
で

(488) 

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
見
解
は
、
責
任
と
は
、

一
般
予
防
お
よ
び
特
別
予
防
で
あ
る
と
理
解
す
る
場
合
に
は
理
解
可
能
で
あ
る
が
、
そ

の
点
に
つ
い
は
本
決
定
で
は
触
れ
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
本
規
定
の
立
法
過
程
に
お
い
て
、
も
と
も
と
含
ま
れ
て
い

一
般
予
防
で
は
な
く
、
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」
の
み
で
十
分
だ
と

(489) 

さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
責
任
の
思
想
に
つ
い
て
も
学
説
で
は
批
判
が
強
い
。
も
し
、

は
、
謀
殺
罪
の
通
常
の
受
刑
期
間
は
一
五
年
で
あ
る
と
書
く
べ
き
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

一
九
八
二
年
八
月
三
日
か
ら
一
九
八
六
年
―
一
月
一

0
日
の
間
に
五
七
条

a
の
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」
に
つ
き

ナ
チ
犯
罪
者
の
仮
釈
放
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て

一
六

0



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

に
対
す
る
一
―
回
の
射
助
犯
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
、
終
身
刑
に
服
し
て
い
た
。

B
は
、
命
令
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
の
手
で
ユ
ダ
ヤ

人
を
射
殺
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

正
義
の
要
請
お
よ
び
適
正
な
責
任
清
算
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
事
案
に
お
い
て
は
、
た
だ
終
身
自
由
刑
に
前

提
と
さ
れ
て
い
る
、
責
任
の
「
最
小
限
」
に
相
当
す
る
刑
法
五
七
条

a
の
最
小
限
受
刑
期
間
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
む
し
ろ
、
そ
れ
は
、
原

則
的
に
、
そ
し
て
そ
の
他
の
有
罪
の
重
要
性
に
応
じ
て
、
明
白
に
越
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
行
為
不
法
の
大
き
さ
か
ら
、
ま

た
、
責
任
の
大
き
さ
か
ら
正
当
さ
れ
る
。
何
回
に
も
わ
た
る
法
益
侵
害
は
、

上
述
の
評
価
方
法
は
、

一
人
づ
つ
に
対
す
る
八
回
の
謀
殺
罪
と
少
な
く
と
も
一
万
八
千
九
百
人
に
対
す
る
謀
殺

一
九
六
八
年
五
月
七
日
に
、
受
刑
を
開
始
し
た
。
恩
赦
の
請
願
は
、

ナ
チ
犯
罪
の
有
罪
判
決
に
お
け
る
猶
予
の
問
題
に
も
同
じ
く
妥
当
す
る
。
判
断
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
点
で
、
ナ

チ
不
法
支
配
の
特
別
の
状
況
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
権
力
犯
罪
は
孤
立
的
に
で
は
な
く
、
全
体
的
関
連
と
不
法
体
系
の
所
与
へ
の

根
づ
き
方
を
考
慮
し
て
見
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

「
本
法
廷
は
、
有
罪
と
さ
れ
た
本
人
の
行
為
が
時
間
的
に
か
な
り
遡
り
、

た
と
い
う
こ
と
を
見
誤
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

一
六

い
ず
れ
に
せ
よ
、
有
罪
判
決
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
る
。

ナ
チ
の
テ
ロ
・
シ
ス
テ
ム
と
特
殊
な
態
様
で
結
び
つ
い
て
い

ナ
チ
の
人
種
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
の
、
当
時
指
導
的
役
割
を
果
し
て
い
た
有

罪
者
の
そ
の
当
時
の
完
全
な
同
一
化
、
自
発
的
な
確
信
的
な
献
身
、
そ
の
著
し
く
過
剰
な
自
己
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
、
そ
し
て
そ
の
行
為

に
現
れ
た
残
酷
性
、
冷
血
性
、
お
よ
び
低
劣
な
心
情
に
照
ら
す
と
、
責
任
の
程
度
の
評
価
に
際
し
て
、
重
要
な
責
任
軽
減
的
な
事
情
は
、

責
任
の
重
さ
の
決
定
的
な
相
対
化
を
も
た
ら
し
う
る
上
の
意
味
に
お
け
る
、
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
観
点
の
も
と
で
は
、
明
白
で
は
な
い
。

成
功
し
な
か
っ
た
。

コ
ブ
レ
ン
ツ
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、

（
四
一
九
）

一
九
八
二
年
六
月
二
八
日
の
決
定
で
、
残
刑
の
猶
予
を
否
決
し
た
。

一
九
六
一
年
七
月
―
一
日
に
未
決
勾
留
に
付
さ
れ
、

る
抹
殺
作
戦
と
の
関
係
で
行
っ
た
行
為
に
つ
き
、

〔
事
実
〕

B
は、

S
S
の
ハ
ウ
プ
ト
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
フ
ュ
ー
ラ
ー
で
あ
り
、

一
九
四
一
年
か
ら
一
九
四
一
＿
一
年
ま
で
、

ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す



い
て
五
四
の
事
案
に
つ
き
少
な
く
と
も
六
四
人
の
人
を
謀
殺
し
た
罪
で
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。
被
有
罪
判
決
者
は
、

か
ら
、
刑
の
確
定
し
た
一
九
七

0
年
ま
で
未
決
勾
留
に
付
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
刑
に
服
し
て
い
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

を
要
求
す
る
。
団

一
九
八
三
年
五
月
三
一
日
、
行
刑
委
員
会

(
S
t
r
a
f
v
o
l
l
s
t
r
e
c
k
u
n
g
s
k
a
m
m
e
r
)

一
九
八
四
年
―
一
月
二
日
の
マ
ー
ル
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
に
よ
り
、
行
刑
委
員
会
は
、
保
護
観
察
の
た

め
の
終
身
自
由
刑
の
残
刑
を
延
期
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
て
、
検
察
官
が
、
抗
告
を
申
し
立
て
た
。

正
義
の
要
請
お
よ
び
、
実
行
さ
れ
た
不
法
に
対
す
る
贖
罪
と
応
報
の
観
点
と
結
び
つ
い
た
適
正
な
責
任
清
算
の
原

則
は
、
刑
法
五
七
条

a
の
最
低
限
度
受
刑
期
間
は
、
多
く
の
犯
罪
行
為
か
ら
な
る
行
為
不
法
と
個
人
的
責
任
の
程
度
が
、
終
身
自
由
刑
の

言
渡
し
に
と
り
前
提
と
さ
れ
る
「
最
低
限
」
の
責
任
を
は
っ
き
り
と
上
回
る
と
き
、
ま
た
、
事
情
に
応
じ
て
、
著
し
く
越
え
ら
れ
る
こ
と

責
任
の
重
大
性
は
、
執
行
手
続
に
お
い
て
独
自
に
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
そ
の
決
定
は
、
刑
事
裁
判
官

の
判
決
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
認
定
が
修
正
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
条
件
付
き
で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
責
任
の
判
断
は
、
む
し

ろ
、
厳
格
に
こ
の
認
定
に
、
そ
し
て
、
事
実
審
裁
判
官
の
評
価
に
高
速
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
い

(a) 

定
し
た
。
し
か
し
、

は
、
開
放
処
遇
に
付
さ
れ
た
。

〔
事
実
〕

る
残
刑
の
猶
予
を
認
め
な
か
っ
た
。

次
に
、

し
て
も
、
責
任
の
特
別
の
重
大
性
は
、
さ
ら
な
る
執
行
を
要
求
す
る
」
。

第
四
二
巻
第
二
号

被
有
罪
判
決
者
の
基
礎
と
な
っ
て

一
九
八
四
年
に
は
、
被
有
罪
判
決
者

一
九
六
二
年

（
四
二

0
)

有
罪
者
に
よ
っ
て
贖
罪
さ
れ
る
べ
き
責
任
の
特
別
の
重
要
性
は
、
全
体
的
評
価
に
お
い
て
決
定
的
で
あ
る
。
異
常
な
責
任
の
程
度
に
対
し

て
、
従
来
の
受
刑
期
間
で
は
、
現
在
ま
だ
適
正
な
関
係
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
執
行
状
況
、
年
齢
お
よ
び
そ
の
現
在
の
健
康
状
態
を
考
慮

(491) 

一
九
八
五
年
六
月
五
日
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
も
、
二
ニ
年
八
カ
月
受
刑
し
た
ナ
チ
犯
罪
者
に
対
す

被
有
罪
判
決
者
人
は
、
八
七
歳
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、

関
法

ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
お
よ
び
ビ
ル
ケ
ナ
ウ
の
強
制
収
容
所
に
お

は
、
残
刑
の
猶
予
を
否

一
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
囮

ば
な
ら
な
い
」
。

日
も
な
お
、

一
六

一
度
た
り
と
も
そ
の
犯
罪
行
為
の
不
法
に
対
す
る
洞
察
を

い
る
犯
罪
行
為
に
対
す
る
有
罪
判
決
の
不
法
内
容
お
よ
び
責
任
内
容
は
、
五
四
件
の
謀
殺
行
為
に
よ
り
全
体
で
六
四
人
の
人
を
低
劣
な
動

機
か
ら
謀
殺
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
五
四
回
終
身
自
由
刑
を
実
現
し
た
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
無
垢
の
、
そ
し
て
絶
望

の
淵
に
立
っ
た
人
間
を
多
数
殺
害
し
た
こ
と
は
五
七
条
a
の
意
味
に
お
け
る
特
に
重
い
責
任
を
根
拠
づ
け
る
。
い

齢
に
は
、
自
由
刑
の
さ
ら
な
る
執
行
が
必
要
か
と
い
う
問
題
に
特
別
の
意
味
を
も
つ
。
こ
の
関
係
で
は
、
し
か
し
、
被
有
罪
判
決
者
は
、

被
有
罪
判
決
者
の
高

一
九
六
六
年
に
六
八
歳
に
な
っ
て
初
め
て
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
と

い
う
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
被
有
罪
判
決
者
の
年
齢
自
体
は
、
最
低
基
準
を
は
る
か
に
越
え
る
さ
ら
な
る

執
行
に
反
対
す
る
も
の
で
は
な
い
。
被
有
罪
判
決
者
が
、
そ
の
有
罪
判
決
後
、

示
さ
ず
、
し
た
が
っ
て
責
任
清
算
も
一
度
た
り
と
も
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
こ
こ
で
必
要
な
考
慮
に
あ
た
っ
て
、
全
く
意
味
の
な
い

こ
と
で
は
な
い
。
被
有
罪
判
決
者
の
行
為
は
、
四

0
年
以
上
も
前
に
遡
る
が
、
被
有
罪
判
決
者
の
協
力
の
も
と
に
強
制
収
容
所
の
中
で
実

行
さ
れ
た
不
法
と
、
彼
の
協
力
に
よ
っ
て
惹
き
起
こ
さ
れ
た
苦
痛
は
、
そ
の
当
時
の
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
強
制
収
容
所
の
囚
人
に
も
、
そ

こ
で
殺
害
さ
れ
た
被
害
者
の
親
族
に
も
、
ま
た
ド
イ
ツ
お
よ
び
外
国
の
国
民
の
大
部
分
の
者
の
中
に
も
生
き
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
今

一
切
の
者
が
、
そ
の
者
に
よ
っ
て
そ
の
当
時
に
個
人
的
に
実
行
さ
れ
た
不
法
に
対
し
て
、
依
然
と
し
て
責
任
を
負
わ
な
け
れ

こ
れ
に
対
し
て
、

B
か
ら
憲
法
判
断
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
理
由
な
し
と
し
た
一
九
八
六
年
四
月
二
四
日
の
連

（四）

邦
憲
法
裁
判
所
の
決
定
が
あ
る
。

〔
決
定
要
旨
〕

刑
法
五
七
条

a
の
規
定
に
対
し
て
は
、
憲
法
上
、
何
も
問
題
は
な
い
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
明
白
に
、
次
の
こ
と
を

示
唆
し
た
。
終
身
自
由
刑
の
猶
予
を
意
味
あ
る
よ
う
に
規
制
す
る
の
は
刑
事
立
法
者
の
任
務
で
あ
る
と
。
さ
ら
に
、
そ
れ
は
、
猶
予
の
基

一
九
四
七
年
か
ら
一
九
六
二
年
ま
で
自
由
に
生
活
し
て
お
り
、

（
四
ニ
―
)



〔
事
実
〕

さ
て
、

六
九
歳
に
な
ろ
う
と
す
る
被
有
罪
判
決
者
は
、

第
四
二
巻
第
二
号

一
九
五
九
年
に
ボ
ン
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
陪
審
裁
判
所

（四ニニ）

準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
釈
放
の
時
点
の
確
定
の
た
め
に
、
有
罪
判
決
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
行
為
の
不
法
お
よ
び
責
任

内
容
も
考
慮
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
う
る
の
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
区
別
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
案
の
特
殊
な
性
格
を
正
当
に
評
価
す
る
こ

基
本
法
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
尊
厳
と
自
由
な
人
間
の
人
格
を
最
高
の
価
値
と
し
て
尊
重
す
る
の
は
、
法
治
国
家
の
第
一
の
義
務
で
あ
る
。

行
刑
に
お
い
て
は
、
行
為
者
は
、
執
行
の
た
ん
な
る
客
体
に
貶
め
ら
れ
て
な
ら
な
い
。
本
件
の
よ
う
な
事
案
に
あ
っ
て
は
、
高
齢
の
、
終

身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
被
有
罪
判
決
者
の
高
齢
性
が
、
特
に
重
大
な
責
任
の
た
め
に
一
五
年
の
最
低
限
受
刑
期
間
を
は
る
か
に
越
え
る

刑
の
執
行
の
場
合
に
は
、
試
験
観
察
の
た
め
の
残
刑
の
延
期
に
関
す
る
決
定
に
あ
た
っ
て
つ
ね
に
重
要
性
を
も
つ
。

し
か
し
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
、
刑
法
五
七
条

a
の
規
定
を
客
観
的
に
支
持
で
き
な
い
方
法
で
解
釈
し
た
こ
と
は
認
定
で
き
な
い
。

B
の
謀
殺
の
数
が
多
い
こ
と
は
、
責
任
の
重
さ
を
評
価
す
る
と
き
に
は
、
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
は
、
と
く
に
五
四
人
の
謀
殺
に
つ
い
て
は
、
八
七
歳
と
い
う
高
齢
を
考
慮
に
入
れ
て

も
、
憲
法
上
支
持
で
き
る
。
し
か
し
、
本
法
廷
は
、
ち
な
み
に
、
新
た
な
判
断
が
下
さ
れ
る
ま
で
に
は
、
今
や
八
九
歳
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以
上
に
刑
罰
を
執
行
す
る
こ
と
が
、
憲
法
上
の
、
と
く
に
人
間
の
尊
厳
に
よ
っ
て
引
か
れ
た
限
界
を
守
っ
て
い
る
と

は
ほ
と
ん
ど
主
張
で
き
な
い
よ
う
な
高
い
意
義
を
、

B
の
年
齢
に
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
お
き
た
い
。

一
九
八
六
年
一
月
二
二
日
の
ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
は
、
上
記
の
諸
判
例
と
は
異
な
り
、
ナ
チ
犯
罪
者
に
つ
い
て
、

仮
釈
放
を
肯
定
し
た
。

幹
部
で
あ
り
、
こ
の
間
、
多
数
の
囚
人
を
虐
待
し
、
殺
害
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

と
が
で
き
る
と
。

関
法

一
九
三
八
年
か
ら
一
九
四
二
年
ま
で
ザ
ッ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所
の

一
六
四



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
由

足
さ
れ
た
。
被
有
罪
決
定
者
は
、

す
で
に
本
法
廷
が
、

に
お
い
て
、
四
六
件
の
謀
殺
、

一
六
五

(
W
o
r
k
u
t
a
)

刑
務
所
に
お
い
て
、
受
刑
し
た
に
も
か

八
件
の
謀
殺
未
遂
で
、
そ
し
て
一
件
の
謀
殺
未
遂
柑
助
で
、
謀
殺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
事
件
に
つ
き
終
身
重
懲

役
に
、
そ
の
他
の
犯
罪
に
つ
き
一
五
年
の
重
懲
役
の
併
合
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

一
九
四
六
年
―
二
月
二
日
は
、
す
で
に
、

ソ
ビ
エ
ト
軍
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
逮
捕
さ
れ
、

一
九
五
六
年
に
は
、

い
わ
ゆ
る
「
恩
赦
さ
れ
な
か
っ
た
囚
人
」

(
N
i
c
h
t
a
m
n
e
s
t
i
e
r
t
e
r
)

て
ド
イ
ツ
官
憲
に
引
き
渡
さ
れ
た
。
同
年
逮
捕
さ
れ
、
同
年
二
月
九
日
か
ら
未
決
勾
留
以
後
ず
っ
と
拘
禁
さ
れ
て
い
る
。

は
仮
釈
放
を
申
請
し
た
が
、
責
任
の
重
大
性
に
よ
り
否
認
さ
れ
た
。

と
し

一
九
八
五
年
二
月
七
日
に
ふ
た
た
び
申
請
さ
れ
、
行
刑
裁
判
所
は
、
心
理
学
・
精
神
医
学
者
の
鑑
定
を
と
っ
た
後
、
仮
釈
放
を
命
じ
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

一
九
八
二
年
―
二
月
七
日
に
述
べ
た
よ
う
に
、
責
任
は
、
被
有
罪
判
決
者
の
極
度
に
重
大
で
あ
り
、

一
九
五
六
年
以
来
連
邦
共
和
告
に
お
い
て
そ
の
前
に
は
一

0
年
間
、

ウ
ォ
ル
ク
タ

か
わ
ら
ず
、
さ
ら
に
受
刑
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
た
。
し
か
し
本
法
廷
の
見
解
に
よ
っ
て
も
、
そ
の
間
に
、
贖
罪
の
必
要
性
は
充

一
九
四
五
年
五
月
の
終
戦
以
降
、
数

H
の
例
外
は
あ
る
が
、
そ
の
人
生
を
専
ら
不
自
由
な
状
態
で
過
ご

し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
ほ
ぼ
四

0
年
に
わ
た
っ
て
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
述
ぺ
た
よ
う
に
、
自
由
刑
の
人
間
の
尊
厳
を
も
っ
た

執
行
は
、
次
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
も
は
や
保
障
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
被
有
罪
判
決
者
に
、
彼
の
人
格
的
発
展
と
は
無
関

係
に
、
そ
の
自
由
を
、
高
齢
に
な
っ
て
も
、
ま
た
、
長
期
の
受
刑
の
後
に
、
も
う
一
度
要
求
す
る
と
い
う
一
切
の
望
み
を
初
め
か
ら
奪
わ

れ
る
場
合
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
行
為
者
の
責
任
が
極
め
て
重
大
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
年
齢
、
特
別
の
拘
禁
状
況
、
な
ら
び
に
重
病

は
、
終
身
自
由
刑
の
さ
ら
な
る
執
行
が
必
要
か
ど
う
か
の
決
定
に
あ
た
っ
て
、
考
慮
さ
れ
る
ぺ
き
で
あ
る
。
行
刑
裁
判
所
と
と
も
に
、
本

法
廷
は
、
被
有
罪
決
定
者
が
自
ら
に
課
し
た
法
外
な
責
任
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
終
身
自
由
刑
の
こ
れ
以
上
の
執
行
は
も
は
や
必
要
で
は
な

事
法
廷
で
終
身
拘
禁
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

（
四
二
三
）

一
九
八
二
年
に

一
九
四
七
年
―
一
月

l

日
に
は
、

ソ
ビ
エ
ト
軍



第
四
二
巻
第
二
号

次
に
一
九
八
七
年
二
月
一
八
日
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
決
定
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

〔
決
定
要
旨
〕

要
と
す
る
。

（
四
二
四
）

一
九
六
五
年
八
月
二

0
日
に
少
な
く
と
も
四
七
五
件
の
謀
殺
、
少
な
く
と
も
六
件

の
謀
殺
の
共
同
正
犯
の
共
同
射
助
で
終
身
重
懲
役
、
お
よ
び
一
五
年
の
併
合
刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

裁
判
所
の
決
定
を
基
礎
と
し
て
、
被
有
罪
判
決
者
に
は
し
ば
し
ば
帰
休
が
保
障
さ
れ
た
。

九
八
三
年
二
月
一
七
日
に
マ
ー
ル
プ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
行
刑
裁
判
所
は
、
責
任
の
特
別
の
重
大
性
を
も
っ
て
、
仮
釈
放
を
拒
否
し

た
。
し
か
し
、
高
齢
、
こ
れ
ま
で
の
受
刑
期
間
、
健
康
状
態
を
考
慮
し
て
、
さ
ら
に
二
年
の
後
に
は
釈
放
が
真
剣
に
考
慮
に
値
す
る
も
の

一
九
八
四
年
六
月
二
六
日
に
、
新
た
に
猶
予
の
申
請
を
な
し
た
。

よ
り
、
行
刑
裁
判
所
は
、
残
刑
の
執
行
を
猶
予
し
た
。
検
察
官
の
即
時
抗
告
を
認
め
る
。

行
刑
裁
判
所
の
見
解
と
は
逆
に
、
被
有
罪
判
決
者
の
責
任
の
特
別
の
重
大
性
は
、
終
身
自
由
刑
の
さ
ら
な
る
執
行
を
必

責
任
の
重
大
性
は
、
刑
法
五
七
条

a
に
よ
る
決
定
に
あ
た
っ
て
独
自
に
決
定
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
刑
事
裁
判

官
の
認
識
を
基
礎
と
す
る
。

判
決
の
認
定
に
よ
れ
ば
、
被
有
罪
判
決
者
の
犯
罪
行
為
の
不
法
内
容
お
よ
び
責
任
内
容
は
、
人
間
の
表
象
力
で
は
ほ
と
ん
ど
理
解
し
が

た
い
次
元
に
達
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
ず
行
為
の
数
に
も
あ
て
は
ま
る
。
謀
殺
行
為
の
数
の
み
な
ら
ず
、
行
為
の
動
機
、
行
為
の

き
っ
か
け
、
行
為
遂
行
の
態
様
な
ど
も
、
責
任
の
特
別
の
重
大
性
の
極
端
な
程
度
を
表
し
て
い
る
。

自
由
刑
の
執
行
が
適
正
な
責
任
清
算
の
観
点
の
も
と
で
ど
の
く
ら
い
の
期
間
続
く
ぺ
き
か
は
、
個
別
事
例
の
問
題
で
あ
る
。
終
身
刑
の

と
示
唆
し
た
。
こ
れ
に
も
と
づ
き
、

一
九
八
六
年
七
月
八
日
の
決
定
に

一
九
八
四
年
に
は
開
放
施
設
に
移
さ
れ
た
。

一
九
八
三
年
六
月
二
八
日
の
連
邦
憲
法

〔
事
実
〕
現
在
八
二
歳
に
な
る
被
有
罪
判
決
者
は
、

い
と
い
う
見
解
で
あ
る
」
。

関
法

一
六
六



さ
て
、
こ
の
事
件
の
被
有
罪
判
決
者
B
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
行
刑
法
二
二
条
一
項
に
よ
り
帰
休
の
申
請
を
し
た
。
こ
の
終
身
自
由
刑

の
受
刑
者
の
帰
休
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
行
刑
法
二
二
条
三
項
に
規
定
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
終
身
自
由
刑
受
刑
者
は
、

受
刑
の
後
に
初
め
て
帰
休
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
開
放
処
遇
に
付
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
一

0
年
以
前
に
も
帰
休
さ
れ
う
る

(495) 

と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
一
三
条
三
項
に
は
、
具
体
的
・
実
質
的
に
ど
の
よ
う
な
要
件
が
充
足
さ
れ
る
場
合
に
、

認
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
規
定
が
な
く
、
そ
も
そ
も
帰
休
が
権
利
か
ど
う
か
も
争
い
が
あ
る
。

庁
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
行
刑
官
庁
に
裁
量
の
余
地
が
あ
る
限
り
で
、
裁
量
は
、
行
刑
目
標
お
よ
び
行
刑
原
則
の
観
点

で
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
糾
。
こ
こ
で
、

一
時
帰
休
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
再
社
会
化
と
な
ら
ん
で
適
正
な
責
任
清
算
お
よ

び
贖
罪
の
思
想
を
も
全
面
に
押
し
出
す
見
解
も
展
開
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
と
く
に
「
内
部
的
な
」
行
刑
処
分
と
「
外
部
的
効

果
」
を
も
つ
行
刑
処
分
と
の
区
別
を
根
拠
と
す
る
。
施
設
内
部
で
の
内
部
的
行
刑
処
分
は
、
再
社
会
化
が
全
面
に
出
て
く
る
べ
き
な
の
に

対
し
て
、
刑
の
執
行
が
中
断
す
る
の
で
は
な
い
と
し
て
も
、
事
実
上
の
効
果
と
し
て
は
そ
れ
に
近
い
一
時
帰
休
の
場
合
に
は
、
贖
罪
や
責

(

a

)

 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
ゆ

一
時
帰
休
と
刑
罰
目
的

(2) 
五
年
に
有
罪
判
決
を
受
け
た
と
き
に
は
六
一
歳
に
近
く
、

一
六
七 一

般
的
に
は
、
そ
れ
は
、
行
政
官

一
時
帰
休
が

さ
ら
な
る
執
行
が
必
要
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
年
齢
と
健
康
状
態
が
特
別
の
考
慮
に
値
す
る
。
こ
の
関
係

で
は
、
被
有
罪
判
決
者
が
一
九
六
0
年
に
逮
捕
さ
れ
た
と
き
に
す
で
に
五
六
歳
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

終
身
刑
受
刑
者
の
一
時
帰
休

一
五
年
受
刑
し
た
と
き
に
は
、

1

未
決
勾
留
を
算
入
し
て
ー
す
で
に
七
一

歳
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
点
ま
で
は
、
仮
釈
放
は
法
律
上
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、
責
任
の
特
別
の
重
大
性
の
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
後
の
受

刑
期
間
に
も
続
く
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
高
齢
で
有
罪
と
さ
れ
た
犯
罪
行
為
者
は
、
不
当
に
特
権
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
四
二
五
）

1
0
年
の
最
低
の

一
九
六



(

C

)

 

一
時
帰
休
を
め
ぐ
る
判
例

定
め
、
そ
こ
で
、
執
行
の
二
つ
の
任
務
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
行
為
者
の
再
社
会
化
と
、
そ
れ
以
上
の
犯
罪
行
為
か
ら
の
一
般
社
会

の
保
護
（
保
安
）
で
あ
る
。
こ
の
目
標
相
互
間
に
お
い
て
は
、
し
か
し
、
具
体
的
な
行
刑
法
の
個
別
規
定
の
解
釈
に
お
い
て
も
葛
藤
が
生

じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
目
標
葛
藤
は
、
こ
の
再
社
会
化
と
保
安
の
間
に
も
生
じ
う
る
が
、
そ
の
他
の
「
目
標
」
と
の
間
に
も
生

じ
う
る
。
す
な
わ
ち
、
立
法
者
は
、
執
行
の
目
的
と
し
て
の
「
贖
罪
や
威
嚇
」
は
、
完
全
に
否
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
と
再

(499) 

社
会
化
の
間
に
も
葛
藤
が
生
じ
う
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は
、
帰
休
に
関
す
る
判
例
が
、
「
法
の
継
続
形
成
」
と
い
う
よ
り
も
、
む
し

(500) 

ろ
「
法
の
修
正
的
形
成
」
を
行
っ
て
い
る
も
の
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、

的
、
と
く
に
責
任
清
算
や
贖
罪
の
観
点
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
か
が
、
と
く
に
ナ
チ
犯
罪
者
の
一
時
帰
休
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
学
説
と
判
例

の
間
の
対
立
を
生
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
な
お
、
詳
し
く
検
討
し
て
お
き
た
い
。

一
九
七
七
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
行
刑
法
の
二
条
は
、
自
由
刑
の
執
行
に
お
け
る
「
執
行
目
標
」

(
Vollzugsziel)
を

J

の
よ
う
に
、

(
b
)
 

（
四
二
六
）

(497) 

任
清
算
と
い
う
刑
罰
目
的
も
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
、
と
く
に
こ

の
よ
う
な
見
解
に
立
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
見
解
は
、
学
説
に
よ
っ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
行
刑
法
に
お
い
て
刑
罰
の
責
任
機

能
お
よ
び
贖
罪
機
能
に
立
ち
返
る
点
、
お
よ
び
内
部
的
に
作
用
す
る
行
刑
処
分
と
内
部
的
に
作
用
す
る
行
刑
処
分
の
間
の
区
別
は
、
法
律

(498) 

上
の
根
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
決
定
で
は
、
ま
た
、
有
期
自
由
刑
と
終
身
自
由
刑
の
区
別
や
一
般
犯
罪
と
ナ
チ
犯
罪
の
間
の
行
刑

に
区
別
を
認
め
て
い
る
が
、
こ
れ
も
法
律
上
の
根
拠
を
も
た
な
い
と
い
う
批
判
に
晒
さ
れ
て
い
る
。

行
刑
目
標
と
そ
の
他
の
刑
罰
目
的
の
葛
藤

関
法

第
四
二
巻
第
二
号

一
時
帰
休
に
関
す
る
規
定
の
適
用
に
お
い
て
、
行
刑
目
標
の
み
が
考
慮
さ
れ
る
ぺ
き
か
、
ま
た
は
、
そ
の
他
の
刑
罰
目

一
六
八



い
る
。

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

一
六
九

一
九
八
三
年
に
、
先
に
紹

と
こ
ろ
で
、
ナ
チ
犯
罪
者
の
帰
休
の
申
請
に
対
し
て
判
断
を
下
し
た
最
初
の
判
例
は
、
先
に
紹
介
し
た
一
九
七
七
年
―
一
月
二
五
日
の

カ
ー
ル
ス
ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
行
刑
官
庁
の
裁
量
に
お
い
て
は
、
実
行
さ
れ
た
行
為
の
大
き
な
不

一
六
年
の
受
刑
後
の
帰
休
請
求
も
却
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
次
の

よ
う
に
い
う
。
「
再
社
会
化
理
念
は
、
正
し
く
理
解
さ
れ
た
と
す
る
と
、
実
体
刑
法
に
お
い
て
支
配
的
な
責
任
思
想
、
お
よ
び
そ
れ
に
相

応
す
る
適
正
な
責
任
清
算
お
よ
び
贖
罪
の
刑
罰
目
的
と
は
架
橋
で
き
な
い
ほ
ど
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
」
。
そ
し
て
、
と
く
に
「
そ
の

実
質
的
な
影
響
に
よ
っ
て
、
た
ん
な
る
内
部
的
な
行
刑
の
形
成
を
越
え
て
、
行
刑
の
存
続
そ
の
も
の
に
触
れ
る
処
分
が
問
題
に
な
る
な
ら

ば
、
刑
罰
が
、
実
行
さ
れ
た
不
法
に
対
す
る
贖
罪
に
も
適
正
な
責
任
清
算
に
も
役
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
い
う
思
想
は
よ
り
強
く
前
面
に
出

(502) 

て
く
る
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
終
身
刑
に
お
い
て
は
、
と
く
に
適
正
な
責
任
清
算
の
思
想
が
重
要
性
を
も
つ
の
で
あ
る
が
、
「
こ
の
こ
と

は
、
申
請
者
が
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
あ
の
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
ナ
チ
権
力
犯
罪
者
の
行
為
者
グ
ル
ー
プ
に
妥
当
す
る
」
。
こ

れ
ら
の
人
々
は
、
外
部
的
に
は
刑
罰
と
は
無
関
係
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
か
ら
再
社
会
化
の
必
要
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
カ
ー
ル
ス

函）

ル
ー
エ
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
見
解
に
対
し
て
は
、
学
説
か
ら
の
激
し
い
批
判
が
あ
る
。
と
く
に
カ
ー
ル
・
ペ
ー
タ
ー
ス
は
、
「
終
身
自

由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
グ
ル
ー
プ
の
内
部
で
の
区
別
は
、
行
刑
法
に
お
い
て
は
根
拠
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
有
罪
者
に
立
法
者
は
刑
事
政

策
的
根
拠
か
ら
行
刑
の
段
階
に
お
け
る
純
粋
に
特
別
予
防
的
な
根
拠
を
基
準
と
し
た
の
で
あ
り
、
ナ
チ
犯
罪
者
も
そ
こ
か
ら
排
斥
さ
れ
る

函）

わ
け
で
は
な
し
」
と
い
う
。
内
部
的
行
刑
処
分
と
外
部
的
行
政
処
分
の
区
別
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
法
律
上
の
根
拠
が
な
い
と
批
判
し
て

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
、

(505) 

ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
な
ど
の
同
様
の
判
例
が
続
い
た
あ
と
、

介
し
た
B
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
へ
の
憲
法
訴
訟
に
対
す
る
判
駈
が
出
た
の
で
あ
っ
た
。

法
内
容
と
責
任
の
程
度
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、

（
四
二
七
）



と
い
う
考
慮
を
も
表
し
て
い
る
。
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さ
て
、
こ
の
事
案
の
経
過
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
行
刑
裁
判
所
は
、
帰
休
の
申
請
を
否
決
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ン
州
の
司
法
大
臣
が
抗
告
を
申
し
立
て
た
が
、
こ
れ
は
成
功
し
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
、

1
0
年
の

ヘ
ッ
セ

一
九
七
九
年
三
月
五
日

の
決
定
で
行
刑
裁
判
所
の
判
断
を
破
棄
し
、
事
件
を
B
の
責
任
の
重
大
性
に
つ
い
て
認
定
す
る
た
め
に
、
行
刑
裁
判
所
に
差
し
戻
し
た
。

一
九
八

0
年
一
月
三

0
日
の
決
定
に
よ
り
、
行
刑
裁
判
所
は
、
あ
ら
た
め
て
、

B
に一

0
日
の
帰
休
を
保
障
す
る
義
務
を
課
し
た
。
ヘ
ッ

セ
ン
州
の
司
法
大
臣
の
抗
告
に
よ
り
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
一
九
八

0
年
四
月
二
二
日
に
行
刑
裁
判
所
の
こ
の
決
定

(507)

（
鴎
）

を
破
棄
し
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
こ
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
決
定
を
破
棄
し
た
。

〔
決
定
要
旨
〕

行
刑
官
庁
の
長
は
、
決
定
的
に
、
そ
の
責
任
の
特
別
の
重
大
性
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
帰
休
の
保
障
を
妨
げ
る
と
い
う
考

慮
か
ら
B
の
帰
休
を
否
定
し
た
。
な
ぜ
な
ら
殊
に
拘
禁
か
ら
の
仮
釈
放
が
行
わ
れ
る
の
か
ど
う
か
、
い
つ
行
わ
れ
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い

か
ら
で
あ
る
。
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
こ
こ
に
裁
量
の
瑕
疵
を
認
め
な
い
。
裁
判
所
は
、
そ
れ
は
、
再
社
会
化
の
要
請
か
ら
も
、
帰
休
の

保
障
に
関
す
る
決
定
が
も
っ
ぱ
ら
再
社
会
化
の
観
点
の
も
と
で
行
わ
れ
る
と
い
う
帰
休
制
度
の
意
義
と
目
的
か
ら
も
行
わ
れ
ず
、
別
の
、

刑
罰
の
目
的
と
結
び
つ
い
た
観
点
、
と
く
に
受
刑
者
の
責
任
の
程
度
と
、
そ
の
関
係
で
の
仮
釈
放
の
問
題
が
、
む
し
ろ
責
任
清
算
と
贖
罪

と
い
う
刑
罰
目
的
は
、
行
刑
の
開
始
と
と
も
に
そ
の
意
義
を
失
っ
た
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
出
発
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
極
め
て

重
大
な
不
法
内
容
お
よ
び
責
任
内
容
を
も
つ
行
為
の
場
合
に
は
、
法
共
同
体
へ
の
再
編
入
は
、
極
め
て
長
期
の
自
由
刑
の
受
刑
に
よ
っ
て

初
め
て
可
能
と
な
る
責
任
の
清
算
を
前
提
と
す
る
。
終
身
自
由
刑
受
刑
者
に
対
す
る
行
刑
法
一
三
条
三
項
の
特
別
の
規
定
は
、

最
低
受
刑
期
間
の
の
ち
に
初
め
て
こ
の
よ
う
な
人
々
の
帰
休
を
許
す
も
の
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
が
適
正

な
責
任
清
算
と
贖
罪
の
観
点
の
も
と
で
刑
の
中
断
な
き
執
行
が
か
な
り
長
い
期
間
に
わ
た
り
必
要
で
あ
る
ほ
ど
重
い
責
任
を
負
っ
て
い
る

関
法
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

侵
害
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
⑯

の
再
社
会
化
の
思
想
と
調
和
す
る
。

一
七

基
本
法
の
恣
意
の
禁
止
は
、
責
任
の
特
別
の
重
大
性
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り

行
刑
法
一
三
条
の
帰
休
の
保
障
に
お
け
る
責
任
の
重
大
性
の
考
慮
は
、
憲
法
に
基
礎
を
お
く
受
刑
者

上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、

B
の
年
齢
と
健
康
状
態
に
、
行
刑
法
二
二
条
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
ぺ
き
裁
量
決
定
に
対
し
て
原
則
的
に
一
切

の
意
義
を
否
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
基
本
法
一
条
一
項
と
の
結
び
つ
き
で
基
本
法
二
条
一
項
か
ら
演
繹
さ
れ
る
個
々
の
事
案
の
す
べ
て

基
本
法
一
条
一
項
に
照
ら
し
て
、
ま
さ
に
高
齢
の
受
刑
者
に
と
っ
て
は
、
自
由
に
生
き
る
者
の
共
同
体
へ
の
適
正
な
社
会
的
再
編
入
の

チ
ャ
ン
ス
に
関
し
て
、
帰
休
の
考
慮
が
特
別
の
重
要
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
は
、
拘
禁
か
ら
の
帰
休
の
保
障
に
関
す
る
判
断
に
あ
た
っ
て
行
為
責
任
の
重
大
性
を
も
考
慮
す

る
と
い
う
こ
の
解
釈
を
、
「
憲
法
上
は
異
議
を
唱
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
し
、
再
社
会
化
と
い
う
憲
法
に
根
拠
を
も
つ
思
想

(509) 

か
ら
は
、
受
刑
者
の
年
齢
と
そ
の
健
康
状
態
が
帰
休
許
可
の
判
断
に
お
い
て
考
察
外
に
と
ど
め
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
る

連
邦
裁
判
所
の
見
解
に
よ
れ
ば
、
し
た
が
っ
て
、
刑
罰
と
執
行
の
「
ほ
こ
ろ
び
」
を
繕
う
た
め
に
は
、
他
の
刑
罰
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と

(510) 

は
、
し
か
も
憲
法
上
の
要
請
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

拡
大
解
釈
と
立
法
の
動
き

そ
の
上
、
ナ
チ
犯
罪
者
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
解
釈
が
、
他
の
犯
罪
者
に
も
拡
大
さ
れ
る
傾
向
が
指
摘
さ
れ
て
い
耐
。
つ
ま
り
、
ラ
ン

ト
司
法
行
政
庁
や
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
そ
の
後
、
そ
の
他
の
刑
罰
目
的
を
考
慮
す
る
こ
と
を
正
当
化
す
る
た
め
、
こ
の
連
邦
憲
法
裁

判
所
の
判
例
を
援
用
し
、
こ
の
見
解
を
ナ
チ
犯
罪
者
か
ら
そ
の
他
の
終
身
自
由
刑
受
刑
者
や
有
期
刑
受
刑
者
に
も
推
し
及
ぼ
し
て
い
っ
た
。

の
本
質
的
な
事
情
を
考
慮
せ
よ
と
い
う
要
請
と
調
和
し
な
い
。

法
律
の
こ
の
解
釈
に
は
憲
法
上
の
疑
義
は
な
い
。
国

（
四
二
九
）
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の
み
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
一
般
的
な
刑
罰
目
的
は
、
帰
休
の
決
定
の
場
合
の
み
な
ら
ず
、
開
放
施
設
へ
の
移
送
、
執
行
の
緩
和
に
関
す

る
決
定
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
刑
罰
目
的
と
し
て
は
、
責
任
清
算
、
贖
罪
の
ほ
か
、

判
例
は
、
こ
の
よ
う
に
重
い
犯
罪
に
つ
い
て
は
、
行
刑
に
お
い
て
も
、

こ
れ
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
シ
ェ
ヒ
に
よ
れ
ば
、

の
は
、
全
部
で
一
九
の
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
う
ち
、

一
般
予
防
（
法

一
般
的
な
刑
罰
目
的
を
含
め
る
と
い
う
傾
向
に
あ
り
、
学
説
は
、

し
か
し
、
従
来
こ
の
問
題
に
つ
き
詳
し
い
見
解
を
表
明
し
た(512) 

五
つ
の
み
で
あ
り
、
残
り
は
学
説
の
通
説
と
同
じ
見
解
を
採
っ
て
い
る
と
さ
れ
る
。

し
た
が
っ
て
、
帰
休
や
行
刑
の
緩
和
を
否
決
す
る
際
に
「
責
任
の
重
大
性
」
と
「
法
秩
序
の
擁
護
」
を
立
法
に
お
い
て
規
定
し
よ
う
と
す

る
動
き
に
つ
な
が
っ
て
き
て
い
る
。
す
で
に
一
九
八
五
年
に
は
、
バ
ー
デ
ン
・
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
で
は
、
行
刑
の
緩
和
や
帰
休
の
決
定

一
九
八
七
年
に
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
こ
の
方
向
で
の
立
法
提
案
が

一
九
八
七
年
六
月
の
司
法
大
臣
会
議
に
お
い
て
論
議
さ
れ
た
後
、
沙
汰
止
み
に
な
っ
た
と
さ

に
あ
た
っ
て
、
「
責
任
の
重
大
性
な
ら
び
に
自
由
刑
の
言
渡
し
を
も
っ
て
追
及
さ
れ
る
諸
目
的
」
が
考
慮
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
る
行
政
実

(513) 

務
上
の
命
令
が
出
さ
れ
て
い
た
と
い
う
が
、

な
さ
れ
て
い
糾
。
こ
の
動
き
は
、
し
か
し
、

れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
そ
の
年
の
五
月
の
、

ド
イ
ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ス
イ
ス
刑
法
学
者
大
会
で
の
「
一

0
年
の
実
務
に
お
い
て
実

(515) 

証
さ
れ
た
行
刑
法
の
目
的
を
、
再
社
会
化
か
ら
古
い
応
報
・
贖
罪
行
刑
の
方
向
へ
と
逆
行
さ
せ
る
傾
向
」
に
対
す
る
共
同
の
反
対
声
明
が

意
味
を
も
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

以
上
に
お
い
て
、
謀
殺
罪
に
よ
っ
て
終
身
自
由
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
の
仮
釈
放
の
問
題
お
よ
び
刑
務
所
か
ら
の
一
時
帰
休
の
問
題
を
採

り
上
げ
た
が
、
「
責
任
の
特
別
の
重
大
性
」
と
い
う
行
為
責
任
と
、
他
方
で
社
会
復
帰
と
い
う
行
刑
目
的
の
理
念
上
の
対
立
は
、

(
e
)
 

ま

と

め

秩
序
の
擁
護
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
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ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
心

罪
者
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
、
死
ぬ
ま
で
に
自
由
を
ふ
た
た
び
獲
得
し
う
る
と
い
う
希
望
を
与
え
る
と
い
う
人
間
の
尊
厳
の
保
障
の
問
題
の

み
な
ら
ず
、
再
社
会
化
目
的
に
役
立
つ
と
さ
れ
る
一
時
帰
休
制
度
や
行
刑
の
緩
和
の
具
体
的
判
断
の
問
題
と
し
て
集
中
的
に
現
れ
て
き
て

い
る
。
終
身
自
由
刑
受
刑
者
の
仮
釈
放
は
、
大
半
は
、
否
定
さ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
る
が
、
こ
れ
を
肯
定
す
る
判
例
も
現
れ
初
め
て
い
る
。

ナ
チ
犯
罪
者
の
高
齢
化
の
観
点
と
、
多
数
の
謀
殺
を
実
行
し
た
と
い
う
責
任
の
重
大
性
が
、
こ
こ
で
現
実
的
に
対
立
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
判
決
理
由
に
挙
が
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
仮
釈
放
を
否
決
す
る
裁
判
所
の
判
断
の
背
後
に
は
ナ
チ
犯
罪
者
の
処
遇
に
対
す

る
近
隣
諸
国
の
国
際
的
監
視
の
眼
を
配
慮
し
た
政
治
的
判
断
が
存
在
す
る
と
い
う
側
面
を
も
払
拭
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、
ナ
チ
犯
罪
者
の
処
遇
が
、
再
社
会
化
行
刑
を
標
榜
す
る
ド
イ
ツ
行
刑
法
実
務
に
も
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

(m)
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
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U
t
e
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e
v
e
l
 `
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n
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5
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7
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,
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Aufl., 
1
9
7
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,
 
• 

R
d
n
r
.
 1
7
 z
u
§
1
3
.
 

(478) 
O
p
i
t
z
,
 a. 
a. 
0., S. 
203££. 
本
稿
④
四
一
巻
二
号
一
六

0
頁
以
下
参
照
。

(479) 
B
V
e
r
f
G
E
 45, 
187. 
(
本
章
第
七
節
②
九
四
頁
以
下
参
照
）
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t
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S
t
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2
8
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e
n
z
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i
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o
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c
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1
9
8
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M
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r
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 ff・

な
お
、
こ
の
成
立
史
に
つ
い
て
は
、

V
g
l
.
a
u
c
h
 R
e
v
e
l
,
 a. 
a. 
0., S. 6
 ff. 
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2
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在
化
し
て
き
た
ナ
チ
犯
罪
者
の
公
判
能
力
の
問
題
が
重
要
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

Vgl• 

K
a
i
s
e
r
/
K
e
r
n
e
r
/
S
c
h
o
c
h
,
 a. 
a. 
0., S. 7
6
.
 

V
 gl. 
d
a
z
u
 Schiiller ,
 Sp
r
i
n
g
o
r
u
m
,
 a. 
a. 
0., 6
3
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（
四
三
四
）

ナ
チ
犯
罪
の
公
訴
時
効
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
第
四
章
で
論
じ
た
が
、
そ
の
他
の
訴
訟
法
上
の
論
点
と
し
て
は
、
と
く
に
捜
査

お
よ
び
立
証
の
困
難
性
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
こ
で
は
、
刑
事
訴
訟
法
の
法
理
論
的
論
点
は
論
議
さ
れ
て
い
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
、
前
章
ま
で
の
刑
法
理
論
上
の
論
点
の
取
り
扱
い
方
と
は
、
異
な
り
、
む
し
ろ
、

上
の
問
題
点
を
論
じ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
て
、
捜
査
の
困
難
性
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
行
為
や
行
為
者
に
関
す
る
記
録
の
調
査
、
行
為
者
の

探
索
の
問
題
、
立
証
の
困
難
性
の
問
題
に
は
、
書
証
の
問
題
、
証
人
の
確
保
と
そ
の
証
言
に
よ
る
立
証
の
問
題
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

巨
大
な
犯
罪
複
合
を
ど
の
よ
う
に
し
て
、

つ
ま
り
、
全
体
を
一
挙
に
起
訴
す
る
か
、
あ
る
い
は
、
部
分
的
複
合
を
切
り
離
し
て
起
訴
す
る

か
と
い
っ
た
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
長
期
裁
判
の
問
題
が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
、
と
く
に
、

こ
の
訴
訟
上
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
論
じ
た
文
献
は
あ
る
が
、
実
体
法
上
の
問
題
点
と
比
べ
て
、
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
は
議
論

さ
れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
は
、

ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ス
プ
ル
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
所
長
で
あ
っ
た
ア
ダ
ル
ベ
ル
ト
・
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル

の
、
検
察
官
と
し
て
の
ナ
チ
犯
罪
訴
訟
の
捜
査
上
の
問
題
点
を
ま
と
め
て
叙
述
し
た
も
の
が
、
も
っ
と
も
詳
し
い
と
い
え
る
。
そ
こ
で
、

(516) 

リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
の
書
い
た
も
の
を
中
心
と
し
て
、
訴
訟
法
上
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

①
ナ
チ
犯
罪
追
及
に
お
け
る
訴
訟
法
上
の
困
難

第
一

0
節
ナ
チ
犯
罪
と
訴
訟
実
務
上
の
諸
問
題

515 514 、-、

関
法

ナ
チ
犯
罪
手
続
に
お
け
る
実
務

ナ
チ
犯
罪
者
の
高
齢
化
と
と
も
に
ま
す
ま
す
顕

一
七
六



①
 ②

ナ
チ
犯
罪
の
捜
査
と
認
定
の
困
難
性

と
こ
ろ
で
、

ナ
チ
犯
罪
追
及
側
に
と
っ
て
は
、

の
困
難
は
、
何
と
い
っ
て
も
ナ
チ
犯
罪
の
特
殊
性
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
論
じ
た
が
、
こ
こ
で
も
、

リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
が
強
調
し
て
い
る
そ
の
特
殊
性
を
も
う
一
度
確
認
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
は
、
ナ
チ
犯
罪
が
、
準
行
政
的
権
力
犯
罪
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
は
、
次
の
よ
う
に
い
う
。
「
ナ
チ
犯
罪
は
、
通
常
の
犯
罪
と
は
、
ま
ず
も
っ
て
、
そ
れ
に
あ
っ
て

は
、
後
者
と
違
っ
て
、
個
人
的
な
動
機
か
ら
発
し
て
、
責
任
を
完
全
に
意
識
し
て
行
わ
れ
る
個
人
の
他
の
個
人
に
対
す
る
犯
罪
が
問
題
で

は
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
異
な
る
。
ナ
チ
犯
罪
者
は
、

1

外
見
か
ら
す
れ
ば
個
人
的
な
行
為
者
だ
と
見
え
る
よ
う
な
場
合
で
も
~
意

識
的
・
無
意
識
的
に
、
・
…
・
・
ナ
チ
の
指
導
の
目
的
設
定
の
枠
内
で
、
あ
る
い
は
そ
れ
と
一
致
し
て
、
行
動
し
た
の
で
あ
る
。
明
白
に
過
剰

行
為
と
評
価
さ
れ
う
る
事
件
を
除
け
ば
、

目
に
至
る
ま
で
計
画
さ
れ
、
そ
し
て
そ
れ
に
服
す
る
執
行
機
関
に
よ
っ
て
計
画
に
添
っ
て
執
行
さ
れ
る
大
量
殺
人
、

場
所
的
・
時
間
的
に
分
離
さ
れ
て
行
わ
れ
る
個
別
行
為
か
ら
構
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
間
に
は
何
ら
か
の
方
法
で
多
か
れ
少
な
か

れ
密
接
な
物
的
・
人
的
関
係
の
あ
る
大
量
殺
人
と
関
係
し
て
い
る
。
と
く
に
伝
統
的
な
個
人
の
犯
罪
と
準
行
政
的
な
犯
罪
と
の
こ
の
差
か

(517) 

ら
、
警
察
、
検
察
お
よ
び
裁
判
所
が
ナ
チ
犯
罪
を
検
挙
し
処
罰
す
る
に
あ
た
っ
て
今
日
ま
で
直
面
す
る
困
難
が
生
じ
る
の
で
あ
る
」
。

リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
は
、
こ
の
ナ
チ
犯
罪
の
特
質
に
訴
訟
法
上
の
困
難
な
問
題
も
由
来
す
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

捜
査
方
法
の
展
開
過
程

リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
に
よ
れ
ば
、

九
年
に
、

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

一
七
七

一
九
五

ナ
チ
犯
罪
の
立
証
の
問
題
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
立
証

ナ
チ
犯
罪
に
あ
っ
て
は
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
点
で
全
く
機
能
的
な
国
家
的
運
営
に
よ
っ
て
細

つ
ま
り
、
し
ば
し
ば

(518) 

ナ
チ
犯
罪
と
ナ
チ
犯
罪
者
の
捜
査
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
展
開
過
程
を
た
ど
っ
た
。
ま
ず
、

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ス
プ
ル
ク
・
セ
ン
タ
ー
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
ナ
チ
犯
罪
の
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
解
明
が
な
さ
れ

（
四
三
五
）



か
く
し
て
、
ナ
チ
犯
罪
の
刑
事
訴
追
の
端
緒
は
、

②
 

に
把
捉
す
る
の
は
、
困
難
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
九
五
九
年
以
降
、
従
来
ま
だ
刑
法
上
把
捉
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
行
為
や
、
ま
だ
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
は
発
覚
し
て
い
な
か
っ
た

(519) 

行
為
者
に
調
査
対
象
が
拡
張
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
捜
査
の
端
緒
と
な
る
よ
う
な
示
唆
は
、
当
時
は
ま
だ
そ
ん
な
に
分
厚
く
な
か
っ
た
関

係
書
類
か
ら
、
あ
る
い
は
、
こ
れ
と
は
逆
に
ま
だ
多
く
存
在
し
た
い
わ
ゆ
る
強
制
収
容
所
文
学
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
得
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
直
接
犯
罪
に
加
功
し
た
者
を
発
見
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
間
接
的
関
与
者
を
で
き
る
だ
け
完
全

予
備
捜
査
手
続
の
端
緒

一
般
的
に
言
え
ば
、
ま
ず
、
①
文
献
に
お
け
る
示
唆
、
次
に
、
②
記
録
、
例
え
ば
、

(520) 

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
記
録
、
さ
ら
に
、
③
す
で
に
係
属
中
の
他
の
手
続
か
ら
の
示
唆
、
か
ら
得
ら
れ
る
。
予
備
捜
査
は
、
こ
れ
ら
の

資
料
に
書
か
れ
た
事
実
を
検
討
し
、
適
切
な
証
拠
に
よ
っ
て
基
礎
固
め
を
し
、
ま
た
は
検
証
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
調
査
の
開
始
時
か

ら
、
犯
罪
複
合
の
種
類
と
規
模
が
明
ら
か
に
な
る
よ
う
な
文
書
に
よ
る
資
料
が
あ
っ
た
事
案
は
少
な
い
。
つ
ま
り
、
あ
る
特
定
の
人
物
に

対
し
て
行
わ
れ
た
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
間
隙
な
き
立
証
に
と
っ
て
、
こ
の
記
録
が
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
行
為
時
に

る。

第
四
二
巻
第
二
号

る
ま
で
は
、
何
ら
か
の
方
法
で
、
つ
ま
り
私
人
の
告
発
に
よ
ろ
う
と
、
別
の
調
査
と
の
関
連
で
あ
ろ
う
と
、
容
疑
者
に
辿
り
つ
い
た
場
合

に
の
み
、
刑
事
捜
査
手
続
が
開
始
さ
れ
た
。
戦
後
何
年
か
が
経
っ
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
、
証
人
は
、
そ
の
当
時
す
で
に
存
在
し

て
い
た
被
迫
害
者
の
組
織
に
よ
っ
て
大
抵
は
あ
ま
り
大
き
な
困
難
な
く
発
見
さ
れ
た
。
と
く
に
、
行
為
の
時
に
そ
の
被
害
者
や
そ
の
生
き

残
っ
た
苦
難
を
と
も
に
し
た
仲
間
や
親
戚
に
眼
前
で
対
面
し
た
こ
と
の
あ
る
、
あ
る
い
は
、
人
が
、
そ
の
名
前
を
当
時
聞
き
知
っ
た
、
ま

た
は
、
そ
の
当
時
か
ら
経
過
し
た
時
間
が
短
い
こ
と
に
よ
っ
て
ま
だ
正
確
に
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
人
物
が
被
疑
者
だ
っ
た
か
ら
で
あ

関
法

一
七
八
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③
組
織
的
権
力
犯
罪
に
お
け
る
犯
罪
と
犯
罪
者
の
認
定

ラ
イ
プ
ル
ク
の
軍
事
公
文
書
館
に
照
会
し
た
。

一
七
九

お
い
て
す
ら
、
内
部
執
務
上
の
文
書
交
換
に
お
い
て
客
観
的
に
多
義
的
な
暗
号
を
使
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
手
続
の
次
の
段
階
に
お
い

て
入
手
で
き
な
い
必
要
な
書
証
を
入
手
す
る
こ
と
は
、
初
め
は
、
著
し
く
困
難
で
あ
っ
た
。
西
側
諸
国
の
公
文
書
館
に
対
し
て
は
、

六
0
年
代
は
じ
め
か
ら
、
よ
い
関
係
が
で
き
た
。
共
産
圏
諸
国
に
あ
る
公
文
書
館
に
つ
い
て
は
、
検
察
や
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
セ
ン
タ
ー

(521) 

一
九
六
四
年
末
頃
か
ら
、
そ
こ
に
存
在
す
る
膨
大
な
記
録
を
利
用
す
る
可
能
性
が
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
。

大
き
な
強
制
収
容
所
や
強
制
労
働
施
設
に
お
い
て
実
行
さ
れ
た
犯
罪
に
関
し
て
は
、
戦
後
作
ら
れ
た
ナ
チ
政
府
の
元
の
被
迫
害
者
の
団(522) 

体
、
と
く
に
い
わ
ゆ
る
収
容
所
協
会
に
、
犯
罪
の
目
撃
証
人
と
し
て
考
察
に
の
ぼ
る
人
物
の
住
所
を
紹
介
す
る
と
い
う
可
能
性
が
あ
っ
ナ

ナ
チ
犯
罪
複
合
を
な
す
歴
史
的
事
実
の
確
認
に
は
、
そ
の
後
の
捜
査
段
階
で
出
て
き
た
問
題
と
比
較
し
て
、
大
き
な
困
難
が
あ
っ
た
と
は

い
え
な
い
。
犯
罪
の
現
場
近
く
に
住
ん
で
い
た
者
に
つ
い
て
は
、
大
概
の
場
合
、
何
力
月
か
で
探
し
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
当
時
、
今
日

の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
外
に
住
ん
で
い
た
ド
イ
ツ
人
に
つ
い
て
は
、
故
郷
の
役
場
や
戸
籍
係
に
照
会
し
た
。
そ
の
他
の
場
合
に
は
、

フ

さ
て
、
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
は
、
ナ
チ
犯
罪
が
組
織
的
犯
罪
で
あ
り
、
し
か
も
、
同
じ
命
令
に
基
づ
い
て
行
為
地
が
各
地
に
分
か
れ
る
犯
罪

複
合
体
で
あ
る
点
に
、
独
自
の
困
難
を
見
い
だ
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
時
に
刑
事
訴
上
処
理
さ
れ
る
べ
き
行
為
複
合
を
見
つ
け
出
し
て
、

•(523) 

こ
れ
を
水
平
方
向
に
も
垂
直
方
向
に
も
、
こ
れ
と
は
別
に
訴
追
さ
れ
る
べ
き
事
件
と
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
す
る
。

リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
に
よ
れ
ば
、
上
に
向
か
う
垂
直
方
向
の
区
別
は
、
つ
ま
り
あ
る
犯
罪
に
間
接
的
に
命
令
者
と
し
て
、
ま
た
は
命
令
伝
達

者
と
し
て
関
与
し
た
上
位
に
く
る
地
位
を
占
め
る
者
に
対
し
て
、
分
離
独
立
し
た
刑
事
訴
追
の
た
め
に
手
続
を
分
離
す
る
こ
と
は
、
あ
ら

ゆ
る
そ
こ
か
ら
生
じ
う
る
実
務
上
の
困
難
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
下
に
向
か
っ
て
ま
だ
刑
事
訴
追
に
引
き
込
ま
れ
う
る
末
梢
な
関
与
者
の
限

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

こ、， 

（
四
三
七
）

一
九



(3) 

第
四
二
巻
第
二
号

（
四
三
八
）

界
が
ど
こ
に
引
か
れ
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
に
答
え
る
の
と
比
べ
て
、
比
較
的
問
題
が
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
た
と
い
う
。
な
ぜ
な
ら
、
ド

イ
ツ
刑
法
に
お
い
て
支
配
的
な
条
件
説
に
よ
れ
ば
、
そ
の
条
件
を
取
り
除
い
て
考
え
た
と
き
に
結
果
が
発
生
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う

と
い
う
事
情
は
す
べ
て
原
因
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
ナ
チ
犯
罪
の
実
務
に
こ
れ
を
適
用
す
る
と
、
例
え
ば
、
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。
駅

長
ま
た
は
踏
み
切
り
番
が
、
そ
の
職
務
指
令
に
従
っ
て
、
そ
の
駅
ま
た
は
そ
の
区
間
を
走
る
列
車
に
、
自
由
に
通
行
で
き
る
よ
う
に
し
た

が
、
そ
の
際
、
そ
の
列
車
が
抹
殺
収
容
所
に
人
々
を
輸
送
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
と
い
う
場
合
、
こ
の
駅
長
ま
た
は
踏
み

切
り
番
は
、
こ
れ
ら
の
人
々
の
死
を
引
き
起
こ
し
た
も
の
で
あ
り
、
厳
密
に
言
え
ば
、
こ
れ
は
謀
殺
の
報
助
で
あ
る
。
こ
の
種
の
事
件
の

核
心
か
ら
遠
く
離
れ
た
関
与
行
為
を
謀
殺
帯
助
と
し
て
訴
追
す
る
こ
と
は
、
検
察
官
に
は
ほ
と
ん
ど
期
待
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
、
も
う
少
し
近
い
と
こ
ろ
に
い
る
、
例
え
ば
、
射
殺
現
場
で
見
張
っ
て
い
た
者
や
、
処
刑
場
を
立
ち
入
り
禁
止
と
し
た
人
員
は
ど
う

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
人
々
は
、
被
害
者
を
命
令
に
従
っ
て
殺
し
た
「
小
さ
な
発
砲
者
」

(
K
l
e
i
n
e
r
S
c
h
u
t
z
e
)
 

函）

り
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

関
与
を
、
実
務
上
、
ど
こ
ま
で
を
起
訴
す
べ
き
な
の
か
が
、
困
難
な
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

立
証
の
困
難

と
は
、
異
な
っ
て
取

か
く
し
て
、
こ
の
よ
う
に
、
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
は
、
組
織
犯
罪
に
お
け
る
垂
直
の
関
係
で
の
関
与
者
の
範
囲
と
水
平
方
向
へ
の
関
与
者
の

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
事
情
の
も
と
で
、
個
々
の
行
為
関
与
者
に
関
し
て
は
、
ナ
チ
犯
罪
訴
訟
に
お
け
る
証
拠
状
況
は
ど
の
よ
う
に
評
価

（臨）

さ
れ
る
べ
き
か
。
ナ
チ
犯
罪
は
、
今
日
‘
|
|
'
終
戦
か
ら
三
八
年
、
犯
罪
が
行
わ
れ
て
か
ら
四

0
年
以
上
も
経
っ
た
あ
と
で
1

行
為
者

の
有
罪
が
、
客
観
的
な
点
で
も
主
観
的
な
点
で
も
可
能
で
あ
る
と
こ
ろ
ま
で
、
解
明
さ
れ
う
る
の
だ
ろ
う
か
。
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
は
、
ナ
チ

裁
判
に
お
い
て
、
犯
罪
の
立
証
に
ま
つ
わ
る
論
点
を
挙
げ
て
論
じ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
と
く
に
次
の
よ
う
な
事
情
を
挙
げ
て
い
る
。

関
法

一
八
〇



②
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
出

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

刑
事
訴
訟
法
に
お
け
る
最
も
説
得
力
の
あ
る
証
拠
手
段
は
、
被
告
人
の
自
白
で
あ
る
が
、
何
一

0
年
も
経
っ
た
後
に
は
、
自
白
す
る

被
疑
者
・
被
告
人
は
い
な
く
な
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
者
が
お
互
い
に
連
絡
を
と
り
あ
っ
て
、
口
裏
を
合
わ
せ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

(526) 

の
訴
訟
経
験
を
伝
達
し
あ
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ナ
チ
体
制
の
下
っ
ぱ
達
は
、
も
は
や
、
再
社
会
化
し
た
の
で
あ
っ
て
、
自
白
す
る
必

要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
捜
査
手
続
や
刑
事
手
続
に
巻
き
込
ま
れ
た
人
々
を
援
助
す
る
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て

(527) 

い
る
。

一
九
六
七
年
夏
に
、
秩
序
警
察
の
元
の
将
校
に
よ
っ
て
経
営
さ
れ
た
相
談
所
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
組
織
者
は
、
法
律
相

一
九
六
九
年
に
は
、
保
安
参
謀
本
部
の
元
の
著
名
な
所
属
員
が
、
ナ
チ
裁
判
に
引
き
込
ま
れ
た

（
逗
｝
。

者
に
対
す
る
「
答
弁
援
助
」
組
織
を
作
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
ナ
こ
の
試
み
は
、
発
覚
し
た
時
点
で
は
、
計
画
の
段
階
を
す
で
に

越
え
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
機
会
に
押
収
さ
れ
た
多
数
の
資
料
は
、

一
八

コ
ン
タ
ク
ト
を
と
る
べ
き
人
物
や
元
の
ナ
チ
組
織
の
所
属
員
の
会
や

そ
の
シ
ン
パ
ヘ
の
接
触
方
法
に
つ
い
て
多
数
の
示
唆
を
含
ん
で
い
た
。
こ
の
よ
う
な
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
助
言
さ
れ
て
い
る
人
々
は
、
か

れ
ら
の
元
の
上
司
、
協
力
者
ま
た
は
同
僚
の
誰
が
死
亡
し
た
か
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
死
亡
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
か
に
つ
い
て
、
よ

く
情
報
を
与
え
ら
れ
て
お
り
、
か
れ
ら
は
、
犯
行
の
あ
っ
た
こ
と
そ
の
も
の
、
そ
し
て
犯
行
現
場
に
か
れ
ら
が
い
た
こ
と
を
、
存
在
す
る

証
拠
か
ら
み
る
と
成
功
の
見
込
み
を
も
っ
て
否
定
で
き
な
い
場
合
に
も
、
少
な
く
と
も
直
接
の
犯
行
へ
の
関
与
を
、
死
亡
し
た
者
に
押
し

も
は
や
現
場
検
証
が
で
き
な
い
た
め
、
陪
審
裁
判
所
は
、
実
際
上
、
供
述
証
拠
と
書
証
に
よ
っ
て
の
み
判
断
を
下
す
こ
と
が
で
き
る

(529) 

こ
と
が
多
い
。
ど
ち
ら
の
証
拠
に
重
点
が
置
か
れ
る
か
は
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
ど
の
行
為
者
類
型
に
属
す
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
ナ

チ
犯
罪
者
は
、
通
常
、
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
大
別
で
き
る
。
ひ
と
つ
は
、
命
令
者
お
よ
び
命
令
仲
介
者
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
り
、
今
日
、

「
机
上
犯
罪
者
」
と
俗
称
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
グ
ル
ー
プ
は
、
「
犯
行
に
近
接
す
る
行
為
者
」
と
総
称
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

談
の
濫
用
に
よ
っ
て
責
任
を
問
わ
れ
た
。

①
 

（
四
三
九
）



④
 

③
 

第
四
二
巻
第
二
号

（
四
四

0
)

て
、
処
刑
現
場
で
の
射
撃
手
、
強
制
収
容
所
や
抹
殺
収
容
所
の
看
守
、
ガ
ス
車
の
運
転
手
な
ど
が
こ
れ
に
属
す
る
。
要
す
る
に
被
害
者
と

面
と
向
き
合
っ
た
者
で
あ
る
。
こ
の
両
グ
ル
ー
プ
に
つ
き
、
証
拠
の
状
況
は
、
異
な
る
。
机
上
犯
罪
者
は
、
被
害
者
や
部
下
に
は
そ
の
名

前
も
容
貌
も
知
ら
れ
な
い
。
こ
の
場
合
の
証
人
は
、
命
令
の
出
さ
れ
た
「
机
」
の
近
く
に
い
た
者
で
あ
る
か
ら
、
本
人
自
身
が
被
疑
者
に

な
る
可
能
性
が
あ
り
、
自
ら
、
被
告
人
に
よ
っ
て
不
利
な
証
言
を
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
机
上
犯
人
は
、
記
録
の
助
け

を
も
っ
て
の
み
犯
行
を
認
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、

い
わ
ゆ
る
犯
行
に
近
接
す
る
行
為
者
の
場
合
に
は
記
録
に
そ
の

名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
証
人
の
証
言
に
よ
っ
て
、
立
証
さ
れ
艇
。

一
九
六
五
年
以
降
検
察
庁
と
セ
ン
タ
ー
に
よ
っ
て
、

関
法

ナ
チ
犯
罪
に
関
す
る
内
外
の
あ
ら
ゆ
る
文
書
に
よ
る
証
拠
が
集
め
ら
れ
た
た
め
、

一
九
八
一
年
一
月
一
日
現
在
で
、

ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
ス
プ
ル
ク
・
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ほ
ぼ
五
二
万

記
録
資
料
は
膨
大
な
も
の
と
な
っ
た
。

(531) 

四
千
枚
の
記
録
の
コ
ピ
ー
が
あ
っ
た
。
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
圧
倒
的
に
外
国
の
公
文
書
館
か
ら
探
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
記
録
は
、

約
一
三
万
八
千
枚
の
カ
ー
ド
か
ら
な
る
事
項
索
引
カ
タ
ロ
グ
と
し
て
、
約
二
千
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
付
さ
れ
て
い
る
。
外
国
の
公
文
書
館
に

あ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
の
コ
ピ
ー
は
、
大
部
分
、

ア
メ
リ
カ
、

ソ
ビ
エ
ト
、

フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
チ
ェ
コ
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
約
八
万

枚
の
コ
ピ
ー
の
主
要
部
分
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ナ
チ
犯
罪
調
査
主
要
委
員
会
に
よ
っ
て
用
立
て
ら
れ
た
。

証
拠
の
価
値
を
段
階
づ
け
る
と
、
記
録
が
最
も
重
要
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
公
文
書
館
の
記
録
は
、
ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
た
が
、
近
年
、

外
国
か
ら
ド
イ
ツ
の
管
轄
検
察
庁
に
送
ら
れ
て
来
な
い
日
は
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
す
で
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
裁
判
の
時
に
、
そ
の
よ
う
な

(532) 

記
録
に
は
変
造
さ
れ
た
も
の
が
多
い
と
い
う
噂
が
根
強
か
っ
た
が
、
今
日
も
、
こ
の
よ
う
な
不
信
は
完
全
に
は
払
拭
さ
れ
て
い
な
い
。

証
人
に
つ
い
て
は
、
絶
対
的
に
客
観
的
な
、
す
な
わ
ち
、
独
立
し
た
、
予
断
な
き
証
人
は
い
な
い
。
証
人
の
証
言
の
客
観
的
真
実
性

（
邸
）

を
判
断
す
る
の
が
、
依
然
と
し
て
裁
判
所
の
最
も
困
難
な
課
題
で
あ
る
。
ナ
チ
犯
罪
の
場
合
に
は
、
「
中
立
の
」
証
人
が
い
な
い
の
で
あ

一
八



⑤
 

ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
囮

か
る
ぺ
き
高
い
要
件
を
充
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
か
ら
、
こ
れ
は
い
っ
そ
う
困
難
で
あ
る
。
謀
殺
行
動
の
多
数
は
、
当
時
厳
格
な
秘
密
保
持
の
上
で
無
関
係
な
者
を
排
除
し
て
行
わ
れ
た
。

行
為
者
の
側
に
立
つ
圧
倒
的
に
多
数
の
証
人
は
、
自
分
が
巻
き
込
ま
れ
る
の
を
恐
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
当
時
の
記
憶
を
消
し
て
し
ま

犯
行
時
に
被
害
者
の
側
に
立
っ
て
い
た
証
人
の
証
言
に
つ
い
て
も
批
判
的
に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
証
人
達
が
、

真
実
の
証
言
を
し
よ
う
と
真
摯
に
努
力
し
て
い
る
と
し
て
も
、
誤
判
の
可
能
性
は
高
い
。
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
い
く
犯
行
と
証
人
尋

問
の
間
の
時
間
的
間
隔
は
、
高
齢
化
と
大
き
な
時
間
的
間
隔
は
、
記
憶
の
喪
失
と
同
じ
で
あ
る
と
い
う
見
解
と
結
び
つ
い
て
、
今
日
、
多

く
の
訴
訟
観
察
者
な
ど
の
証
人
の
記
憶
能
力
に
対
す
る
疑
問
を
招
来
さ
せ
て
い
る
。
と
く
に
証
人
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
精
神
的
平
穏
を
再

び
獲
得
す
る
た
め
に
あ
の
忌
ま
わ
し
い
出
来
事
を
記
憶
か
ら
消
し
去
り
た
い
と
努
力
し
、
今
ふ
た
た
び
そ
の
意
識
の
淵
か
ら
明
る
み
に
引

き
出
す
こ
と
を
強
要
さ
れ
、
そ
の
際
、
ほ
と
ん
ど
必
然
的
に
記
憶
の
間
隙
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
に
よ
っ
て
補
填
す
る
危
険
が
と
も
な
う
こ
と

（
碑
）

が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
こ
の
こ
と
は
、
あ
て
は
ま
る
。

立
証
は
、
原
則
的
に
は
唯
一
の
証
人
に
よ
っ
て
も
可
能
で
あ
る
。
ナ
チ
犯
罪
裁
判
の
よ
う
に
行
為
が
す
で
に
何
年
も
前
に
遡
り
、
し
か

も
証
人
の
証
言
の
客
観
的
真
実
内
容
が
疑
問
視
さ
れ
う
る
特
別
の
事
情
が
存
在
す
る
場
合
に
は
、
こ
の
唯
一
の
目
撃
証
人
の
証
言
は
、
し

そ
の
他
、

リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
は
、
様
々
の
鑑
定
人
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
、
心
理
学
・
精
神
医
学
者
に
よ
る
証
人
の

記
憶
力
の
鑑
定
の
み
な
ら
ず
、
例
え
ば
、
命
令
緊
急
避
難
に
関
す
る
現
代
史
学
者
の
鑑
定
も
頻
繁
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
素
人
裁
判
官
が
関

（
蕊
）

与
す
る
場
合
に
は
、
歴
史
的
背
景
に
関
す
る
鑑
定
も
有
益
で
あ
っ
た
と
い
う
。
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
裁
判

の
初
期
に
お
け
る
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
現
代
史
研
究
所
員
に
よ
る
、
後
に
「
S
S
国
家
の
解
剖
学
」
と
題
し
て
公
刊
さ
れ
た
鑑
定
が
有
名
で
あ

い
た
い
と
考
え
て
お
り
、
も
は
や
思
い
出
せ
な
い
と
い
う
。

一八―――
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1962年 3.6年 1972年 8.3年

1963年 4.5年 1973年 9.4年

1964年 4.8年 1974年 9 .1年

1965年 5.4年 1975年 11. 7年

1966年 6.1年 1976年 9.4年

1967年 6.1年 1977年 16.8年

1968年 7.4年 1978年 12.0年

1969年 7.4年 1979年 13.1年

1970年 7.6年 1980年 13.0年

1971年 8.2年 1981年 13.0年

関
法

第
四
二
巻
第
二
号

し
ば
し
ば
被
告
人
は
、
三
五
年
、

る
検
察
庁
に
事
件
を
送
致
す
る
。

罪
行
為
に
つ
き
、

一
人
の
又
は
多
数
の
容
疑
者
を
発
見
し
た
と
き
、
行
為
者
の
住
所
に
管
轄
あ

（
四
四
二
）

他
の
刑
事
訴
訟
と
比
較
し
て
ナ
チ
犯
罪
訴
訟
は
、
非
常
な
長
期
裁
判
と
な
り
が
ち
で
あ
る
と
、

面）

司
法
機
関
が
非
難
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
の
訴
訟
遅
延
に
は
様
々
な
理
由
が
あ
る
。
大
抵

の
場
合
、
ま
ず
初
め
に
、
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
未
知
の
人
物
」
に
対
し
て
予
備
捜
査
が
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
に
、
何
力
月
も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
何
年
も
の
調
査
の
結
果
、
大

き
な
犯
罪
複
合
体
（
例
え
ば
、
出
撃
隊
、
絶
滅
収
容
所
に
お
け
る
犯
罪
）
内
で
実
行
さ
れ
た
犯

一
日
、
二
人
の

容
疑
者
の
捜
査
の
困
難
性
と
そ
の
居
所
の
確
定
の
困
難
性
の
ほ
か
に
証
人
の
確
定
の
困
難
性

(538) 

も
こ
れ
に
加
わ
る
。
そ
し
て
公
判
の
長
さ
は
、
本
質
的
に
尋
問
さ
れ
る
べ
き
証
人
の
数
に
依
存
す
る
。
経
験
に
よ
れ
ば
、

証
人
尋
問
が
精
一
杯
だ
と
い
う
。
外
国
人
の
証
人
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
裁
判
所
の
公
判
に
出
頭
す
る
の
を
拒
否
し
た
と
き
に
は
、
そ

の
よ
う
な
場
合
に
ど
の
よ
う
に
し
て
有
効
な
証
言
を
得
ら
れ
る
か
に
つ
き
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
外
国
に
い
る
証
人
は
、

裁
判
所
の
受
託
構
成
員
に
よ
っ
て
ー
検
察
官
と
弁
護
人
の
立
ち
合
い
の
も
と
に
ー
尋
問
さ
れ
、
調
書
を
公
判
で
読
み
上
げ
ら
れ
る
ぺ
き
か
、

判
決
作
成
に
加
わ
る
全
員
が
、
個
人
的
に
証
人
の
直
接
の
印
象
を
得
る
こ
と
が
必
要
か
。
と
く
に
重
要
な
証
人
や
、
判
決
が
唯
一
、
目
撃

証
人
の
証
言
に
依
存
し
て
い
る
う
よ
な
場
合
は
、
全
員
の
直
接
の
聴
取
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

四
0
年
も
昔
の
二

0
歳
前
後
に
行
っ
た
殺
人
行
為
の
ゆ
え
に
法
廷
に
立
つ
。
裁
判
所
は
、
そ
の
よ
う

④
長
期
裁
判

る。

一
八
四



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

一
八
五

函）

な
事
件
に
お
い
て
、
被
告
人
が
成
人
刑
法
に
よ
る
か
少
年
刑
法
に
よ
っ
て
判
決
さ
れ
る
べ
き
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
し
。
謀
殺
既

遂
は
終
身
刑
で
あ
る
。
少
年
法
に
よ
る
と
同
じ
犯
罪
に
つ
き
長
期
一

0
年
の
自
由
刑
と
な
る
。
裁
判
所
は
、
被
告
人
席
に
す
わ
っ
て
い
る

五
五
歳
か
ら
六

0
歳
の
男
を
、
四

0
年
も
前
の
当
時
の
道
徳
的
・
精
神
的
発
達
に
応
じ
て
、
少
年
だ
と
、
ま
た
は
成
人
だ
と
み
な
さ
な
け

手
続
の
平
均
的
長
さ
は
、
刑
事
訴
追
官
庁
が
初
め
て
活
動
を
起
こ
し
て
以
降
か
ら
計
算
し
て
、
セ
ン
タ
ー
に
存
在
す
る
書
類
に
よ
れ
ば
、

(540) 

第
一
審
判
決
で
終
結
し
た
ナ
チ
裁
判
の
場
合
、
前
頁
の
表
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
統
計
を
評
価
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
六

0
年
代
の
前
半
に
開
始
さ
れ
た
手
続
の
多
く
の
も
の
に
お
い
て
、
捜
査
は
、
こ
の
当
時
、

重
要
な
外
国
の
公
文
書
館
に
あ
っ
た
記
録
が
ま
だ
入
手
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
進
捗
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
目
的
的
で
効
果
的
な
捜
査
は
、
検
察
長
が
一
九
六
七
年
か
ら
お
よ
そ
一
九
七

0
年
の
間
に
大
規
模
に
そ
の
よ
う
な
文
書
に
よ

(541) 

る
証
拠
資
料
が
手
に
入
っ
た
と
き
に
初
め
て
行
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

訴
訟
遅
延
の
理
由

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
ナ
チ
犯
罪
訴
訟
は
、
こ
の
よ
う
に
長
い
期
間
を
要
し
た
の
か
。
時
に
は
、
と
く
に
東
側
の
出
版
物
に
お
い
て
は
、
ド

イ
ツ
の
検
察
機
関
が
、
行
為
者
を
刑
罰
か
ら
逃
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
ナ
チ
犯
罪
裁
判
を
意
図
的
に
遅
ら
せ
て
い
る
と
い
う
主
張
が
行
わ
れ

(542) 

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
さ
て
お
く
と
し
て
も
、
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
に
よ
れ
ば
、
捜
査
が
困
難
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
も

し
担
当
官
が
も
っ
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
と
機
敏
性
を
発
揮
し
て
い
た
な
ら
ば
、
幾
つ
か
の
訴
訟
は
、
も
っ
と
短
期
間
で
終
結
し
た
で
あ
ろ

う
と
い
う
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
「
大
き
な
訴
訟
複
合
の
場
合
、
私
は
、
事
実
の
で
き
る
だ
け
包
括
的
な
解
明
お
よ
び
全
行
為
者
範
囲

の
認
定
に
対
す
る
努
力
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
訴
訟
期
間
の
短
縮
化
が
実
現
さ
れ
え
た
か
ど
う
か
を
疑
問
に
思
っ
て
い
な
」
。
幾
つ
か

(5) 
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
四
四
三
）



に
は
、
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
。

(6) 
般
的
に
は
答
え
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

（
四
四
四
）

―
つ
の
大
き
な
裁
判
か
ら
、
訴
追
に
熟
し
た
行
為
複
合
を
分
離
し
て
、
選
ん
で
裁
判
所
に
持
ち
出
す
こ
と
に
賛
成
し
た
か
も

し
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
い
た
な
ら
ば
、
確
実
に
、
こ
の
部
分
複
合
に
関
し
て
、
手
続
の
短
縮
に
導
い
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
そ
う
し
て
い
た
な
ら
ば
、
異
な
っ
た
場
所
の
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
裁
判
所
が
実
際
に
は
同
一
の
複
合
と
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
証
人
は
、
何
度
も
同
じ
事
実
に
つ
い
て
聴
取
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
し
、
同
じ
目
的
で
、
あ
ち

一
人
の
証
人
に
事
情
聴
取
す
る
た
め
に
外
国
に
、
次
々
に
出
か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
様
々
の
手
続
に
お
け
る
被
告
人
達
が
、
互
い
に
か
ば
い
あ
お
う
と
す
る
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
行
為
複
合
か
個
々
の
手
続

に
お
い
て
目
的
合
理
的
に
文
意
さ
れ
る
か
、
ま
た
は
、
時
間
の
か
か
る
集
合
手
続
に
お
い
て
取
り
扱
わ
れ
る
ぺ
き
か
と
い
う
問
題
は
、

公
判
能
力
の
問
題

刑
事
被
告
人
は
、
訴
追
可
能
で
な
け
れ
ば
、
公
判
を
続
行
で
き
な
い
。
例
え
ば
、
被
告
人
が
死
亡
し
た
場
合
に
は
、
訴
訟
障
害
が
発
生

し
た
こ
と
に
な
り
、
打
ち
切
り
決
定
が
な
く
と
も
手
続
は
、
自
動
的
に
終
了
す
る
。
公
判
能
力
が
欠
け
た
場
合
も
、
訴
追
可
能
性
が
な
く

な
る
。
公
判
能
力
と
は
、
「
被
疑
者
被
告
人
が
そ
の
利
益
を
合
理
的
に
主
張
し
、
そ
の
権
利
を
擁
護
し
、
そ
の
弁
護
を
分
別
を
も
っ
て
理

解
可
能
な
よ
う
に
遂
行
で
き
る
」
被
疑
者
・
被
告
人
の
能
力
で
あ
る
と
さ
れ
和
。
こ
の
概
念
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
訴
訟
能
力
と
は
全

く
同
一
で
は
な
く
、
民
法
上
の
法
律
行
為
能
力
が
な
く
と
も
存
在
し
え
、
ま
た
、
責
任
能
力
が
あ
っ
て
も
自
殺
未
遂
が
あ
れ
は
な
く
な
る

こ
と
が
あ
る
の
で
あ
る
。
公
判
の
遂
行
が
被
告
人
の
生
命
を
脅
か
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
回
復
不
可
能
な
健
康
障
害
が
生
じ
る
と
い
う
場
合

一
時
的
に
公
判
能
力
が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
裁
判
所
は
、
暫
定
的
に
手
続
を
中
止
す
る
。
公
判
能

カ
の
回
復
が
予
想
で
き
な
い
場
合
に
は
、
手
続
は
、
最
終
的
に
打
ち
切
ら
れ
る
。

ら
こ
ち
ら
に
旅
し
、
ま
た
、
裁
判
所
も
、

の
根
拠
が
、 関

法

一
八
六



ナ
チ
の
「
不
法
と
犯
罪
」
の
戦
後
処
理
田

初
め
て
捜
査
を
開
始
し
た
が
、
手
続
を
打
ち
切
っ
た
。
し
か
し
、

一
八
七

一
人
の
検
察
官
が
一

0
0

の
強
制
労
働
に
処
せ
ら
れ
た
が
、

一
九
五
七
年
に

一
九
八

0
年
に
一

0
年
の
自
由

カ
の
た
め
に
、
暫
定
的
に
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
、
被
疑
者
・
被
告
人
が
医
師
に
よ
っ
て
公
判
無
能
力
と
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
ら
の
者
は
、

函）、

法
廷
に
立
た
ず
ま
た
は
す
で
に
開
始
さ
れ
た
公
判
が
中
止
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
同
じ
理
由
か
ら
、
連
邦
裁
判

所
に
よ
っ
て
第
一
審
の
判
決
が
破
棄
さ
れ
た
あ
と
、
陪
審
裁
判
所
に
よ
る
新
た
な
公
判
が
も
は
や
遂
行
で
き
な
く
な
る
。
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル

に
よ
れ
ば
、
そ
の
よ
う
な
公
式
の
医
師
の
公
判
無
能
力
の
証
明
書
が
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
何
の
検
討
も
せ
ず
に
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

と
い
う
印
象
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
誤
り
で
あ
る
。
多
く
の
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
は
、
そ
の
他
の
医
師
の
鑑
定
を
取
り

寄
せ
、
ま
た
は
短
い
間
隔
を
お
い
て
繰
り
返
し
新
た
な
公
式
の
医
師
に
よ
る
検
査
を
行
う
の
で
あ
る
。

一
例
を
挙
げ
る
と
、

一
九
七
四
年
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
陪
審
裁
判
所
は
、
当
時
六
七
歳
の
、

名
以
上
の
証
人
を
尋
問
し
、
三
万
枚
の
書
類
を
作
成
し
た
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
女
性
や
子
供
を
殺
害
し
た
罪
で
基

礎
さ
れ
た
元
保
安
警
察
お
よ
び
S
D
の
出
撃
部
隊
一

0
a
の
指
導
者
に
対
す
る
手
続
を
、
公
式
の
医
師
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
た
公
判
無
能

一
九
七
九
年
に
な
っ
て
も
う
一
度
行
わ
れ
た
公
式
の
医
師
の
検
査
は
、
そ
の

公
判
能
力
が
蘇
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ
で
、
七
二
歳
に
な
っ
た
被
告
人
が
勾
留
さ
れ
、

（暉）

刑
に
処
せ
ら
れ
た
。

健
康
上
の
理
由
で
「
公
判
能
力
」
が
否
定
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ソ
ビ
エ
ト
に
お
け
る
大
量
殺
裁
の
主
謀
者
の
一
人

で
、
ラ
イ
ヒ
保
安
主
要
局
の
長
、

S
S
オ
ー
バ
ー
グ
ル
ッ
ペ
ン
フ
ュ
ー
ラ
ー
の
プ
ル
ノ
・
シ
ュ
ト
レ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
は
、

一
九
五
五
年
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
移
送
さ
れ
た
。
ハ
ン
プ
ル
ク
の
司
法
官
庁
は
、

一
九
六
一
年
に
は
国
際
的
な
抗
議
に
あ
っ
て
捜
査
を
再
開
し
た
。
シ
ュ

ト
レ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
は
拘
禁
さ
れ
た
が
、
四
カ
月
の
ち
に
拘
禁
免
除
を
受
け
た
。
検
察
官
は
改
め
て
捜
査
し
、

（
四
四
五
）

ソ
連
で
二
五
年

一
九
七

0
年
か
ら
一
九
七
一
二
年
ま
で
裁
判
所
の
予
備
調
査
が
あ
り
、
シ
ュ
ト



動
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
知
ら
れ
た
場
合
に
そ
う
で
あ
る
。

第
四
二
巻
第
二
号

レ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
が
少
な
く
と
も
百
万
人
の
命
を
奪
っ
た
と
い
う
内
容
の
五
―
二
頁
に
わ
た
る
起
訴
状
が
完
成
し
た
と
き
、
七
二
歳
に

な
っ
た
被
告
人
は
病
気
だ
と
主
張
し
た
。
彼
は
、
冠
不
全
と
循
環
器
衰
弱
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
ン
プ
ル
ク
の
病
院
の
医
師
は
、
「
条

件
付
」
の
公
判
能
力
の
み
を
認
め
た
。
す
な
わ
ち
、
公
判
を
日
に
何
回
も
中
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
ン
プ
ル

ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
第
七
第
法
廷
は
、
そ
の
よ
う
な
訴
訟
は
、
被
告
人
の
人
間
の
尊
厳
と
相
容
れ
な
い
と
し
て
一
九
七
四
年
四
月
―
―

1
0

(547) 

日
に
手
続
を
最
終
的
に
打
ち
切
っ
た
。

公
判
無
能
力
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
公
式
の
医
師
に
よ
る
鑑
定
に
基
づ
い
て
、
被
告
人
が
公
判
の
予
定
さ
れ
た
時
点
で
も
は
や
、
彼

の
利
益
を
合
理
的
に
擁
護
し
、
そ
の
弁
護
を
理
性
的
に
、
ま
た
理
解
可
能
な
方
法
で
行
い
、
訴
訟
上
有
効
に
説
明
を
行
い
、
ま
た
は
反
論

(518) 

す
る
こ
と
を
許
す
精
神
的
明
晰
の
状
態
に
な
い
こ
と
が
認
定
さ
れ
る
と
き
、
採
用
さ
れ
る
。
ま
た
、
公
判
無
能
力
は
、
被
告
人
の
身
体

的
・
精
神
的
状
態
に
鑑
み
て
、
彼
が
公
判
を
遂
行
し
ま
た
は
継
続
す
れ
ば
そ
の
生
命
を
失
い
、
健
康
に
重
大
な
損
害
を
及
ぼ
す
、
た
ん
な

る
遠
い
可
能
性
が
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
深
刻
に
危
惧
さ
れ
う
る
と
き
に
も
存
在
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
リ
ュ
ッ
ケ
ア
ル
に
よ
れ
ば
、

公
判
無
能
力
を
認
め
る
若
干
の
こ
の
よ
う
な
医
師
の
鑑
定
は
、
被
害
者
か
ら
の
み
な
ら
ず
公
判
に
関
与
し
た
法
律
家
か
ら
も
驚
き
を
与
え

る
こ
と
は
否
め
な
い
。
と
く
に
、
公
判
無
能
力
と
さ
れ
た
被
告
人
が
明
ら
か
に
短
期
間
だ
げ
で
は
な
く
、
身
体
的
・
精
神
的
に
立
派
に
活

病
気
に
よ
る
手
続
打
ち
切
り
が
、
ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
他
の
刑
事
手
続
よ
り
も
頻
繁
な
の
は
、
裁
判
所
の
寛
大
な
こ
と
に
よ
る
の
で
は

な
く
、
被
告
人
が
公
判
時
点
で
、
伝
統
的
な
暴
力
犯
よ
り
も
本
質
的
に
年
と
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
陪
審
裁
判
所
に
起
訴
さ
れ
た
公
判

(549) 

時
の
ナ
チ
犯
罪
者
の
平
均
年
令
は
、
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
表
は
、
健
康
状
態
が
公
判
の
遂
行
を
妨
げ
な
い
被
告
人
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
判

関
法

一
八
八
（
四
四
六
）



ナチの「不法と犯罪」の戦後処理心

1960年 55.5歳 1968年 58.6歳 1976年 67.2歳

1961年 52.7歳 1969年 61.0歳 1977年 64.8歳

1962年 54.3歳 1970年 61.1歳 1978年 66.6歳

1963年 54.8歳 1971年 61. 7歳 1979年 66.6歳

1964年 55.6歳 1972年 62.5歳 1980年 66.7歳

1965年 55.9歳 1973年 62.6歳 1981年 67.8歳
1966年 59.0歳 1974年 64.4歳

1967年 59.4歳 1975年 63.8歳

か
く
し
て
、

Aus: Rlickerl, a. a. 0., S. 233 

打
ち
切
っ
た
。
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
根
拠
づ
け
る
。

「
ホ
フ
マ
ン
博
士
は
、
身
体
上
の
補
助
の
必
要
性
か
ら
公
判
無
能
力
な
の
で
は
な
く
、
知
的
・
情

緒
的
障
害
を
も
つ
か
ら
な
の
で
あ
る
。
今
後
も
、
能
力
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
弁
護
士

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
八
九

無
能
力
と
な
っ
た
も
の
を
含
め
る
と
乎
均
年
令
は
も
っ
と
上
が
る
。

ナ
チ
犯
罪
に
お
い
て
は
、
公
判
無
能
力
は
、
「
生
物
学
的
ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
」

ケ
ア
ル
の
自
制
し
た
叙
述
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
実
に
は
、
「
公
判
無
能
力
」
が
、

の
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。
リ
ュ
ッ

か
な
り
拡
大
解
釈
さ
れ
て
い
る
と
の
印
象
は
払
拭
で

き
な
い
。
シ
ュ
ト
レ
ッ
ケ
ン
バ
ッ
ハ
の
例
が
示
す
よ
う
に
、
有
名
な
ナ
チ
犯
罪
者
ほ
ど
に
、
公
判

(550) 

無
能
力
と
し
て
手
続
が
打
ち
切
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
に
、
イ
ン

フ
ュ
ー
ラ
ー
の
ヘ
ル
ム
ー
ト
・
ビ
シ
ョ
ッ
フ
を
一
九
七

0
年
五
月
二
六
日
に
、
公
判
終
了
直
前
に
、

鑑
定
人
の
診
断
に
よ
り
「
血
圧
の
過
度
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
る
」
と
し
て
手
続
を
中
止
し
た
事
例

や
、
特
別
裁
判
所
裁
判
官
の
ハ
イ
ン
ツ
・
フ
ー
ゴ
ー
・
ホ
フ
マ
ン
お
よ
び
カ
ー
ル
・
フ
ェ
ル
バ
ー

(551) 

の
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
の
殺
害
容
疑
に
関
す
る
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
人
種
恥
辱
裁
判
に
お
い
て

を
申
し
立
て
た
の
で
あ
っ
た
。
鑑
定
に
よ
り
、

一
九
七
六
年
八
月
六
日
に
、
公
判
無
能
力
の
た
め
、

終
極
的
に
手
続
が
打
ち
切
っ
た
。
し
か
し
、
検
察
官
は
、

ホ
フ
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
暫
定
的
中
止

ホ
フ
マ
ン
の
弁
護
士
業
務
は
続
行
で
き
る
と
あ
っ

ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
第
五
部
は
、
こ
れ
を
終
極
的
に

も
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
・
ラ
ン
ト
裁
判
所
は
、

ゴ
ー
・
ミ
ュ
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、

ハ
ム
上
級
ラ
ン
ト
裁
判
所
が
、

（
四
四
七
）

S

S
オ
バ
ー
シ
ュ
ト
ゥ
ル
ム
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221. 
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a. 
0., S. 

75. 
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a. 
0., S. 

75£. 
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a. 
0., S. 
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Verbrechen, S. 

222. 

（器）
1
-
K
<
回
母
以

,\JQ
知

"
L
l
蜘

~./..!0
Rucker!, Weber/Steinbach, a. 

a. 
0., S. 

77. 

（器）
Riickerl, N

S
-
Verbrechen, S. 

237. 

（栖）
Rucker!, N

S
-
Verbrechen, S. 

238. 

（器）
Rucker!, N

S
-
Verbrechen, S. 

238. 



（桐）
Riickerl, N

S
-
V
 erbrechen, S. 

240. 

（唇）
Riickerl, NS-Verbrechen, S. 

241£.; ders., Weber/Steinbach, a. 
a. 
0., S. 

77. 

（衷）
Riickerl, NS-Verbrechen, S. 

242. 

（毯）
Riickerl, Weber/Steinbach, a. 

a. 
0., S. 

77£. 

（毯）
Riickerl, NS-Verbrechen, S. 

249. 

（透）
Riickerl, N

S
-
Verbrechen, S. 

251. 

（禄）
Riickerl, NS-Verbrechen, S. 

259£. 

（器）
H
a
n
s
 B
u
c
h
h
e
i
m
/
M
a
r
t
i
n
 Broszat/Hans-Adolf Jacobsen/Helmut Krausnick, A

n
a
t
o
m
i
e
 des SS-Staates, Bd. 

1, 
1967, Bd. 2, 

1967. 

（語）
Riickerl, NS-Verbrechen, S. 

261ff. 

（器）
Riickerl, N

S
-
V
 erbrechen, S. 

270. 

（整）
Riickerl, N

S
-
V
 erbrechen, S. 

273. 

（号）
Riickerl, N

S
-
V
 erbrechen, S. 

273. 

ぽ）
Riickerl, NS-Verbrechen, S. 

273. 

（器）
Riickerl, Weber/Steinbach, a. 

a. 
0., S. 

81. 

（器）
Riickerl, Weber/Steinbach, a. 

a. 
0., 

S. 
81. 

（西）
Roxin, Strafverfahrensrecht, 19. 

Aufl., 
1985, S. 

123. 

（号）
Riickerl, N

S
-
Verbrechen, S. 

230. 

（器）
Riickerl, N

S
-
Verbrechen, S. 

231. 

海
）

lngo Miiller, Furchtbare Juristen, S. 
260£. 

（器）
Riickerl, N

S
-
V
 erbrechen, S. 

232. 

（器）
Riickerl, N

S
-
Verbrechen, S. 

233. 

（匿）
lngo Miiller, a. 

a. 
0., 

S. 
260. 

+-1¥-
Q

「
←
坦
心
恙
器
」

Q
釜

巡
或

囲
さ

1
~

1
 

(
国
目
~
)



(551)

こ
の
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ペ
ル
ガ
ー
事
件
に
つ
い
て
は
、
第
八
節
で
そ
の
判
決
を
検
討
し
た
が
、
そ
の
事
実
は
詳
し
く
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
一
九
四

0
年
に
ユ
ダ
ヤ
人
教
会
の
代
表
者
レ
オ
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー

(
L
e
o
K
a
t
z
e
n
b
e
r
g
e
r
)
 
(
六
七
歳
）
が
、
結
婚
し
て
写
真
屋
を

営
ん
で
い
た
―
―

1
0歳
の
イ
レ
ー
ネ
・
ザ
イ
ラ
ー
と
の
人
種
恥
辱
を
犯
し
た
と
し
て
、
隣
人
か
ら
ニ
ュ
ル
ン
ペ
ル
ク
の
ゲ
シ
ュ
タ
ポ
に
告
発
さ
れ
た

こ
と
を
き
っ
か
け
と
す
る
事
件
で
あ
る
。
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
イ
レ
ー
ネ
の
父
親
と
以
前
か
ら
親
交
が
あ
っ
た
。
警
察
は
、
即
刻
、
カ
ッ

ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
を
逮
捕
し
た
。
イ
レ
ー
ネ
は
、
尋
問
に
対
し
て
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
と
の
性
的
交
渉
は
否
定
し
た
。
そ
れ
は
、
父
親
と
娘

の
関
係
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
っ
た
。
性
的
種
類
の
接
触
が
あ
っ
た
と
推
測
し
た
検
察
官
は
、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ペ
ル
ガ
ー
を
人
種
恥
辱
で
起
訴
し
た
。

「
代
償
行
為
と
解
さ
れ
る
接
触
」
を
行
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ト
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
カ
ー
ル
・
フ
ェ
ル
バ
ー
（
同
時
に
特
別
裁
判
所

の
裁
判
官
で
も
あ
っ
た
）
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
隣
室
に
い
た
の
が
、
特
別
裁
判
所
の
オ
ズ
ワ
ル
ト
・
ロ
ー
ト
ハ
ウ
ク
博
士
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ト
ハ

ウ
ク
は
、
調
書
を
読
み
、
こ
れ
は
、
特
別
裁
判
所
の
管
轄
で
あ
る
と
し
た
。
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ベ
ル
ガ
ー
は
、
人
種
恥
辱
を
戦
時
の
夜
の
闇
を
利
用
し
、

兵
役
に
就
い
て
い
る
夫
の
留
守
中
に
人
種
恥
辱
を
行
っ
た
か
ら
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
っ
た
。
ロ
ー
ト
ハ
ウ
ク
、
フ
ェ
ル
バ
ー
、
ホ
フ
マ
ン

を
裁
判
官
と
し
て
、
一
九
四
二
年
三
月
一
三
日
か
ら
一
四
日
に
か
け
て
、
こ
れ
を
宣
伝
の
た
め
の
「
見
せ
物
裁
判
」
と
し
よ
う
と
す
る
ロ
ー
ト
ハ

ウ
ク
が
仕
組
ん
で
、
党
関
係
者
で
満
ち
た
法
廷
で
公
判
が
開
か
れ
、
フ
ェ
ル
バ
ー
と
ホ
フ
マ
ン
は
、
ロ
ー
ト
ハ
ウ
ク
の
訴
訟
指
揮
に
疑
問
を
も
っ

た
が
、
最
終
的
に
、
ロ
ー
ト
ハ
ウ
ク
の
主
張
す
る
カ
ッ
ツ
ェ
ン
ペ
ル
ガ
ー
に
は
死
刑
、
ザ
イ
ラ
ー
に
は
二
年
の
拘
禁
刑
と
い
う
判
決
に
同
意
し
、

フ
ェ
ル
バ
ー
が
判
決
書
を
書
い
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

vgl.
Friedrich, F
r
e
i
s
p
r
u
c
h
 flir 
die N
a
z
i
'
J
 ustiz, 
S. 2
6
9
f
f
・

な
お
、
ロ
ー
ト
ハ
ウ

ク
は
、
一
九
四
七
年
―
二
月
に
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
軍
事
法
廷
に
お
い
て
終
身
刑
に
処
せ
ら
れ
た
が
、
九
年
後
の
恩
赦
ラ
ッ
シ
ュ
の
際
に
釈
放
さ
れ

た
。
一
九
五
八
年
に
は
バ
イ
エ
ル
ン
政
府
に
年
金
を
請
求
し
た
。

(552) 
Friedrich, a. 
a. 
0・
こ

S.
3
0
0
 ;
 vgl. Mi.Hier, a. 
a. 
0., S
.
 2
6
1
.
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